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　　　第零章　炎の記憶　～friend～







　伸ばしかけた腕を、銃弾が貫つらぬく。

　飛び散った血と肉片が、視界を赤く染める。

　痛みに歯を食いしばり、堪こらえ切れずに膝ひざをつく。

　声の限り叫んでも、祈りは届かない。

　奇跡は起きない。

　神様なんてどこにもいない。

　目の前には、燃もえさかる炎と、数え切れないほどの兵士と、

　悲しそうな、あの子の笑え顔がお。




　必ず助ける、と、少女は言った。

　私が必ず貴方あなたを助けるからと、少女は、女の子に約束した。

　便利屋の少女の許もとに舞まい込んだ、研究データ奪だつ取しゆの依頼。忍び込んだシティ・モスクワの研究施設で、偶然見つけた小さな部屋。

　女の子は、突然の侵入者を不ふ思し議ぎそうに見上げていた。

　怪しい者ではないと弁解したら、何だか楽しそうに『怪しい』と笑った。少し話をして、すぐに仲良くなった。女の子は軍の実じつ験けん体たいで、生まれたときからその部屋に一人で暮らしていた。顔を合わせる人間といえば軍の研究員ばかりで、『見知らぬ人』に会うのは生まれて初めてだということだった。

　わたしマザーコアなの、と女の子は言った。

　何のことか分からずに、少女は、そうか、と答えた。

　その日はそれで帰って、次の日もやっぱり同じ施設に忍び込んだ。予定の仕事を済ませた後も、毎晩女の子に会いに行った。部屋から出たことがないという女の子に、外の世界の話を思いつく限り語って聞かせた。女の子は目を丸くして、楽しそうに笑って、ときどき、本当にときどき、悲しそうな顔をした。

　二週間が過ぎた日、いつものように換気口から部屋に入ると、女の子が泣いていた。

　どうしたのかと問う少女に、これでお別れ、と女の子は答えた。

　もうすぐ最後の実験の日で、それで自分は死んでしまうから、これでお別れなのだと女の子は泣きながら答えた。

　少女は女の子の頭を撫なで、逃げようと言った。無理だと首を振る女の子に、少女は大丈夫だと笑った。できると思った。魔ま法ほう士しとしての自分の力には、自信があった。

　──必ず助けるから。

　女の子はほんと？　と首をかしげ、少女はもちろんと胸を張った。泣き濡ぬれた女の子の顔をハンカチで拭ぬぐい、少女は、女の子の小指に自分の小指を絡めた。

　──なに？　これ。

　──絶対に約束を守るというおまじないだ。これを破った者は、針を千本飲まされて一万回殴られても文句は言えないらしい。

　受け売りの知ち識しきを披ひ露ろうすると、女の子の顔にようやく笑みが浮かんだ。

　偽造ＩＤで泊まっているホテルの自室に戻って、さっそく軍の動きを調しらべた。

　ようやく探り当てた情報は、軍が『マザーコア』の最終調ちよう整せいのために、験けん体たいを近くの病院に移したらしい、という物だった。

　チャンスだと思った。




　罠わなだと気づいたときには、すべてが手遅れだった。

　手て薄うすな警けい備びの隙すきをついて病院の中に潜もぐり込んだ少女を待っていたのは、軍の対魔法士部隊二個大隊と無数のノイズメイカー、そして、対ノイズメイカー用の特殊デバイスを首に埋め込んだ研究施設直属の魔法士達だった。

　後になって分かったことだが、少女の動きは初めて女の子に会った瞬しゆん間かんから軍に察知されていて、軍はただ、少女を別のシティのエージェントと勘違いし、背後関係を押さえるために少女を泳がせていたに過ぎなかった。

　銃声と爆ばく音おんが通路を満たし、飛び交う炎が病院を火の海に変えた。少女は必死に戦ったが、戦力の差は絶望的だった。銃弾の雨に追い立てられ、炎の壁かべに行く手を遮られ、それでも何とか目的の階にたどり着き、通路の角を曲がった所で少女は立ち止まった。

　立ちこめる煙に白く霞かすんだ視界の先。白衣の研究員に連れ去られる女の子の姿。

　無意識に伸ばしかけた右腕を、銃弾が撃うち抜いた。

　衝しよう撃げきが、ノイズメイカーのせいで痛覚処理が上う手まく働かない脳を貫いた。

　女の子がふり返り、目を見開いて何かを叫んだ。無我夢中で立ち上がり、手近な兵士を二人まとめてなぎ倒した。倒れた兵士の手から銃をもぎ取り、三人目に向けて引き金を引き、四人目に向き直ったところで通路の奥から聞こえてくる怒ど声せいに気づいた。

　白衣の研究員達の向こう、整然と隊列を成す、新たな兵士の一団。

　それでも駆け出そうとした足下に、銃弾が跳ねた。

　背後からも、別な部隊が迫っていた。

　Ｉ－ブレインの戦せん闘とう予測が、絶望的な数値を吐いた。

　──もういいよ。

　声に驚おどろいて顔を上げた。兵士たちの怒ど号ごうの中、女の子の声は不ふ思し議ぎと良く聞こえた。

　──もう、いいから。

　悲しそうな顔で、女の子が笑った。




「……か……」

　心が折れた。

　足が、無む意い識しきに一歩後ずさった。

「……必ず……必ず助けに来るから──！」

　うん、待ってる、と女の子は笑った。

　にっこり笑って、ばいばい、と手を振った。

　少女はひぅっと息を呑のみ、言葉を失ってただ唇をわななかせた。兵士達が銃を構え、一斉に引き金を引いた。銃声が天てん井じように幾重にも反はん響きようし、衝しよう撃げきがいくつも頬ほおをかすめ、外がい套とうの裾すそがぼろ屑くずとちぎれ飛んだ。

　右腕から滴り落ちた血が、床ゆかに跳ねて小さな音を立てた。

　少女は歯を食いしばり、逃げるように顔をうつむかせ、

「……助けに……来るから……」

　とうとう、女の子に背を向けて駆け出した。

　退路はすでに制圧されていた。燃もえ盛る炎とその向こうに待ちかまえる兵士達の戦列に、少女は真っ正面から突っ込んだ。ノイズメイカーに脳を灼やかれ、数え切れないほどの銃弾を体に浴び、それでも、少女は一いつ瞬しゆんたりとも立ち止まらなかった。

　──絶対に約束を守るというおまじないだ。

　耳元で、声が聞こえた。

　その声から逃げるように、少女は走り続けた。




　　　　††††††††††††††




　西暦二一九四年十二月二十五日、シティ・モスクワのマザーコア換装作業は無事に終了した。

　病院施設で起こった謎なぞの襲しゆう撃げき事件は、結局、犯人不明のまま処理された。

　奇跡的に生き延びた少女は下水施設を伝ってシティの外に脱出し、助けられた小さな町のベッドの上で『モスクワの都市機き能のうが回復』というニュースを聞いた。

　映像端末の向こうでうかれ騒さわぐシティ市民を前に、少女はただ、自分を呪のろった。




　自分の無力を、少女は呪った。







　　　第一章　夜を行く者　～Demon Master～







　吹きつける風は、切り裂くような冷気を孕はらんで、心地ここち良かった。

　少女は小さく白い息を吐き、たなびく長い髪を手のひらで押さえた。

　腰掛けていた細い手すりの上に立ち上がり、ゆっくりと視し線せんを巡らせる。『地表』からの高度およそ四百メートル、シティの天てん井じようを支える巨大な支柱の中ほど、灰はい色いろの壁かべからせり出すように設けられた、保守作業用と思おぼしき小さな足場の先。周囲に立ち並ぶ高層建けん築ちく群よりもなお高いこの場所からは、夜間照明の闇やみに沈むモスクワの街を一望することができる。

　第二十階層・軍事区画、通称『管理階層』。シティ・モスクワのすべての機き能のう中枢と軍事拠点を詰め込んだ直径二十キロの広大な箱庭。暗い沼底のような街には無数の小さな光が散らばり、せわしなく動き続けて人の営みを証明している。

　シティのすべてを司つかさどるこの街に、夜の眠りが訪れることは決して無い。

　それでも夜間照明などという物が存在するのは、生物としての人間の基本機能が『昼の時間』と『夜の時間』を必要とするからだと、誰だれかに聞いたことがある。

「まあ、文句を付けるような筋ではないが」

　呟つぶやき、風に乱れるスカートの裾すそを整ととのえる。飾り気のないスカートもそれを押さえる手も、闇やみに溶けてその姿を朧おぼろにする。夜を搾しぼって塗り固めたような真まっ黒くろのワンピースに、同じ色の手袋が人ひと揃そろい。胸の前にかき合わせた長い外がい套とうも黒なら、スカートの裾からのぞく靴下もその先の靴も黒。すべてが黒ずくめのその中で、ただ、手袋の縁ふちからわずかに露ろ出しゆつした肌だけがコントラストをなすように白い。

　……いっそ、肌に墨すみでも塗るか。

　夜はいい。警けい備びが手て薄うすになるなどという甘い期待をしている訳ではないが、少なくともこの闇は侵入者の存在を隠してくれる。錆さびた手すりの端から足先を踏み出し、遙はるか眼下に視線を落とす。地上には相変わらず無数の光点がひしめいているが、街を見下ろす黒い少女に気づく者はない。

　……あれだな。

　シティの支柱に隣りん接せつする一画、現在位置から水平距きよ離りにして百メートル、強化コンクリートの壁に四方を囲まれた研究施設群の中に『目標』を確かく認にんする。肉眼で捉とらえられるのは闇の中にぼんやりと混ざり合ういくつかの光点だけ。そのわずかなデータを脳内で解析し、詳細な画像として再構成する。

　──百メートル四方、高さ五十メートル弱。入り口は正面に一ヶ所と、資材搬入用のゲートが裏手にもう一ヶ所。正面に警けい備び兵へいが八人。主武装は機き関かん銃じゆう。監かん視しカメラは四十八ヶ所──

　事前の調ちよう査さに間違いが無いことを確かく認にんし、一つうなずく。カメラの処理系統はすでに押さえてある。施設内は盗とう聴ちよう防止のために無む線せん通信が遮断されているから、有線の通信系統さえ支配してしまえば中から助けを呼ばれる心配は無い。

　問題は無線通信による援えん護ご要よう請せいが可能な表の警備兵。

　彼等の脳内には警報用のデバイスが埋め込まれており、たとえ手足を縛しばられ口を塞ふさがれても思考するだけで本部に連絡を送ることができる。さらにこのデバイスは兵士の体たい調ちようを常に監視しており、脈拍・呼吸などの生命活動に異常が感知されると中ちゆう枢すうのシステムが警告を発する仕掛けになっている。

　だから、取るべき手段は一つ。

「……一いち撃げきで、通信デバイスごと脳を破は壊かいする」

　一人残らず、という言葉を心の中で付け加える。外がい套とうの裏に手を伸ばし、手袋越しにナイフの細い感触を確たしかめる。ポケットから黒いリボンを取り出し、風にたなびく漆しつ黒こくの髪を頭の両側で一本ずつ束ねる。

　脳内時計が『西暦二一九八年九月九日午前一時五十八分』を告げる。

　襟えり元もとの通信素子が、少女の名を呼んだ。

『──サクラ』

「聞こえている」答え、リボンの結び目の具合を整ととのえる。「そちらの準備は？」

『全員、配置に付きました』低い男の声。

「了解した。では定刻をもって作戦開始とする」言葉を切り、一いつ瞬しゆんためらってから「その……不測の事態が発生した場合は、私にかまわず全員離り脱だつするように」

　男は無言。

　余計なことを言った、とサクラは唇をかみ、

「……返事は？」

『……了解です』

「では、お願ねがいする」

　一方的に通信を切り、息を吐く。間違ったことは言っていない。彼らも魔ま法ほう士しであることに違いはないが、その能力は通常武装の兵士一個小隊を相手にどうにか渡り合える程度の小さなものだ。対魔法士に特化された特殊部隊と戦うことなど考えられないし、シティの魔法士と交戦にでもなれば全滅は免れない。

　──だから、私が。

　脳内の時刻表示が定刻まであと十秒を示し、カウントダウンが始まる。Ｉ－ブレインに思考を巡らせ、すべての動作に問題が無いことを確認する。外套の裏地に指を滑すべらせ、簡かん易い型がたの偏光迷彩を展開。服の繊せん維いに織おり込まれた光学素子が周囲の光景をリアルタイムで投とう影えいし、内部の人間を透明に見せかける。

　小さく一つ、息を吐く。

　斬きりつけるような風はいよいよ強く、リボンで束ねた長い髪が翻ひるがえる。

（──『午前二時』）

　ゆっくりと体を前に倒し、闇やみの中に身を投げ出す。重力が体を捉とらえ、自由落下が始まる。頭と足が逆さまになり、天地が反転する。スカートがはためく。見上げた視界いっぱいに、シティの天てん井じようが大写しになる。

　鉛なまり色いろの空。鉛色の骨格。

　剥むき出しになった無数のパイプは鉛色の血を流す血管のようで、

（呼Call：分子運動学・分子運動制御・『羽根』）

　内ない臓ぞう、という言葉が頭に浮かんだ。

　魔ま法ほう士しの命をすすって生きながらえているこの街に、ふさわしい言葉だと思った。




　　　　††††††††††††††




　……すべての始まりは十二年前だと、サクラは聞いている。

『コード５１４』──西暦二一八六年五月十四日。南極と北極に浮かぶ大気制御衛えい星せいが原因不明の暴ぼう走そう事故を起こし、世界が冬に包まれた運命の日。エネルギー生産の大部分を太陽光発電に頼っていた人類は生きる術すべを失い、化石燃ねん料りようや地ち熱ねつ発電プラントの所有権を巡って巻き起こった争いは地球のすべてを戦火に包んだ。

　人類が経けい験けんした、三度目の世界大戦。

　二年間続いた戦争は残されたわずかなエネルギー資源を食い潰つぶし、地球上の全人口の九十九パーセントを死に追いやり、アフリカ大陸を跡形も無く消滅させた。

　一人の勝者も生み出さないまま、大戦は終結。

　生き残った者達は世界に七つだけ残されたシティに身を寄せ、あるいは発電プラントの周囲に町を作り、かろうじて滅亡を免れた──と、ここまでは、今の地球に生きる者なら誰だれもが知っている歴史だ。

　そこに一つの事実が隠されていることを、多くの者は知らない。

　一千万人の生活を恒久的に支える独立型閉へい鎖さ都市『シティ』。

　まともなエネルギー供給手段を失ってしまった人類がその途方も無い機き能のうを維持し続けるために、何が必要で、何をしなければならなかったか。

　単純な話だ。

　彼らは、多くの人間を助けるために、生いけ贄にえを差し出したのだ。




（警告Alert：例外処理・『思考中断・コンマ二秒』）

　落下を続ける視界の端に『それ』を捉とらえた瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが警けい告こくを発する。周囲の大気に巡らせていた情報制御に綻ほころびが生まれ、自由落下の速度を和らげていた風の流れが揺らぐ。脳内に命令を走らせ、思考ノイズを消去。空気分子の運動を制御して体の周りに大気の壁かべを展開し、虚こ空くうをまっすぐに流れ落ちていく。

　無む意い識しきに拳こぶしを握りしめ、闇やみの向こうを凝ぎよう視しする。

　今回の目標である研究施設から十キロ近い距きよ離りを隔てた先、第二十階層の中央に白く浮かび上がる、巨大なドーム。

　そこに、『マザーシステム』は存在している。

　人類の英知の結晶たる情報制御理論の精せい髄ずい。『魔ま法ほう士し』と呼ばれる特殊な人間の脳を中ちゆう枢すうに用いることで物理法則をねじ曲げ、熱力学第二法則エントロピー増大則を突破する永久機き関かん。外界からのエネルギー供給無しにシティのすべての機能を維持し、市民の生活に必要なあらゆる物を生産し続けることができる文字どおりの『魔法』の装置。

　一千万人の命を支える、シティの心しん臓ぞう。

　それが、大戦を生き延びた人類がたどり着いた答えだった。

　システムの中枢に用いられる魔法士は『マザーコア』と呼ばれ、手術によってすべての思考能力と感情を奪うばわれて生きながら屍しかばねとなる。完成したコアは生命維持槽そうの羊よう水すいに漬けられてシティの制御機構に接続され、そのまま、負荷に耐え切れなくなって脳が崩ほう壊かいする日まで死んだまま生かされ続ける。

　崖がけっぷちに追いつめられたとき、人間はどこまでも醜みにくくなれるものらしい。

　大戦を生き延びた七つのシティは一つの例外も無くこのシステムを受け入れ、結果、シティに住む人々は飢うえに苦しむことも寒さに凍えることも無く、戦前と変わらない『当たり前』の暮らしを手に入れた。

　最初にモスクワのマザーコアに選ばれたのがどんな人物だったのか、サクラは知らない。大戦中に手術を受けた後天性の魔法士だということから先は、いくら調しらべても分からなかった。自ら望んでマザーコアになったというその男は六年間シティを生かし続け、二一九四年の十二月に活動を停止した。

　次のコアには、あらかじめ研究施設で育成されていた実じつ験けん体たいが用いられた。

　コアの交換は成功して、この街は死を免れた。

　……それで四年も生きながらえたのだから、もう十分。

　彼らは、そろそろ、自分たちの負債を支払うべきだ。
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（文書text：一般処理・『接敵まで五十メートル』）

　数十秒の落下の果てに終着駅が迫る。秒速二十メートルで駆け抜ける視界の先で、闇やみに沈んでいた第二十階層の街並みが急速にその姿を浮かび上がらせていく。

　数キロ四方の広大な研究区画。その片隅に存在する目標の施設。輸ゆ送そう作業用フライヤーが周辺に五台。こちらを見上げる監かん視しカメラの制御系統はすでに支配済み。

　入り口の左手に警けい備び兵へいが三人、右手に同じく三人。

　いずれも、頭上に迫る侵入者に気づく気け配はいはない。

（呼Call：分子運動学・分子運動制御・『沈ちん黙もく』）

　空気分子の運動を支配して施設の周囲に大気の壁かべを作り、外部への音の伝でん播ぱを遮断する。外がい套とうの裏に両手を差し入れ、ナイフの柄つかを左右三本ずつ指に挟む。体は相変わらず上下反転したまま。研究施設の壁が背中の数ミリ向こうを滑すべる。

　地表に到達するまで二秒と少し。

　脳内に思考を巡らせ、記き憶おく領域に圧あつ縮しゆく保存されている『操そう作さ』を呼び出す。

（呼Call：電でん磁じ気き学がく・電磁場制御・『銃身展開・準備』）

　視界の中心に、現実の光景と二重写しに十字型のアイコンが表示される。思考の中でアイコンを操作し、空間上に六ヶ所の点を設定。それぞれの座標に小型の電レ磁ー射ル出ガ砲ンが存在すると仮定して、六つの照準を眼下の兵士達に合わせる。

　一挙動で外套から両手を抜き放ち、六本のナイフを目標点めがけて投とう擲てき。

　同時に、頭の中でスイッチを叩たたく。

（呼Call：『銃身生成』）

　大脳新皮質上の生体コンピュータ『Ｉ－ブレイン』が高速演算を開始。電磁気学の基き礎そ原理を脳内に呼び出し、必要な電磁場の構造を生み出すように基礎方程式を修正する。常軌を逸した速度で行われる演算は最初の数ナノ秒で臨りん界かいを超え、脳内に生み出された仮想的な物理法則が現実世界を浸食する。

　膨ぼう大だいな情報が目標点六ヶ所の周囲で物理定数を書き換え、直ちよく線せん軌道を描いて突き進むナイフの周囲に強電界と強磁界で編あまれた円筒形の『銃身』を形成。

　一定以上の速度で行われる演算は、現実世界に影えい響きようを及ぼす。

　それが情報制御の──『魔ま法ほう』の根幹をなす事実だ。

（呼Call：『弾体加速』）

『銃身』を構成する電磁場が瞬しゆん間かん的てきに変位し、ローレンツ力によってナイフを加速する。長さ十センチ足らずの細いナイフは円筒領域を通過する一瞬に秒速二千メートルを突破、設定された照準に従って運動ベクトルを強制的に変更され、目標めがけて打ち出され、

（文書text：一般処理・『着弾』）

　重なり合って響ひびく、金属音。

　六つのナイフは狙ねらい違たがわず兵士達の頭部に命中。

　電光の弾丸となって垂直に降り注いだナイフは兵士達の頭部の天頂に突き立ち、ヘルメットを砕くだき頭ず蓋がいを穿うがち埋め込まれた通信素子ごと脳を貫つらぬいて、強化コンクリートの路面に深々と突き刺さっていた。

　軍服に包まれた六人の体がわずかに痙けい攣れんし、ゆっくりと倒れていく。脳内のメッセージが『着地まで一秒』と警けい告こくを発する。記き憶おく領域から別な操そう作さを呼び出して展開。背中を走る研究施設の壁かべに一いつ瞬しゆんだけ指先を触れ、Ｉ－ブレインに命令を飛ばす。

（呼Call：計けい算さん機き数学・仮想精神体制御・『生物化』）

　脳内に圧あつ縮しゆく保存されていたプログラムが展開、指から施設の外がい壁へきを伝って眼下の路面に流れ込む。特殊な情報構造体が路面を構成する強化コンクリートの基本情報を書き換え、『生物』として作り替える。

　鋼こう鉄てつに匹敵する強度を持っているはずのコンクリートの表面が波打ち、人の身長を上回る巨大な腕が出現、宙で身を捻ひねったサクラの体を柔らかく受け止める。

　電でん磁じ場ばの砲身に、コンクリートの腕。

　俗に『魔ま法ほう』と呼ばれるこれらの現象はすべて、抽象代数と理論物理と大脳生理学に支配された純粋な科学の産物だ。

（文書text：一般処理・『生物化・成功』）

　世界に存在するあらゆる物質、法則、思考──それらの『存在情報』によって形成される巨大な構造体を、科学者は『情報の海』と呼ぶ。情報の海は現実の物質世界と二重写しに存在し、すべての事象は物質と情報の相互作用によって生み出される。

　二つの世界は背中合わせ。たとえ物質の側からしか世界を認にん識しきできなくとも、すべての事象にはかならず何らかの情報が付随している。物質の運動は情報を変化させ、情報の変化が次の運動を生み出し、その連れん鎖さによって世界は動き続けている。

　だから、もし『情報の海』を直接書き換えることが可能なら、それによって現実の世界を操そう作さし、物理法則をねじ曲げることができる。

　それが魔法──情報制御。

　魔法士とは、脳内に生体コンピュータ『Ｉ－ブレイン』を持ち、思考演算によって物理法則を操あやつる者達の総称だ。

（呼Call：『仮想精神体制御・継続』）

　脳内の容量を一部確かく保ほし、強化コンクリートの腕を操っている『情報』の構造維持に割り当てる。無生物を生物化させている仮想精神体は、思考演算によって構造を維持し続けないと十秒足らずで拡散、消滅してしまう。『腕』はサクラを研究施設の正面に下ろし、すぐさま次の作業を開始。兵士達の死体を内部に取り込んで地下に埋め込み、自身に突き立ったままのナイフ六本を主あるじに向かって吐き出す。

　サクラはそれを片手で受け止め、もう片方の手で外がい套とうのポケットを探る。用意しておいた光学素子を取り出して外がい壁へきに設置。一センチ角ほどの素子は記き録ろくされている映像を周囲に投とう影えいし、六人の兵士が何事もなく生きているように見せかける。

　単純な目くらまし。だが、少しでも時間が稼かせげれば十分。

　仮想精神体を解除して『腕』をコンクリートに戻し、意い識しきのチャンネルを脳内に切り替える。

　より大規模なプログラムを展開するための領域を、Ｉ－ブレインの内部に確かく保ほする。

（呼Call：制御系・一時記き憶おく領域・『戦せん闘とう領域・確保』）

　魔ま法ほう士しの能力はＩ－ブレインの基き礎そ領域に書き込まれたプログラムによって決定されるが、サクラの脳は通常のカテゴリー分けの範はん疇ちゆうに含まれない極めつけに特異な能力を有している。『後天的に書き換え可能』な基礎領域を有するそのＩ－ブレインは、通常の書き換え不可能なＩ－ブレインを持った他ほかの魔法士の能力をコピーして自分の物とし、さらには通常ではありえない複数の能力の使用を実現することができる。

　欠点は、仮想的に動作させた能力であるために、オリジナルに比べて性能が劣ること。

　だが、重要なのは力の優ゆう劣れつではなく、選択肢の数だ。

（呼Call：制御系・一時記憶領域・『操そう作さ予約』）

　それぞれの能力は、別々な圧あつ縮しゆくファイルとしてＩ－ブレインの基礎領域に保存されている。すべてを一度に展開するには一時記憶領域の容量が足りないから、代わりに、ファイルが保存されている場所と展開プロセスを一いち覧らんにして脳内に準備する。これにより、能力の呼び出しに要するコンマ数秒の時間は実質的にゼロに短たん縮しゆく──魔法士の戦闘において、その時間差は生死に直結する。

　言うなれば、それは、弾倉に銃弾を込めるようなもの。

　一次記憶領域に刻みつけられたファイルのリストは、引き金一つで瞬しゆん時じに展開され、一切のタイムラグ無しに能力を起動する。

　騎き士しの『運動係数制御』。

　人形使いの『仮想精神体制御』。

　炎使いの『分子運動制御』。

　そして、『電でん磁じ気き学がく制御』。

　これですべて。これがサクラの持つ全能力。スカートの裾すそを整ととのえる。肩にかかった長い髪を背中に払いのける。

　脳内時計が『二時二分』を告げる。

　……始めるか。

　エントランスを横切って扉の前に立ち、カードリーダーに偽造ＩＤを切り下ろす。巨大なガラス扉が左右にスライドし、侵入者を招き入れる。

　広いホールに視し線せんを走らせ、壁かべ際ぎわの端末に駆け寄ってコマンドを流し込む。

『──緊きん急きゆうシステム作動。対魔ま法ほう士し隔かく壁へきを展開』

　上下左右から螺ら旋せん状じようにせり出したチタン合金の壁かべがガラス扉を三重に封ふう鎖さし、施設内の空間を外界から遮断した。
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　──この街は、死にかけている。

　滅びの半歩手前まで追いつめられながら、醜みにくく生き足あ掻がいている。

　四年前、この街は一人の女の子を殺した。それから時が過ぎて、異変は何の前触れもなくやってきた。マザーコアとして四年間片時も休むこと無くシティを動かし続けた女の子の脳は、西暦二一九八年七月の最後の日に突然その機き能のうを停止した。

　市民一千万人の生活を支えるすべてのライフラインと生産プラントは麻ま痺ひ状態に陥った。あわてふためいたシティの管理者達は関係者の間に箝かん口こう令れいを敷しき、『管理機構に不具合が発生した』と偽いつわって市民に対する物資の供給を制限した。生活に必要な最低限のエネルギーをまかなうために、地下の非常システムが起動された。万が一の事態に備えて地ち熱ねつ発電プラントに蓄えられ続けてきた電力は、しかし、マザーコアの代わりを務めるにはあまりにも頼りないものだった。

　それから四十日、都市機能はいっこうに回復せず、市民の間に広がった不安は暴ぼう動どう寸前にまで膨ふくれ上がり、非常システムの備蓄は三分の一を切った。

　どれだけ無理をしても、あと二ヶ月。

　その間に次の『マザーコア』を用意できなければ、シティ・モスクワは永久にその機能を停止する。
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　ライトの薄うす明あかりに照らされた闇やみの通路をサクラは駆ける。踏み込む足がタイル貼ばりの床ゆかを捉とらえ、高い靴音が天てん井じように反はん響きようする。等間隔に配置された扉が左右の壁を次々に走り抜ける。視界の端を横切る案内標ひよう識しきの緑光。Ｉ－ブレインは瞬しゆん時じにその情報を拾い上げ、脳内の地図と照合して現在位置を確かく認にんする。

（文書text：一般処理・『運動係数・五倍・継続』）

　思考演算が体内の物理法則を改変し、運動と知覚の速度を通常の五倍で固定する。感覚器官が得た情報はＩ－ブレインの内部で数値データに変換され、脳の通常部分が混乱しないようにフィルター処理を施ほどこされてから神経に戻される。数値によって編あまれた仮想世界と五感が捉とらえた現実世界を同時に認にん識しきする二重感覚。壁かべから浮き出た立体映像の時計が、五分の一に減速された時間の中でゆっくりと秒針を刻む。

（警告Alert：一般処理・『攻こう撃げき感知』）

　踏み出した足を軸に重心を投げ出し、倒れ込むように通路の角に飛び込む。半はん瞬しゆん遅れて風切り音が闇やみを裂き、コンマ一秒前までサクラの体が存在していた空間を銀光が両断する。床ゆかに手をつく反動で立ち上がり、振り返りざまに外がい套とうからナイフを引き抜く。その眼前に閃ひらめくさらなる銀光。襲おそい来る一撃をナイフの刀身で受け流し、衝しよう撃げきを殺し切れずに一歩後ずさる。

　目の前には、カーキー色の軍服に身を包んだ男の姿。

　モスクワ軍の魔ま法ほう士し──近接戦せん闘とう特化型情報制御能力者『騎き士し』。

　男の体が加速し、振り抜かれた剣が一瞬で引き戻される。変異銀ミスリルの刀身が閃き、柄つかに象ぞう眼がんされた結晶体がかすかな光を放つ。騎士専用剣型デバイス『騎士剣』は所有者の一時記き憶おく領域を拡張し、Ｉ－ブレインの運動加速能力を限界まで引き出す。

　加速率は十七倍、速度はこちらの三倍以上。

　劣化コピーに過ぎないサクラの『運動係数制御』では、同じ騎士剣を持ったとしても決して到達できないスピードだ。

　袈け裟さ斬ぎりに走る剣の切っ先を数ミリの差でかわし、続けざまに繰くり出される横なぎの一撃にかろうじて右手のナイフを合わせる。瞬間、Ｉ－ブレインにノイズが走り、騎士剣と同じミスリル材質で構成されたナイフの刀身が砂のごとく崩れ落ちる。

『情報解体』。情報の海の側から対象物の存在情報を攻撃し、物理的な強度を一切無視して目標を破は壊かいする騎士の近接攻撃。

　柄だけになったナイフを投げ捨て大きく後方に跳ちよう躍やく。

　それを待っていたかのように、Ｉ－ブレインが叫ぶ。

（警告Alert：一般処理・『情報制御感知：分子運動制御・仮想精神体制御』）

　通路内の空気が一瞬で低温化し、無数の窒ちつ素そ分子の結晶がサクラの周囲に出現する。同時に左右の壁かべが粘土のように変形し、五十本近い灰はい色いろの腕を形成する。一つ一つが小指の先ほどの大きさの結晶体は銃弾並みの速度でサクラめがけて降り注ぎ、強化コンクリートの腕は群れを成して跳躍軌道を塞ふさぐ位置に回り込む。

　騎士はすでに剣を構え直し、こちらの心しん臓ぞうめがけて突きの一撃を繰くり出す体勢にある。

　……絶体絶命だな。

　口元に、かすかな笑みが浮かぶ。

（呼Call：『運動加速・一時休止』）

　小さく一つ息を吐き、思考を加速する。

（呼Call：制御系・連弾・『電でん磁じ気き学がく制御・銃身』『分子運動制御・鎖くさり』『仮想精神体制御・生物化』）

　用意しておいた呼び出しプロセスの一いち覧らんを脳内に展開し、一気に命令を流し込む。Ｉ－ブレイン内に『展開処理用』の領域が確かく保ほされ、プログラムが次々に起動する。本来なら一つずつしか起動できないはずの三つの能力は少しずつ時間差を付けて呼び出され、処理を終えた瞬しゆん間かんに一時記き憶おく領域から削除される。

　Ｉ－ブレインはこの『処理終了プロセス』を脳内に用意された専用の領域に押しつけることでメインの作業領域にかかる負荷を消去し、結果として一切のタイムラグ無しに連続起動された三つのプログラムは、限り無く同時に近いタイミングでその効果を発揮する。

　──『電磁気学制御』が、目の前の空間で電磁場をねじ曲げ、電磁射出砲の砲身を形成する。

　──『分子運動制御』が、空気分子の運動を固定して不可視の鎖に変え、背後に回り込もうとする腕の動きを封じる。

　──『仮想精神体制御』が、身にまとった防弾繊せん維いの外がい套とうを生物化して巨大な翼つばさに展開し、空気結晶の銃じゆう弾だんをことごとく受け止める。

　空気の鎖に動きを封じられた腕の隙すき間まに難なん無く着地し、右手のナイフを電磁場の銃身に投げ入れる。速度設定は『秒速一万メートル』。常軌を逸したスピードで撃うち出されたナイフは、わずか二メートル向こうの騎き士しめがけて一いつ直ちよく線せんに襲おそい掛かる。

　騎士の腕が瞬時に翻ひるがえり、ナイフの軌道を遮る位置に騎士剣が出現する。

　投とう擲てき用ようの細いナイフは騎士剣の刀身に深々と食い込み、衝しよう撃げきに絶え切れずに砕くだけ散る。耳をつんざく金属音。構造を維持できなくなった騎士剣の刀身が根本から崩れ始め、剣を手放した男の体は急速にスピードを失い、

「──あ」

　男が、かすかに声を上げた。

　間かん髪はつ入れずに放った二本目のナイフが、男の心しん臓ぞうを体ごと貫つらぬいて、後方の壁かべに深々と突き立っていた。

（呼Call：『運動加速・再起動』）

　男は何か不ふ思し議ぎな物でも見るように自分の胸に開いた穴を見下ろし、ゆっくりと血の固まりを吐き出す。サクラは黒い翼を元の外套に巻き戻し、運動を加速して振り返りざまに駆け出す。通路の先、十メートル向こうに軍服姿が二つ。おそらくは魔ま法ほう士し──分子運動制御特化型の『炎使い』と仮想精神体制御特化型の『人形使い』。

　左の女が通路の壁に手を当て、右の男がゆっくりと後退を開始する。

　運動係数制御を一瞬だけ休止し、電磁場の銃身を形成してナイフを射出する。通路を一直線に貫いたナイフはしかし、壁から突き出したコンクリートの腕に阻はばまれて小しよう爆ばく発はつ、軌道をわずかに逸そらされる。運動係数制御を再開。右の男は壁の通信端末に取りつき、何事かを叫んで制御パネルを叩たたく。通信システムが機き能のうしていないことにようやく気づいたのか、男はこちらに背を向け、通路の奥に向かって走り出す。

　逃すものか。

　一息に踏み込もうとしたその目の前に、コンクリートの腕が音も無く突き出す。人間の三倍近い巨大な腕をかいくぐってやり過ごし、その行く手に別の腕が襲おそい掛かる。分子運動制御を呼び出して『腕』の動きを封じるが、人形使いと思おぼしき女は次々に別な腕を生み出していく。

　五倍速の視界の中、男の背中が少しずつ遠ざかる。

　相対距きよ離りは十メートル。だが、数十の腕に阻はばまれたその間合いは、サクラの中途半端な運動係数制御で乗り越えるには遠すぎる。

　……それで逃げたつもりか。

　大きく一歩退き、手のひらを壁かべに押し当てる。

　脳内に展開された仮想精神体の情報構造を、壁を伝って男のすぐ傍そばに送り込む。

（呼Call：仮想精神体制御・『生物化』）

　壁から生え出したコンクリートの腕が男に襲い掛かり、男の目の前に出現した氷の盾がそれを防ぐ。やはりこちらの男が『炎使い』。人形使いの女がそちらを振り返り、周囲の壁から次々に腕を生み出していく。

　生み出された腕の総数は五十本、対してこちらの腕はわずか一本。

　だが、そんなことは承知の上。単純な力比べで人形使いに勝とうなどと思ってはいない。

（呼Call：制御系・付加処理・運動係数制御──）

　情報の海を伝って、仮想精神体の構成情報を改変。

（呼Call：『踊る人形』）

　瞬しゆん間かん、壁から生え出した『腕』の姿が、残像を残して霞かすむ。

　人間のせいぜい数倍の運動能力しか持っていないはずの『腕』が、その動きを加速する。蛇のように鋭するどく伸びた『腕』は一瞬で氷の盾の防御をかいくぐり、炎使いの体を弾はじき飛ばす。『腕』はさらにその身を翻ひるがえし、人形使いめがけて飛び掛かる。させじと周囲から振り下ろされた敵側の腕をこちらの『腕』がことごとく受け止め、払いのける。相対速度はおよそ二十倍。最高クラスの騎き士しに匹敵する速度で襲い掛かるその攻こう撃げきは、『生物』という形に縛しばられている並のレベルの人形使いに打ち落とせる代しろ物ものでは断じて無い。

　女が驚きよう愕がくに目を見開き、その顔を『腕』がわしづかみにする。

　──肉の軋きしむ、鈍にぶい音。

　壁に叩きつけられた人形使いの体は一度だけ小さく痙けい攣れんし、砕けた灰はい色いろの壁へき面めんにべったりと血の跡を残して床ゆかに崩れ落ちた。

　周囲に展開していた無数の腕が、構造維持を失って元の壁に巻き戻っていく。

　運動を加速された『腕』がさらに走る。超過運動に物理的な構造が耐えられず、コンクリートの表面が風化するように崩れ始める。それも当然。あの腕には、通常の運動係数制御に必ず付随する『運動加速によって生じた負荷を打ち消すための処理』を一切施ほどこしていない。その余分な処理をすべて加速に回しているから、自分自身の肉体を使ったのではとうてい生み出せない、Ｉ－ブレインの能力を遙はるかに超えた速度が実現可能となる。

　これが、仮想精神体制御に対する運動係数制御の付加処理、『踊る人形』。

　世界で、おそらくサクラ一人にしか使えない能力。その一つだ。

　通路の向こうに吹き飛ばされていた炎使いが咳せき込みながら立ち上がる。その周囲で床ゆかを覆おおうタイルがクレーター状に砕くだけ、無数に出現したチタン材の槍やりが『腕』の行く手を遮るように穂ほ先さきを揃そろえて宙を漂う。分子運動制御特化型魔ま法ほう士し『炎使い』のＩ－ブレインは分子の運動を自在に書き換え、熱ねつ量りようや運動量を操そう作さすることで視界の中に存在するあらゆる物質を銃弾や槍、爆ばく薬やくに変える。

　男が小さく何事かを呟つぶやき、銀ぎん灰かい色しよくの槍が一斉に放たれる。

　高速運動を続ける『腕』は雨あられと降り注ぐ槍をことごとく回かい避ひし、炎使いめがけて襲おそい掛かる。目標までわずか数十センチと迫った次の瞬しゆん間かん、空中に出現した氷の壁かべが『腕』の一いち撃げきを受け止める。直径一メートルあまりの氷ひよう壁へきは瞬時に形を変えて『腕』の周りに鎖くさり状じように絡みつき、動きを封じられた『腕』はチタン合金の槍にめった刺しに刺し貫つらぬかれる。

　同時、サクラが駆ける。

　投とう擲てきナイフを両手に構えたサクラの体は『腕』の陰を飛び出し、コンマ一秒足らずの跳ちよう躍やくで炎使いの懐ふところに潜もぐり込む。

　一挙動で突き出した左手のナイフを氷の盾が受け止める。脳内に一瞬だけ電でん磁じ場ば制御を呼び出し、すぐに運動加速を再起動して側方から飛来するチタン材の槍をかわす。転げるように炎使いの左手に回り込み、振り返りざま右のナイフを投擲。目標を大きく逸それて男の後方に飛び去ったナイフを視界の端に捉とらえつつ、目の前に突き出された氷の槍を崩れた体勢のまま左のナイフで受け流し、

　それで、詰み。

　炎使いの背後に投げ出されたナイフは、さっきの一瞬に展開しておいた電磁場の銃身に捕らわれて運動ベクトルを強制的に変更され、男の無防備な後頭部に狙ねらいを定め──

　カーキー色の軍服に包まれた体が、一度だけ、びくりと痙けい攣れんした。

　頭の後ろ半分をえぐり取られた炎使いはサクラの顔を睨にらみつけ、そのまま、崩れるように倒れ伏した。

（呼Call：『踊る人形・終了』：蓄ちく積せき負荷・三十パーセント）

「……さて」

　ゆっくりと立ち上がり、スカートの埃ほこりを払う。三人の魔法士の亡なき骸がらに歩み寄り、苦く悶もんに見開かれた目を閉じさせる。

　振り返る。

　通路の向こう、新たに出現した魔ま法ほう士し達は、すでに身構えて戦せん闘とう態勢にある。

「できれば、投降することを勧めるが」

　無む駄だと思いつつも声をかける。予想どおり、魔法士達はいずれも無言。騎き士しと思おぼしき最前列の二人が腰の剣を引き抜きざまに駆け出し、後に控える二人の周囲に淡たん青せい色しよくな空気分子の槍やりが無数に出現、こちらに先端を照準する。

　さらにその後方からは、十名近い応援部隊が集結しつつある。

　……今日きようは、血の多い日だな。

　心の中でため息。もちろん、一人たりとも逃すつもりはない。仮にここで仕留め損なったとしても正面入り口の隔かく壁へきが破られない限り外部に連絡が届く心配はないのだが、残念なことに彼らはサクラの顔を見てしまった。

　だから、降伏の意志が無いのなら、殺すしかない。

「……言っておくが」

　外がい套とうの裏に両手を構え、身をかがめて、地を這はうように一歩目を踏み出す。

（呼Call：連弾・『銃身』『生物化』『運動加速』）

　抜き撃うちに放ったナイフが右の騎士の足を止め、床ゆかから跳ね上がった『腕』が左の騎士の剣を払い、黒いスカートが翻ひるがえり、リボンで束ねた長い髪が飾り羽根のようにはためき、

「ここから先の結末を招いたのは、貴方あなたたち自身だ」




　──薄うす闇やみの通路を、血風が舞まった。




　　　　††††††††††††††




　壁かべに突き立ったナイフを引き抜き、外套の裏に納める。足下に転がる別な一本を拾い上げ、刀身を濡ぬらす血のりをハンカチで拭ぬぐう。赤く染まったハンカチをポケットに押し込む。頬ほおに張り付いた髪を背中に払いのける。

　細く深く、息を一つ。

　ライトの薄明かりに照らされた通路に、ゆっくりと視し線せんを巡らせる。

「……私は、投降しろと言ったぞ」

　折り重なるようにして倒れ伏す魔法士達を見渡し、誰だれに言うともなく呟つぶやく。すでに呼吸している者は無く、ただ、最後に倒れた女の騎士がかすかに断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを繰くり返している。崩れた壁がそこかしこに散乱し、天てん井じように開いた大穴からは剥むき出しの建材がのぞいている。むせるような血臭が鼻をつく。流れ出したおびただしい量の血液が、タイル貼ばりの白い床を極ごく彩さい色しきに彩っている。

　事前の調ちよう査さどおり、全部で二十四人。

　一人の例外も無く、この手で殺した。

「急ごう」

　濡ぬれた床ゆかにひざまずき、見開かれた女おんな騎き士しの目をそっと閉じさせる。立ち上がり、死し屍し累るい々るいの通路に背を向けて駆け出す。脳内時計が告げる時刻は『二時九分』。すでに予定を二分以上オーバーしている。

　あちらでは、もう準備が完了しているはずだ。

　突き当たりの階段を下って隔かく壁へきを四度くぐり、エレベータに乗り込んで操そう作さ卓たくにパスワードを打ち込む。表示パネルに『認証』の文字が表示され、本来なら存在しないことになっている地下一階に下っていく。

　エレベータが無音で停止し、扉の向こうには暗く広大な資材搬入用通路。

　ここから先は、シティの二十階層と十九階層を隔てる地じ盤ばんの内部構造を行くことになる。

　周囲を警けい戒かいしつつ早足に進む。十メートルごとに立ち止まって壁かべの端末にアクセスし、緊きん急きゆう用ようの隔壁で背後の道を封ふう鎖さしていく。

　十五枚目の隔壁を下ろし、目の前には銀ぎん灰かい色しよくの巨大な扉。

　──ファクトリー・コア培養室。

　そう刻まれたプレートを、サクラはじっと見上げた。

「……やっと、ここまで来たな」

　数秒。小さく息を吐き、意を決して踏み出す。偽造ＩＤで扉のロックを殺すと、中から漏れだした緑光が闇やみの通路を淡く照らす。

　重苦しい機き械かい音おんと共に扉が口を開けていく。

　その向こう。

　立ち並ぶガラス筒の列に、サクラは駆け寄った。

　五十メートル四方ほどの薄うす闇やみの空間に整然と並ぶ、円筒ガラスの生命維持槽そう。サクラの身長の倍ほどもある培養槽は薄うす桃もも色いろの羊よう水すいに満たされ、中では、普通の人間で言えば六歳ぐらいの子供達が栄養摂取用のチューブと疑似信号入力用の電極に接続されて、薬液漬けの標本のように浮かんでいる。

　視界の端から端までを覆おおい尽くす、広大な人工子宮の森。

　その巨大なシステムは、それを生み出すために立ち上げられた国家規模のプロジェクト、そのために設立された研究組そ織しきまでも含めて、『ウィザーズＷ・ブレインＢ・ファクトリーＦ』と総称されている。

　シティ・マサチューセッツで開発された、簡かん易い型がたマザーコアの大量生産システム。機械的な遺い伝でん子し設計プログラムに基づいて生み出される低ランクの魔ま法ほう士しを工場で自動的に生産し、そのＩ－ブレインを並列接続することで、本来なら高レベルの魔法士一人の脳で制御されるマザーシステムの機き能のうを肩代わりする。コアを構成する数十から数百体の魔ま法ほう士しを定期的に新しい『製品』と入れ替えることでシステムの劣化を抑制し、システムの負荷を多数のＩ－ブレインに分散することで緊きん急きゆう時じのコア停止の危険を緩かん和わする、新世代型のマザーシステム。

　もともと大戦中の同盟関係であったシティ・モスクワとシティ・マサチューセッツは、現存する六つのシティの中でもっとも繋つながりが深い。マザーコアの死によって機能停止の危き機きに陥ったモスクワは、膨ぼう大だいな見返りと引き替えにマサチューセッツの『ＷＢＦ』システムを導どう入にゆうし、この難なん局きよくを乗り切ろうとしている。

　生命維持槽そうに眠る数十人の子供達は、一週間後に起動が予定されている『ファクトリー・システム』の、最初のマザーコア。

　この子達を失えば、おそらく、次のマザーコアを生産する猶ゆう予よは無い。

「……もう、大丈夫だ」

　ガラス筒の表面に手を当て、中の子供に語りかける。茶ちや色いろの髪の女の子はぼんやりと目を開け、少しだけ首を傾かしげてまた目を閉じる。一つうなずく。大きく腕を広げ、小さな女の子を冷たい生命維持槽越しに抱きしめる。

　──今度こそ、私が、貴方あなた達を。

　ゆっくりと体を放し、ガラス筒の間を駆け出す。ホールの一番奥にたどり着き、傍かたわらの入力端末に２５６桁けたのパスコードを流し込む。

　しばしの沈ちん黙もく。

　緊急脱出用のハッチがゆっくりとスライドし、開いた穴の向こうからシティ管理局の作業員に偽装した別働隊が姿を現す。

　輸ゆ送そう用ようのフライヤーが三台、コンテナの扉を開け、搬出の準備を整ととのえている。

「済まない、少し遅れた」

　作業員に偽装した三名の男を順番に見回し、一番手前の一人に声をかける。男は、いえ、と首を振り、自分達もたった今準備を終えたところだと答える。そうか、とうなずく。この作戦のために知人から借り受けた三人の仲間が全員無事なのを見て取り、安あん堵どの息を吐く。

「では、すぐに始めよう」

　三人がうなずき、それぞれ手近なガラス筒に取りつく。タッチパネルを操そう作さしてロックを解除し、中の子供を取り上げて、あらかじめこちらのフライヤーに用意してある簡かん易い型がたの生命維持槽に移し替える。サクラも同じように作業を進める。羊よう水すいに濡ぬれた子供の体はかわいそうなくらいに軽いが、それでも四人目を運び終える頃ころには頬ほおを汗が伝い始める。

　こういう単純な労働には、運動係数制御は役に立たない。

　情報制御によって筋力を二倍にすれば、その反作用も二倍になって自身に返ってくるから、全体の疲労度としては結局、損も得もしない。『仮想精神体制御』で作った腕に運ばせるという方法もあるが、それでは子供を傷つけるおそれがある。オリジナルの人形使いとは違う。サクラのＩ－ブレインは、そんな細かい作業ができるように作られてはいない。

　本来ならもう少し人手が欲しいところだが、あいにくこちらには、この類たぐいの『普通の仕事』をこなせる者がこれだけしかいない。

　しばらく、全員が黙もく々もくと作業に打ち込んだ。

　五分ほどかかって、最後の一人を運び終える。男の子の体をベッド型の簡かん易い生命維持槽そうに納め、サクラは息を吐く。

　男の子の目がうっすらと開く。

　サクラの顔をぼんやりと見上げ、お姉ちゃんだれ？　と呟つぶやく。

「貴方あなたを助けに来た者だ」羊よう水すいに濡ぬれた男の子の髪を撫なでる。「だから、もう大丈夫。もう、何も心配はいらない」

　うん、とうなずき、男の子が目を閉じる。生命維持槽がガラスの蓋ふたで閉ざされ、内部が羊水で満たされる。男達がそれぞれのフライヤーの操そう縦じゆう席せきに乗り込む。

　サクラは息を吐き、コンテナの出口に向かって立ち上がり、

「──なんや、もう帰るんか」

　突然の声に、振り返った。




　……肩に羽は織おった真まっ白しろなジャケットが、最初に視界に飛び込んだ。

　輸ゆ送そうフライヤーのコンテナの一番奥。三方を壁かべに囲まれた暗がりに、その人ひと影かげはひっそりとた佇たたずんでいた。

　男、いや、少年。年ねん齢れいは普通の人間で言えば十七歳ほど。身長はサクラより少し高いくらい。カーキー色のスラックスに飾り気のない黒シャツを着込み、大きくはだけた胸元にはいくつもの細かな傷きず痕あとがのぞいている。西洋系の顔立ち。青い瞳ひとみを隠すようにかけられた小さな丸レンズのサングラス。短く刈り揃そろえられた髪は、おそらく薬で染めた白はく色しよく。

「せっかく人ん家ちきたんやから、もうちょっと遊んでったらどうや？」

　訛なまりの強いロシア語。少年が無造作な足取りで歩き出す。左右に並ぶガラス容器の間を抜け、まっすぐこっちに近寄ってくる。

　その動きに細心の注意を払いつつ、サクラは必死に考えを巡らせる。

　自分が立っているのはコンテナの一番後方、搬入口の所。コンテナは出入り口が一ヶ所だけの箱形の構造になっていて、非常扉の類は存在しない。いや、仮に存在したとしても、奥行き十メートル足らずのコンテナの中で動く者があれば間違いなく自分が気づく。そのはずだ。

　こいつは、いったいいつから、そこに──

「ま、とりあえず自己紹介しとくわ」

　相対距きよ離りにして三メートル、その位置で少年が立ち止まる。ジャケットに包まれた腕が持ち上がり、胸の前で奇妙な構えをとる。両手の小指と薬指だけを握り込んだ、拳こぶしと呼ぶには中途半端な形。右足がすっと後ろに半歩引かれ、重心が深く沈む。

「おれはイル。モスクワ軍所属、実じつ験けん訓練生『幻影イリユージヨン』No.17」

　体重を一切感じさせない、流水のような挙動。

　ゆったりとしたジャケットの裾すそがほんのわずかに揺らめき、スラックスに包まれた左足が滑すべるように一歩目を踏み出し、

「短いつきあいやけど、覚えといてな」

（警告Alert：一般処理・『攻こう撃げき感知』）

　瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが叫んだ。

　少年の体は、三メートルの距きよ離りを完全に無視して、すでにサクラの目の前にあった。




　心に生じた一瞬の空白から、立ち直る暇も無かった。

　踏み込みざまに繰くり出された少年の右手は、とっさに眼前に掲げたサクラの左腕から、防御に構えた投とう擲てきナイフを弾はじき飛ばしていた。

　──この！

（呼Call：運動係数制御・『運動加速』）

　脳内で瞬時にプログラムを展開し、運動と知覚の速度を通常の五倍に加速する。上体を大きくのけぞらせ、防御を弾いてなお迫る少年の右手を寸前でかわす。減速した視界の中で左手を跳ね上げ、飛び去ろうとしている投擲ナイフを空中につかみ取る。

　右足を強く踏み出し、崩れかけた体勢を強引に立て直す。

　一挙動に腕を引き戻し、続けざまに襲おそい来る少年の右みぎ肘ひじを払いのけ、

（警告Alert：『攻撃感知』）

　──左足を貫つらぬく衝しよう撃げき。

　防御運動によって生じた死角の隙すき間まから滑り込んだ少年の右足が、サクラの膝ひざ関かん節せつを容よう赦しやなく撃うち抜いていた。

　痛覚を表す数値データの列がＩ－ブレインを駆け巡る。骨折とまでは行かなくても、骨にひびが入っているのは間違いない。とっさに一歩後ずさり、それに呼こ応おうするように少年が前進する。滑るよう、としか表現しようのない挙動。体の回転と曲きよく線せん軌道をたくみに取り入れたその動きは、通常の軍隊格かく闘とう術じゆつとは明らかに異なる概念に基づいて構こう築ちくされている。

　真まっ白しろなジャケットが、陽かげ炎ろうのように揺らめく。

　踏み込む少年の右足が、コンテナ全体を大きく震ふるわせる。

　つま先を軸に体全体が螺ら旋せんを描き、突き出された右手がナイフの防御をかいくぐる。五分の一に減速された視界の中、少年の攻撃は信じられないほど速い。情報の書き換えによる物理法則を超えた加速とは違う。筋肉、関節、重心運動──人体という機き械かいの性能を極限まで利用したその動きは、ほとんど芸術の域に達している。

　鋭するどく伸ばされた人差し指と中指が、一いつ直ちよく線せんにサクラの左目に襲おそいかかる。

（呼Call：『運動加速・一時休止』、呼Call：『仮想精神体制御・生物化』）

　肉体が反応するよりも意い識しきが反応するよりも速くＩ－ブレインが解答を導みちびき出す。脳内に呼び出された仮想精神体がコンテナ全体を生物化し、少年の足を支える床ゆかをゴム状に軟化させる。体勢を崩した少年の指がサクラの頬ほおを浅くかすめ、側方に倒れ込むようにしてその攻こう撃げきをかいくぐったサクラは空いた右手を外がい套とうの裏に伸ばし、

（警告Alert──）

　その瞬しゆん間かんには、すでに、少年の左足が唸うなりを上げていた。

　不安定な足場から繰くり出された少年の蹴けりは、しかし、サクラの細い体を弾はじき飛ばすのに十分な威力を備えていた。

　左のナイフが今度こそ手を離はなれ、簡かん易い生命維持槽そうのガラス蓋ぶたに跳ねて乾いた金属音を立てた。コンテナから蹴り出されたサクラは、空中で一転、タイル張りの床に膝ひざをついた。

　腹部にのしかかる嘔おう吐と感かんと左ひだり膝ひざの痛みをＩ－ブレインに押しつけ、立ち上がりざま新たなナイフを右手に引き抜く。同時、仮想精神体に与えておいた命令が起動する。コンテナに立つ少年の足下から巨大な腕が出現し、打ち下ろされる『腕』の一いち撃げきを飛び退すさってかわした少年はコンテナの外に落下。空中で一息に身を捻ひねり、サクラと対たい峙じする格好で着地を決める。

　その後方、フライヤーの操そう縦じゆう席せきから、男たちが顔を突き出す。

「──行け！」ナイフを少年に照準しつつ叫ぶ。

　ほんの一瞬だけ間があって、男達の顔が操縦席に戻る。コンテナの扉が音を立てて閉じる。三台のフライヤーが宙に浮かび上がり、一気に加速して走り出す。

　軍の正式装備並みの改造が施ほどこされたフライヤーはほんの数秒で三百メートル近い距きよ離りを飛び去り、シティの地じ盤ばんを構成する巨大な構造の闇やみに紛まぎれて姿を消す。

　視界の端にそのシルエットを捉とらえつつ、少年の動向をうかがう。少年はゆっくりと立ち上がり、サングラス越しの視線をサクラに投げる。フライヤーを追うことはおろか、背後を振り返ることさえしない。

「あーあ、逃げられてもーた」

　笑いを含んだ声。

　少年が大げさな所しよ作さで額ひたいに手を当て、唇の端をかすかに吊つり上げる。

「ま、逃げられたもんはしゃーないわな」

　焦りのカケラも感じられない、人を食ったような笑み。

「……なるほど」呟つぶやき、息を吐く。「防ぼう衛えい部隊はとっくに動いている、ということか」

　この少年が施設内に潜ひそんでいたのか外部から侵入してきたのかは分からないが、いずれにせよ、異常に気づいた段階で軍司令部に連絡を送っているのは間違いない。こちらの脱出ルートはまだ特定されていないはずだが、軍が想定する侵入者の逃走経路にはもちろん、地盤内部の空洞からシティ建設当時の資材搬入路に至るそのラインも含まれているはずだ。

　脳内時計が告げる時刻は『二時十五分』。

　司令部に連絡が届いたのがどのタイミングかは不明だが、最悪の場合、シティ全域に部隊が展開済みということも十分考えられる。

「ま、その辺は内ない緒しよっちゅーことで」

　おどけた声が答える。

　ジャケットの袖そでがゆったりと持ち上がり、指を中途半端に曲げた奇妙な型をとる。

「こっちはこっちで、お前にいろいろしゃべってもらうわ」

　サクラは無言。右手のナイフを油断なく構え、思考を巡らせる。別働隊のことなら心配ない。こういう事態も想定して作戦は綿密に練ってきた。第二十階層に駐ちゆう留りゆうする防ぼう衛えい部隊は六個師団。それだけの戦力で直径二十キロに及ぶシティの全域をカバーしようとすれば、一ヶ所あたりの防衛線せんはどうしても薄うすくなる。穴とまでは行かなくても、どこかに必ず隙すき間まは生まれる。

　自分が合流しさえすれば、あとは力押しでどうにでもなる。

　だから、問題は──

　無む意い識しきに半歩足を引き、五メートル先に佇たたずむ少年を見据える。これまで少年が行った攻こう撃げきは、腕と足による近接打撃。運動係数制御の類たぐいは一切なし。信じがたいレベルの戦せん闘とう能力であることは間違いないが、その身体機き能のうはどこまでも通常の人間の範はん疇ちゆう、Ｉ－ブレインの助けを借りずとも実現可能な攻撃だ。

　つまりこの少年は、先ほどの一連の攻防において、情報制御を一切使っていない。

　……では、最初のあれは、いったい。

　少年がＩ－ブレインを持たない通常人、などということはありえない。それでは最初の行動が説明できない。三メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんでゼロにしたあの移動。運動係数制御ではない。たとえ通常の百倍の速度で走ろうとも、サクラのＩ－ブレインはかならずその運動の軌跡を捉とらえる。では自己領域か。それも否。自身の周囲に時間の流れの異なる空間を作り出す『自己領域』は、起動時にかならず特有の『時空の揺らぎ』を伴う。自分のＩ－ブレインがその予兆を見逃すはずがないし、それ以前に、騎き士し剣けんも無しに自己領域を発動できる魔ま法ほう士などサクラは聞いたことが無い。

　──考えるな、私。

　心の中で深呼吸を一つ、余分な思考を振り払う。そうだ、難むずかしく考える必要などどこにも無い。たとえ相手が自分の知らない移動能力を持っているのだとしても、その直接的な攻撃手段は腕と足による打撃のみ。さっきは思わぬ不意打ちに先手を打たれてしまったが、いかに鍛きたえられているといっても、依然としてこちらの方が二倍以上も速度で勝まさっていることに変わりはない。

　そもそも、魔法士同士の戦いにおいて、何の強化もなされていない素す手での打撃が決定打になりうるはずがない。

「残念だが……」

　呟つぶやき、ゆっくりと膝ひざを曲げて、姿勢を低く落とす。

　投とう擲てきナイフを持つ右手を引き戻し、柄つかから刃に指先を持ち替えて投擲体勢に構え、

「──ここで貴方あなたと遊んでいる暇はない」

　踏み出しざまに右腕を振り抜き、Ｉ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。

（呼Call：連弾・『銃身』『運動加速』）

　空中に展開された電でん磁じ場ばの砲身が投げ放たれたナイフを絡め取り、銃弾の数倍の速度を与えて射出する。半はん瞬しゆん遅れて体内の物理法則が書き換わり、運動能力と知覚能力が通常の五倍に加速される。感覚が数値データに置き換わる。外がい套とうの裏に新たなナイフを構えつつ駆け出す。

　五分の一に減速された視界を、投擲ナイフの刀身が走る。

　音速を遙はるかに上回るその運動は、『運動係数制御』によって加速された視覚をもってしても捉とらえ切れないほど速い。一いつ直ちよく線せんに闇やみを裂いたナイフの切っ先は、一ミリ秒に満たないわずかな時間に五メートルの距きよ離りを貫つらぬいてすでに少年の目の前、十センチ足らずの位置にある。

　着弾までわずか一いつ刹せつ那な。

　サングラスに隠された瞳ひとみがかすかに揺らめき、銀ぎん色いろの刀身がまっすぐに少年の額ひたいに吸い込まれ、

（警告Alert：一般処理・『高密度情報制御感知』）

　──瞬間、視界が「ずれ」た。

　投擲ナイフが少年の頬ほおを浅く切り裂き、ライトの淡い緑光を血しぶきが舞まった。目標を外したナイフは少年の遙か後方、ホールの壁かべに突き立って甲かん高だかい金属音を立てた。

　薄うす皮かわ一枚で致命傷をかわした少年の体は、なぜか直前まで立っていたはずの場所から十五センチ左に存在し、流水の動きで一歩目を踏み出す体勢にあった。

　……考えるな！

　内心の驚きよう愕がくを振り払い、少年めがけて一気に駆ける。三歩の跳ちよう躍やくで五メートルの距離を切り取り、最後の一歩を刻むと同時に右手のナイフを突き出す。狙ねらいは一点、無防備な少年の首。五倍速の刀身が唸うなりを上げ、銀色の切っ先は狙い違たがわず標的に吸い込まれ、しかし、次の瞬間にはあるべき目標がそこに無い。

　少年の体は、本来存在しているはずの場所から十センチ右。

　ジャケットに包まれた腕が、螺ら旋せんの動きで跳ね上がる。

　崩れかけた体勢を瞬時に立て直し、突き出した右手を引き戻す。通常の物理法則を無視した右手は少年の運動を追い越し、喉のど元もとめがけて突き込まれる拳こぶしの前に立ち塞ふさがる。が、次の瞬間、視界にかすかな違和感。ナイフに防がれる位置にあったはずの少年の指はいつの間にか本来の軌道の五センチ上方を走り、とっさの判断で後方に跳躍したサクラはその攻撃を寸前でやり過ごす。

（呼Call：『運動加速・一時休止』、連弾・『分子運動制御・鎖くさり』『仮想精神体制御・生物化』）

　二メートルの距きよ離りを飛び退すさり、着地と同時に脳内のスイッチを叩たたく。固体化した空気分子の鎖が少年の周囲に投と網あみを形成し、足下の床ゆかから巨大なチタン合金の腕が出現する。半透明な空気結晶の鎖が全方位から少年にまとわりつく。人の身長ほどもある巨大な拳こぶしが少年めがけてまっすぐに振り下ろされる。

　そのことごとくが、当然のように空くうを切る。

　少年の体は目標点の一メートル左、すべての攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えでやり過ごす位置にある。

　無む意い識しきにサクラは息を呑のむ。高速移動ではない。そんな生やさしい物ではありえない。脳内で何度解析を繰くり返しても得られる結論は一つだけ。攻撃が命中する直前、Ｉ－ブレインの認識限界である一ナノ十億分の一秒前まで、少年の体は確たしかに直撃を受ける位置に存在している。視覚、聴ちよう覚かく、熱ねつ、電でん磁じ波は、情報の海における存在情報──すべてが、少年がそこに『いる』ことを証明する。

　それなのに、攻撃が命中した瞬しゆん間かんには、あるはずの少年の体がその場所に『無い』。

　当たったはずの攻撃が当たらない。防いだはずの攻撃が防げない。

　認識と結果がかみ合わない。

　まるで、幻と戦っているよう。

　……落ち着け私！

　奇妙な構えの両手を胸の前に掲げ、少年が滑すべるように踏み込んでくる。とっさに脳内に命令を飛ばし、空気結晶の鎖を無数の銃弾に分解して少年めがけて叩きつける。広こう範はん囲いに放った銃弾のいくつかが少年の体を捉とらえ、腕から、足から、胸元から、飛び散った血が白いジャケットを真まっ赤かに染める。

　少年の体が一瞬だけ痙けい攣れんし、ほんのわずかにスピードが落ちる。

　それでも少年は止まらない。

　緩ゆるやかとも思える足運びで瞬時にサクラの懐ふところに入り込み、中途半端に握った両の拳をそれぞれこちらの額ひたいと腹に叩き込んでくる。

（呼Call：『運動加速・再起動』）

　体内の物理法則が再度書き換わり、世界が五分の一に減速する。外がい套とうの裏に右手を走らせ、取り出したナイフを腹部に迫る少年の拳に突き立てる。同時に後方に跳ちよう躍やくしつつ、目の前に迫るもう一方の拳に左手を合わせる。

　ゆっくりと流れる時間の中、加速されたサクラの体はコンマ一秒で少年の間合いの外。

　振り下ろしたナイフの切っ先が引き戻されていく少年の左拳を浅く斬きり裂き、伸ばした左手が鼻先三センチをかすめる右拳に絡みつく。

　手袋越しの指先が捉える、硬い手首の確かな感触。

　──瞬しゆん間かん。

　少年の口元が、嘲あざけるように吊つり上がった。

（警告Alert：一般処理・『高密度情報制御感知』）

　すべては一瞬だった。つかんだはずの少年の手首が消失していることにサクラが気づくのと、右方五センチの位置に出現した拳こぶしが逆にサクラの左腕めがけて突き出されるのが同時だった。

　かわす間も無く、肘ひじの裏側に指先が触れる感触。

　反射的に右のナイフを水平に払い、その攻こう撃げきを難なん無くやり過ごした少年は床ゆかを蹴けって後方に跳ちよう躍やくし、追いすがるように一歩踏み出したサクラはさらに左手を伸ばしかけ、

「な──」

　そこで、やっと、自分の身に起こった異常に気づいた。




　……最初は、指先のかすかなしびれだった。

　それから、指の第一関節、第二関節、手のひら、手首──腕の先端から始まった麻ま痺ひは、一秒足らずで左肘から先の全体に及んだ。

　肘の付け根、感覚のある部分と無い部分の境目に一瞬だけ痛みがあり、すぐにそれすらも消えて一切の反応が途と絶だえる。

　すべての感覚を失った左腕が、だらりと体の横に垂れ下がる。

　いくら力を込めても、わずかも動かない。

　Ｉ－ブレインの助けを借りなければ、そもそも腕がそこにあることさえ分からない。

（警告Alert：一般処理・『身体異常・左前腕部・感覚消失』）

「……肩から丸ごといくつもりやってんけどな」

　笑いを含んだ声。

　三歩の距きよ離りを後退し、少年が立ち止まる。

　氷の銃弾に穿うがたれた胸元を押さえて一瞬だけ顔をしかめ、斬きり裂かれた左手の血をジャケットの裾すそで拭ぬぐって静かに構えをとる。

　中途半端に指を曲げた奇妙な型──その右手の指先に、赤と白の肉片がべったりとまとわりついている。

「ちょっと、リーチが足りんかったわ」

　油断無く少年の動向をうかがいつつ、右腕の力で無理やり左腕を持ち上げてワンピースの袖そでをまくる。肘の裏側に一瞬だけ視し線せんを落とし、ぞっとする。服にも皮ひ膚ふにも異常は何一つ見られないのに、腕の内部、ちょうど少年が触れた一帯が内出血でどす黒く変色している。

　Ｉ－ブレインの自己診断が、冷れい徹てつに事実を告げる。

　肘周辺の血管と神経組そ織しきを根こそぎ破は壊かいされた──いや、抜き取られた。

　それも、外部に一切の損傷を残さず、体の中から直接。

「さて、次はどこいこーか。……腕か、足か」

　歌うように呟つぶやき、少年が重心を低く落とす。

　右足のつま先が、指一つ分前進する。

「やっぱ、頭か？」

　かぎ爪つめのように曲げられた両手の人差し指と中指が、鈍にぶく骨を鳴らす。

　サングラスに隠されたその顔をサクラはじっと見つめ、

「……一つ聞き忘れていたが」

　小さく、息を吐いた。

「おとなしく投降するつもりはないか」

「あ？」

　少年の動きが止まる。

　サングラスの奥の瞳ひとみが、すっと細まる。

「……しょーもないネタやな」

「冗じよう談だんを言ったつもりはないが」

「あー、それもっとあかん。ぜんぜんイケてないわ」

　苦笑するように少年が口元を歪ゆがめ、そのままの形で表情が固定する。

　しなやかな右足が、一歩目を踏み出す。

　攻こう撃げき到達までおよそ一秒。

　サクラの右手が外がい套とうの裏に走る。

　手袋越しの指を、一番奥、一本だけ厳げん重じゆうに固定されたナイフの柄つかに添える。

　……やはり、殺しておくべきだな。

　運動能力の差を生かして少年から逃れることは簡かん単たんだが、それでは自分の顔が軍に知られてしまう。シティに与くみする人間の中に、自分の正体を知る者があってはならない。

　Ｉ－ブレインの制御系にアクセス。蓄ちく積せき疲労と過負荷に対する警けい告こく機き能のうをすべて強制停止。

　知らず、口元に笑みが浮かぶ。

　これまでの戦せん闘とうで、少年の能力は良く分かった。いかに不可解な回かい避ひ手段を持っているといっても、その力はあくまでも限定された物。Ｉ－ブレインの機能はいまだに不明だが、少なくとも任意の攻撃を自由にかわせる訳ではない。現に、致命傷にこそ至らなかったものの、サクラが放った攻撃のいくつかは少年に命中し、確かく実じつに傷を負わせている。

　攻撃は、当たる。

　ならば問題などどこにも無い。

　例えば、この研究施設が跡形も無く消滅してしまえば、いかに能力を駆使しようとも生き残れるはずがない。

「では、仕方がない」

　呟つぶやき、目の前から突き込まれる少年の右腕を五倍速の運動でかわす。

　地を這はうように少年と体勢を入れ替え、ガラス筒の生命維持槽そうの間を駆け抜けて、一息に緊きん急きゆう脱出用ハッチにまで後退する。

　三十メートル向こうの少年を振り返り、脳内で撃げき鉄てつを叩たたき落とす。

（呼Call：制御系・循じゆん環かん処理・『電でん磁じ場ば制御・銃身』）

　記き憶おく領域からプログラムが展開され、処理が始まる。電磁気学制御が目の前の空間の情報を書き換え、電磁場をねじ曲げて細い銃身を形成する。処理はそこで終わらない。Ｉ－ブレインの制御中ちゆう枢すうは呼び出した『銃身展開処理』をコピーして一時記憶領域の内部に次々に積つみ上げ、情報の海に次々に新たな構造を書き加えていく。

　細い銃身の周囲をさらに電磁場が取り巻き、一回り大きな銃身が形成される。そこに新たなプログラムが書き加わり、銃身はまた一段階成長する。より巨大に、より複雑に。脳内に展開されたプログラムの無限連れん鎖さを吸収し、円筒形の電磁場は瞬しゆん時じに直径三メートルあまりの巨大な砲身に拡大する。

　強電界に周囲の空気が電でん離りし、歪ゆがんだ空間に火花が散る。

　オゾン化した酸素が辺りに漂い、焦げた臭においが鼻をつく。

　脳内の過負荷に、頭の血管が切れそうになる。

　目の前に浮かび上がる『展開完了』の文字。

「お別れだ、幻影イリユージヨンNo.17」

　サクラは外がい套とうの一番奥のナイフをつかみ、目の前の砲身に投げ入れ、

（──呼Call：『魔ま弾だんの射手』）

　最後の命令を、叩き込んだ。




　投とう擲てきナイフの刀身が、一瞬で砕くだけた。

　砲身内部の複雑な電磁場構造が生み出す力のねじれに耐え切れず、変異銀ミスリルの刀身は無数の細かなかけらに分解された。

　飛び散ったかけらを電磁場が捕らえ、ローレンツ力によって加速する。螺ら旋せん状じように形成された加速路の中、小指の先ほどの小さな欠片はコンマ数秒で光速の九十九パーセントを突破する。通常の物質ならすでに燃もえ尽きているところ。だが、あのナイフの素材には、空気抵抗による摩ま擦さつ熱ねつを無視するよう情報の側からの操そう作さが施ほどこされている。

　加速された銀の弾体が、相対論に従って質量を本来の数百倍に増す。

　数百の光速の弾丸が、電磁場の砲身から解き放たれる。

[image: ]

　ホールを埋め尽くすガラス筒の森が一つ残らず砕け散り、高速で飛散した羊よう水すいが空気摩擦で瞬時に蒸発する。銀光の槍やりはホールの壁かべに、床ゆかに、天てん井じように突き刺さり、いたる所で爆ばく発はつが巻き起こる。ホール全体が激はげしく鳴めい動どうする。弾丸のうちのいくつかはホール中央に立ち尽くす少年にも容よう赦しやなく襲おそいかかり、赤せき熱ねつ化かしたチタン合金の床が瓦が礫れきの奔流に爆はぜて、瞬まばたきする間も与えず少年の体を呑のみ込む。

　幾筋もの亀き裂れつが天てん井じように走り、すぐに瓦が解かいして上部構造を支えられなくなる。

　半径数十メートルの円形の天井が、ハンマーで打ち抜かれたように陥没する。

（呼Call：『運動加速・再起動』）

　脳の痛みを堪こらえて運動係数制御を再開し、振り返って駆け出す。頭上から突き刺さる強化コンクリートの柱を寸前でかわし、転げるようにして緊きん急きゆうハッチに飛び込む。

　建材剥むき出しの地面に一転し、立ち上がった瞬しゆん間かん、背後で轟ごう音おん。

　コンクリートとチタン材の巨大な塊が降り注ぎ、ハッチを完全に閉ざす。

「……終わったか」

　呟つぶやき、身を翻ひるがえして、シティ地じ盤ばん構造の闇やみを走り出す。

　一きわ大きな崩落の音が、広大な空洞を震ふるわせた。
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　……立ちこめる土煙が、視界を白く染めていた。

　イルは巨大なコンクリート塊の上に立ち上がり、ゆっくりと視し線せんを巡らせた。

　シティ・モスクワ第二十階層、研究区画。周囲にはいくつもの研究棟が立ち並び、目の前の道路では、侵入者の脱出に備えて防ぼう衛えい線せんを引いていた自治軍の兵士達があわただしく駆けずり回っている。

　それを遠巻きに眺めているのは、異常に気づいて飛び出してきたと思おぼしき研究員達。

　ずっと遠くで、二十階層全域に緊きん急きゆう事態を告げるサイレンの音が響ひびいている。

「……ざけんなよ」

　ぼそりと呟つぶやき、コンクリート塊から飛び降りる。爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握りしめ、足下の石を力任せに蹴けり飛ばす。うずたかく積つみ上げられた瓦が礫れきとチタン材の山を振り返る。ほんの一時間前まで、ここにはマザーコア保管用の研究施設が存在した。それが今ではこのありさま。六階建ての施設は地下構造まで含めて跡形も無く崩ほう壊かいし、研究サンプルは一つ残らず運び去られた。

　すべて、あの少女の仕業だ。

「ったく、やってくれたわ、あの女……」

　大きく深く息を吐き、肺にたまった熱ねつを吐き出す。目を閉じ、心を落ち着ける。そうだ、まだ負けた訳ではない。少女は最後にミスを犯した。闇やみ色いろの髪をツインテールに編あんだ、外見年ねん齢れいで言えば十七歳くらいの白人の少女──自分のＩ－ブレインは、その姿を正せい確かくに記き憶おくしている。後で端末に繋つなげば画像データも取り出せる。手がかりは残されている。この線せんからたどれば、尻尾しつぽは無理でもその切れ端ぐらいはつかめる。

　逃しはしない。

　地の果てまでも追いつめて、必ずこのツケを払わせる。

　サングラスを外し、空を見上げる。

　パイプを剥むき出しにした、鉛なまり色いろのシティの空。

　一千万の命を支える、人類の最後の砦とりで。

「……見とれよ」

　無む意い識しきに、イルは呟いた。

　頬ほおの傷から滴った血を、指で払いのけた。







　　　第二章　役者は集う　～Coffee in Melbourne～







　それは、最初、兵士達の間で交わされる、たわいも無い笑い話の一つに過ぎなかった。




　はじめにそのことに気づいたのは、シティで起こるさまざまな事件の事後処理に携わる、自治軍の調ちよう査さ員いん達だった。彼らは魔ま法ほう士し関連の研究施設に絡んだ盗とう難なん、襲しゆう撃げきなどの事件を調しらべるうちに、いくつかの事例に奇妙な共通項を発見した。

　マザーコア開発に絡んだ研究が狙ねらわれたこと。

　魔法士が犯人である可能性が極めて高いこと。

　いずれも未解決、あるいは実行犯が死亡して、背後関係が不明のまま処理されていること。

　そして、奪われたデータやサンプルの行方ゆくえがオーストラリアのシティ・メルボルン跡地を最後に途と絶だえ、何らかの開発に利用されたり、営利目的で売買されたりした形跡が一切見られないこと。

　事件はいずれも西暦二一九五年以降に発生し、二一九八年に入ってから頻ひん発ぱつしていた。興きよう味み本位で調査を開始した調査員達は、ほどなく、自分達が属している以外の五つのシティでも同様の事件が発生しており、各国の調査員が同じように調査を進めていることに気づいた。

　水面下でひそかな接触が行われ、各おの々おのが集めた情報が取引された。

　膨ぼう大だいな資料はそれぞれのシティに持ち帰られ、解析にかけられ、結果、彼らはほぼ同時に、事件の背後に見え隠れする『その名前』にたどり着いた。




　人の口に戸は立てられない。その言葉を証明するように、噂うわさは瞬またたく間に自治軍兵士達の間に広まった。「ここだけの話」という常じよう套とう句くと共に語られるその調査結果を、大半の兵士は良くできた冗じよう談だんと笑い飛ばした。それはシティの上層部にしても同じこと。『世界のどこかでシティに敵対する謎なぞの存在』などという代しろ物ものは話としてできすぎていたし、調査事例として上げられた事件の数もシティで年間に起きる数百件の同種の犯罪の中では微々たる物だった。

　何より、本格的な対応に乗り出すには、調査員たちがまとめ上げた資料には論理的な飛ひ躍やくや欠陥が多すぎた。

　いや、実を言えば、この問題を真ま面じ目めに考えた者は、それぞれのシティに少なからずいた。

　だが、彼らは、『提出された資料がずさんな物であった』からこそ、うかつに動くことができなかった。

　自軍の調査部が資料を積つみ上げ、推論に推論を重ねてなお『名前』にたどり着くのがやっとだというのなら、それは、敵がこちらと──シティ自治軍と同レベルの諜ちよう報ほう戦能力を備えていることを意味する。その場合、考えうる限り最も可能性の高い敵の正体は『テロリストに偽装したいずれかのシティの軍』。調ちよう査さ員いんが交渉によって得たという他国からの情報はこちらの目を欺あざむくためのでっち上げ。

　ならば、下へ手たな動きは敵の思うつぼ。

　彼らはそう考え、この件に関して一切の口を閉ざした。

　調査員の活動は打ち切られ、資料はデータ保管庫の奥にしまい込まれ、兵士達の間に広まっていた噂うわさは、ほんの数週間で話題の端にも上らなくなっていった。




　……ここに、一冊の資料が存在する。

　作成者はシティ・ロンドン自治軍調査部。最終更新日は西暦二一九八年九月一日。ここ数年の間に世界中で起きた研究施設襲しゆう撃げき事件を網もう羅らし、七月にマサチューセッツで発生した『光使いによるポート襲撃事件』にまで言及したその報告の一ページ目には、一連の騒そう動どうの引き金となった、何らかの組そ織しき名めいと思おぼしきその言葉が記されている。




『賢人会議Seer's Guild』という、その名が。
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　階層間バイパスを抜けて第八階層に着く頃ころには、昼の一時をまわっていた。

　イルは視界の端に表示された脳内時計を睨にらみつけ、がしがしと頭をかいた。

「あかん……完かん璧ぺきに遅刻や」

　約束の時間は午前十時。それから三時間といえば、一般的には大遅刻の部類に入る。朝一で作戦司令部から非常召集がかかって、それが今まで長引きましたなどと言っても、そんな言い訳で納得してくれるとはとうてい思えない。

「怒っとるかなー……怒っとるやろなー……」

　とほほ、と情けないため息を吐つき、フライヤーのアクセルをめいっぱい踏み込んで鉛なまり色いろの空に飛び出す。そこかしこに浮遊するガイドランプを蹴け飛とばす勢いで地表高度百五十メートルに飛び上がり、法定速度ぶっちぎりで高速飛行帯を駆け抜ける。

　直径二十キロの第八階層の中央付近に位置するその場所まで、わずか三分。

　ブレーキを踏んで速度を落とし、手元のスロットルを引いて地表に降下する。シティ・モスクワで使われているすべてのフライヤーには、地表百メートル以下の高度で二十キロ以上に加速できないよう安全装置が組み込まれている。ハンドルにかけた指をいらいらと叩たたき、市街地の細い通りを抜けていく。

　灰はい色いろにくすんだ、薄うす暗くらがりのモスクワの街。

　人工投とう影えいの青空は設備の故障で三年前に消え、ここ数ヶ月はエネルギー供給制限のために街灯の明かりも暗くなっていく一方だ。

　閑散とした通りを抜け、人ひと気けの無い公園を横切り、少し進んだ所で目的地にたどり着く。

　目の前には丸まる天てん井じようの小さな教会と、それに隣りん接せつするように建てられた三階建ての白い家。

　──聖セラフィム孤児院。

　古びた看板でそう掲げられた正門を抜け、大きな木の傍そばにフライヤーを停とめる。

　サングラスを外してジャケットの胸ポケットに収め、深呼吸して車のドアを開ける。

　と。

「あ──」

　庭先でボールを蹴けっていた男の子が声を上げ、そのままの格好で固まった。

「よっ」

　ドアを半分開けた中途半端な体勢のまま、軽く手を上げて男の子に応こたえる。

　数秒の間。

　男の子がわぁっと両手を振り上げ、顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「みんなーっ──！　イルだよ！　イルが来たよー！」

「えー──っ！」

　たちまち大おお騒さわぎになる。白い家の玄関から窓から出るわ出るわ、一斉に飛び出した数十人の子供達はあっという間にフライヤーを取り囲み、てんでばらばらに騒ぎ立て始めた。

「イルだー！」「ほんとにイルだーっ！」「イルおそい！」「おそいーっ！」「わたし寝ないでまってたのにーっ！」「のにーっ！」「うそつきはどろぼーだー」「イルどろぼーっ！」「あのねーイル、アーニャとローラがきのうねー」「あーそれだめいっちゃだめー！」「ねーイル、おみやげはー？」「おみやげはー？」「おみやげおみやげおみやげ──！」

　最後にはみんなで声を合わせて、おみやげおみやげの大合唱。

　はっきり言って、うるさいことこの上ない。

「あー、分かった分かった」

　ぱたぱたと手を振りつつフライヤーを降り、真っ先に飛びついてきた女の子を受け止めて「よっ！」と抱き上げる。女の子がきゃいきゃいと歓声を上げ、周囲の子供達が「ずるーい！」「ぼくもー！」「わたしもーっ！」と次々に駆け寄ってくる。

「ちょ、ちょい待て！　こっちが先や」

　フライヤーの助手席を指さしてみせると、子供達の動きがぴたりと止まる。女の子をそうっと地面に下ろし、フライヤーに体半分突っ込んで助手席に手を伸ばす。サンタクロースが丸ごと入りそうなバカでかい袋を両腕でどうにか引っ張り出し、車の外に下ろして蝶ちよう結むすびのリボンをほどく。

　かたずを呑のんで見守る子供達。

「さーて、何が出るかなっとー」イルは袋に深々と腕を突っ込み、わざとらしくがさごそと中身をあさり「……クマのぬいぐるみは、確たしかサーシャやったな」

　一番前に陣取っていた女の子が「はーいっ！」と手を上げ、茶ちや色いろいぬいぐるみを両腕に受け取って「イルありがとー！」と満面の笑みを浮かべる。小さなその頭をくしゃくしゃと撫なで、袋に腕を突っ込んで次の子供の名前を呼ぶ。三十五人分のプレゼントがあっという間にそれぞれの手に行き渡り、元気な笑い声が灰はい色いろの空いっぱいに響ひびき渡る。

　大きくうなずき、空っぽの袋を拾い上げ、

「……ねー、イル」

「ん？　どーかしたか、フィリップ」

　袋を適当にまとめつつ振り返る。ここで一番年長の男の子が、たった今もらったばかりの簡かん易い携帯端末と空っぽの袋を難むずかしい顔で見比べている。その隣となりには四つ年下の弟の姿。こちらは幸せいっぱいの表情で、模型飛ひ行こう機きを振り回している。

「……えーっと」男の子は少し考え、弟の模型飛行機を振り返り「これ……どこから持ってきたのかなーって」

「ん？」

「え、だから」男の子はますます考え「この前、シスターが、さいきんはエネ……ええっと……エネルギー供給、があぶないから、こういうのはどこでも作ってないって」

「お、よう知っとるな」

　感心感心、と男の子の頭を撫でる。そのとおり、マザーシステムの機き能のう低下に伴って、このシティ・モスクワでは半年前からエネルギーの供給制限が行われている。限りある電力はすべて生活に最低限必要な食料や消耗品の製造プラントに回され、あらゆる嗜し好こう品ひんの生産は完全に停止しているのが現状だ。

　だから、男の子の言うとおり、ぬいぐるみや模型飛行機なんて物がこのシティで手に入るはずがない。

　少なくとも、まっとうな手段を用いている限りは。

「いや、内ない緒しよやけどな」男の子の頭に手を置いたまま、ちっとも内緒ではない声で続ける。「ちょっと、人に頼んだんや」

「たのんだ……って？」

　男の子が首をかしげる。隣で遊んでいた弟も、いつの間にか飛行機遊びをやめて興きよう味み津しん々しんでこっちを見上げている。

　イルは男の子から手を放し、どかっとその場に座り込み、

「お前ら、おれの仕事は知ってるよな」

「えっと……シティの中とか外とかで、わるいひと捕まえる……」

　せや、とイルはうなずき、

「けど、悪いヤツいうてもほんまに悪いヤツばっかりやなくて、ちょっと悪いけどそんなに悪くないなーっていうヤツもおるねん。そういうヤツまでいちいち捕まえて『死刑！』とか言うてたら、あんましカッコよくないやろ？」

　男の子は小さくうなずき、それで？　というふうに首をかしげる。

　イルは「でやな」と指を立て、

「そういうヤツらは他ほかのシティにも行ってたり、隠れた生産プラントの場所とか知ってたりする訳や。せやから、そいつらをこう締しめ上げて……」悪者の首をつかんでぐいんぐいんと振り回す真ま似ねをし「適当に反省させたところで『これとこれ持ってきたら、今日きようのところは勘弁しといたるわー』、って」

　しばしの沈ちん黙もく。

　男の子はぱちくりと目をしばたかせ、感心したように呟つぶやいた。

「……職しよつ権けん乱らん用ようだぁ」

「らんよーだーっ」

　絶対に意味が分かっていない顔で、弟が元気良く飛び跳ねる。

　イルは両手を腰に当て、力の限り胸を張った。

「おうよ！」

　ふんぞり返った格好のまま、偉そうにあっはっはと笑う。大戦前の昔から、職権なんてものは乱用するためにあると相場が決まっている。男の子がつられたようにあははと笑い、弟が「しょっけんらんよーっ！」と飛びついてくる。とっさに小さな体を抱きとめ、バランスを崩して背中から芝生にひっくり返り、

「……ありゃ」

　黒い修道服が、目の前にあった。

　今年で三十八になる『聖セラフィム教会』ただ一人のシスターが、眼鏡めがね越ごしのびっくり顔でこっちを見下ろしていた。

「ども」

　弟くんを胸の上にのせたまま、とりあえず手を上げる。

「はい。今日も元気ですね、イル」

　シスターはくすくすと笑い、小さな男の子をイルの上から抱き上げた。




「──メルボルン跡地、ですか」

　二人分の靴音が、屋内墓地の白塗りの天てん井じように反はん響きようした。

　シスターの言葉にイルは「せや」とうなずき、手に提げた花束をくるりと回した。

「ちょっと作戦があってな、急に行くことになってん」

　となりを歩くシスターは少しだけ考えるそぶりを見せ、

「例の、研究区画の襲しゆう撃げき事件ですか？」

「何や、知っとるんか」

「当然です。研究部にも司令部にも、まだ知り合いくらいはいますよ」

　そういやそうやったな、とうなずく。今でこそ孤児院の管理人などにおさまっているが、このシスター、十二年前の大戦時には軍の作戦将校で、上層部からも一いち目もく置かれるほどのやり手だったらしい。

　子供達に聖書を読んで聞かせたり一いつ緒しよにお昼寝したりしている姿からは想像も付かないが、何でも当時は、その作戦立案能力の高さから「プランナー」などというたいそうな異い名みようで敵軍に恐れられていたとか何とか。

「施設警けい備びの責任者は、あなたのおかげで首の皮一枚繋つながったそうですね」

　足を止めずにシスターがこっちを見上げる。

　イルは「まあな」と息を吐き、壁かべに埋め込まれた聖イ像コ画ンに視し線せんを投げた。

「あと十分でも早よ着いとったら、もうちょいなんとかできてんけどな」

　第二十階層、研究区画のマザーコア育成施設を襲おそった強奪事件。あのとき、イルがあの場所に居合わせたのはまったくの偶然だった。近くの別な研究施設で以前から頼んでおいた個人的な検査の結果報告を受けとり、五キロ離はなれた官舎に帰ろうとしたところで異常に気づいた。すぐさま警備部の中ちゆう枢すうに連絡を取り、正面入り口の隔かく壁へきから中に飛び込んだときにはすでに、施設内は血の海と化していた。

　玄関の警備にあたっていた一般兵六人と、内部に配備されていた魔ま法ほう士し二十四人。

　部署が違うせいで顔も名前も知らない者がほとんどだったが、中には、挨あい拶さつくらいは交わしたことがある者もいた。

　全部で三十人。一人の例外もなく、みな死んだ。

「あなたが責任を感じることではありませんよ……。あなたのおかげでかろうじて手がかりが残ったのですから、それだけでも良しとしないと」

「……ま、そらそうやねんけどな」

　モスクワ軍の総力をあげた事件検証が行われ、事態が動いたのが一週間前、九月二十日。『犯人特定』の知らせを受けた司令部はすぐに会かい議ぎを招集し、一時間後には作戦が決定、部隊編へん成せいと事前工作が始まった。

　イルが呼び出された今け朝さの会議は、具体的な行動スケジュールの最終確かく認にん。

『幻影イリユージヨンNo.17』を含む第一級カテゴリーＡの魔法士二十名によって構成された特殊部隊は、今からきっかり十時間後に作戦を開始。メルボルン跡地ですでに準備を進めている先せん遣けん部隊三百人と合流し、マザーコア奪だつ還かんに向けた具体的な行動に入ることになる。

「それで？　犯人がメルボルンにいるという確かく証しようでも出たのですか？」

「せやねん。軍の上の方がマサチューセッツと取引したみたいでな。うちの……」ふと言葉を切り、考え「……うちの姉貴の話、したことあったっけ？」

「『千里眼クレアヴオイアンス』、でしたっけ。前に一度、話してもらいました」

「おー、それそれ。そいつに頼んで、調しらべてもらったらしいわ」何となく頭をかき「……まあ、姉貴いうても、生まれてちょっと経たった頃ころに一回会ったっきりやけどな」

　シティ・マサチューセッツで稼か働どうし、このモスクワでも導どう入にゆうが予定されているマザーコア量産システム『ウィザーズＷ・ブレインＢ・ファクトリーＦ』は、コアの遺い伝でん子し配列を決定する乱数処理の結果として、ごくまれに通常の魔ま法ほう士しの範はん疇ちゆうを大きく逸脱した規格外の能力者を生み出すことで知られている。

　二重の異なる処理系統を有する者、ニュートン力学の基き礎そ法則を完全に無視する者──遺伝子合成プラントの気まぐれによって生み出されるこういった『規格外品』たちは、マザーコアの生産ラインから外され、組そ織しきのエージェントとして利用されることになる。

　ファクトリー稼働開始から四年あまりの間にマサチューセッツで生み出された規格外は六十体で、今でも生き残っているのはわずかに三人。

　そのうちの一人、遠えん隔かく知覚特化型魔法士『千里眼No.7』のＩ－ブレインは、情報書き換え能力をいっさい持たない代だい償しように圧倒的な知覚・認にん識しき・情報収集能力を有し、雲上航こう行こう艦かん『FA-307』のマスターという肩書きと共に各国の軍から恐れられている。

「データが少なすぎてえらい時間かかったらしいけど、結局、おれが犯人の顔おぼえとったんが決め手になったみたいやわ。……て言うても、どうもメルボルンのかなり奥の方に逃げたみたいで、途中までしかトレースできへんかったいう話やけど」

「他ほかに、犯人の手がかりは？」

「さっぱりやな」

　大げさに首を振ってみせるが、これは嘘うそ。実を言えば、分かっていることはもう一つある。今回の事件と過去の事例を照会した結果、浮かび上がってきた事実。ここ数年の間に各地のシティでマザーコア関連の研究施設を襲おそい、いくつものサンプルやデータを奪うばい去りながら、痕こん跡せきらしい痕跡を何一つ残してこなかった正体不明のテロリスト。

　おそらくは組織名と思おぼしき、その名前。

　──賢人会議Seer's guild

　ロンドン自治軍から入手したという資料には、そう書かれていた。

「それで、軍を送り込もうというわけですか」

　難むずかしい顔で考え込むシスター。

　イルは無言で、通路の両りよう脇わきに並ぶ墓石に視し線せんを投げた。

　オーストラリア南部、シティ・メルボルン。大戦中に近きん隣りん国こくの度たび重かさなる攻こう撃げきによって崩ほう壊かいしたその跡地には、戦後、残された物資生産プラントや地ち熱ねつ発電施設を頼って多くの人間が流れ込み、地下を掘り進んで町を作り始めた。住むべき家を失った難なん民みんや犯罪者を取り込んで町はまたたく間に膨ふくれ上がり、十年足らずでそこは、シティにとっても無視できない勢力へと成長していた。

　現在の推定人口は百四十万人以上。内部はいくつかの自治組そ織しきによって分割して運営され、独自の軍備も備えているらしい。

　自治軍の正規部隊といえども、おいそれと手出しはできない。

　さらに、下へ手たに事を大きくしてマサチューセッツ以外の四つのシティにモスクワの現状を知られてしまえば、シティ・モスクワは生産設備や地熱発電プラントを目当てに押し寄せた他国軍の放火にさらされることになる。

「……心配せんでも、んな危ないことはせーへんよ」できるだけ軽い口く調ちようで呟つぶやく。「きちっと作戦も立ってるし、メルボルンの方で根回しもできてるみたいやしな……っと」

　目的の墓の前で足を止め、壁かべの端末にパスワードを入力する。透明なガラス扉が静かにスライドし、円筒形に区切られた狭い空間にライトが灯ともる。

　石造りの墓標にはロシア正教に特有の形の十字と、黒い修道服に身を包んだ、今のイルより少し年下の少女の写真。

　刻まれた没年は、西暦二一九五年。

　手に提げた花束を墓前に供え、小さく十字を切る。

「……早いものですね」

　呟つぶやき、祈りを捧ささげるシスター。

　イルは「せやな」とうなずき、冷たい墓石にそっと指を触れた。

　もう三年になる。マサチューセッツの『ファクトリー』でマザーコアとして生み出され、生命維持槽そうの中で過ごした日々。Ｉ－ブレインの能力を認められてエージェントとして『幻影イリユージヨン』の名を与えられ、外交の道具としてシティ・モスクワに売り渡された日のこと。

　軍の任務で連れてこられたこの教会で、初めて出会った修道服の少女。

「ほんまに、早いもんやな」

　呟き、ふと、傍かたわらに立つシスターの真剣な顔に気づく。

「ん？　どーかした……」

　そこで言葉に詰まり、頬ほおをかく。

　目の前に突きつけられた、シスターの右手。

　その指先に、見覚えのある書類が一枚、揺れていた。

「……どっから手に入れてん、そんなもん」

「研究部に知り合いぐらいいると言ったでしょう」シスターは深々と息を吐き「まったく、何を考えているのですか、あなたは」

「いや……何て言われても」

　口の中でぼそぼそと呟つぶやく。モスクワ軍研究部の印が押されたその書類には、イルが知り合いの研究員に頼んだ、とある検査の結果が記されている。

　タイトルは『幻影イリユージヨンNo.17のマザーコアに対する適正』。

　結果はＤのマイナス。幻影のＩ－ブレインはきわめて特異な構造を有するため、これをマザーコアに用いた場合、得られる性能はファクトリーの大量生産で生み出される最低ランクの魔ま法ほう士し以下である──

　それが、研究員達の出した結けつ論ろんだった。

「マザーシステム止まってヤバそうやったし、ひょっとしたら、て思ってんけどな」

　ははは、と笑い、息を吐く。

「おれの頭やったら、あかんみたいやわ」

「……万が一にも『適正良好』なんて結果が出たら、どうするつもりだったのですか？」

「そんときは……ほら、まあ」

　あいまいに答えて、視し線せんを逸そらす。

「イル……」

　かすかなため息。シスターの手が、唐とう突とつにこっちの胸元に伸びる。

　細い指がジャケットを押しのけ、黒シャツの襟えりをつかむ。

「ちょ、ちょっ！　なにすんねん！」

「おとなしくなさい！　誤ご魔ま化かせると思ったら大間違いですよ」

　あわてて逃れようとしたときにはすでに手遅れ。

　強引に広げられた襟元から、昨日きのうの夜に巻き直したばかりの白い包帯がのぞいていた。

「……かすり傷やよ。ほとんど治ったし」

「かすり傷で傷口を縫ぬう人がいますか！」シスターが珍しく声を荒げる。「あなたは自分の体を何だと思っているのですか！　どんな能力を持っていようと、撃うたれれば痛いし大おお怪け我がをすれば死ぬのですよ？」

「……いや、せやから、いつもみたいに上う手まいことぎりぎりで避けるつもりやってんけど、相手が思ったより強かったちゅうかなんちゅうか……」

　しどろもどろに言い訳を試みる。

　シスターはシャツの上から傷口に手を当て、何だか泣きそうな顔で息を吐いた。

「……あなた一人が、何もかも背負い込むことはないのですよ」

「いや、さすがに何もかもは無理やけどな」

　苦笑し、視線をさまよわせ、墓標に向き直る。

　少女の写真を、じっと見つめる。

「……おれ、な」

　ピントのずれた笑え顔がおに指を這はわせ、

「こいつおらへんかったら、ずっと、人間やめたままやったと思うねん」

　屋内墓地の白い通路に、沈ちん黙もくが降りる。

　シスターは目を閉じ、小さく、仕方の無い子ですね、と呟つぶやいた。

　墓標に向かって最期の聖句を捧ささげ、ゆっくりと振り返る。

　自分のロザリオを取り出し、腕をいっぱいに伸ばして、イルの首にかける。

「あなたに、神のご加か護ごを」

　小さな子供にするようにくしゃくしゃと髪を撫なで、いつものように柔らかく微笑ほほえみ、

「本当に、無理だけはだめですよ」

　りょーかい、とイルは笑い、胸にぶら下がった小さな十字架を指で弾はじいた。




　　　　††††††††††††††




　──西暦二一九八年九月二十八日、午前０時。

　モスクワ軍所属五十メートル級特務輸ゆ送そう艦かん『ウラジオストック』は、定刻どおり、シティ・モスクワ第二〇階層第三軍用ポートを飛び立った。

　搭乗した二十名の魔ま法ほう士しは出発から二時間後に南アジア、ヒマラヤ山脈付近で艦を降り、数人単位の小部隊に別れて各個に旅の避ひ難なん民みんを偽装。近きん隣りんの町で隊商の列に紛れてインド洋を南下し、同日早朝、それぞれ別のルートでシティ・メルボルン跡地への潜せん入にゆうを果たした。




　　　　††††††††††††††




　向かいの店の屋根に止まったカラスが、黒い羽根をいっぱいに広げて偉そうに一声鳴いた。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるはテーブルに頬ほおづえを突き、その姿を窓越しに見上げた。

　店の奥から飛び出してきたエプロン姿の店主が、手にした箒ほうきを振り上げて必死にカラスを追い払う。カラスはその攻こう撃げきを巧みにかわし、軒のき先さきの陳列棚に飛び込んで合成小麦のパンをかっさらおうとする。顔を真まっ赤かにしてなおも箒を振り回す店主。でたらめに突き出したプラスチックの柄えの先っぽが偶然カラスの足を捉とらえ、寸前で焼きたてのフランスパンをつかみ損ねたカラスは羽根を散らして飛び去っていく。

　通りを行く人々が次々に足を止め、たちまち巻き起こる拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　店主は右手に箒、左手にフランスパンを掲げて胸を張り、ここぞとばかりに自家製パンの素す晴ばらしさをまくし立て始めた。

　小さく忍び笑いを漏らしつつ、窓越しの光景にゆっくりと視し線せんを巡らせる。真昼が座っているのは大通りに面した小さなカフェの窓まど際ぎわのテーブルで、合成樹じゆ脂しのタイルを敷しき詰めた大通りはガラス窓の向こうをまっすぐ左右に走っている。広い通りは行き交う人々でごった返し、道なりに連なる無数の商店には地鳴りのような喧けん噪そうが渦巻いている。

　そこかしこに立ち並ぶ街灯には昼間照明を表す強い白色光が灯ともり、時刻はようやく朝の九時を少し過ぎたところ。

　メルボルンの町に、新しい一日が始まろうとしていた。

　と言っても、地ち熱ねつ発電プラントの細い電力供給によって運営されているこの町で、シティのような完かん璧ぺきな照明設備が望めるはずもない。街灯の明かりによって無理やり照らし出された薄うす暗ぐらい大通りを一歩でも外れれば、そこは闇やみに包まれた夜の世界。気温も十度を超えることは滅めつ多たに無いし、そこらの路地で酔いつぶれれば次の日には間違いなく凍死体の仲間入り。

　危ういバランスの上にかろうじて成り立つ、黄昏たそがれ色いろの夜の町。そういう意味では、ここも世界中に点在する多くの町と何一つ変わらない。

　それでも、上う手まく客をつかまえればパン屋やカフェなんて商売が成り立ってしまうあたりは、さすが人口百四十万人の大都市と言うべきなのだろう。

　視し線せんを少し上に向ければ、闇空の向こうに広がるのは骨格を剥むき出しにしたドーム型の天てん井じよう。オーストラリア大陸南岸、かつて『メルボルン』と呼ばれたシティの残ざん骸がいの地下に築きずかれたこの町は、いくつもの広大な空洞と、その空洞を繋つなぐ無数の細いバイパス道によって形成されている。

　ここはそんな空洞の一つ。十万近い人々が暮らす、メルボルンでも最大の区画。

　複雑に入り組んだメルボルン内部にあって地上に最も近いこのエリアを、住民たちはシティに対する皮肉を込めて『第一階層』と呼んでいる。

「──っと」

　飲みかけのグラスを手探りに取り、ストローをくわえて視線を大通りに戻す。溶けた氷で薄まったアイスコーヒーを一口すすり、それとなく通行人の様よう子すをうかがう。絶え間なく行き交う人波の中に、何ということもない男が一人。中肉中背、どうということのない容よう貌ぼう。当たり前のコートに当たり前のマフラー。急ぐでもなく立ち止まるでもなく、人の流れに紛れて窓の向こうを通り過ぎていく。

　わずかな違和感も抱かせない、見事なまでの偽装。

　モスクワ軍の特殊部隊に特有な歩き方のクセを熟じゆく知ちしていなければ、どんなに気を付けていても見逃してしまうところだ。

「四十七人目」空のグラスをテーブルに置き「何だか、ずいぶん面めん倒どうなことになってるよ、月つき……」

　言葉を切り、何となしにため息を吐つく。

　木もく目め調ちようのテーブルを挟んだ向かいには、先週二十三になったばかりの双ふた子ごの姉の姿。

　厚手のセーターにコートという防寒ルックで椅い子すから半分腰を浮かし、携帯端末のボディを両手に握りしめ、音声通信用のヘッドセットを付けた顔をこれでもかというほど画面に近づけて、もう何度目か分からない台詞せりふを繰くり返している。

「いい？　ぜったい、ぜったい、ぜ──────ったいに危ないことしちゃダメよ？　あんたはほっとくと何でもかんでも首を突っ込むんだから！　軍とかシティとかそういうのに関係ありそうな話になったら、全部ほっぽり出してさっさと逃げるの！　分かってる──？」

「ねえ、月つき夜よ」

「それから、困ったらフィアの言うこと良く聞くこと！　あの子はあんたと違ってあとさき考えずに突っ込んだり何でもかんでも勢いだけですませようとしたりしないから。……あ、あと寝るときの部屋は別々！　フィアが『いい』って言ってもぜったい別々にすること！　約束破ったら、後でどうなるか分かってるわね！」

「月夜ってば」

「……え？　あ、何だフィアもそこにいるんだ。……フィア元気ー？　うん、こっちは二人とも元気よー。……え？　そうそう。だから錬れんのことお願ねがいねー。おみやげいーっぱい買って帰るから。また弥生やよいさんと三人でファッションショーやろーねー」

　うって変わったにこにこ顔で、端末の画面に向かってぱたぱたと手を振る。

「月夜、聞いて……」

　聞いてる？　と言いかけて、真ま昼ひるはもう一度ため息。

　よっこらせ、と椅い子すから立ち上がり、テーブルの反対側に回り込んで、今にも話をループさせそうな勢いの月夜から問答無用でヘッドセットと端末を取り上げる。

「──というわけで、しばらくは連絡できないと思うけど、二人とも気を付けてね」

『うん！　真昼兄も気を付けてねー！』

『おみやげ、楽しみにしてますね』

　画面の向こうに仲良く並んで映る弟とその彼女に小さく手を振り、猛然とこっちを振り仰ぐ双ふた子ごの姉に口を開く隙すきを与えず、「じゃあね」と笑って通信回かい線せん遮断の命令を打ち込む。

「あ─────っ！」この世の終わりのような月夜の声。

　映像表示用のウィンドウが消えさり、画面の真ん中には暗号通信の結果レポート。

　膨ぼう大だいなログに目を走らせてどこからも不正なアクセスがないのを確かく認にんし、一つうなずく。

「な、何すんのよ真昼！」

「月夜の話が長すぎるの。そろそろ通信回線のジャミングも限界だからね。誰だれかに盗とう聴ちようでもされたらどうするの？」

　むーっ、と頬ほおを膨ふくらませる月夜。

　手つかずのグラスをひっつかんで氷の溶けかかったアイスコーヒーを一息に飲み干し、そのまま豪快にテーブルに突っ伏すと「……あー！　しんぱいー！」と世にも情けないうめき声を上げ始めた。

　もともと弟の錬れんには甘かった月つき夜よだが、七ヶ月前にその弟に『フィア』という彼女ができてからは、可愛かわいがる相手が二人に増えてすっかり骨抜きになってしまった感がある。最近のお気に入りはフィアと少女の養い親である弥生やよいと三人でファッションショーごっこをやること。初めは自分がもう着なくなった『女の子っぽい服』をフィアに着せて喜んでいたのだが、近ちか頃ごろでは「私、お裁さい縫ほうのプロになることに決めたわ！」などと宣言し、どこからか古着やら余り布やらをもらってきては夜な夜な針と糸をちくちくやっている。

　仲がいいのは大いに結構。

　だが、作戦行動の真っ最中にこの調ちよう子しというのは、少し緊きん張ちよう感かんが足りないんじゃないかという気がする。

「たるんでるよ月夜。もうちょっと気合い入れないと」

「……よんじゅうはちにんめ」

「え？」

「四十八人目。今、そこ通った」

　相変わらずテーブルに突っ伏したまま、月夜が指だけで窓の向こうを示す。振り返って見れば、通りの少し先には確たしかに、人混みに紛れて消えようとしている特徴的な歩き方の女の姿。

「……ったく、どうなってんのよこの町は」
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　舌打ち混じりに月夜が顔を上げる。

『心配性なお姉ちゃん』はどこへやら、片手で頬ほおづえをついて窓の外を睨にらみつけるその表情は、完かん璧ぺきに作戦遂行中の本気モードに入っている。

「だいたい、メルボルンって言ったらシティとは半分敵対関係みたいなもんでしょ？　どうしてこんな真っ昼間から軍の工作員がうろうろしてるのよ」

　あまりの豹ひよう変へんっぷりに感心しつつ、まったくだね、とうなずく。もともとシティを追われた犯罪者や避ひ難なん民みんによって作られたこのメルボルンの町は、シティや軍といった物に対する反発意い識しきが強い。町と地表を繋つなぐ十二本のバイパス道にはいずれもシティの関係者の立ち入りを防ぐための検問所が設けられているし、内部の住民もどこかにネズミが紛れ込んでいないものかと普ふ段だんからそれとなく目を光らせている。

　それでも各国の工作員が二、三人ほど入り込んでいるのはいつものことだが、ここまで大規模な組そ織しき行動というのは真ま昼ひるも今まで聞いたことがない。昨日きのうの昼過ぎにメルボルンに着いてから半日で数えたのが九十五人だから、今日きようこれまでの分と合わせておよそ百五十人。メルボルン全体ではその倍以上の数が入り込んでいるはずだから、少なくとも三百人。それだけの数の工作員を一度に動かせば、モスクワ本国の防ぼう衛えい線せんは穴だらけになってしまうはずだ。

「あー、私、ものすごーく嫌いやな予感してきた」月つき夜よはポケットからデータディスクを取り出してテーブルの上に放り出し「やっぱり、それと関係あると思う？」

「まあ、関係無いって信じるのは、ちょっと虫が良すぎるだろうね」

　四センチ角のディスクをつまみ上げ、指先にのせてくるくると回す。神こう戸べの事件から七ヶ月、新しい町での生活も軌道に乗り、それなりに忙しい日々を送っていた双ふた子ごの許もとにこのディスクが届いたのは三日前のこと。メルボルンとアジア各地を行き来する速達専門の隊商によって届けられたディスクには、『内密に会って頼みたいことがあるからメルボルン跡地に来て欲しい』という古い知り合いからのメッセージと共に、その知り合いが自分を本物だと証明するために同封した『天あま樹ぎ真昼のジュニアスクール時代のテスト答案』なんて物が記き録ろくされていた。

　指定された会合の日付は今日、九月二十八日。場所はシティ・メルボルン跡地第一階層、露ろ店てん街がいに面したこのカフェ。

　データの最後に書き込まれた電子署名にもディスクのラベルに書かれた本人直筆のサインにも間違いがないことを確かく認にんした双子は、昨日の早朝に町を発たち、ディスクを届けてくれた隊商のフライヤーに便乗してこのメルボルンまでやってきたのだった。

　ちなみに、錬れんとフィアはお留守番。二人は急にメルボルンに行くことになってしまった兄と姉の代わりに、便利屋の仕事でロンドン近くの小さな発電プラントの調ちよう査さに向かっている真っ最中。

　明後日あさつてぐらいには向こうの町で準備を整ととのえて、本格的な作業を開始するはず。

　二人はその後、ロンドン軍と絡んだ大事件に巻き込まれることになるのだが、このときはまだ真昼も月夜も『世せ界かい樹じゆ』なんて言葉は知らない。

「……モスクワって言えば、やっぱりあれよね」

　月つき夜よの声。

　真ま昼ひるより五分だけ年上の双ふた子ごの姉は長い黒髪を背中にほどき、うなじの辺りでいい加減にまとめ直しながら、

「マサチューセッツと取引したっていう、例のあの」

「ああ、ファ……」

　そこでとっさに口をつぐみ、寂れた店内をゆっくりと見回す。テーブル五つの狭いカフェ。客といえば店の中心を挟んだ反対側のテーブルで酔っぱらいが三人酒さか瓶びん片手に突っ伏しているっきりで、後はカウンターに年老いた店主が一人、膝ひざの上に携帯端末を広げたまま、こちらも眠っているように見える。

「……ファクトリーだっけ？　次のマザーコアに使うために準備進めてるっていう」

　そうそう、と月夜はうなずき、中身が残っている真昼のグラスにさりげなく手を伸ばし、

「モスクワのマザーコア、そろそろ止まりそうだとかもう止まっちゃったとかって噂うわさだし。ここであいつらが出てくるのって何かタイミング良すぎ──っ！」

　ブロックにかかった真昼の手を素早くかわし、飲みかけのアイスコーヒーを取り上げ、ストローくわえて一気にずぞぞぞぞーっと飲み干してしまう。

「……いい、あげるよそれ」

「あ、そう？　ありがとー」

　氷だけになったグラスをテーブルに置き、月夜がにっこり微笑ほほえむ。

　真昼はわざとらしくため息を吐つき、ふと、視し線せんをカウンター脇わきの扉に向けた。

　一いつ瞬しゆん遅れて月夜も気づき、勢い良く背後を振り返る。二人の見つめる先、通りに面した扉がからんと音を立てる。

　ゆったりとした足取りで店内に入ってくる、神父姿の初老の男。

　男は真昼と月夜に一いち瞥べつをくれるとカウンターの前に立ち、傍かたわらに積つまれたグラスの山を軽く指で弾はじいた。

　眠りこけていたはずの店主と三人の酔っぱらいが同時に立ち上がる。いや、その顔を良く見れば、三人が薬物で血色を良く見せかけているだけで完全に素面しらふだということが分かる。

　四人は初老の男を取り囲むように整列し、深々と一礼して店を出て行く。

「見張り……いや、僕らのボディガードですか？」

「両方だ」真昼の声に、男が振り返る。「こちらもいろいろと危ない身でな。何かの間違いで偽物が来たときのために、最低限の手は打たせてもらった」

　こちらのテーブルに歩み寄り、双子の顔を順番に見て、ようやく相そう好ごうを崩す。

「十年ぶりか。二人とも大きくなったな」

「あなたは変わりませんね、教授プロフエツサー。いや、ちょっと変わったかな？」

「ちょっとどころじゃないわよ！」月つき夜よが勢い良く立ち上がり、手のひらをジーンズでこすって男に差し出す。「久しぶり、アンダーソンおじさん。キリスト教徒なのは知ってたけど、いつから神父さまになった訳？」

「先代に頼まれて仕方なくな」男はその手を取り「若い連中は道楽もいい加減にしろとうるさいが、義理があってそうもいかん。……それに、これはこれでいい気分転換になる。今日きようも三人ほど懺ざん悔げを聞いてきたところだ」

「マフィアの親分って暇なのねー」

「月夜、『自治組そ織しきのリーダー』だってば」

「真ま昼ひるの言うとおりだ」男は真ま面じ目めな顔で腕組みし「他ほかのエリアはともかく、ここ第一階層はまっとうな町だ。犯罪の類たぐいは一切許さん」

「……やっぱり、ぜんっぜん変わってないかも」

　こっちを振り返り、苦笑する月夜。

　真昼は肩をすくめ、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。

「本当にお久しぶりです。アンダーソン教授」

　視し線せんだけで会釈をし、ふと、白髪交じりの金髪が自分の目の前にあることに気づく。十年前は自分の方がずっと背が低かったことを思い出し、小さく笑う。

　カール・アンダーソン教授。

　双ふた子ごの父、天あま樹ぎ健けん三ぞうの友人であり、ジュニアスクール時代の真昼の教師でもあった物理学者。大戦のさなかに故国を失い、戦後このメルボルンに流れ着き、難なん民みん同然だった人々をまとめ上げて自治組織を結成、十年で町をここまで発展させた立役者の一人。

　戦前、まだ天樹健三が生きていた頃ころには双子も交えた交流があり、真昼も月夜も誕たん生じよう日びやクリスマスにプレゼントをもらって大喜びしたのを覚えている。戦争が終わった後、訳あって世界中を旅していた真昼と月夜は一度だけメルボルンを訪れて自治組織を立ち上げたばかりのカールに会っているのだが、その後は何となしに連絡も絶え、音信不通の状態が続いていた。

「いや、良く来てくれた。正直、お前達がここに現れるかどうかは賭かけだったのだが」

　カールは二人に座るよう促し、自分はテーブルの空いた椅子に腰掛け、

「さっそくだが……町の様よう子すは見たか？」

「それよ！」月夜は自分の椅子に座りつつ「あれ、モスクワの特殊部隊でしょ？　どうなってんのよ、ここっていつからシティの軍が出入りできるようになったわけ？」

「月夜の言うとおりです」真昼も二人にならって席に着き「昨日きのうと今日、あわせて百五十人。諜ちよう報ほう活動にしても数が多すぎます。……あまり聞きたくないんですが、やっぱり僕らを呼んだのと関係がある訳ですか」

　カールは、うむ、とうなずき、

「お前たちの見たとおりだ。シティ・モスクワ所属の特殊部隊三百人、一週間前からこのメルボルンで活動を行っている」息を吐き、目を閉じて「付け加えると、この三百人は事前準備のための先せん遣けん隊たい。本隊は第一級カテゴリーＡの魔ま法ほう士し二十名。今け朝さ、メルボルンに到着した」

「到着したって……」月つき夜よが椅い子すから腰を浮かし「どういうことよ。ポートの管理をやってるのっておじさんとこの部下でしょ？　どうして追い返さなかったのよ」

「黙もく認にんせざるをえなかった。……言いたくないことだが、メルボルン内の自治組そ織しき百三十六のうち、すでに半数以上がモスクワと手を結んでいる。私の組織は反対の立場だが、だからといってポートを強制閉へい鎖さする訳にもいかん」

「どういうことですか？」

「どういうことよ」

　同時に声を上げる真ま昼ひると月夜。

　カールは手のひらを額ひたいに当て、深々と息を吐いた。

「実は……少々面めん倒どうなことになった」




「ひとまず、これを見てもらいたい」

　カールの手がテーブル脇わきの操そう作さ盤ばんを叩たたく。木もく目め調ちようのテーブルを覆おおうように立体映像のディスプレイが浮かび上がり、ワイヤーフレームの画像が映し出される。

　数百からなる空洞とそれらを繋つなぐ細いバイパス道によって構成された、真昼と月夜もよく知っている、メルボルンの地図。

　最上部に位置する一きわ広大な区画が二人が今いる第一階層で、空洞の下部から延びた十数本のバイパス道は一段深い場所に存在する三つの空洞に繋がっている。地下深くへと潜もぐるに従って空洞はより小さくかつ数を増し、複雑に入り組んだバイパス道は第五階層の辺りではすでに迷宮の様相を呈している。だが、それでも構造が分かっているだけマシな方。自治組織もその全容を把握していない第六階層から下は、いくつかの細い道と大きな『？マーク』が描かれたきりになっている。

「十日前のことだ。シティ・モスクワの研究施設で襲しゆう撃げき事件が起こった。犯人はモスクワからある実じつ験けんのサンプルを盗み出し、このメルボルンに逃げ込んだ」

　小さな光点が地表に面したポートから町の中に入り込み、バイパス道を延々と下って第六階層に入った辺りで消える。

「犯人の足取りをつかんだモスクワ軍は、メルボルンを分割統治する百三十六の自治組織に取引を持ちかけた。要求は、犯人確かく保ほと実験サンプル奪だつ還かんのための協力。見返りは……」

　言葉を切り、二人の顔に視し線せんを巡らせ、

「お前達も話は聞いているだろう。マサチューセッツで運用されているマザーコア生産システム『ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー』。あれをこのメルボルンに導どう入にゆうするための技術提供だ」

　月つき夜よが小さく息を呑のむ。

　真ま昼ひるはどうにか平静を装い「それで？」と先を促した。

「第二階層と第三階層に属するすべての自治組そ織しきと、第四階層の約半数がこの取引に応じた」立体地図の中ほど、カールの言葉に対応する空洞が赤く染まる。「連中はメルボルン外部への犯人脱出を阻止するためにすべてのバイパス道に検問を敷しき、人と物の流れを遮断している。この状態で深部の調ちよう査さを進め、犯人をいぶり出す作戦らしい」

「何だか、ずいぶん話が大き……」

　大きいですね、と言いかけて真昼はふと口をつぐみ、

「そうか、モスクワから盗み出されたサンプルって、そういうことですか」

「え？」月夜が一いつ瞬しゆんだけ首をかしげ「……あ、なるほど、そーいうことね」

「察しがいいな」カールがうなずき「これは極秘情報だが、モスクワのマザーシステムは先月から活動を停止している。──盗み出されたのは次のマザーシステムとして導どう入にゆうが予定されていた『ファクトリー』の第一期コア、三十体だ」

　しばしの沈ちん黙もく。

　真昼と月夜は、揃そろって息を吐いた。

「なるほど……」

「連中が血ち眼まなこになる訳ねー」

　確たしかにそれなら、この大部隊の展開も理解できる。比ひ喩ゆでも何でもない、文字どおりの『シティ・モスクワ』存亡の危き機きという訳だ。

「……って、ちょっと待ってください」そこまで考えたところで、ようやく気づく。「それじゃあ、僕らをここに呼んだのって」

「無む論ろん、仕事の依頼だ」

　カールは指先で小さくテーブルを叩たたき、

「犯人と、盗み出された実験サンプルのメルボルン脱出──その手助けを頼みたい」




　重苦しい沈ちん黙もくが、テーブルの上に降りた。

　真昼と月夜は顔を見合わせ、それから、そろってカールを見た。

「教授」

「おじさん！」

　同時に声を上げてしまい、いきなり言葉に詰まる。月夜が視し線せんでこっちに続きを促し、真昼はうなずいて口を開く。

「……どうして、僕らにそんな依頼を？」

「他ほかに頼める者が思いつかなかった」カールは即答する。「何しろ、事が事だ。シティと敵対することになるし、モスクワの命運を左右すると聞かされれば並の者なら怖おじ気けづく。本来なら私が直接動くべきところなのだろうが、このメルボルンで私の名前は大きすぎる」

「そりゃ分かるけど、でも私達だって！」

「神こう戸べの事件のことはいろいろと聞いている」カールの言葉が、月つき夜よの反はん論ろんを断ち切る。「軍からマザーコアの験けん体たいを守ったのがお前達だと聞いたときは私も驚おどろいたが、どこかで納得もいった。マザーシステムに反対してシティを出たお前達だ。そのぐらいのことはやってもおかしくない」

「あれは！」月夜が力任せにテーブルを叩たたき「だから……成り行きとかいろいろあって、仕方なくっていうか気が付いたらああなってたっていうか……」

「買いかぶりすぎです、教授」うつむいてしまった月夜の後を、真ま昼ひるが引き継ぐ。「僕らはただ、降りかかってきた火の粉を払っただけです。目の前に助けを求めている子がいたから助けただけ……そんなに偉いものじゃありません」

　七ヶ月前の事件のことを考えると、今でも胸の奥に小さな棘とげが突き刺さったような痛みがある。真昼と月夜、それに弟の錬れんの三人はシティ・神戸のマザーコアとして生み出された少女を救い、シティの軍と、最強の黒衣の騎き士しと戦った。

　各人の思おも惑わくが複雑に絡み合った戦いの中で最終的に神戸は消滅、一千万の命が失われ、生き残ったわずかな者も帰るべき場所を失った。

　後悔などしていないし、自分が間違っていたとも思わない。

　思わないが、もう少し上う手まい方法があったのではないかと考えると、どうにもやり切れない気持ちになる。他ほかに選択の余地など無かったのだと分かっていても、誰だれも彼もが助かるような都合のいい答えがどこかに無かったのかと考えてしまう自分がいる。

「マザーシステムは吐き気がするほど嫌きらいですが、だからってシティに住んでる人を否定するつもりもない。……自分の手が届く範はん囲いならできる限りのことはしますが、届かないところにまでわざわざ首を突っ込むほど僕らは傲ごう慢まんな人間じゃない」

　そうそう、とうなずく月夜。

　カールは口元に手を当て、深く息を吐いた。

「……ごめんねおじさん。がっかりした？」

「いや、ほぼ予想どおりの答えだ」口元を和らげ「まったく……健けん三ぞうは良い子を育てた」

　手を伸ばし、テーブル脇わきの操そう作さ卓たくに指を置く。

「教授……？」

「心配するな。強制するつもりはないし、断るなら、などと詰まらんことを言うつもりもない」立体映像地図のとなりに通信用の小さな画面を呼び出し「ただ、最後に一度、本人と直接話をしてやってもらいたいだけだ」

　本人？　と真昼と月夜の声がハモる。

　カールは壁かべの時計を見上げ「そろそろか」と呟つぶやいた。

　立体映像の通信ディスプレイに、ざっと砂すな嵐あらしのようなノイズが走った。二人の見つめる前でノイズは次第に形を成し、人ひと型がたのシルエットを形成する。

　にじんでぼやけた輪りん郭かくが、次第に鮮せん明めいな像へと変わっていく。

　長い黒髪に茶ちや色いろの瞳ひとみ。黒ずくめの少女が、通信回かい線せんの向こうにその姿を現す。

「紹介しよう。この子の名はサクラ」

　カールの声。

　初老の神父は画面越しの少女に軽くうなずき、真ま昼ひると月つき夜よを振り返って、

「賢人会議Seer's Guild──と言えば分かるか？」

　今度こそ、二人は言葉を失った。




「……にしても、驚おどろいたわね」

　壁かべの時計が秒針を刻む音が、やけにはっきりと響ひびいていた。

　テーブルに頬ほおづえをついてディスプレイを見上げ、月夜がぽつりと呟つぶやいた。

「あの『賢人会議』の正体が、まさかこんな女の子一人だなんて」

「……そうだね」

「何よ真昼。ぜんぜん驚いてないじゃない」

　月夜の言葉に首を振る。真昼だってもちろん驚いている。だが、驚くより先に考えるべきことが多すぎて、声を上げたり感心したりする余裕がない。

　賢人会議──ここ数年の間に各国の情報部で噂うわさになっている、正体不明のテロリスト。

　目的、所属、背後関係その他一切が謎なぞ。

　真昼や月夜にしても、軍から流出してきたわずかばかりの被害報告から、マザーコア開発関連の研究施設を狙ねらっているらしいという情報をつかんでいるに過ぎない。

　確たしかに、『賢人会議』という名称が自身を多人数の組そ織しきに見せかけるための誤誘導ミスデイレクシヨンで、実態はごく個人的な活動なのではないかという仮説を立てたこともある。

　その賢人会議が、『サクラ』という名の少女の姿で、目の前にいる。

　完全に予定外。不意打ちも良いところだ。

「……まあ、大体のところは分かりました」考え、どうにか言葉をひねり出す。「つまり『賢人会議』の本拠地はこのメルボルンの深部にあって、そこには、この子が世界中から助け出してきた魔ま法ほう士しが取り残されたままになってると」

　カールの話を総合するとそういうことになる。少女がここ数年の間に各地の実じつ験けん施設を襲おそって奪だつ取しゆした実験サンプルの魔法士たちは、カールの協力の下、メルボルン深部、第六階層より下の未開拓領域に小さな集落を作り、シティの目を逃れて隠れ住む日々を過ごしているらしい。

「そうだ」カールはうなずき「四年間で二百人。半数以上は偽の経歴を用意して南米辺りに逃がしたが、まだ百人近くが残っている」

『正せい確かくには九十四人だ』

　張りつめたような、高い声。

　それが目の前の少女の物だと理解するのに、一秒ほど時間が必要だった。

『彼らはみな軍を相手に渡り合えるほどの能力を持っていないし、肉体的にも通常人で言えば十歳に満たない者がほとんどだ。私一人が脱出するだけなら何とでもなるが、彼ら全員を助けるには少し手が足りない。──カール』

　そこで少女は男に顔を向け、

『彼らが、私達の協力者か？』

「その予定だったのだが、少し難なん航こうしている。後はお前の交渉次第だ」

　少女は、ふむ、とうなずき、ディスプレイ越しにこっちに視し線せんを巡らせ、

『剣を持っていないところを見ると騎き士しではないようだが。炎使いか、人形使いあたりか？』

「サクラ、彼らは普通の人間だ」

　瞬しゆん間かん。

　少女の頬ほおが、かすかに引きつった。

『……カール、貴方あなたは冗じよう談だんが嫌きらいだと思っていたのだが』

「嫌いではないが、いささか苦手だな」カールは体ごとディスプレイに向き直り「もう一度言うが、彼らは魔ま法ほう士しではない。情報制御を行うことはできないし、物理法則も操あやつれない当たり前の人間だ」

　十秒近い沈ちん黙もく。

　少女は目を閉じ、なるほど、と呟つぶやいて、

『そうか──では必要ない』

　と、あっさり言い放った。

　月つき夜よが「な──！」と椅い子すを蹴けって立ち上がり、カールが「……サクラ」と重い声を上げる。が、少女は素知らぬ顔。ゆっくりと目を開け、鋭するどく尖とがった瞳ひとみをカールに向け、

『Ｉ－ブレインも持たない通常人を私の戦いに巻き込んでどうしろと？　人には向き不向きというものがある。そこを間違えれば、双方にとって不幸な結果になるだけだ』

　息を吐き、こっちに目をやり、

『わざわざメルボルンまで来てもらって申し訳ないが、そういう訳でお引き取り願ねがいたい。……言うまでもないが、ここで聞いたことは他言無用に願う』

「待てサクラ。まだ話は」

『こちらでももう一度作戦を練り直してみる。カールには引き続き、協力者を捜して欲しい』

　それと、と呟き、初めて年相応の少女らしい笑みを浮かべて、

『もういい年なのだから、あまり無理はするな。……以上』

　一方的に言い置いて、通信を切ろうとする。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよあんた！　なに勝手に話進めてんのよえらそーに！」

　月つき夜よが勢い良くテーブルを叩たたくが、少女はそんな月夜を完全に無視して画面に背を向ける。

　その背中に、真ま昼ひるは声を投げた。

「──一つだけ、聞いても良いかな？」

　歩み去ろうとしていた少女が動きを止める。

『……何だ？』

「たいしたことじゃないんだけど。まだ、君の目的を聞いてなかったなと思って」声を上げそうになる月夜を視し線せんで制し「賢人会議Seer's Guildが過去に起こした事件に共通しているのは、目的がさっぱり見えないこと。盗み出されたサンプルはすべて行方ゆくえ知しれずで、売買された形跡もなければ何かの開発に利用された形跡もない。……盗んだ魔ま法ほう士し達を逃がしてるっていうのは分かったけど。それじゃあ君には何の得もない。──いったい、君の目的は何？」

　長い黒髪を翻ひるがえし、少女がこっちを振り返る。

　鋭するどく尖とがった茶ちや色いろの瞳ひとみが、ほんのわずかに揺らぐ。

『……ただ助けたいから助ける、では理由にならないか？』

「犠ぎ牲せいになる魔法士がかわいそうだから助ける──そういうこと？」

『有あり体ていに言えば、そうなるな』

「じゃあ、それでシティに住む人たちが犠牲になっても構わないわけだね」

『──シティの住人に生きる権利があるというなら、使い捨てにされる魔法士にも生きる権利はある』少女は語気を強め『誰だれかがその権利を守らなければ、矛む盾じゆんはいつまで経たっても無くならない。彼らは好き勝手に子供達を作って殺し、子供達は何の抵抗も出来ずに死んでいく。誰もそれをおかしいと言わないのなら、私が言うしかない』

　頬ほおを紅こう潮ちようさせ、画面につかみかからんばかりの勢いで、

『今はまだ私一人だが、賛さん同どうする者はいずれ必ず現れる。今回のモスクワの件は手始め、最終的にはすべてのシティでマザーシステムの使用を止めさせる。私は──』

　少女はディスプレイの向こうの天てん井じようを見上げ、息を吐き、

　その言葉を、ゆっくりと吐き出した。

『──私は、この世界のどこかに、あの子達の居場所を必ず作ってみせる』




　喋しやべりすぎた、と少女は呟つぶやき、一方的に通信を切った。

　立体映像のディスプレイが消失し、カフェのテーブルを沈ちん黙もくが包んだ。

「……すまんな」静寂を押しのけるように、カールが呟く。「あの子にも悪気は無いのだが、どうも、Ｉ－ブレインを持たない通常の人間を見ると無む闇やみに突っかかるきらいがある」

「いーわよ、別に」すっかりふてくされた様よう子すで月夜は頬ほおづえを突き「おじさんには悪いけど、もともとこの依頼断るつもりだったんだし。ねー真昼？」

　不ふ機き嫌げんいっぱいの声で、同意を求める。

　真ま昼ひるは腕を組み、口元に指を当て、

「……少し、考える時間をください」

「そうそう……って、ちょ、ちょっと真昼！」

　あわてた声を上げる月つき夜よ。

　それを無視して、カールに顔を向ける。

「依頼を受けると、そういうことか？」

「そうとは限りません。とにかく、今のままでは情報が少なすぎる。モスクワ軍の動きも良く分かりませんし、賢人会議Seer's Guildにしてもあの子と教授から一方的な情報を聞いただけ。ですから、最終的な判断の前に、自分達で調しらべてみたいんです」

「な、何勝手なこと言ってんのよ！　私は別に」

「月夜も気になるでしょ？　モスクワの現状とか、賢人会議のこととか」

「え……そりゃ、ちょっとは気になるけど……」

　だそうです、とカールに視し線せんを戻す。

「分かった」神父はうなずき「最終的に受けないと判断した場合には、自由にメルボルンを出てくれ。ポートの管理者には私から連絡しておく。受けてくれるのなら、ここの店主に私の名前を言ってもらえればいい」

　色良い返事を期待している、と言い残し、席を立って出口に向かう。

　計ったようなタイミングで戻ってきた店主と入れ替わりに店を後にし、暗い通りの向こうに消えていく。

「さて、そうと決まればさっそく……」真昼は立ち上がって椅い子すの背からコートを取り「ん？　どうかした？　月夜」

　月夜は腕の上にあごをのせる格好でテーブルに突っ伏し、いかにも不満そうな目でこっちを見上げて、

「真昼……何か私に隠してることあるでしょ」

「……どうして？」

「ほら、今ちょっと困った」月夜は、むーっ、と頬ほおを膨ふくらませ「だいたいおかしいわよ。いつもの真昼ならこんな依頼ぜったい断るし、受けるなら受けるで『時間が欲しい』なんて中途半端なこと言わないし」

「月夜、考えすぎ」苦笑し、双ふた子ごの姉の頭をぽんぽんと叩たたく。「いきなり話が大きくなったから、ちょっと慎重に行きたいだけだよ。モスクワの動きを調べるのにこんな良いチャンスないんだから、せいぜい活用しないと」

　それでもまだ疑い顔の月夜に背を向けて、「先に出るよ」と歩き出す。

　頬に一しずく、汗が伝う。

「サクラ、か……」

　月つき夜よに言ったことに、嘘うそは無い。

　嘘は無い、が。

「……まさかね」

　かすかな引っかかりを覚えているのは、事実だった。




　　　　††††††††††††††




　赤と青の二重螺ら旋せんで描かれた遺い伝でん子しの設計図が、立体映像ディスプレイに浮かんだ。

　少年は『すごい』と目を輝かがやかせ、傍かたわらに立つ青年を振り返った。

『本当に、僕が名前を付けて良いの？』

　──そう。

　青年がうなずく。

　──って言ってもまだ設計段階だから、ちゃんと作れるかどうかも分からないけどね。

　サイドテーブルに置かれた二つのコーヒーが、陽光を浴びて煌きらめく。窓の隙すき間まから飛び込んだ桜の花びらが、わずかな風の流れに乗ってひらり、ひらりと踊る。

　研究室を柔らかく包む、花の香り。

　壁かべのカレンダーが、『四月』を指して揺れる。

『どんな名前でもいいの？』

　もちろん、ともう一度、男がうなずく。

　少年は考え、考え、うーん、と考え、

『……男の子なら錬れん、女の子なら桜さくら』

　満面の笑みで答える。

　──レンは、錬れん金きん術じゆつの錬？

『うん』

　──じゃあ、サクラは？

『あの桜の木』少年は窓の向こうを指さし『春だし、四月だし、こんなに良い天気だし』

　青年は、なるほど、と感心し、

　──それじゃあ、この子は女の子にしよう。

『女の子だね』少年は笑い、子供の頭を撫なでるようにディスプレイに手をさしのべ『じゃあ、君の名前は桜だよ。よろしくね、桜』

　くすくすという笑い声。

　振り返ると、青年は口元を押さえ、必死に忍び笑いを堪こらえていた。

『どうしたの？』

　──いや、君は良い子だなあと思って。

　少年の頭にぽんっと手を置き、いつになく真ま面じ目めな顔で、

　──君みたいな子がいてくれれば、僕も安心だよ。

　少年は、変なの、と首をかしげ、それでも撫なでられた髪のくすぐったさがうれしくて、されるがままに目を細めた。

　うららかに霞かすんで煌きらめく、太陽の光。

　風に揺れる桜の花びら。

　少年は深呼吸し、春の香りをいっぱいに吸い込んで、




　アルフレッド・ウィッテン、というその青年の顔を、まっすぐに見上げた。







　　　第三章　陰陽流転　～God's out his heaven,World's filled with pain～







　赤黒く爛ただれた闇やみの中に、一人、立っている。

　果てなく広がる赤い海に膝ひざまで浸って、水面に漂う無数の人形を見つめている。

　焼けてひび割れたガラス細工のような空と、融とけて崩れた果実のような月。

　……今日きようも、また、血の色をした夢を見る。




　鉛なまりのような足を引きずって、歩いている。

　濁にごった泥のような海をかきわけて、あてもなくさまよっている。

　赤い海はどこまでも途と切ぎれることなく、生物めいた熱ねつを帯びてねっとりと足に絡みついている。粘性を持って流動する海はしかし同時に信じられないくらい穏おだやかで、波しぶき一つ無い水面には白い人形が数え切れないほど浮かんでいる。

　十四歳の白人の少年を模した、人間そっくりの精巧な人形達。

　腕、足、腹、胸、首、頭、銀ぎん色いろの髪──あらゆるパーツが緻ち密みつに作り込まれた人形には、なぜか顔だけがない。

　本来なら顔があるべき場所は陶器のような白塗りで、海の赤を照り返して闇やみの中にぼんやりと浮かび上がっている。

　ふいに、足が止まる。

　赤い水にまみれた人形が、目の前で立ち上がる。

　陶器めいた腕がぎこちなく持ち上がり、ゆっくりとこっちに伸びる。

　考える間も無く両腕が跳ね上がる。強く握った両手には、いつの間にか二本の剣がある。白と黒の騎き士し剣けんは音も無く翻ひるがえり、弧を描いて人形の首と腕を襲おそう。

　本物の人間を斬きったような、柔らかい音。

　赤い水が切断面から噴ふん水すいのように噴ふき上がり、雨となって降り注ぐ。

　水しぶきを上げて倒れる人形の上に、斬り飛ばされた首と腕が遅れて落ちる。それを合図にしたように、背後で別な一体が起き上がる。自然に体が動き、振り抜いた右手の剣が人形を袈け裟さ斬ぎりに両断する。剣は滑なめらかな弧を描いて翻り、左で動き出した新たな二体の胸を貫つらぬく。

　崩れ落ちる人形の背後から、さらに別な人形が起き上がる。

　人形達は次々に起き上がり、騎士剣はそれを一つ残らず斬り伏せていく。

　剣を一振りする度に、赤い水が噴き上がる。

　降り注ぐ雨が視界を赤く染め、身にまとった白い服をべったりと濡ぬらす。

　気が遠くなるほどの時間の果てに、とうとう最後の人形を斬り倒す。一きわ大きな水音を残して雨がやみ、辺りに静寂が降りる。小さく一つ息を吐き、騎士剣にまとわりついた赤い水を払う。

　濡れた頬ほおを拭ぬぐい、振り返って、気づく。

　人形など、どこにもいない。

　赤い海は、いつしか、数え切れないほどの死体に埋め尽くされている。

　人種も、年ねん齢れいも、性別さえも判然としない無数の死体が、血にまみれた顔を影かげで覆おおい、無惨な刀傷をさらして暗い海をゆっくりと流れていく。

　一つの死体が、目の前で止まる。

　不ふ思し議ぎなことに、その死体には、顔がある。

　白い外がい套とうに身を包んだ、金きん色いろの髪にすみれ色の瞳ひとみの、白人の女。

　手を伸ばし、触れようとした瞬しゆん間かん、死体は崩れて海に融とけ落ちる。

　錆さびた鉄のような臭においが辺りに立ちこめる。

　吐き気を堪こらえて赤い海に膝ひざをつき、そこでようやく臭いの正体に気づく。

　口元を押さえ、目を見開き、喉のどの奥から漏れそうになった悲鳴を必死にかみ殺す。

　見渡す限りに広がる、濁にごった泥のような人間の血。

　おびただしい量の血液が集まってできた、文字どおりの『血の海』。

　……どうして……

　頭上で声。

　血の海に両手をついたまま、顔を上げる。

　目の前には、金きん色いろの髪を結わえた、女の子の姿。

　小さな拳こぶしを握りしめ、青い瞳ひとみいっぱいに涙を浮かべて、震ふるえる声で問う。

　……どうして、おかあさん死んじゃったんですか？……

　ぬめるような感触が腕にまとわりつく。赤い水面から触手のように生はえ出した血液の糸が、ゆっくりと右腕にまとわりつく。振り払おうと伸ばした左腕に別な糸が絡みつく。立ち上がる間もなく糸は首をも捉とらえ、体がすさまじい力で水底に引きずり込まれる。

　視界が真まっ赤かに染まる。

　体の感覚が末端から消失する。

　目から、口から、あらゆる所から体内に入り込んだ血液が、肉を溶かし骨を砕くだき皮ひ膚ふを突き破って、体を細切れに分解していく。

　赤い闇やみが意い識しきを塗りつぶす。

　痛みは無い。

　苦しみも感じない。

　ただ。

　……どうして……

　最後に聞こえた少女の声が、泣きたくなるくらい悲しそうで。

　今け朝さも、そこで目が覚めた。




　　　　††††††††††††††




　壁かべにかけられた時計の針が、朝の七時過ぎを示していた。

　デュアルNo.33はベッドに身を起こし、枕まくら元もとのタオルで額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　かすかに痛むこめかみを指で押さえ、脳内時計を呼び出して正せい確かくな時刻を確認する。『九月二十九日七時五分』。少し寝過ごした。今日きようは自分が朝食当番だから、すぐに台所に向かわなければならない。

　体を引きずるようにしてベッドから這はい出し、立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、激はげしいめまいに倒れそうになる。

　傍かたわらの椅い子すに体を投げだし、何度も荒い呼吸を繰くり返す。

　嫌いやな夢を見た朝はいつもこの調ちよう子し。鉛なまりを詰め込まれたように頭が重くて、しばらくは立ち上がることすらままならない。体内組そ織しきの動作状態を隅から隅まで走査しても異常は何一つ見られないのに、神経パルスの戻り値は体調の悪化を訴え、頭痛もめまいもいっこうに治まらない。

　吐き気を堪こらえて手を伸ばし、ベッドの中に隠してある騎き士し剣けん『陰いん』の柄つかに触れる。

　少しの間だけＩ－ブレインを戦せん闘とう起動し、脳と体の動作状態を強制的に整ととのえる。

（コンディションチェック終了。全システムの正常動作を確かく認にん）

　細く長い息を吐き、力の込もらない足で立ち上がる。騎士剣を元どおり布ふ団とんの下に押し込んでシャツとスラックスに着替え、傍かたわらのドアを引き開けて狭い寝室から廊下に出る。

　古びて虫食いになった木もく目め調ちようの床ゆか。埃ほこりが染みついてまだら模様になった白塗りの壁かべ。

　廊下の掃除当番を決めてなかったっけ、と、ふと考える。

　壁に歩み寄って立ち止まり、ひび割れた窓に白い息を吐きかける。冷え切ったガラス窓の向こうには灰はい色いろにくすんだ集合住家の壁が雑多に立ち並び、その向こうにはドーム型の低い天てん蓋がいが重くのしかかっている。シティの高層建けん築ちくに似た形状の集合住家はどれもせいぜい十階建て程度の大きさで、それぞれの建物は住人が勝手に建て増ししたと思おぼしき渡り廊下や中二階ででたらめに繋つながれ、全体で一つの森のようになっている。

　オーストラリア大陸南岸、シティ・メルボルン跡地。

　アリの巣状に広がる地下都市の中ほど、いくつもの空洞が網目状に連なった、第四階層と呼ばれる一帯。

　その外れに位置するこの小空洞を、住民は便べん宜ぎ上じよう、東－Ｃ地区と呼んでいる。

「……行かなきゃ」

　真まっ白しろになってしまった窓を手のひらで拭ぬぐい、床を軋きしませて歩き出す。三歩進んだところで立ち止まり、目の前のドアを見つめてため息を吐つく。

　手を伸ばしかけて、いつものようにやめる。

　何度もためらってから、弱い力でドアを叩たたく。

「セラ……起きてる？」

　小さな声に沈ちん黙もくが応こたえる。もう一度ドアをノックしてみるが、反応無し。この時間にまだ寝ているのは珍しい。無理に起こすのも悪いと思い、立ち去ろうとしたところで、壁のパネルに表示された鍵かぎの状態が『ＯＰＥＮ』なのに気づく。

「セラ？」

　ドアノブに手をかけ、ゆっくりと回す。扉をそっと押し開け、隙すき間まから中を覗のぞき見る。

　明かりのついていない暗い寝室の奥、ベッド脇わきに大きく開いた窓の前。

　少女はポニーテールに結わえた長い髪をこっちに向け、椅い子すから半分腰を浮かして何かを見つめているようだった。

　……何だ、起きてるんだ。

「セラ、そろそろ」

　朝ご飯、と言いかけて口をつぐむ。扉を開けた格好のまま、部屋の入り口で立ちすくむ。

　少女は気づかない。

　手のひらを窓まど枠わくに強く押しつけ、ガラスの向こうを食い入るように見つめている。

　十数秒の沈ちん黙もく。意を決して部屋に入り、窓の傍そばに歩み寄る。少女の視し線せんの先をたどり、思わず「……あ」と声を漏らす。窓の向こう、ちょうど真正面に位置する集合住家の共用通路を、小さな女の子とその母親らしき女が歩いている。

　長い髪の女の子と、そっくりの髪を肩口で切り揃そろえた若い母親。

　女の子は母親の手を引っ張ってはしきりに何かを話しかけ、母親はそんな娘の言葉にうんうんとうなずいている。

　二人が何を話しているのかはこの距きよ離りでは分からないが、楽しげな空気はここまで伝わってくる。女の子は満面の笑みで母を見上げ、母は嬉うれしそうに娘の髪を撫なでる。行き交う住人が二人に声をかけ、二人は顔を見合わせて笑い合う。

『幸せ』を一枚絵にして切り出したような、暖かい家族の情景。

　反射的に顔をうつむかせ、大きく息を吐き、

「──え？」

　リボンで結わえられた金髪が、ひくっと震ふるえた。

　少女は夢から覚めたような顔でこっちを見上げ、青い瞳ひとみをいっぱいに見開いて、

「ディ、ディーくん……」

「……おはよう、セラ」

　少女の顔をまっすぐに見下ろし、どうにか微笑ほほえんでみせる。

「はい……おはよう、です……」少女はぎこちなく答え、こっちの顔と窓の間にあわただしく視線をさまよわせ「ち、ちがうんです……あの、わたし」

「勝手に入ってごめん。すぐに朝ご飯の支し度たくするから」

　神経と意い識しきを総動員して、さっきより上う手まく笑う。体の震えをＩ－ブレインの力で抑えこみ、自然な態度を装って少女から一歩離はなれる。

「ちがうんですディーくん……わたし、ほんとうに何にも……」

「うん、分かってる」

　青ざめた顔で立ち上がる少女の頭を撫で、さりげなく手を伸ばして窓をカーテンで塞ふさぐ。

　ベッドの縁ふちに腰を落とし、目線を少女の高さに合わせる。

「今日きようの朝ご飯はごちそうだよ。市場で買ってきた本物の卵があるから。……セラ、目玉焼きより卵焼きの方が好きだよね？」

「え？……あ、はい……です」

「ジャムとマーマレード、どっちがいい？　って言っても、どっちも合成品だけど」

「え、えぇっと……じゃあ、ジャムで……」

「それじゃ、あとは飲み物だね。祐ゆう一いちさんまだ帰ってないみたいだし、今日も紅茶にする？」

「あ、はい……紅茶がいいです」

　答えるうちに落ち着いたらしく、少女の顔に血の気が戻ってくる。

　決まりだね、とうなずいて、ディーは立ち上がった。

「それじゃ、先に準備してるから、着替えてきてね」

　言い置いて部屋のドアをくぐり、廊下に出る。

　後ろ手にドアを閉め、そのまま座り込んでしまいそうになるのを必死で堪こらえる。

　ふらつく足で廊下を曲がり、階段の手前で立ち止まる。

　握りしめた拳こぶしを、力任せに壁かべに叩たたきつける。

「……何やってるんだ、ぼくは」

　手のひらに、刺すような痛み。

　爪つめが食い込んだ皮ひ膚ふからあふれた血が腕を伝い落ち、床ゆかに小さな染みを残した。




　──仕方が無かったのだ、と思う。

　他ほかにやりようがあったのなら、教えて欲しいとディーは思う。

　シティ・マサチューセッツで起こった軍用輸ゆ送そう艦かんの襲しゆう撃げき事件。機き密みつデータを奪だつ取しゆした、『光使い』の力を持つテロリスト。マサチューセッツの魔ま法ほう士し開発機関『ウィザーズＷ・ブレインＢ・ファクトリーＦ』のエージェントとして事件の解決に当たったディーはあと一歩というところで犯人を取り逃がしてしまい、軍の命令で『光使い』を追うことになった。

　調ちよう査さのために訪れた解放区画で偶然知り合った、セレスティ・Ｅ・クラインという名の小さな少女。

　黒衣の騎き士し「黒くろ沢さわ祐ゆう一いち」、そして少女の母「マリア」との出会い。

　平へい穏おんな日々の中で手に入れた、少女のために強くなりたいという願ねがい。

　ファクトリーの実じつ験けん体たいとして生きてきたディーにとって、それは暖かすぎて、眩まぶしすぎて。

　だから、気が付かなかった。

　自分が追う『光使い』の正体に気が付いたときには、何もかもが手遅れだった。

　ディーは軍を裏切り、光使いとその娘を助けた。三人はシティを抜け出し、小さな発電プラントに逃げ込んだ。記き憶おくを失った光使いに初めて訪れた休息。母と娘は心をかよわせ合い、絆きずなを深めていったが、二人に残された時間はあまりにも短かった。

　あてのない逃とう避ひ行こうの終着駅は、サーチライトに照らされた闇やみの底。

　娘のために戦い続けた母は娘をかばって銃弾の前に身を投げ出し、母に嫌きらわれているのだと苦しみ続けた娘はようやく手に入れた暖かい家族の情景を永遠に失った。

　ディーは祐一と共に、軍の手から少女を救い出した。

　最後まで自分を守ってくれた大切な姉に剣を向けて、シティと戦う道を選んだ。

　それが、今から一ヶ月前の話だ。

「……ディーくん……？」

「え？」

　突然の声に我に返る。目の前には少女の青い瞳ひとみ。セラは合成小麦のパンをちぎる手を止めて、テーブル越しにこっちをじっと見つめている。

　何でもないよ、と微笑ほほえむ。

　壁かべの時計を確かく認にんするふりをして背を向け、少女の視し線せんから逃げる。

　かびが浮き出て薄うす汚よごれた天てん井じようを見るともなしに見上げる。祐ゆう一いちに連れられるまま南アメリカの各地を転々とし、隊商のフライヤーに乗り込んでこのメルボルンにたどり着いたのが二週間前。第四階層に潜もぐり込んだ三人は廃はい屋おく同然だったこの家を借り受け、以来、ここに隠れ住む生活を送っている。

　用意した偽造の経歴は、地ち熱ねつ発電プラントの事故で町をなくした避ひ難なん民みん。祐一が父親で、ディーとセラがその子供。

　祐一はともかく自分とセラが上う手まく口裏を合わせられるか不安だったが、家の持ち主である隣りん家かの住人はセラの様よう子すから何かを察してくれたらしく、これまでの経いき緯さつや母親のことについて何一つ尋ねてこないのが、都合が良いと言えば都合が良かった。

「……祐一さん、帰ってこないね」

「……はい」

　会話とも呼べない言葉のやり取りはあっけなく途と切ぎれ、ライト一つきりの薄暗い食堂に沈ちん黙もくが降りる。黒衣の騎き士しは二人をこの家に残し、「調しらべることがある」と言って出かけたきり丸一日たっても戻ってこない。

　目的は『賢人会議Seer's Guild』を名乗る謎なぞの組そ織しき。

　セラの母、マリアに軍の機密データ奪だつ取しゆを依頼したその存在の正体を突き止めるために、祐一は毎日のように膨ぼう大だいな資料を検索し、軍の情報網にハッキングを仕掛けていた。

　ディーの役目はその手伝いと、日常の細こま々ごまとした雑務。

　慣なれない土地での暮らしはとまどいの連続だったが、おかげで、体を動かしている間だけは何もかも忘れることができた。

「……ごちそうさまです」

　食べかけのパンを皿に戻し、セラが静かに立ち上がる。合成小麦の丸パンはまだ半分以上残ったままで、手でちぎった切り口にはイチゴ色のジャムが塗られている。カップの紅茶はほんの少し減っただけで冷たくなり、卵焼きにいたってはナイフで切り分けた形跡すらない。

「セラ、どこか具合悪いの？」

「……べつに……食べたくないだけです」

　無表情に少女が答える。

　そっか、とディーは微笑し、

「ごめんね。おいしくなかった？」

「ちがいます──！」

　唐とう突とつに、少女が声を張り上げる。テーブルに両手をついて身を乗り出し、茶ちや色いろの瞳ひとみをまっすぐこっちに向け、そこで「あ」と小さく呟つぶやき、我に返った様よう子すであわただしく視し線せんをさまよわせ、

「……えっと……だから、わたしおなかいっぱいで……」顔からどんどん力が失うせていき、最後はいつもどおりの無表情で「ごちそうさま、です……」

　逃げるように顔をうつむかせ、駆け足で食堂を飛び出していく。

　ディーは、声をかけることもできずに、その背中を呆ぼう然ぜんと見送った。

　すべてが終わったあの日から一ヶ月、少女は元気をなくしたままだった。いつもぼんやりとうつむき加減で、暇さえあれば窓の外を見つめている。声をかけても最低限の反応しか返ってこず、たまに表情を動かすことがあっても、すぐに、何か悪いことをしたみたいにおびえて元の無表情に戻ってしまう。それでも祐一がいればまだ会話もするし家事の手伝いもこなすが、何かの理由で祐一が出かけてディーと二人っきりになると、食事にもほとんど手を付けず一日中部屋に閉じこもりっきりになってしまう。

　眉まゆを吊つり上げる可愛かわいらしい怒り顔も、口元を緩ゆるめる小さな笑え顔がおも、ずいぶん長い間見ていない。

　仕方が無いのだろうと思う。

　もしかしたら、自分の顔など見たくもないのかも知れないと思う。

　ディーは、セラの母、マリアを殺した。マリアの脳を破は壊かいし記き憶おくを奪うばい、彼女の死の原因を作った。もちろん最終的に手を下したのはディーではなかったし、すでに病やまいに冒されていたマリアの脳は、ディーが何もせずとも遠からず壊こわれる運命にあったのかも知れない。

　だが、あのときディーがマリアを斬きらなければ、彼女の命はあと半年は続き、セラはもう少し長く母親と一いつ緒しよにいられたはずだ。

　孤独に生きてきた『光使い』に与えられた、幸福の時。

　自分の剣は、そのわずかな時間を奪ってしまった。

　──わたし、強くなります。強くなって、いつかディーくんよりも強くなって、そしたら、お母さんの敵かたきをとります──

　あの日、あの風吹きすさぶ飛行艦かん艇ていの甲かん板ぱんで、少女が呟いた言葉を覚えている。お前なんか嫌きらいだ、お前はおかあさんの敵だと叫んだ少女の涙が、今も胸の奥に突き刺さって取れない。母を失い、すべてを失い、信じていた少年に裏切られた少女の気持ちを思うと、自分で自分の頭を砕くだいて死んでしまいたくなる。

　セラは何も言わない。

　マリアのことも、あの事件のことも、すべて一人で抱え込んでしまっている。

　今け朝さのようなことはこれまでにも何度かあった。窓を見ているのなど当たり前。町で母と娘の親子連れを見かけては無む意い識しきに足を止め、姿が見えなくなるまで動こうとしない。金髪の女を見かけては「おかあさん」と口にしかけ、その度に我に返ってパニック寸前に陥る。

　それでも、自分には何も言ってくれない。

　それが、苦しくてたまらない。

　笑ってくれないのなら、せめて怒って欲しいと思う。泣いて、叫んで、おかあさんを返せとなじってくれたら、どんなにいいだろうと思う。まっすぐに悲しみをぶつけられれば、自分は謝あやまることができる。こんなはずじゃなかったのだと、自分もマリアのことが好きだったのだと、あの日のように少女を抱きしめることができる。

　なのに、今の自分には、それすら許されない。

　セラのためにしてあげられることが、何も無い。

「……罪も、痛みも、すべて背負って生きるのが『強さ』か……」

　祐ゆう一いちの言葉を思い出す。黒衣の騎き士しは「時間が解決してくれる」と言って、セラと当たり前に接している。いや、『当たり前に』というのはそう見えるだけで、少女が悩んでいるときには余計なことを考えなくてすむようにと雑用を言いつけ、食事のときにはつまらないことでもいいから少女が自分から話ができるようにと上う手まく呼吸をはかり、何かにつけて友人の娘を気き遣づかっている。

　その態度は本当に自然そのもので、セラの方も、祐一が傍そばにいるときは少しだけぎこちなさが薄うすれている気がする。

　自分には、とても真ま似ねできない。

　弱い自分は、罪の重さに潰つぶされそうな自分は、少女の前に立つだけで足がすくんで、体の震ふるえを抑えるので精一杯になってしまう。

「祐一さん……」

　テーブルの上に視し線せんを落とす。

　食べかけで残された少女の朝食と、完全に手つかずの自分の朝食を見比べ、息を吐く。

　両腕で皿を押しのけ、テーブルに突っ伏す。

「難むずかしいです……とても……」

　冷たいテーブルに頬ほおを押し当て、目を閉じた。

　どうすればいいのか、分からなかった。
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　いつの間に階段を上り、ドアをくぐったのか、分からなかった。

　気が付くとそこは暗い自室の真ん中で、セラはベッドの縁ふちに背中を預け、カーペット敷じきの埃ほこりっぽい床ゆかに座り込んでいた。

　両りよう膝ひざを抱えて間に顔を埋め、大きく息を吐く。空っぽ同然のお腹なかがくるくると音を立てる。今日きようの朝ご飯はパンが一かけらに紅茶が一口。せっかくの卵焼きも丸ごと残してしまった。お腹がいっぱいなんて嘘うそ。昨日きのうのお昼も晩も半分くらいしか手を付けなかったから、空腹で今にも目が回りそう。それに、いくら物が手に入りやすいメルボルンでも、食料はやっぱり貴重な物。まして、本物の卵で作った卵焼きを残すなんて、もったいなくて涙が出そうになる。

　それなのに、どんなにがんばっても、ご飯が喉のどを通らない。

　食べたいのに食べられない。

　いや、食べられる訳がない。

「……ディーくん……」

　ディーは今け朝さも、食事に一切手を付けなかった。今日だけではない。昨日の昼も夜も、ディーはパンの一かけ、スープの一さじすら口にしていない。いただきます、と言ったきり難むずかしい顔で何かを考え込み、名前を呼ぶと、何でもないよ、と笑ってまた考えごとに戻る。最後は、食欲がない、とかなんとか言って、ご飯を全部冷蔵庫に放り込んでしまう。

　前に祐ゆう一いちが出かけたときも、その前も、その前の前も同じ。

　祐一が一いつ緒しよにいれば何でもきちんと残さず食べるのに、自分と二人っきりになると何も食べてくれない。

　それが、苦しくて見ていられない。

「……ごめんなさい……です……」

　何もかも自分がいけないのだと思う。今朝のことにしたってそう。目が覚めて、何となく窓の外を見て、あの親子を見つけた途と端たんに目が離はなせなくなった。頭の中が真まっ白しろになって、何も考えられなくなって、ディーが部屋に入ってきたのにも気が付かなかった。似たようなことは何度かあった。町で親子連れを見かけて動けなくなったこともあるし、金髪の女の人をおかあさんと呼びそうになってしまったこともある。その度にディーは悲しそうな顔をして、自分はそれで余計に混乱して、そんな態度がディーをもっと困らせてしまった。

　お母さんが死んだのは自分のせいだと、ディーはきっと思っている。

　思って、今も、自分を責め続けている。

　あの日、あの船の上で叫んだ言葉が、ディーの心を縛しばり付けている。

　──わたし絶対に、ディーくんのこと許しません──

　その言葉を思い出す度、胸が痛くなる。

　どうしてあんなこと言っちゃったんだろう、と思う。

　ディーは悪くない。そんなことぐらい子供でも分かる。悪いのはきっとお母さんの方。お母さんはたくさんの人を殺した犯罪者で、ディーはただそれを追いかけていただけ。それに、ディーはそんなお母さんを助けてくれた。お母さんと自分をかばったためにディーはシティを追われ、大切なお姉さんとも敵同士になってしまった。

　だから、ディーが罪の意い識しきを感じないといけないことなんて、本当はどこにも無い。

　なのに、ディーは苦しんでいる。

　わたしがあんなことを言ったせいで、ディーはずっと、一人で苦しみ続けている。

　どうすればいいのかは分かっている。ただ一言、許すと言えばいい。あれは仕方がなかったのだと、ディーくんが悪いのではないとそう言ってあげれば、あの人はきっと楽になれる。

　なのに、そんな簡かん単たんなことが、自分にはできない。

『許す』と言ってしまえば、それがお母さんを否定することになってしまいそうで、どうしてもその一言を口にすることが出来ない。

　いつも不ふ機き嫌げんで、怖かったお母さん。わたしのことを無視して、わたしに冷たくして、でもほんとうはいつも私のことだけを考えてくれていたお母さん。もっといろんなことを話せば良かった。もっと早く仲良くしておけば良かった。そうすればもっといろんなことができた。もっといろんなことが分かり合えた。

　普通のお母さんと娘みたいに一いつ緒しよに町を歩いたり、普通のお母さんと娘みたいに好きな男の子のことを相そう談だんしたり、そんなことがもっともっといっぱいできた。

（「D3」Aとのリンクを確かく立りつ）

　無意識にＩ－ブレインを操そう作さし、ベッドの下に隠してあるＤ３を呼び出す。透明な正八面体型の結晶はセラの周囲を一巡りし、手のひらの上にすとんと落ちる。

『Dimension Distorting Device』──光使い専用の武器。

　お母さんがこの世に残してくれた、唯一の形かた見みの品。

「……おかあさん……」

　確たしかにお母さんは悪いことをしたのかも知れない。たくさんの人を傷つけて、殺したのかも知れない。だけど、それは全部わたしのためにやってくれたことだ。わたしが普通の人間でないことを知って、自分の命がもう長くないことを知って、お母さんはわたしに何かを残そうと、一人で必死に戦っていたのだ。

　お母さんのことを覚えていたい。

　お母さんのことが好きだったというこの気持ちを、忘れたくない。

　……だけど、自分が一言『許す』と言ってしまえば、そんな気持ちは全部嘘うそになってしまう気がする。

　お母さんがわたしを愛してくれたことも、お母さんがわたしのために戦ってくれたことも、何もかも嘘になってお母さんはただの『悪い人』になってしまう気がする。

　それが、怖くてたまらない。

　自分は苦しんでいるディーを見ていられなくて、ディーに元気になって欲しくて、そのためにお母さんを悪者にしようとしているのではないかと、そう思うと怖くてたまらない。

　ディーと一緒にいると胸が苦しくなる。ディーと一緒に何かをしているだけで、お母さんを裏切っているような気がして耐えられなくなる。だから二人きりのときはできるだけ顔を合わせないように、食事のとき以外はずっと部屋に閉じこもっている。

　そのせいでディーが苦しんでいることも分かっている。

　それでも、自分ではどうすることもできない。

「祐ゆう一いちさん……早く、帰ってきてください……」

　一分、一秒でも早く祐一に帰ってきて欲しい。帰ってきて、自分とディーに何かを命じて欲しい。そうすればディーと一いつ緒しよにいられる。言いつけられたのだから仕方がないと自分に言い訳すれば、ディーと一緒に掃除をしたりディーと一緒に洗せん濯たくをしたりディーと一緒にお買い物に行ったりできる。

　それに、祐一がいれば、ディーもきちんとご飯を食べてくれる。

　このままでは、ディーは本当に体を壊こわしてしまう。

「……早く……早く帰ってきて……」

[image: ]

　水滴が一滴頬ほおを伝って、手のひらの上の結晶体に落ちる。鏡かがみのような表面に丸く水滴が盛り上がり、すぐに崩れて歪いびつな円を描く。水滴は二つ、三つと次々に落ち、歪な円は少しずつ大きくなっていく。

「……おかあさん、ディーくん……ごめんなさい……ごめんなさい、です……」

　冷たい結晶体を胸に抱きしめ、何度も何度もごめんなさいと繰くり返す。

　水滴は止まらない。

　セラはひぅっと息を呑のみ、喉のどの奥からあふれる嗚お咽えつを必死に堪こらえた。




　　　　††††††††††††††




　闇やみの中に目を凝こらし、壁かべを手探りして通路を進む。人が二人どうにか並んで歩ける程度の細い通路は、左右に蛇だ行こうしながら少しずつ地下へと下っている。強化カーボンの壁へき面めんがざらついた感触を指先に伝える。乾かん燥そうした埃ほこりっぽい空気が喉に張りつく。時折まとわりついてくる蜘く蛛もの巣を、空いたもう片方の手で払いのける。

　おそらくは数年間、人が通っていない道。

　かすかな空気の対流音が、生物の唸うなりのように響ひびいている。

「……ここか」

　壁を這はう手のひらが、ほんのわずかな違和感を捉とらえる。指先で小さく壁を弾はじき、反はん響きよう音おんの違いを確たしかめる。

　騎き士し剣けん『紅ぐ蓮れん』を背中から鞘さやごと外し、刀身を十センチほど引き抜いて壁の一点に押し当て、情報解体を起動。

　わずかに生まれた壁の隙すき間まに指をかけ、隠し扉をスライドさせる。

　剣を逆手に構えたまま中に踏み込み、後ろ手に扉を閉ざして、ロングコートの裏から光学素子を取り出す。淡い緑光が球状に広がり、周囲の様よう子すを照らし出す。三メートル四方ほどの狭い部屋。中には空っぽの資料棚と端末が一つ。部屋の隅に堆たい積せきした埃の山は、ざっと見み積つもって十年近くを経た物。開け放たれた奥の扉の向こうには蜘蛛の巣まみれになった生活モジュールが顔をのぞかせ、ここで生活していた何者かの存在を教える。

　騎士剣を鞘に収めて片手で持ち、端末に近づいてスイッチを入れる。画面に光が灯ともったことに一いつ瞬しゆん期待するが、すぐにそれは落胆へと変わる。

　起動音に続いて画面に表示されるのは、データの破損を警けい告こくするシステムメッセージ。

「これも外れか」

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは小さく呟つぶやき、光学素子を端末の傍かたわらに置いた。

　コートの裏から携帯端末を取り出し、プラグに有ゆう機きコードを差し込む。コードのもう一方の端をうなじに押し当て、端子とＩ－ブレインを細胞レベルで接続する。過去一時間の移動記き録ろくを脳内に呼び出し、携帯端末の記き憶おく領域に転写。立体映像ディスプレイに表示された地図に、ここまで歩いてきた通路が新たに書き加わる。

　数百本の細い通路が網目状に絡み合った、毛細血管のような巨大構造。

　シティ・メルボルン跡地の最深部。自治組そ織しきの管理者達ですら全容を把握していないこの一帯を、住民は第六階層と呼んでいる。

　……まるで迷宮だな。

　目の前に浮かび上がる半透明の地図を見上げ、今回の調ちよう査さでたどってきた経路を視し線せんでたどる。通路群は上の第五階層へと通じるいくつかの幹道を起点として、厚さで言えば百メートルに満たない薄うすいウエハース状の空間を数百キロにわたって無秩序に広がっている。通路の大きさは人が通れるとは思えないほど狭い物からフライヤーが数台行き交うことができるほど広い物までまちまちで、ときに枝分かれし、ときに行き止まりに突き当たりながら、いくつかは途中で合流して第六階層の各地に点在する空洞状の居住区域に通じている。

『アリの巣』と呼ぶことすらためらわれるほどの、複雑怪奇な構造。

　だが、さらに問題なのは、その複雑な通路群を調べ尽くしてなお周辺に広がる広大な空白地帯だった。

「……さすがに、面めん倒どうだな」

　有機コードを外して携帯端末をしまい、息を吐く。マリアの残した『賢人会議Seer's Guild』との取引の記き録ろくをたどり、このメルボルンにたどり着いたのが二週間前。さらにいくつかのデータを調しらべて第六階層に狙ねらいを絞り、最初の調査に訪れたのがその三日後。

　以降、今回の四度目の調査にいたるまで、手がかりらしい手がかりは得られていない。

　無む論ろん、その間に何一つ進展が無かった訳ではない。最初と二度目の調査で第六階層のめぼしい通路はあらかた調べ尽くしたし、三度目の調査では周辺の住民の話を元に、建造途中で廃棄されて封ふう鎖さされたという隠し通路を発見した。

　が、問題はその後。

　ようやく話が進んだかと壁かべに偽装された扉の向こうに踏み込んだ祐ゆう一いちを待っていたのは、これまで調査してきた区画など問題にならないほど複雑に入り組んだ、どこまで広がっているとも知れない新たな通路群だった。

　住民達の話によれば、このような隠し区画は第六階層のいたる所に存在して、第五階層より上の自治組そ織しきの管理者達はもちろん、この第六階層に現に住んでいる彼らでさえも、どこに何が潜ひそんでいるかはさっぱり分からないということだった。

　祐一は覚悟を決めて、それらの隠された区画の調査に乗り出した。

　それからさらに二度の調査を経て理解できたのは、この区画を調べ尽くすのは不可能に近いということだけ。

　いや、実を言えば、分かったことはもう一つある。

　思わぬ収しゆう穫かく。というよりこれは。

「……余計な拾い物、か」

　部屋の隅でほのかな光を放つ端末のディスプレイに視線を移す。データ破損の警けい告こくメッセージはすでに消え去り、青い画面にはいくつかのアイコンが並んでいる。

　そのうちの一つを起動し、タッチパネルのキーを叩たたいて、この端末の所有者名を呼び出す。

　──アルフレッド・ウィッテン──

　直じき筆ひつの署名でそう表示されたディスプレイを見下ろし、心の中で呟つぶやく。

　……なぜ、ここでその名前が出てくる。

　魔ま法ほう士しの正式名称、『ウィッテン・ザイン型情報制御能力者』にその名を残す、情報制御理論創始者の一人。情報制御の根幹を成す数学体系のすべてを十七歳の若さで作り上げた、「人類史上最高の天才」と呼ばれる数学者。大戦中はさまざまなシティを転々としながら魔法士の開発に従事し、終戦間ま際ぎわに忽こつ然ぜんと姿を消して以降は行方ゆくえ不ふ明めい。その後の消息は謎なぞだが、飛び交ったさまざまな憶おく測そくの中には「メルボルンの地下に潜せん伏ぷくして今も研究を続けている」というのもあったような気がする。

　いずれにせよ、そのウィッテンが確たしかにこのメルボルンにいたのは間違いない。

　同じように署名入りの端末が残された研究室跡はこれで七つ目。そのすべてがもぬけの殻で、研究資料の類たぐいは一切発見できなかった。最初にたどり着いた部屋で他ほかの施設の位置を示すデータを手に入れられなければ、おそらく他の部屋を見つけることすらできなかっただろう。

「面めん倒どうだな」

　呟き、脳内時計を呼び出して時刻を確かく認にんする。予想外の答えに少し驚おどろく。『九月二十九日午前八時』。調ちよう査さを開始してから、すでに丸一日が経過している。

　一刻も早く帰らなければならない。

　あの二人は大丈夫だろうかと考え、少し息を吐く。

　……食事は、とっていないだろうな。

　セラはそれでも半分程度は食べるだろうからまだいいとして、問題はディーの方だ。あの少年は放っておくと本当に水の一滴すら口にしないから、自分がこれ以上家を空けてはそれこそ飢うえ死じにしてしまう。

　……まったく。

　最初に気づいたのは、一度目の調査から戻った後だった。二回分の食事がすべて冷蔵庫の中に残っているのに気づいた祐ゆう一いちの問いに、ディーは『食欲が無くて』と答えた。セラに聞いても答えは無し。だが、その態度から、何が起こったのかは容易に想像が付いた。

　セラの母、マリアを巡って巻き起こったあの事件は、まだ終わってはいない。

　それは今もディーとセラの心を縛しばり付け、責めさいなんでいる。

　ディーはセラが苦しんでいるのは自分のせいだと己おのれを責め、セラもまた同じように自分自身を責める。お互いがお互いのことを気き遣づかっているのに、どちらも自分の苦しみが相手を傷つけている一番の原因なのだと気づかない。

　助けてやりたくとも、どうすることもできない。それは、二人が二人で乗り越えなければならない壁かべだから。

　自分にできるのは、ただ、二人が歩いていけるように道を切り開いてやることだけだ。

　賢人会議Seer's Guildの所在がメルボルンと特定できたことは、いろいろな意味で都合が良かった。マサチューセッツに追われた二人が当面の生活を過ごすのにシティと半敵対関係にあるこの町はうってつけだし、ここなら全世界の情報をいながらにして入手できる。それに、賢人会議がメルボルンにあるということは連中がシティに無関係な独立組そ織しきである可能性が高いわけだから、二人の保ほ護ごを頼める確かく率りつも五分以上はあると考えられる。

　いずれにせよ、まずやるべきことは、その賢人会議との接触。

　当初はこうやって動き回っていれば向こうから接触してくるだろうという甘いもくろみもあったのだが、どうやら事はそう簡かん単たんには運ばないらしい。

「もう少し、情報が必要だな」

　祐一は一つうなずき、端末の電でん源げんを落として出口の扉に手をかけ、

（接近者の存在を感知）

　その足音に気づいた。




　足音はゆっくりと、しかし確実に、こちらに近づいていた。

　出所は下方、祐一が歩いてきたのとは反対の方向から。音の種類から判別できる人数は全部で四人。いずれも重装備。民間人ではない。おそらくは兵士、それも、どこかの特殊部隊。

　……何だ？

　扉にかけた指を引っ込め、音を立てないよう細心の注意を払って隙すき間まを塞ふさぐ。紅ぐ蓮れんの柄つかに手を置き、いつでも抜ける体勢に構えて様よう子すをうかがう。足音がほんの数メートルの位置に近づく。呼吸を止める。探たん査さ機きに引っ掛からないようにＩ－ブレインの動作を一時停止させる。

　扉の前を、足音が通り過ぎる。

　最後の四人目が通過するのを息を殺して待ち、五秒数えてからゆっくりと扉を引き開ける。通路に身を乗り出して後ろ姿を確認する。闇やみの向こう、身をかがめるようにして去りゆく、黒い夜間迷彩の兵士の姿。主武装はおそらく短機関銃。それ以上のことはこの距きよ離りと暗さでは判別できない。

　……あの歩法は、モスクワ自治軍か。

　いずれにせよ、確認する必要がある。シティの軍がメルボルンに常に数名の工作員を置いているのは誰だれでも知っていることだが、完全武装でしかも第六階層の隠し通路を歩いているとなるとただごとではない。

（Ｉ－ブレイン戦せん闘とう起動。演算速度を十パーセントに設定。二十パーセント、三十パーセント……）

　脳の動作効率を少しずつ上げていき、兵士達に動きが無いのを確認する。どうやら、情報制御を感知されている可能性は低そうだ。

　鞘さやに収まったままの騎き士し剣けんを手に、闇の通路に滑すべり出る。

　兵士達の姿はすでに二百メートル向こう。先頭の兵士が直角に曲がった角の向こうに消え、二人目がそれに続く。

　三人目が通路を曲がった瞬しゆん間かんに、一歩目の跳ちよう躍やく。

（騎き士し剣けん「紅ぐ蓮れん」完全同どう調ちよう。光速度、万有引力定数、プランク定数、取得）

　脳内の思考を加速し、Ｉ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。

（「自己領域」展開）

　半透明な球形の『揺らぎ』が祐ゆう一いちの周囲を包み、物理法則が改変される。自己領域は物理学の最も基本的なパラメータである『光速度』『万有引力定数』『プランク定数』に干かん渉しようして、使用者の周囲に『自分にとって都合の良い物理定数』が支配する空間を生み出す。

　騎士の中でも一部の限られた者にしか扱えない、対魔ま法ほう士し戦せん闘とうにおける騎士の『最強』を支える能力。

　その力は、時間単位の書き換えによる亜光速移動、重力の書き換えによる飛行、そして、それらの組み合わせによる擬似的な空間転移をも可能とする。

（時間単位改変。移動速度をコンマ９Ｃで定義）

　領域内の時間が通常の三千万倍に引き延ばされ、外界のあらゆる物が見かけ上静止する。時間の流れの異なる空間をまとって主しゆ観かん的てきに『普通』に動くとき、客観的な運動速度は光速度の九十パーセントに達する。

　二百メートルの距きよ離りを一息に駆け抜け、百万分の一秒足らずで目標の背後に到達。

　角を曲がろうと踏み出しかけた姿勢のまま凍りついた兵士の体を自己領域の内部に取り込み、声を上げる間も与えず一いつ瞬しゆんだけ頸けい動どう脈みやくを押さえる。

　黒いボディスーツに包まれた男の体が痙けい攣れんし、力を失って崩れ落ちる。音を立てないように注意してその体を支え、自己領域を展開したまま二百メートルの距離を引き返す。

　隠し扉の中に身を滑すべり込ませ、男を床ゆかに下ろして自己領域を解除。

　演算速度の大部分を自己領域に使ったままでは、ここから先の作業はできない。

　扉の隙すき間まから通路の様よう子すをうかがい、残った三人の兵士に反応が無いのを確かく認にんする。床に片かた膝ひざをついて男の夜間迷彩服をあさり、服の裏地に隠された携帯端末を発見する。有ゆう機きコードを取り出し、携帯端末とＩ－ブレインを接続。三十二桁けたのパスワードを一秒で解除し、メインシステムを起動する。

　データ保存領域にアクセスし、八重の障しよう壁へきを突破。

　詰め込まれた膨ぼう大だいな情報の中から、今回の作戦に関連する一連のファイル群を発見する。

　……やはり、モスクワの工作員か。

　生体細胞と金属の混合物である有機コードがＩ－ブレインに情報を伝える。シティ・モスクワの研究区画で起こった襲しゆう撃げき事件。実じつ験けんサンプルを持ち去った犯人。『賢人会議Seer's Guild』と呼ばれる謎なぞの存在。メルボルンに潜せん入にゆうした工作員。すでに自治組そ織しきとの交渉は完了。メルボルン外部への脱出経路は封ふう鎖さ済ずみ。本隊は第一級の魔ま法ほう士し二十名、昨日きのう、予定どおり到着──

　……なるほど。

　周辺の記き録ろくをさらに探ってみるが、モスクワで起こったという襲しゆう撃げき事件に関する詳細なデータが見あたらない。現場で作戦にあたる工作員にも知らされていないということは、おそらくマザーシステムがらみ。できすぎた話だが、それならこの大規模な作戦行動も納得がいく。

　……面めん倒どうだな。

　必要な情報をまとめてＩ－ブレインの記き憶おく領域に転写。さらに手がかりを求めて工作員同士の通信記録を呼び出し、メルボルンに潜せん入にゆうした九月十五日以降の部隊全体の行動をつかもうとして、

「……な……」

　喉のどの奥から漏れそうになった声を、かろうじて呑のみ込んだ。

　携帯端末のディスプレイに映し出された画像。銀ぎん色いろの髪を細く伸ばした十五歳くらいの少年と、長い金髪をポニーテールに結わえた十歳くらいの少女。超々遠えん距きよ離りから望遠レンズを使って撮さつ影えいされた物らしく、窓越しに見え隠れする食卓の様よう子すはピントがぼやけて歪ゆがんでいる。映っているのが二人だけなのは、おそらく自分の留守中だから。五秒足らずの短い動画の隣となりには、祐ゆう一いちたちが暮らしている第四階層の集合住家の詳細な地図と共に、『デュアルNo.33』と『セレスティ・Ｅ・クライン』、そして画像には映っていない『黒くろ沢さわ祐一』の名が記されている。

　添付ファイルとして付け加えられているのは、マサチューセッツ自治軍発行の正式な手配書。

　部隊長の名で配信されたそのメールには、三人の戦力について言及した詳細な注意書きと共に、次の一文が添えられていた。

『作戦準備段階における、最さい優ゆう先せん排除目標』

　……どういうことだ？

　無む意い識しきに口元に手を当て、考えを巡らせる。『光使い』に絡んだ一連の事件はシティ・マサチューセッツでもトップシークレットのはずだし、軍も『デュアルNo.33』が脱走したことを他ほかのシティには隠しておきたいはず。にもかかわらずモスクワの工作員が二人の名を知っているということは、おそらくマサチューセッツとモスクワが本格的に手を結んだということ。しかも最悪なことに、モスクワ軍に協力しているという自治組そ織しきのリストには第四階層の自分達が暮らしている区画も含まれている。こちらの情報は何から何まで軍に筒抜けになっていると考えて間違いない。

　……だとすると、この後に待っているのは。

『賢人会議Seer's Guild』を追ってメルボルンに潜入した工作員は、調ちよう査さの最中に偶然、手配中の三人を発見する。彼らはもちろんそれを偶然とは考えない。三人は賢人会議に接触を試みようとしているか、あるいはすでに関係があるものと推察する。そして、事実がどちらであるにせよ、本格的な作戦行動を前に不ふ確かく定てい要素は可能な限り削っておきたい。

　彼らは三人を監かん視しし、機き会かいを待つ。

　本隊である魔ま法ほう士し二十名が、メルボルンに到着。

　時を同じくして、三人の中で最大の戦力『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち』が、隠れ家がを離はなれる。

「……まずいな……」

　携帯端末を床ゆかに置き、一挙動で立ち上がる。一刻も早く帰らなければ。今この瞬しゆん間かんにも家に残してきた二人が襲しゆう撃げきされていないとは限らない。

　足音を殺して扉に駆け寄り、一気に引き開けて通路に飛び出す。

　──瞬間。

（攻撃感知。危険）

　Ｉ－ブレインが叫んだ。

　銀光が、通路を満たす闇やみを斬きり裂いた。




（「身体能力制御」発動。運動速度を60倍、知覚速度を１２０倍で定義）

　弧を描いて襲おそい来る光を視界の端に捉とらえた瞬間、反射的に祐一は動いた。指先で剣の柄つかに触れると同時にＩ－ブレインにコマンドを叩たたき込み、身体能力制御発動のシステムメッセージを脳内に確かく認にんしつつ身をかがめて光の一いつ閃せんをかわす。地を這はうようにして通路に飛び出し、立ち上がりざま剣を引き抜く。その眼前にさらなる銀光が翻ひるがえり、祐一は鞘さやに半分収まったままの刀身でその一撃を受け止める。

　騎き士し剣けん『紅ぐ蓮れん』の真しん紅くの刃やいばが、軋きしんだ金属音を立てて震ふるえる。

　目の前には、黒い夜間迷彩服を身にまとった、女と思おぼしき人ひと影かげ。

　右手に光る細身の剣が、緩ゆるやかな軌跡を描いて跳ね返る。

　女はまったく体勢を崩すことなく、弾はじかれた剣の勢いを利用して身を翻す。百二十倍に加速された静止画の視界の中、女の動きは流水のように滑なめらかで淀よどみがない。こちらに匹敵するレベルの運動速度。加速率はおよそ五十五倍。間違いなく相手は騎士、それも、自分やディーと同クラスの、第一級の能力者。

　……モスクワのエージェントか。

　剣を半分抜いた中途半端な格好のまま、半歩退いて体勢を立て直す。女は騎士剣を逆手に構え、一いつ直ちよく線せんにこちらの懐ふところに飛び込んでくる。刃渡り六十センチほどの短い騎士剣。あの形状はおそらくディーの騎士剣『陰いん陽よう』と同系列の『盗とう神しん』と呼ばれるシリーズ。だが、下位クラスの騎士が使う大量生産品ではあれだけの運動加速に耐えられない。シティ・モスクワの技術で、相当の改良が施ほどこされているのは間違いない。

　白はく銀ぎん色しよくの剣が唸うなりを上げ、切っ先が黒いロングコートをかすめる。

　さらに一歩退いてその攻撃をやり過ごし、内心で舌打ちを漏らす。

　……この状況は、いささか不利か。

　通路の幅はおよそ二メートル、高さはせいぜい立って歩ける程度。刀身だけで百五十センチに達する『紅ぐ蓮れん』を振り回すにはスペースが足りない。対して相手の剣は小回りがきく。

　相対速度はこちらがわずかに有利。

　が、それだけでは状況の不利を覆くつがえすには少し足りない。

　……ならば。

（騎き士し剣けん「紅蓮」完全同どう調ちよう。光速度、万有引力定数、プランク定数、取得、「自己領域」展開。容量不足。「身体能力制御」強制終了「自己領域」展開）

　紅蓮の柄つかを強く握り、脳内に命令を飛ばす。『通常空間とは異なる物理定数』に支配された空間が周囲に展開され、女の動きが完全に静止する。ここまでの戦せん闘とうから考えれば女も自己領域を展開できるのは間違いないだろうが、仮にそうだとしても、自己領域に気づいた相手が領域を展開して追ってくるまでこちらの主しゆ観かん的てきな時間で最短で五秒。それだけあれば、十分な距きよ離りを稼かせげる。

　鞘さやから剣を抜きつつ、後方に一歩目の跳ちよう躍やく。

　瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが警けい告こくを発する。

（領域境界面に矛む盾じゆん発生。自己領域を強制解除）

　脳内をノイズが駆け巡り、自己領域が自動的に消滅する。時間の流れが瞬時に回復し、闇やみの視界を貫つらぬいて女騎士が走る。間一髪で身体能力制御を再起動し、電光のようなその運動を加速した視界に再度捉とらえる。同時、Ｉ－ブレインに「攻こう撃げき感知」のメッセージ。女騎士の攻撃を逆手に抜き放った『紅蓮』の刀身で受け流しつつ身を翻ひるがえし、背後から襲おそい来るもう一本の騎士剣を左手に残った剣の鞘で受け止める。

　……挟み撃うちか。

　黒い夜間迷彩服に身を包んだ、こちらは男と思おぼしきもう一つの人ひと影かげ。両手で構えた騎士剣は女騎士が持っているのより少し大きい『冥めい王おう』シリーズと呼ばれる物。先ほどの自己領域消滅の原因はこいつ。自分と男、二人の騎士が発生させた異なる自己領域が干かん渉しようしあった結果、物理定数の設定に矛盾をきたした領域が存在を維持できなくなったと考えて間違いない。

　女と男、二人の体が同時に退き、それぞれに構えをとる。

　女騎士が持つ『盗とう神しん』と男が持つ『冥王』、異なる色合いの二つの白銀が闇を裂き、左右から全く異なる軌道を描いて襲いかかる。

　下方から切り上げるように襲い来る『盗神』を逆手に構えたままの『紅蓮』で受け止めつつ、喉のど元もとめがけて一いつ直ちよく線せんに突き込まれる『冥王』の切っ先に騎士剣の鞘を合わせる。甲かん高だかい金属音が響ひびくと同時にＩ－ブレインをかすかなノイズが走り、強炭素繊せん維いと防ぼう刃じん材で編あまれた鞘が砂のように崩れ落ちる。情報解体。一瞬だけ引き戻された『冥王』の切っ先が再度空を貫いて走り、それに呼こ応おうするように『盗神』の刃やいばが『紅蓮』の刀身を滑って絡みつく蛇のように懐ふところに潜もぐり込む。

　並みの騎き士しが相手ならば、必勝の型。

　が。

「……なるほど、良いセンスだ」

　生まれる金属音は二つ。驚きよう愕がくの吐息は二人の物。

　左から突き込まれた『冥めい王おう』の一いち撃げきはわずか一いつ刹せつ那なの間に祐ゆう一いちの左手に移った紅ぐ蓮れんの刀身に遮られ、右から入り込んだ『盗とう神しん』の刃はいつの間にか祐一の右手に出現した銃のグリップに受け止められていた。

「だが、騎士対騎士の戦いに対する理解が、少し足りないようだな」

　呟つぶやきざま体勢を落とし、二人に立ち直る隙すきを与えず祐一は動く。情報構造を強化された右手の銃が『盗神』の刃やいばを払いのけ、同時に右手が『紅蓮』の柄つかを手放す。力の均きん衡こうを失った『冥王』の刀身が宙を流れ、男が呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま体勢を崩す。

　剣を失った祐一の右手は、速度の半分以上を失いつつすでに『冥王』を持つ男の手の上。

　柄に象ぞう眼がんされた結晶体に指先が触れると同時に、Ｉ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。

（騎士剣「冥王八式」同どう調ちよう。「身体能力制御」起動）

　こちらの意図に気づいた男がとっさに情報防ぼう壁へきを展開しようとするが、すでに手遅れ。一ミリ秒に満たないわずかな接触で祐一のＩ－ブレインは『冥王』の制御を乗っ取り、騎士剣の補助を失った男の体が急きゆう激げきに速度を減じる。

　無防備なその顔に、『冥王』の柄を一撃。

　同時に、右手に構えたままの銃の引き金を引く。

　体勢を立て直して襲おそいかかろうとしていた女騎士の目の前で、至近距きよ離りから銃弾が放たれる。とっさにそれを払いのけた女が、次の瞬しゆん間かん息を呑のむ。祐一の右手はすでに銃を手放し、胸の前をゆっくりと落下中の紅蓮の柄を捉とらえている。逆手に構えられた真しん紅くの刀身が走り、女の手から『盗神』を弾はじき飛ばす。間かん髪はつを入れずに祐一は左腕を一いつ閃せん。騎士剣『冥王八式』の切っ先が闇やみを貫つらぬき、一いつ直ちよく線せんに女の胸に吸い込まれ──

「……なるほど」

　ガラスを砕くだくような、破は砕さい音おん。

「確たしかに、二人だけという保証はないな」

　女の眼前に出現した空気結晶の盾が、『冥王』の一撃を受け止めていた。

　盾は瞬時に氷の鎖くさりに姿を変え、騎士剣の刀身に絡みつく。とっさにその柄を手放しつつ後方に跳ちよう躍やくし、振り返って状況を確かく認にんする。蛇だ行こうした通路の先、およそ百メートル。いつの間に後退したのか男は口の端から血を滴らせてこちらを睨にらみ付け、その背後にはさらに数名の兵士と、黒いアンテナ型の機き械かいの姿がある。

　……ノイズメイカーか。

　特殊な構造を持つ電でん磁じ場ばを発生させることで情報の海の内部にノイズを発生させ、Ｉ－ブレインの機き能のうを阻害する対魔ま法ほう士し用デバイス。とっさに身構えたところで通路の反対側から近づく足音に気づき、視し線せんだけで振り返る。騎き士し剣けんを手に後退する女の後方、祐ゆう一いちが先ほど遭遇した兵士達に加えて、夜間迷彩服の人ひと影かげがもう一人。武器の類たぐいを持っていないことから考えてこいつが先ほどの攻こう撃げきを防いだ炎ほのお使つかい。兵士達は背嚢バツクパツクから簡かん易い型がたのノイズメイカーを取り出し、炎使いは自分のうなじに黒い小さな素子を押しつける。

　……抗体デバイスか。

　電でん磁じ雑音によって敵の魔法士の能力を封じ、自軍の魔法士にはノイズメイカーの電磁場パターンに対応した抗体素子を装備させることで通常レベルの能力を発揮させる──大戦中にさんざん用いられた、対魔法士戦の常じよう套とう手段。小さく息を吐き、左右にゆっくりと視線を巡らせる。状況はさらに悪化した。無傷の脱出はもはや不可能と諦あきらめた方が良い。腕の一本程度で済めば問題無し。前と後ろ、突破が容易なのは果たしてどちらか。

　……どちらでも同じか。

　覚悟を決めて前方に狙ねらいを定め、足に力を込める。

　とたん。

「──祐一！　目つぶって！」

　聞き覚えのある声が、頭上から響ひびいた。




　闇やみの通路を、閃せん光こうが満たした。

　激はげしい衝しよう撃げき音おんが大気を震ふるわせ、強化カーボンの床ゆかに振動を走らせた。

　とっさに視覚と聴ちよう覚かくをカットした祐一は、ほとんど勘だけで床を蹴けって跳ちよう躍やくした。手探りに伸ばした腕が天てん井じように空いた穴の縁ふちを捉とらえ、その指先に誰だれかの手が触れる。腕の力だけで穴の中に身を滑すべり込ませ、同時に傍そばで穴が塞ふさがる。Ｉ－ブレインが光と音が弱まったことを伝え、祐一は視覚と聴覚を回復させる。

　目の前には、黒いボディスーツに身を包んだ女の顔。

　黒い瞳ひとみにいたずらっぽい光をたたえ、女はにこにことこっちを見つめている。

「……こんなところで何をしている？」

「あ、何よそれ。命の恩人に言うセリフ？」

　通気ダクトと思おぼしき狭い空間を見回し、息を吐く。床に設置された通用扉のわずかな隙すき間まからはまだ光と音が漏れ、通路の惨状を伝えている。暴ぼう徒との制圧に用いられる音おん響きよう閃光弾。魔法士であろうと何であろうと、無む警けい戒かいな状態であれを食らえばただでは済まない。

「……目をつぶれとは言われたが、耳を塞ふさげという警告はなかったぞ」

「何よー、いいじゃない。助かったんだから結果オーライで」

　そもそも閃光弾は目をつぶった程度で防げる物ではない、と文句を言いかけてやめる。紅ぐ蓮れんの柄つかを握り、自己領域の起動ルーチンを呼び出す。

「……ともかく、今はここを離はなれるのが先決だ」

　女に向かって手を差し出す。

「向こうの騎き士しに回復されては面めん倒どうなことになる。……行くぞ」

「りょーかい」

　天あま樹ぎ月つき夜よはうなずき、その手を取った。
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　ベッドの傍かたわらにうずくまっていたセラが、はっと顔を上げた。

　泣き濡ぬれた顔を服の袖そでで拭ぬぐい、Ｄ３を胸に抱えたまま立ち上がる。

　暗い寝室を落ち着きなく見回す。無む意い識しきに腕に力が込もる。頭が勝手に戦せん闘とう状態に切り替わる。時空構造制御特化型魔ま法ほう士し『光使い』のＩ－ブレインが周囲の時空構造の微細な歪ゆがみを認識し、そこから質量の存在を逆算する。

　導みちびき出される質量分布は、部屋の中も外も通常の状態と何一つ変わりない。

　それでも不安は消えない。訳の分からない違和感。

　腕の中のＤ３がふわりと目の前に浮かび上がる。脳内で他ほかのＤ３すべてとの接続が確かく立りつし、ベッドの下に隠してあった合計十個の正八面結晶体が緩ゆるやかにセラの周囲を漂う。

　こわごわと窓に歩み寄り、ゆっくりとカーテンの裾すそを持ち上げる。

　いつもと何も変わらない、灰はい色いろの町並み。

　セラは、ほうっ、と息を吐き、カーテンから手を離しかけ、

（──質量物体の出現を感知）

　何の前触れもなく、Ｉ－ブレインが警けい告こくを発した。

「……え？」

　窓の向こう、距きよ離りにしてわずか十メートル。昼間照明の淡い光に照らされた闇やみの中。

　一いつ瞬しゆん前まで何も存在していなかったはずの空間に、人ひと影かげが二つ、影かげ法ぼう師しのように佇たたずんでいた。







　　　第四章　流動する戦場　～Crossing Game～







　通信素子の向こうを飛び交う兵士達の声に、剣けん呑のんな空気が混ざり始めた。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるはほんの一いつ瞬しゆんだけ、ドーナツの包み紙を破く手を止めた。

　何でもないふうを装ってコーヒーを一口すすり、耳の付け根に貼はりつけた通信素子に意い識しきを集中する。モスクワ軍の中でも一部の特殊部隊でしか用いられない暗号パターンを介して、作戦の進行状況が工作員達に逐一伝達されている。

　──第六階層で『ターゲットＡ』を追跡中の一個小隊が、二分前に目標と遭遇、交戦状態に突入。これを受けて第四階層の本隊は行動を開始。第一陣が『ターゲットＣ』に接触。作戦計画表を十五番に修正。ポイント８２７を中心に包囲網を展開──

「……なるほど」

　両手の親指で包み紙を破りつつ、テーブルの上の携帯端末に視し線せんを落とす。小さなウィンドウに表示された文字列は月つき夜よからの定時連絡。暗号変換をかけられるだけかけまくってモスクワ軍の通信ラインのノイズに偽装した一連のコードが、逆変換用のプログラムを介して『第六階層で祐ゆう一いちと接触』とメッセージを映し出す。軍の魔ま法ほう士しの目を欺あざむくためにひねりにひねった暗号プロトコルは、一回に百文字前後の情報しかやり取りできないのが唯一の難なん点てんだ。

「こっちはとりあえずこれで良し、と」

　ドーナツを一かけら割って口に放り込み、タッチパネルに指を滑すべらせる。第四階層の詳細な地図をディスプレイに呼び出し、軍の通信から類推した兵員の配置図をその上に重ねる。

　いくつもの空洞が繋つなぎ合わされたアリの巣のような地図の中央、赤く点滅している集合住家の一室に接近する黒い点が二つ。

　その周囲には六つの別な黒点が配置され、百個近い白点がそれをさらに取り巻いている。

　……魔法士が全部で八人、それに一般兵が百人ね。

　ずいぶん派は手でだなあ、と心の中で息を吐く。軍の通信を解析した限りでは連中のターゲットは祐一の知り合いらしいのだが、それが何者なのかも分からなければどうして軍がそいつらに目を付けたのかも分からない。神こう戸べでの事件から七ヶ月、世界を回ると言っていた祐一だったが、どうやら自分達が知らない間に何かの事件に巻き込まれたのは間違いないようだ。

「月夜がちゃんと話聞いといてくれるといいんだけど……」

　もう嫌いやだめんどくさい帰る、と不満たらたらの双ふた子ごの姉をなだめすかして軍の動向に探りを入れ、無む線せん通信の暗号プロトコルを解析してどうにか断片的な情報を仕入れたのがたったの二時間前。祐一がこのメルボルンにいることを知ったときには真昼も月夜も驚おどろいたが、その時点ではすでに、モスクワ軍は具体的な作戦行動を開始していた。

　迷っている時間も、考えている時間も無い。

　双子はすぐさま行動を開始。月つき夜よは祐ゆう一いちに危き機きを知らせるために地下の第六階層に向かい、真ま昼ひるはさらに軍の動きを押さえるために、昨日きのうと同じ、この第一階層のカフェに陣取っているのだった。

　……さて、こっちはどうするかな。

　残りのドーナツをまとめて口に押し込み、コーヒーでいい加減に流し込む。メルボルンに着いてから三日目にして早くもこの大おお騒さわぎ。どうにも流れに乗り遅れている感は否めないが、今はそんなことを考えている場合ではない。軍の通信を聞く限り、第四階層の部隊はすでに交戦に入っている。ターゲットは魔ま法ほう士し二人。うち一人はかなり高レベルの騎き士しらしいから、普通に考えれば逃げに徹てつして包囲網を突破するのもそう難むずかしいことではない。

　だが、軍の連中はもちろん自分達の布陣が完かん璧ぺきでないことぐらい気づいているし、その先の布石もすでに打っている。

　二人の魔法士はたぶん、そのことに気づいてない。

「ま、僕も知らなかったけどね。この町にそんな仕掛けがあるなんて」

　ともあれ、そろそろ動き出した方が良さそうだ。携帯端末の電でん源げんを落とす前にもう一度だけ第四階層の地図を確かく認にんする。数十の空洞を繋つなぐ編あみ目のような通路は要所要所で的確に封ふう鎖さされ、獲え物ものを目的の区画に誘い込むための罠わなを形成している。自分が向かうべきはその罠の奥、軍の連中が想定しているであろう作戦の最終ポイント。生身で特殊部隊と魔法士を相手にする以上、行動のタイミングには細心の注意を払わなければならない。

「……そういえば」

　あの子も出てくるかな？

　携帯端末をカバンに押し込み、ふとそんなことを考える。黒髪の少女の仏ぶつ頂ちよう面づらを思い出し、小さく笑う。今回の軍の行動が『賢人会議Seer's Guildに対する陽動』という意図を含んでいるのは誰だれにでも分かること。それを裏づけるように、連中はまだ戦力の半分近くをバックアップ要員として温存している。軍が用意した罠の存在にしても、この町を拠点にしている少女ならとっくに知っているだろう。

　動くべきではない──そんなことぐらい、少し考えれば分かるはず。

　だが、あの少女は「ただ魔法士を助けたいから助けるだけだ」と言い切った。

　それなら。

「……ちょっと、期待しすぎかな」

　ずいぶん虫の良いことを考えてるな、と苦笑する。静かに椅い子すから立ち上がり、背もたれにかけた外がい套とうを取る。

　狭い店内を横切り、カウンターの前で足を止める。

　木もく目め調ちようのカウンターの奥には、相変わらず眠ったふりをした店主が一人。

「すいません」

　その顔を覗のぞき込み、真ま昼ひるはにっこり笑った。

「フライヤーを一台、二分以内に用意してもらいたいんですが」
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（Ｉ－ブレイン戦せん闘とう起動。「Ｄ３」Ａ－Ｊとのリンクを確かく立りつ）

　視界の端をシステムメッセージが走り抜け、頭が勝手に戦闘状態に入った。

　セラは腕の中のＤ３を強く抱きしめ、窓の向こうの人ひと影かげを凝ぎよう視しした。

　暗い緑みどり色いろの外がい套とうを頭から足先まですっぽりかぶった、男とも女ともつかない二人。一人は片方の手におとぎ話に出てくる騎き士しが持っているような大きな剣を構え、もう片方の手で相あい棒ぼうの体を支えている。騎士に支えられている方の人影は黒い手袋に包まれた腕を胸の前に突き出し、人差し指の先をまっすぐこっちに向けている。

　時間にして一ミリ秒足らずの認にん識しき。

　重力が二人の体を捕え、自由落下を開始する。

　……そんな、いつの間に……

　頭の中の『魔ま法ほう士しの部分』が、自分自身の問いに解答を導みちびき出す。あの剣を持っている方が騎士で、いきなり現れたのは自己領域を解除したから。接近に近づかなかったのは二人にかかる重力が中和されていたからで、Ｉ－ブレインが感じていた違和感の正体は自己領域と現実世界の境界面に発生するほんのわずかな空間の揺らぎ。

　騎士が黒手袋の相棒から手を離はなし、その姿がかき消える。窓の向こうで空気分子を表す質量分布が激はげしく流動し、黒手袋の足の下に集まって固体並みの密度を形成する。自由落下が止まる。こっちに向けられた指を中心にして周囲の空気分子が寄り集まり、小指の爪つめの先ほどの大きさの透明な結晶体が窓まど枠わくに切り取られた空を埋め尽くす。

　頭の中が真まっ白しろになる。理屈も何もなく後ずさり、窓に背を向けて駆け出す。

　背後で甲かん高だかい炸さく裂れつ音おん。

　空気結晶の銃弾に撃うち抜かれて粉みじんに砕くだけ散る窓ガラスを、Ｉ－ブレインの質量知覚能力が捉とらえる。

　無数の結晶は威力を失うことなく、群れをなしてセラめがけて降り注ぐ。反射的に悲鳴を上げそうになり、それより遙はるかに速くＩ－ブレインが最適な解を導き出す。情報制御演算が周囲の空間構造を書き換えて局所的な重力場を発生、今にも背中に突き刺さろうとしていた銃弾の軌道をことごとく逸そらす。

『Shield盾』──光使いの近接防御能力。

　歪ゆがんだ空間に運動をねじ曲げられて目標を外した数千の銃弾が、寝室の壁かべを、床ゆかを、スチールのベッドを粉みじんに打ち砕くだく。

　コンクリートのかけらが宙を舞まい、土煙が辺りに立ちこめる。

　勢い良く振り返り、窓の向こうを睨にらみつける。体が震ふるえてしまわないように拳こぶしを握りしめ、唇を強くかみしめる。相手の第一射を回かい避ひできたことで、混乱していた頭が立ち直る。

　何が起こっているのかとかこの人が誰だれなのかとか、そんなことは後回し。

　魔ま法ほう士しと戦うときのコツは、祐ゆう一いちに少しは教わっている。

　相手はたぶん炎ほのお使つかい。主な攻こう撃げき手段は氷の弾とか槍やりとかだけど、それは全部『Shield盾』で防げる。大事なのは、空間丸ごと凍結とか真空化とかそういう避けられない攻撃に備えて、自分の周りの重力場を操そう作さして常に新しん鮮せんな空気を集めておくこと。それさえできれば、一対一で勝つのはそれほど難むずかしいことではない。

　──やっつけます！

　なけなしの勇気を振り絞り、Ｉ－ブレインに命令を叩たたき込む。九個のＤ３がベッドの破片を押しのけて飛び出し、腕の中に抱えたままの一個と共に頭に思い描いたとおりの配置を取る。手近な七つが周囲に集まって迎撃の布陣を敷しき、残る三つは天てん井じようすれすれに飛び上がって、射しや線せんを確かく保ほ、攻撃態勢に入る。

　照準は正面十メートル、窓の向こうですでに第二射を放つ体勢にある炎使い。

　黒手袋の指先を中心に展開された数百本の氷の槍やりは、ひとつ残らず穂ほ先さきをこっちに向けてとっくに射出体勢にある。

　大規模な大気の運動に風が唸うなりを上げる。Ｉ－ブレインの質量知覚が氷の槍が動き出す瞬しゆん間かんを捉とらえる。勝てる。セラは大きく息を吸い込み、思考を引き絞り、

（攻撃感知。上方）

　瞬間、警けい告こくメッセージが脳内を駆け巡る。

　──え？

　とっさに見上げた視界の先で、陶器の皿を叩たたき割るように天井が崩ほう壊かいする。直径一メートルにわたって砕けたコンクリートと鋼材の塊は、次の瞬間には砂のように崩れ落ちる。

　その向こう、暗あん緑りよく色しよくの外がい套とうを翻ひるがえし、飛び込んでくる人ひと影かげが一つ。

　長大な剣を腰だめに構え、上下逆さまの体勢でひび割れた天井のかけらを蹴けり、ようやく落下を開始した無数の砂粒を瞬時に追い抜いて、視神経の認にん識しき限界を遙はるかに超えた速度で騎き士しが一直線に突っ込んでくる。

　──いつの間に！

　思考が沸ふつ騰とうする。状況の変化について行けなくなる。考えも何もなく迎撃用のＤ３を頭上に動かし、瞬間、それを待っていたかのように窓の向こうから空気結晶の槍が放たれる。

（『Shield』展開）

　コンマ一秒で空間の盾を形成し、降り注ぐ槍やりの軌道を逸そらそうとするが間に合わない。命中寸前で運動方向をねじ曲げられた氷の槍はセラの右腕わずか数センチの位置をかすめ、風切り音をまき散らして走り抜ける。防ぎ切れなかった衝しよう撃げき波はが小さな体を打ちのめす。痛みに一いつ瞬しゆんだけ思考が途と切ぎれる。それでもどうにか『Shield盾』の構造を安定させて襲おそい来る二の槍、三の槍をことごとくかわし、頭上のＤ３に命令を送ろうとして血の気が引く。

　Ｉ－ブレインの質量感知が示す騎き士しの位置は、すでにこちらの背後、わずか一メートル。

（防御不能、危険）

　振り返る間もなく放たれた騎士剣の一撃が情報制御によって維持されていた空間の盾を消し飛ばし、目の前に迫っていた氷の槍が寄り集まって半透明な鎖くさりにその姿を変え、闇やみ雲くもにぶつけようとしたＤ３が騎士剣に容よう赦しやなく打ち落とされ、Ｉ－ブレインが最高レベルの警けい告こくを発し、セラは反射的に目をつぶり、今度こそ悲鳴を上げ、




（──高密度情報制御を感知）




　甲かん高だかい金属音が、一度だけ響ひびいた。

「……え？」

　柔らかい感触が、縮ちぢこまった体をふわりと包んでいた。

「……ディー……くん？」

　こわごわと目を開け、思ったとおりの姿をそこに認める。色素の薄うすい銀ぎん色いろの瞳ひとみに女の子みたいな細い横顔。銀髪の少年は左腕でセラを胸の中に抱きしめ、右腕で騎士剣を逆手に構えて、背後から振り下ろされた剣の一撃を後ろ手に受け止めている。

　いったいいつの間に攻撃を放ったのか、セラの目の前数十センチに迫っていた氷の鎖は、すでに粉々に打ち砕くだかれて崩れ去ろうとしている。

　一房だけ伸ばして束ねられた長い髪が、はらりと流れてセラの頬ほおにかかる。

　ディーは小さく息を吐き、いつもと同じ柔らかい笑え顔がおを向けて、

「遅くなってごめん。どこも、ケガとかしてない？」

「は、はい！　大丈夫……です」

「そう、よかった」

　呟つぶやくと同時に右腕が跳ね上がり、振り下ろされたままの剣を弾はじき返す。セラの体を背中にかばう格好で振り返り、同時に振り下ろされる騎士剣の一撃を右手の剣で受け止める。

　Ｉ－ブレインの認にん識しき力りよくでも捉とらえ切れない、圧倒的な速度の運動。

　細い体が踊るように翻ひるがえり、左手に構えたもう一本の剣が弧を描いて相手の騎士に襲いかかる。

　銀色の切っ先が暗あん緑りよく色しよくの外がい套とうを浅く捉え、切り裂かれた隙すき間まからわずかに血がにじむ。たじろいだような表情が一瞬だけディーの顔に浮かび、すぐにそれは消え去って瞳ひとみに鋭するどい光が戻る。コンマ一秒で呼吸が整ととのう。両手の剣がそれぞれ目の前と体の横で構えをとる。

　鏡かがみに映したようにそっくりな二本の騎き士し剣けんはいずれも刃渡り六十センチ程度と敵の騎士が持っている物の半分程度のサイズしかなく、薄うすく細く形成されたその姿はどこか華きや奢しやで繊せん細さいな印象を与える。

　柄つかに黒い結晶体が象ぞう眼がんされたものが、右手用の『陰いん』。

　柄に白い結晶体が象眼されたものが、左手用の『陽よう』。

　デュアル二重の名を持つ少年のために生み出された、この世でただ一組の「双ふた子ごの」騎士剣だ。

「ディーくん……この人たち……」

「逃げるよ。Ｄ３を集めて」

　え？　と声を上げる間もなく、ディーの背中が残像と共に霞かすむ。少年の姿はすでに二メートル先、外がい套とうを翻ひるがえして構えを取る騎士の目の前。瞬まばたきする間もなく二人の剣が閃ひらめき、三つの銀光が暗い寝室に無数の剣音を刻む。

　……あ。

　半はん瞬しゆん遅れてようやく少年の意図を理解し、天てん井じよう付近に浮遊する十個の正八面結晶体に命令を送る。その瞬間Ｉ－ブレインが警けい告こくを発し、肌にぞわりと寒気が走る。炎ほのお使つかいの分子運動制御による空気の低温化だと気づくと同時に周囲に無数の氷の銃弾が出現し、セラめがけて一斉に撃うち出される。

『Shield盾』を展開しようとして愕がく然ぜんとする。銃弾の攻こう撃げきは隙すき間まなく全方位からの物。どんな空間構造で盾を構こう築ちくしても、逸それた弾の一部は確かく実じつにディーに当たる。

　刹せつ那なの思考。

　Ｉ－ブレインが自動的に反応し、一ミリ秒足らずで最適な解を導みちびき出す。

（「Ｄ３」Ａ：Lance槍装そう填てん）

　十個のＤ３のうちの一つが脳の命令に応こたえ、自身の周囲に閉へい鎖さ空間を形成する。握り拳こぶしほどの大きさの結晶体を取り囲むように球形の局所重力場が展開され、周囲の空気分子を取り込んで加速を開始する。加速された分子は陽子と電子に分ぶん離りし、数ミリ秒で光速度の九十九パーセントに到達。運動方向を一定に揃そろえられ、擬ぎ似じ的てきな荷電粒子砲の弾体を構築する。

　荷電粒子の数と弾体の速度を慎重に調ちよう節せつして出力を絞り、頭の中で引き金を引く。

（「Lance」射出）

　Ｄ３を包んでいた閉鎖空間が解除され、解き放たれた光の槍やりが闇やみを貫つらぬく。高こう熱ねつを帯びた荷電粒子の塊は軌道上に散らばる氷の銃弾を次々に蒸発させながら、床ゆかに到達する直前に威力を失って計算どおり消失する。

『Lance』の一撃によって生じた隙間に身を滑すべり込ませ、すぐさま『Shield』を展開してディーに命中する軌道にある空気結晶をことごとく拡散。

　十個のＤ３を周囲に集め、少年の名を叫ぶ。

「ディーくん──！」

　暗あん緑りよく色しよくの騎き士しと剣けん戟げきを演じていた少年が、一挙動で後方に跳ちよう躍やくしてセラのすぐ傍そばに降り立つ。剣を構えた二本の手が、器用にセラの体を抱き上げる。反射的にその首に両腕を回し、これでもかとばかりにしがみつく。

　こんなときだというのに、心しん臓ぞうが一つ、とくんと高鳴る。

　こちらの意図に気づいたのか、騎士が外がい套とうを翻ひるがえし、剣を構えて駆け出す。

「行くよ、セラ」

　耳元で少年の声。

　セラはこくんとうなずき、ディーのシャツの襟えりを強くつかみ、

（──高密度情報制御を感知）

　球形の揺らぎが二人の周囲を包み、世界のあらゆる物が静止した。




　　　　††††††††††††††




（「自己領域」展開。時間単位、重力を改変）

　少女の体を抱きかかえ、ディーは跳ぶ。巨大な集合住家のそこかしこから無秩序にせり出したベランダや物干し竿ざおの上を次々に渡り、薄うす汚よごれたコンクリートの壁かべを蹴けって一息に屋上までたどり着く。薄うす闇やみの町をぐるりと見回し、となりの区画に繋つながる通路の位置を確かく認にんして再び跳ちよう躍やく。二つの建物の屋上と屋上を橋のように繋ぐ柱の上で立ち止まり、小さく息を吐いて背後を振り返る。

　通常の時間の流れから切り離はなされた視界に映るのは、時が止まった静止画の町。

　見渡す限りに動く物は見あたらないが、油断はできない。

　自分と戦ったあの騎士の能力を考えれば、向こうも自己領域を展開できるのは間違いない。

　こっちの動きに気づいた相手がただちに領域展開の演算を開始したとして、稼かせげた時間は実時間でおよそ十万分の一秒、今の自分の体感時間に換算してわずか五分。その間にできるだけ距きよ離りを離さなければならない。

　自己領域だっていつまでも展開し続けられるわけではない。

　同じように自己領域を展開した相手にあとをつけられてしまえば、Ｉ－ブレインが蓄ちく積せき疲労の限界に達して領域が解除された瞬しゆん間かんを狙ねらい打ちにされてしまう。

　……急ごう。

　屋上をぐるりと囲むフェンスに足をかけ、一息に第四階層の天てん井じようすれすれまで飛び上がる。限りある空間を効率よく利用しようという意図なのか、メルボルンの空はシティの物に比べてずいぶん低く、ドーム型に歪わん曲きよくした天井の一番縁ふちの部分は集合住家の屋上からせいぜい十メートルほどの高さしかない。鉛なまり色いろの天井を這はうむき出しのパイプの上に飛び乗り、空洞の端を目指して走り続ける。

　この空洞と隣りん接せつする別な空洞を繋つなぐ通路は全部で五つ。そのうち三つの前には見るからに怪しいフライヤーがそれぞれ数台ずつ停とまっていて、残る二つの出入り口には別なフライヤーが今にも駆けつけようとしている。対魔ま法ほう士し戦の常じよう套とう手段を相手がわきまえているなら、フライヤーには間違いなくノイズメイカーが装備されている。通るならまだ封ふう鎖さされていない二本のうちのどちらか。考え、手近な方の一つを選び、天てん井じようのパイプから飛び降りて闇やみ空ぞらに身を躍おどらせる。

　百メートル近い距きよ離りを落下し、大通りの端に音も無く着地。彫像のように凍った通行人たちの頭上を飛び越え、オレンジの照明がほのかに光る連絡通路に飛び込む。

　曲がりくねった通路を中ほどまで進み、ところどころで表面のコンクリートが崩れた壁かべの途中にどうにか身を潜ひそめられそうな空洞を見つけ、中に飛び込む。

　ひやりとした壁に背中を当て、自己領域を解除。

　大きく深く息を吐き、かびくさい臭においに顔をしかめる。

「……ディーくん」

「え？」

　今にも消え入りそうな、少女の声。

　セラはディーの腕の中で体を縮ちぢこませ、肩に額ひたいを押し当てるように顔をうつむかせて、

「……下ろして……ください」

「ご、ごめん──！」

　大あわてで少女を床ゆかに下ろし、逃げるように一歩遠のく。セラは勢い良くこっちに背を向けて、そのままぺたんと床に座り込んでしまう。そんなに嫌いやだったのかな、と落ち込む。非常事態とはいえとんでもないことをしてしまった。マサチューセッツを旅立って以来の気まずいやりとりの数々が、次々に頭に浮かんでくる。

「ほんとに……ごめん」

「……もう、いいです」

　小さな声で答えて、セラがゆっくりと立ち上がる。スカートの埃ほこりを払ってこっちを振り返り、それでもうつむいた顔を上げようともしなければ近寄って来ようともしない。言葉に詰まる。何を言えばいいのか分からなくなり、視し線せんを逸そらして唇をかむ。

　と。

「……あの人達、いったい……」

　うつむいたまま、セラが小さく呟つぶやいた。

「うん……」視線を逸らしたまま、考え、言葉を絞り出す。「どこかの軍……だけど、たぶんマサチューセッツじゃないと思う」

「そう……なんですか？」

　どうにか視し線せんを少女の方に向け、うん、とうなずく。あんな魔ま法ほう士しはマサチューセッツでは見たことがないが、あの緑みどり色いろの外がい套とうには見覚えがある。

「たぶん……モスクワ自治軍の魔法士部隊だと思う」

　セラは、え？　と首をかしげ、

「どうして、モスクワの人達がわたし達を？」

　少女の問いに無言で首を振る。何がどうなっているのかディーにもさっぱり分からない。マサチューセッツとモスクワは一応の同盟関係にあるから、自分達の手配書がモスクワに渡っていてもおかしくはないが、それだけでモスクワ自治軍が動くとは思えないし、そもそも自分達がここにいることが知られたのなら、やって来るのはマサチューセッツ軍のはずだ。

　不ふ確かく定ていな要素が多すぎて、推すい論ろんを出すことすらできない。

　確たしかなことは一つだけ。

　自分達は追われている。

　いつまでも、ここでこうしている訳にはいかない。

「とにかく、祐ゆう一いちさんに合流しよう」

　自分の言葉に自分でうなずき、ここまで逃げてきた経路を正確に思い出す。こういう万が一の場合に備えて、第四階層の地図は頭の中に叩たたき込んである。自分達の現在位置から比較的近い所で、第五階層に降りるためのバイパス道が全部で五ヶ所。うち二つにたどり着くためには引き返してフライヤーに封ふう鎖さされていた通路を突っ切らなければならないから、実質的に利用可能なのは三ヶ所。もっとも、この先あるいくつかの通路が同じように封鎖されていれば、第五階層に至る道はその分だけ減っていくことになる。

「急いだ方がいいみたいだ。セラ、行こう」

　少女に向かって手を差し伸べ、そこで我に返って「あ……」と声を上げる。

　セラは差し出された手を見つめたまま、ぴくりとも動こうとしない。

　小さな体がかすかに震ふるえ、頬ほおから血の気が引いている。

「セラ……お願ねがい。もうちょっとだけ我慢して」

　そう言ってもう一度手を差し出すと、少女はこわごわという感じでその手を取った。

　小さな体を片腕で抱き上げ、騎き士し剣けんを強く握って自己領域を展開する。

　セラの顔をちらりと盗み見るが、少女は目を伏せたまま、こっちの視し線せんに応こたえようとしない。

「……ごめん」

　呟つぶやいた声は、自分でも良く聞こえないくらい、小さかった。

　ディーは、狭い空洞に淀よどんだ闇やみを一いつ瞬しゆんだけ見上げ、通路に向かって駆け出した。




　……何かがおかしい。そのことに気づいたのは、六つ目の連絡通路を抜けて商店が建ち並ぶ区画に入ったあたりだった。

　立体映像のきらびやかな看板が並ぶ大通りから細い路地に飛び込み、ディーはセラの体を下ろしていったん自己領域を解除した。

「ディーくん？　どうかしたんですか？」

「うん……」

　少女の言葉にあいまいな答えを返し、壁かべに身を寄せて大通りの様よう子すをうかがう。メルボルン外部からの旅客が二十四時間出入りする上の階層と違って、この辺りの店は大部分が昼前にならないと開かない。合成樹じゆ脂しのタイルでいい加減に舗ほ装そうされた通りに行き交う人の姿はほとんど無く、斜はす向むかいの街灯の下では子供が三人、ガラス玉を転がして遊んでいる。

　視界の限りを見渡しても、軍の工作員が潜ひそんでいる気け配はいは無い。

　自分達は上う手まく逃げている──そのはずだ。

　なのに、得え体たいの知れない不安がある。

　小さな針のような違和感が、胸の奥に刺さって抜けない。

「ディーくん……？」

　少女の声に振り返る。暗い路地に体を引っ込め、不安そうにこっちを見上げる少女に「大丈夫だよ」と微笑ほほえんで見せる。

　脳内に第四階層の地図を呼び出し、自分達がたどってきたルートをもう一度確かく認にんする。最初に襲しゆう撃げきを受けた集合住家のある区画からこの場所までは直ちよく線せん距きよ離りにしておよそ五キロで、途中、通過した区画が全部で七つ。すべての区画にはそこととなりの区画をつなぐ連絡通路が数本ずつ設置されていて、そのうちの大部分はフライヤーや自治体の検問によってすでに封ふう鎖さされていた。

　が、それらの区画にはどれも、まだ部隊がたどり着いていなかったり封鎖作業が途中だったりしてどうにか通り抜けられる通路が必ずいくつか存在していた。

　自分達はそういう通路を利用することで、この場所までたどり着くことができた。

　都合が良いと言えば、あまりにも都合が良すぎる展開。

　それを疑問に思わなかったのは、利用可能な通路が常に複数存在していたからだ。

　脳内の地図を操そう作さして、広大な第四階層の全域を検索する。自分達が暮らしていた区画をスタート地点、第三階層か第五階層に通じる合計十ヶ所のバイパス道をすべてゴール地点に設定し、自分達が選ばなかった方の連絡通路を通ったと仮定して可能な逃走経路を一つ残らず洗い出す。

　……考えすぎ、かな？

　逃走経路を表す赤いアイコンが百キロ四方にわたって広がる第四階層の三分の一を塗りつぶしたところで、シミュレーションを中断する。敵の戦力がどの程度なのかはいまだに不明だが、これほどの広こう範はん囲いをカバーできるだけの戦力がメルボルンに入り込んでいるとはさすがに考えにくい。それなら自分が気づく。たとえ自分が気づかなくても、祐ゆう一いつなら必ず気づく。

「うん……大丈夫」一人うなずき、少女に手を差し出して「セラ、ごめんね。急ごう」

「え？……は、はい……」

　セラは小さく首をかしげ、こっちをじっと見上げて、さしのべられた手をおずおずと取った。

　少女の細い体を胸に抱き上げ、自己領域を展開して再び駆け出す。街灯の弱い光に照らし出される黄昏たそがれ色いろの大通りを走り抜け、円形の空洞を横切って端にたどり着く。封ふう鎖さが完了していない通路を適当に一つ選び、中途半端に下ろされた隔かく壁へきの隙すき間まに身を滑すべり込ませる。

「セラ、もうすぐだからね」

　この先の区画を抜けて連絡通路をもう一つ越えれば、第五階層に通じるバイパス道はもう目の前。防ぼう衛えい線せんが敷しかれていた場合は力押しで無理やり突破することになってしまうが、他ほかの魔ま法ほう士しに気づかれないようにここまで戦せん闘とうを避けてきただけでもアドバンテージは十分稼かせいだ。防衛部隊は自分が押さえ、ノイズメイカーがあれば遠えん距きよ離り攻こう撃げきでセラに破は壊かいしてもらう。わずかでも突破口が開けば後は自己領域で強引に突入。そもそもこちらの目的は敵を倒すことではなく逃げ延びることなのだから、そこさえ間違えなければ難むずかしいことではない。

　曲がりくねった連絡通路を抜け、入り口と同じように半分封鎖されている出口を視界の先に認める。

　止まった時間の中で凍りついた自治組そ織しきの警けい備び員いんの傍そばをすり抜け、身をかがめて隔壁の隙間に飛び込む。

　人ひと気けの無い通りの真ん中に音もなく着地。

　セラの体を支え直し、地を蹴けって一息に数メートルの距離を跳ちよう躍やくし、

（──システムエラー。処理速度低下）

　瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが叫んだ。

　焼けつくような痛みが、頭ず蓋がいの内側を貫つらぬいた。




（思考ノイズを検出。危険。「自己領域」を強制解除）

　視界の端に出現した警けい告こくメッセージに、反応する暇もなかった。

　Ｉ－ブレインの外部接続回線から進入した『情報の乱れ』はわずか三ナノ秒で脳内を埋め尽くし、思考演算を跡形もなく塗りつぶした。

　ありとあらゆる情報制御が一瞬で中断され、正常な終了プロセスを完全に無視して自己領域が消失した。ディーの体は自己領域の重力制御によって与えられていた不自然な加速度を保ったまま虚こ空くうに投げ出され、そのまま、五メートル下の地表めがけて一直線に叩たたきつけられる軌道にあった。

「くっ──！」

　合成樹じゆ脂しのタイルに舗ほ装そうされた路面が瞬まばたきする間もなく目の前に迫る。脳内演算に意い識しきを集中し、ノイズを押しのけてどうにかまともに使える処理領域を確かく保ほする。身体能力制御を起動。運動と知覚の速度をどうにか通常の七倍に設定。勢い良く空中に身をひねり、セラの体を腕の中にかばって背中から地面に突っ込む。

　呼吸が止まるほどの衝しよう撃げき。

　加重をまともに受ける格好になった右肩の骨がみしりと嫌いやな音を立て、どうにか痛覚処理機き能のうを回復した脳を神経パルスが駆け巡る。

　左手を地面につく反動で一回転して立ち上がり、バランスを崩して街灯の支柱に背中を預ける。その目の前で闇やみが音も無く揺らめき、透明な正八面体型の結晶が次々に出現、力を失ったように地に落ちて甲かん高だかい音を立てる。

　空間の裏側に折りたたんで持ち運んでいた、セラのＤ３。

　腕の中の少女が震ふるえていることに、唐とう突とつに気づく。

「セラ？　大丈夫？　セラ！」

「……気持ち……悪いです……」

　少女の額ひたいにはびっしりと汗が浮かび、血の気が引いた唇は紫むらさき色いろに染まっている。小さなその体を抱きしめ「大丈夫！　落ち着いて！」と頭を撫なでる。それでも震えは止まらない。少女の苦痛に呼こ応おうするように、十個のＤ３が小刻みに振動する。

　周囲の空間を満たす、圧倒的な密度の電でん磁じノイズ。

　それが自分達のＩ－ブレインの機能を阻害し、経けい験けんの乏しい少女の人間部分にまで悪あく影えい響きようを与え始めている。

　間違いなく、ノイズメイカーによる攻撃。

　だが、いくら辺りを見回しても、それらしい物は何一つ見あたらない。

　いったいどこから……

「あ──」

　空転しかかっていた思考が、恐ろしい可能性にたどり着く。少女の体を片手で支えたまま、もう一方の手を街灯の柱に据え付けられた案内標ひよう識しきに叩たたきつける。砕くだけた電飾の奥から小さな黒い塊が転がり出る。通信素子を一回り大きくしたような形状の塊が動くのに合わせて、周囲の電磁場パターンが微細に変化していく。

　足下に転がり着いたそれを力任せに踏みつぶす。

　脳内のノイズがほんのわずかに弱まり、処理速度を確かく保ほする余裕が生まれる。

　電磁場の分布パターンを逆算しても容易には位置が特定できない、超小型のノイズメイカー。

　それが、おそらくこの空洞全体に、数え切れないほどばらまかれている。

「ディーくん……それ……」

　唐とう突とつな声に我に返る。セラの小さな体がもぞもぞと動き、ディーの腕を抜け出してぎこちない足取りで地面に降りる。

　十個のＤ３がふわりと浮き上がり、少女の周囲を頼りなく漂う。

「セラ……大丈夫なの？　頭痛くない？」

「はい、ちょっとだけ気分が良くなりました」セラは少し青ざめた顔で答え、ディーの足下に視し線せんを移して「それより、それ……」

「うん、ノイズメイカー。たぶんこの区画のあちこちに、いっぱい隠して──っ！」

　ほとんど自動的に右手が跳ね上がり、側方に振った騎き士し剣けん『陰いん』の切っ先が金属音をあげて火花を散らす。軌道を逸そらされた銃弾が足下の舗ほ装そうタイルに直径一センチ足らずの穴を穿うがつ。続けざまに襲おそい来る銃弾を両手の剣でどうにか打ち落とし、振り仰いだ視界の遙はるか先、一キロほど離はなれた集合住家の屋上に黒い人ひと影かげを認める。

「……セラ、Ｄ３を。それと脳内防ぼう壁へきも展開して」

「え？──わ、わっ！」

　少女の答えを待たずに小さな体を抱き上げ、身を翻ひるがえして一気に駆け出す。十個の正八面結晶体が周囲に集まり、不安定な動きでそれでもどうにかついてくる。炸さく裂れつ音おんが立て続けに三度響ひびき、行く手を遮るように路面に小しよう爆ばく発はつが巻き起こる。立ち上る土煙の向こう、通りに繋つながる細い路地からさらに三つの人影が飛び出し、こっちに向かって銃口を構える。

　黒い夜間迷彩服に、短たん機き関かん銃じゆうで武装した、モスクワ軍の工作員と思おぼしき兵士達。

　三つの銃口が一斉に火を吹き、放たれた数百の銃弾が街灯の光を裂いて一直線に襲い来る。

　七倍に引き延ばされた視界の中、銃弾はそれでも圧倒的な速度を持って迫る。この程度の知覚力では秒速千メートルを超える短機関銃の銃じゆう撃げきを捉とらえることはできない。刹せつ那なの判断で地を蹴けり、手近な街灯の支柱を足場にして通りに面した商店の屋上へ飛び上がる。古びた木箱が雑然と積つみ上げられた屋上を三歩で駆け抜け、路地を飛び越してとなりの屋上へ跳ちよう躍やく。さらに数個の建物を渡り、さっきまで自分たちがいたのとは反対側の通りに降り立つ。

　空間に淀よどんだノイズが、密度を増す。

　コンマ一秒で周囲のノイズパターンを認にん識しきし、目の前のカフェの石いし壁かべに騎士剣『陰』を突き立てる。なけなしの処理速度をかき集めて情報解体を発動。崩れた石壁の奥から半分に欠けた黒い塊が転がり落ち、煙を噴ふいて動かなくなる。

　ほんのわずかにノイズが弱まる。

　腕の中に視線を落とすと、セラは「大丈夫です」と汗の浮かんだ顔でうなずき、

「あの人たち、モスクワの……？」

「うん……ごめん。待ち伏せされてたみたい」

「じゃあこの……ええっと、ノイズメイカーもあの人達が？」

「……たぶん、違うと思う」

　え？　と首をかしげる少女に答えを返す余裕も無く、迫り来る足音に背を向けて再び駆け出す。そう、これはモスクワ軍の物ではない。いくら連中でも、これほど大量のノイズメイカーをしかも町の公共物の中にまで仕込めるはずがない。

　おそらくこれは、ずっと以前からここに設置されていた物。自分達のような魔ま法ほう士しが犯罪を起こした場合に備えて、この区画を管理する自治体が用意した治安維持のシステム。

　とはいえ、これほど高レベルの電でん磁じ場ばを常に展開していれば、Ｉ－ブレインを持たない通常の人間にも何らかの悪あく影えい響きようが出るはず。

　つまりこのノイズメイカーは、自分たちを捕らえるために起動された物。

　……メルボルンが、モスクワと手を？

　そこまで考えたところで、ようやくその事実に思い至る。脳内に第四階層の地図を呼び出し、これまでの逃走経路をもう一度確かく認にんする。

　顔から血の気が引いていくのが、自分でも分かる。

　随所で通路を封ふう鎖さされ、限定された数百通りの逃走経路。

　そのどれを選んでも必ず通過しなければならない「逃走経路の交点」が、第四階層を構成する無数の空洞の中に、ここを含めてわずかに三つ。

　軍が部隊を三等分して、その三つのポイントに前戦力を投入しているとすれば……

「……まず……い」

　立て続けに鳴り響ひびく銃じゆう撃げき音おん。Ｉ－ブレインに流れ込む数値データだけを頼りに数百の銃弾を後ろ手に打ち落とし、細い路地に飛び込んでなおも走り続ける。このままではまずい。今は通常の工作員だけが相手だから何とかしのぎ切れているが、自分達がここにいることはすでにすべての部隊構成員に連絡ずみのはず。

　敵側の魔ま法ほう士しは、今、この瞬しゆん間かんにもやってくるかも知れない。

　メルボルンの自治組そ織しきがモスクワの味方について、ノイズメイカーの仕様が工作員達に知らされているならこっちに勝ち目はない。ノイズメイカーの固有ノイズパターンに対応する抗体デバイスを自軍の魔法士に装備させ、能力を発揮できない敵の魔法士を叩たたく──モスクワ軍が好んで使う、対魔法士戦の常じよう套とう手段だ。

　……何とか、ここから抜け出さないと。

　路地から飛び出した先は、一段開けた公園のような空間。五十メートルほどの広場の周囲にはベンチがいくつかと人工の立木が並び、片隅には申し訳程度の遊具が据えつけられている。

「──ごくろーさん」

　無む意い識しきに、足が止まる。

　回廊のように並ぶ立木の先、街灯の明りに照らされた広場の中央。

　そこに。

「悪いけど、鬼ごっこは終わりや」

　白いジャケットを羽は織おった少年が一人、静かに佇たたずんでいた。




　少年は両手をポケットに突っ込んだまま、無造作な足取りで歩き出した。

　ディーはセラの体を地面に下ろし、小さな少女を背中にかばった。

　両の騎き士し剣けんをそれぞれ体の正面と右横に構え、歯を食いしばって少年を睨にらみつける。射い殺ごろさんばかりの視し線せんを涼しい顔で受け流し、少年はわずかも歩ほ調ちようを乱さずに近寄ってくる。外見年ねん齢れいは十七歳ぐらい。色素の薄うすい白人の肌と、薬で染めたような短い白髪。青い瞳ひとみを隠すようにかけられた小さな丸レンズのサングラス。大きく開いた黒シャツの胸元に、十字架型のネックレス。

　遠目にもはっきりと分かる、一いち分ぶの隙すきもない体の運び。

　騎士剣を持っているようには見えないが、しかし、

　……あれ？

　頭の片隅にかすかな違和感を覚え、少年の姿を凝ぎよう視しする。その顔をどこかで見たことがあるような気がして、大あわてで首を振る。今はそんなことを考えている場合ではない。相手が誰だれであろうと倒すのみ。敵の移動能力がこちらを上回っている可能性が否定できない以上、無視して逃げるなどという選択肢は存在しない。

「……おとなしく捕まった方がええと思うで」モスクワ訛なまりを多た分ぶんに含んだ、少年の英語。「とりあえず暴あばれへんかったら、こっちも悪いようにせんから」

　背後で足音。剣先を少年に向けたまま一いつ瞬しゆんだけ振り返り、広場の入り口に数十名の工作員の姿を認めて小さく舌打ちを漏らす。状況は不利。いざとなればＩ－ブレインがやられるのを覚悟で自己領域を使うしかない──そう覚悟を決めて、ディーは少年に視線を戻し、

「ディーくん──！」セラの悲鳴。

　少年の体は、十メートルの距きよ離りを完全に無視してすでに目の前。

　踏み込む足が剥むき出しの砂地を震ふるわせ、突き出された右手の人差し指と中指が最短距離でディーの喉のど元もとに迫る。

　……な……

　意い識しきが反応する間も無く体が動き、跳ね上がった『陽よう』の柄つかが少年の手首を打ち落とす。返す刀で『陰いん』を振り払い、孤を描くその軌道に合わせるように少年の体はするりとディーの側面に回り込む。流れる水のように滑なめらかな動き。情報制御による身体能力の制御を使っている様よう子すはない。

　運動の加速率の差は少なく見み積つもっても一対七。

　にもかかわらず、少年の動きは信じられないほど速い。

　確たしかに少年の足運びや重心移動はほとんど芸術の域に達したもの。騎士として通常の肉体部分の鍛たん錬れんも積つんでいるディーにはそれがよく分かる。

　だが、それはあくまでも「人間としては」という範はん疇ちゆうの話。それだけでは、七倍の速度差を無視されていることの説明がつかない。

　……違う、これ……

　Ｉ－ブレインの認にん識しきに奇妙な齟そ齬ごを覚え、一いつ瞬しゆん遅れてその正体に気づく。少年の動きそれ自体はあくまでも通常の運動法則にのっとった物。だが、良く注意して見れば、その動きにはある種の「不連続性」があることが分かる。

　映像記き録ろくの「ある瞬間」と「別なある瞬間」の間にあるコマを切り落として、途中を無理やり接続したように。

　あるいは一秒を数百のコマに輪わ切ぎりしてそれぞれに少しずつ異なる絵を配置し、それを連続して映し出すことで不連続なはずの「絵」の集合を連続した映像に見せかけるように。

　少年の体は数ナノ秒、数ナノメートル単位で微細な転移を繰くり返し、結果として数秒、数センチの距きよ離りを誤ご魔ま化かしたその運動は本来よりも遙はるかに速いタイミングで目標点に到達する。

　……これ、いったい……

　背中にかばった少女の体を中心に少年の前に回り込み、移動経路を塞ふさぐように『陰いん』の刃やいばを走らせる。奇妙な移動手段を逆算した攻こう撃げきが少年の体を捉とらえたかと見えた瞬間、足を止めた少年は信じられない行動に出る。突き出す途中の体勢にあった右手がのたうつ蛇のように翻ひるがえり、指先が『陰』の刃に触れるやそのまま剣先まで一気に移動、首をなぎ払う軌道にあった剣の一撃を、あろうことか指先三本で宙につかみ取る。

　少年の指は剣の勢いを一切殺すことなくその運動ベクトルを直ちよく線せん方向に転化させ、それにあらがえず右手を引かれる格好になったディーは体勢を崩してたたらを踏む。

　強く足を踏み込み、かろうじて転倒を免れたときにはすでに手遅れ。

　少年の左手は、すでに、こちらの喉のど元もと数センチの位置に迫っている。

（「身体能力制御」運動速度、知覚速度を五十三倍に設定）

　Ｉ－ブレインに命令を叩たたき込み、運動と知覚の加速率を一時的に通常状態にまで引き上げる。ノイズにまみれて機き能のう低下したＩ－ブレインが悲鳴を上げ、釘くぎでも打ち込まれたように脳が痛む。歯を食いしばってその痛みを堪こらえ、少年の攻撃をかいくぐって背後に回り込むと同時に左手の『陽よう』を振り下ろす。

　飛び散る血しぶき。

　騎き士し剣けん『陽』の銀ぎん色いろの刀身は少年の肩を深々と捉とらえ、切り裂かれたジャケットの下から鮮せん血けつがほとばしる。

　少年の体がふらりとよろけ、足が一歩後退する。いける。脳内のエラーメッセージをすべて無視。身体能力制御の強制終了処理を中断。ディーは両の騎士剣を振り払い、左右から襲おそいかかった刀身はまっすぐに少年の体に吸い込まれ、

　瞬間、少年の口元に浮かぶ笑みを、ディーは見た。

　……え？　……

（攻撃失敗。認識エラー。目標を喪失）

　Ｉ－ブレインが叫んだ。
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　陶器の皿を打ち合わせるような小さな音が、絶え間なく、小刻みに聞こえる。

　それが、自分の歯が鳴っている音だと気づくのに、五秒ほどかかる。

　頭の中を血が逆流し、めまいで気を失いそうになる。足に力が入らなくなり、ぺたんとその場に膝ひざをつく。体が震ふるえるのに合わせて、周囲に浮かぶ十個のＤ３が振動する。心しん臓ぞうと肺がひっくり返りそうで、いくら深呼吸を繰くり返しても収まらない。

「……ディー……くん」

　引きつったような声が、喉のどの奥から漏れる。

　目の前で起こったこと。今、目の前で起こっていること。何もかもが信じられない。

　……どうして……

　ディーが振るった二本の剣は、間違いなくあの白い少年の体を捉とらえた。Ｉ－ブレインがまともに動かないセラにも、その様よう子すははっきりと見えた。当たりそうになったのではない、間違いなく当たった。左右から両肩に一いち撃げきずつ。銀ぎん色いろの刀身が少年の体に吸い込まれるのを、セラははっきりと見た。

　勝った、と思った。

　たぶん、ディーもそう思っただろう。

　だから、次の攻撃を防げなかった。

　すべては一いつ瞬しゆん、瞬まばたきする暇さえありはしなかった。確たしかに斬きられたはずの少年の体は何事も無かったように騎き士し剣けんをすり抜け、いつの間にかディーのすぐ横に立っていた。それに気づいたディーが振り返るより遙はるかに速く少年の右手が走り、ジャケットの裏から取り出した小さな黒い塊をディーの首の裏側に押し当てた。

　ディーの体がびくりと痙けい攣れんし、地面に倒れ込んで動かなくなった。

　いったい何が起こったのか。一部始終を見ていたセラにも、さっぱり分からなかった。

「……さってっと」

　肩口から滴った血を振り払い、白ジャケットの少年がこっちを見下ろす。見た目ほど大した傷ではないのか、その表情にダメージを受けている様子は無い。

　右手でジャケットの裏をがさごそとあさり、ディーにつけたのと同じ黒い塊を取り出す。

　こっちに向かって、ゆっくりと一歩踏み出す。

「お嬢じようちゃんは暴あばれんといてな。これ、じっとしてたら大したことないねんけど、抵抗したらあーなるから」

　倒れ伏したまま動かないディーを振り返り、やれやれと息を吐く。

「あいつ、意外と根性あるねんなあ」

　大きな手がゆっくりとこっちに近づいてくる。反射的に身をすくませ、自分で自分の肩を抱いて必死に震ふるえを堪こらえる。泣くもんかと歯を食いしばる。それでもぽろぽろと涙がこぼれる。せめて睨にらみつけてやろうと思うのに、怖くてまともに少年の方を向けない。

「……あー、んな怖がらんと……って無理か」

　困ったような、少年の声。

　大きな手がゆっくりと引っ込んでいき、こわごわと見上げた先で少年は「どないしよっかなあ」と頬ほおをかき、

「……って、おい、ちょっと待て」

　何か怖い物でも見るように、背後を振り返った。

「あ……」

　倒れ伏したままのディーの手が、傍かたわらに転がる騎き士し剣けん『陰いん』に伸びる。力の無い指先が象ぞう眼がんされた黒い結晶体に触れ、そのまま柄つかを握りしめる。体がゆっくりと動く。四肢を引きずるように立ち上がり、ふらり、ふらりと体がよろけ、それでもディーは、騎士剣を正面に構える。

「お、おい、ちょっと落ち着け。お前、自分の体がどないなってるか分かって……」

　少年の声。

　瞬しゆん間かん、まるでそれを合図にしたかのように、ディーの体がかき消える。

（高密度情報制御を感知）

　背後でいくつもの悲鳴が上がる。とっさに振り返った視界の先で、公園の入り口を塞ふさいでいたモスクワ軍の工作員達が数名、次々に手首を押さえてうずくまる。残った数十名が一斉に立木の陰に散開し、立て続けに六度銃声が響ひびく。

　ディーは止まらない。

　通常の十倍程度に加速されたディーの体は銃の射しや線せんを避けて立木の間を駆け回り、兵士達はそれぞれにナイフや銃を構えて応戦する。

「あ、あほかお前！　神経焼き切れるぞ！　死にたいんか！」

「え？」

　少年の声にセラは我に返る。ディーが今置かれた状況にようやく気づき、息を呑のむ。この辺り一帯に設置された広域型のノイズメイカーと、首に埋め込まれた別なノイズメイカー。普通ならＩ－ブレインを起動することなどできるはずがない。

　そんな状態で情報制御演算を無理やり使い続ければ──

「ディーくん……ダメです！　ディーくん！」

　頭の中が真まっ白しろになり、飛び起きざまに走り出す。「あ、おい！」と叫ぶ少年の手をすり抜けて、戦場に向かってまっすぐ駆け込む。なけなしの処理能力を使って『Shield盾』を展開し、逸そらし切れなかった銃弾に足を浅く裂かれて悲鳴を上げる。バランスを崩して膝ひざをつき、そのすぐ傍そばを別な銃弾がかすめる。

　目の前、ほんの五メートル先には、剣を構えたディーの姿。

　二人の間を裂くように、銃弾の雨が降り注ぐ。

「ディーくん！」

　銀髪の少年が、ゆっくりと振り返る。

　いつものように柔らかい笑みを浮かべた口元が、言葉を紡つむぐ。

「……セラ……逃げて」

「……ディーくん」

　思っていたとおりの、でも一番聞きたくなかった言葉。

　セラはぶんぶんと頭を振り、

「いやです！　できません！」

「いいから逃げて！……逃げて、祐ゆう一いちさんに連絡を！」

「……あ」

　頭の中にのこったほんのわずかな思考能力が、かろうじてその言葉に反応する。今はとりあえず逃げて、祐一さんと一いつ緒しよに後でディーを助ける。この場で選ぶことができる最善の選択肢。理屈では分かる。二人ともモスクワ軍に捕まってしまうよりは、そっちの方が何十倍もマシなはずだ。

　だけど、でも、

「でも……でも、わたし！」

「セラ」

　ディーは小さく笑い、左右から襲おそいかかる銃弾を同時に打ち落とし、

「帰ったら、今度こそセラが食べられるご飯作るから」

　今度こそ、セラは言葉を失った。

　ディーのその言葉で、言えることがもう何も無くなってしまった。

「……ぜ……」必死に呼吸を落ち着かせ、言葉を絞り出す。「ぜったい、ぜったい助けに来ますから！」

「うん、できるだけ早くお願ねがいね」

　微笑ほほえんだディーの体がかき消え、セラの背後、寸前の所まで迫ろうとして少年の目の前に出現する。突き出された騎き士し剣けんの一いち撃げきを片手で受け流し、少年が小さく舌打ちを漏らす。時間が無い。なけなしの処理領域をかき集め、そのすべてを重力制御につぎ込み、

（空間構造改変。落下方向を前方に設定）

　十個のＤ３を従えたセラの体はふわりと宙に浮き上がり、一いつ直ちよく線せんに走り出した。

　ディーの攻撃をかわした少年が手を伸ばし、させじと突っ込んだディーは騎士剣をかなぐり捨てて少年の体にしがみついた。少年の動きがほんのわずかに鈍にぶり、決定的な隙すきを生んだ。セラはノイズまみれのＩ－ブレインを必死に操あやつって、ただまっすぐに、公園の反対側の出口を目指した。

　背後でいくつもの銃声が響ひびいたが、決して振り返らなかった。

　振り返ってしまえば何もかも無視してディーを助けに戻ってしまうと分かっていたから、歯を食いしばり、涙を堪こらえて、銃声が聞こえなくなってしまうまで一度たりとも振り返らなかった。
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「……いってもうたか」

　少女が逃げ去った先をぼんやりと見つめ、イルは小さく息を吐いた。

　地べたに座り込んだままがしがしと頭をかき、切り裂かれたジャケットの傷口を整ととのえ、それから、自分の体にしがみついたまま気を失っている少年の両腕をゆっくりとほどく。

「ったく、甘ちゃんで根性なしや言うてたのに、ぜんぜん話違うやん」

　少年の体がイルの肩からずりずりと滑すべり落ち、地面に突っ伏して動かなくなる。砂すな埃ぼこりにまみれたその顔を見下ろし、しばし考え、「あー、ったく！」と叫んでその体を抱え上げ膝ひざの上に頭を寝かせる。

「こいつほんま軽いなあ。あかんで、育ち盛りやねんからちゃんと食うもん食わんと」

　と、少年の唇が、ほんのわずかに動く。

　まったく聞こえない声で、言葉を紡つむぐ。

「ん？　何や？　寝言か？」

　口元に耳を寄せ、反対側の耳を指で塞ふさぐ。

　と。

　かすれた吐息に混ざって、か細い声がイルの鼓膜に届いた。

「……セラ……ごめん……セラ……」

　ゆっくりと耳を離はなし、少年の中性的な顔をまじまじと見下ろす。

　声は止まらない。

　閉じたまぶたの縁ふちから、ぽろぽろ、ぽろぽろと涙がこぼれる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　イルは灰はい色いろの空を見上げ、とほほ、と情けないため息を吐ついた。

「あかん。これ、完かん璧ぺきにおれが悪者やん」

　涙は次々に流れ落ち、細い線せんを描いてイルのスラックスに小さな染みを描く。さっきまで騎き士し剣けんを両手に暴あばれ回っていた少年とはとても思えない。対処に困る。剣の切っ先でも向けられていた方がよっぽど落ち着く。

「……あー……もう、男が泣くなや、みっともないなあ……」

　両手でポケットをがさごそとあさり、む、と顔をしかめる。ジャケットの袖そでを手のひらでつかみ、泣き濡ぬれた顔をごしごし拭ぬぐう。

　銀ぎん色いろの髪に手を乗せ、ふと笑い、

「ええヤツ育てたもんやな、千ク里レ眼アも」

[image: ]

　負傷者の収容と戦せん闘とう跡あとの隠いん蔽ぺい処理を終えた工作員達がこっちに駆け寄ってくる。よっ、とかけ声一つ。少年を抱えたまま立ち上がり、細いその体を工作員に押しつける。

「ほな、後は計画どおりにお願ねがいします。他ほかの人らにバレへんように」

　少年を預かった工作員が、フライヤーに向かって走っていく。その背中を見送り、振り返って、広場の向こうに視し線せんを向ける。

　目標はもう一人、マサチューセッツから最重要のターゲットとして手配されている少女。『光使い』セレスティ・Ｅ・クライン。

「あっちの子も、とっととどうにかせんとな」

　……めんどい話やなあ。

　胸にかかったロザリオを指で弾はじき、ジャケットの裾すそを翻ひるがえしてイルは歩き出した。
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　通りを挟んだ向こうの路地を、銃を構えた黒服の兵士が三人、走り去っていった。

　息を殺してそれをやり過ごし、セラはゴミ箱の陰からおそるおそる立ち上がった。

　路地の端っこから首だけ突き出して、大通りの様よう子すをうかがう。さっき兵士が走っていったのとは別の路地から他ほかの兵士が飛び出してくるのに気づき、大あわてで首を引っ込める。足音を立てないように気を付けて路地の奥に引き返し、曲がり角と曲がり角に挟まれてちょうど大通りから陰になった所に入り込む。

　真っ暗な路地の冷たい地面に座り込み、背中のリュックサックをそうっと下ろす。さっきゴミ捨て場で拾ったぼろぼろのリュックサックには、Ｄ３が十個、市場で買ってきたジャガイモみたいにごろごろと入っている。リュックサックはちょっと湿ってカビくさい嫌いやなにおいがするけど贅ぜい沢たくは言っていられない。

　頭の中はノイズで塗りつぶされたまま。

　Ｄ３を浮かせたまま持ち運ぶことはどうにか可能だけど、空間の裏側に折りたたんで隠すことができない以上、そんな目立つ状態で走り回る訳にはいかない。

　今はとにかく、何とかして兵士達の目から逃れなければならない。

「……逃げて……祐ゆう一いちさんに連絡……」

　呪じゆ文もんのように呟つぶやき、そこで言葉が続かなくなって膝ひざの間に顔を埋める。必死にここまで逃げてきたけれど、どうすればいいのか分からない。自分がこの区画にいることはモスクワの人たちも知っている。外に出るための通路なんてとっくに封ふう鎖さされてるはず。Ｉ－ブレインは役に立たない。重力制御でちょっと空を飛んだり不完全な『Shield盾』を展開するぐらいはできるけど、そんな程度ではとても戦えない。

　魔ま法ほうが使えなければ、自分なんて何もできないただの十歳の子供。

　軍を相手に戦うなんて、とても……

「ダメです」

　勢い良く顔を上げ、両手でほっぺたを思いっきり叩たたく。ぶんぶんと頭を振って、弱い自分を心の中から追い出す。余計なことを考えてる暇なんて無い。こうしている間にもディーはひどい目にあっているかも知れないのだ。自分がやるべきことはここを脱出して、祐一と一いつ緒しよにディーを助けること。

　できるかできないかなんて、聞いてない。

　できなくたって、やるだけだ。

　……ディーくん、待っててください。

　なけなしの勇気を振り絞って立ち上がり、Ｄ３の入ったリュックサックを背負って、セラは暗い路地を走り出した。

　あいまいな記き憶おくを頼りに闇やみの中を手探りに進み、自分達が入ってきたあの連絡通路を目指す。本当は天てん井じようの辺りまで飛んで上から他ほかの通路の出入り口を探したいのだが、そんな目立つことをすればたちまち標的にされてしまう。通路はおそらく封ふう鎖さされているだろうが、それは他の通路も同じだろうから仕方がない。

　どのみち、今の状態では軍の防ぼう衛えい線せんを正面から突破することなんてできない。

　まずは通路の出入り口にたどり着いて、その場の状況を見て何でもいいから自分に有利な材料を探さないと、この区画からの脱出なんて百パーセント不可能だ。

　……あそこ。

　三分ほど路地をさまよって、どうにか兵士達に見つかることなく目的の場所にたどり着く。路地に繋つながる広い通りには、銃を構えた夜間迷彩服の兵士達が数名、絶えず周囲に視線を巡らせている。どうしようかと考え、Ｉ－ブレインを起動し、処理能力を限界まで使って目の前に直径十センチほどの空間の曲がった領域を創つくり出す。

　光の進行方向が変更され、ここからは陰になって見えない通りの向こうの様よう子すが、目の前に映し出される。

　突き当たりの広場、その端の壁へき面めんに設けられた、連絡通路の出入り口。

　隔壁によって封鎖された出入り口の前に陣を構える、十数名の兵士と三台のフライヤー。

　……やっぱりです。

　当たり前の話だが、まともに通してくれそうには見えない。兵士達が油断したり明後日あさつての方向を見たりしてくれていないものかと少しだけ期待していたのだけれど、とてもとてもそんな隙すきは見あたらない。

　……どうしたら。

　とにかく、いつまでもこうしている訳にはいかない。もう少し状況がつかめないものかとセラは空間の歪ゆがみを調ちよう整せいし、周囲の様子を映し出そうとして、

（質量の存在を感知）

　いきなり、誰だれかに口を押さえられた。




　頭の中が、パニックに染まった。

　セラは目を見開き、塞ふさがれた口で声を上げ、つかまれた腕の中から抜け出そうと必死にもがいた。

「静かに。私は味方だ」

「……え？」

　思いがけなく柔らかい声は耳のすぐ傍そばで聞こえた。言葉の内容その物ではなく、声の響ひびきが混乱を止めた。ひどく落ち着いた少女の声。セラは暴あばれるのをやめ、声の主を振り返ろうとして、今度は口を塞ふさがれたまま背中から体全部を抱きしめられた。

「Ｉ－ブレインの機き能のうを止めろ。そのままではすぐに気づかれる」

　こくこくとうなずき、言われたとおりに空間の歪ゆがみを消失させる。声の主が息を殺しているのに気づき、自分も真ま似ねして呼吸を止める。

　一いつ瞬しゆん遅れて、頭上に影かげ。

　反射的に見上げた路地の細い空を、騎き士し剣けんを手に下げた暗あん緑りよく色しよくのローブ姿が二つ、弾丸のように飛び去っていった。

「……こっちだ」

　体と口を押さえていた腕がほどけ、ようやく呼吸が楽になる。振り返った先では黒い人影が、路地の壁かべに手を当てて何かを探っている。「あった」という小さな声に駆け寄ると、壁の一部が四角く奥に引っ込んで中からかすかな明かりが漏れる。

　どうにか人が一人かがんで通れそうな穴の向こうに、人影が消える。

　あわてて自分も飛び込むと、背後で扉が閉まるかすかな音が聞こえた。

　闇やみに慣なれた目に弱い光が刺さり、とっさにまぶたを閉じて痛みが治まるのを待つ。おそるおそる目を開けると、大きな十字架が正面に見える。十字架の前には神父様がお話をするときに使う机。そこからまっすぐ伸びた通路の両りよう脇わきには何列も連なった長なが椅い子す。

　見覚えがある。

　昔、マサチューセッツで近所の神父さんが生きていた頃ころ、勉強を教えてもらいに通った──

「……教会です」

「そうだ。ここは表向き閉へい鎖さされたことになっている。正規の入り口はすべて封鎖されているから、軍の連中も簡かん単たんには気づかない」

「あ……！　え、ええっと……」

　その声でようやく、自分が一人ではないことを思い出す。背中のリュックを長椅子に下ろし、ばたばたとスカートの裾すそを整ととのえる。

　目の前には、真まっ黒くろなドレスの上にこれまた真っ黒な外がい套とうを羽は織おった、ディーよりも少し年上ぐらいの少女。

　茶ちや色いろの瞳ひとみでまっすぐにこっちを見つめ、少女は、ふむ、とうなずき、

「怪け我がはないか？」

「は、はい……」そこで言葉を切り、何か言わなければと気づいて「えっと、助けてくれてありがとう……です」

「いや、無事で良かった」

　少女はもう一度うなずき、ほんのわずかに表情を和らげる。

　セラは思わず、その顔に見とれてしまった。

　……きれいな人です。

　今の状況も何もかも忘れて、そんなことを考える。きれいと言うよりかっこいいと言えばいいのだろうか。鋭するどい瞳ひとみもきりっと結ばれた口元もびっくりするぐらい整ととのっていて、ものすごく厳きびしい感じなのになぜかそれが怖いというイメージに結びつかない。透き通るように白い肌は自分と同じ西洋人の物なのに、背中に長く伸びた黒髪は祐ゆう一いちさんみたいな東洋人の物。その白と黒のコントラストが身にまとった真まっ黒くろなドレスと合わさって、何だかおとぎ話のお姫様みたいな雰囲気を作り出している。

　魔ま法ほうの力で王子様と戦う、氷の国のお姫様。

　だけど、不ふ思し議ぎなことにこのお姫様からは、ちっとも冷たい感じがしない。

　どうしてだろうと考えて、ふと、そのことに気づく。

　……何だか、いい匂においがします。

　教会のかすかな空気の流れに乗って漂ってくる、ほんのわずかな甘い香り。

　香水とかそういう人工的な物ではない。もっと自然な……

　……あ。

「お花の匂いです」

「──花がどうかしたか？」

「え？　あ！　な……何でもないです……」

　少女の不思議そうな顔から勢いよく視し線せんを逸そらす。訳もなく頬ほおに血が上り、顔がうつむき加減になってしまう。変なことを言ってしまった。おかしな子だと思われていないだろうか。

　上目づかいにちらりと様よう子すをうかがうと、少女は難むずかしい顔で何かを考え込み、

「……にしても、モスクワはなぜこんな子供を」鋭い瞳をこっちに向け「何か、軍に狙ねらわれるような心当たりは？」

「はい、あの……」そこで何から話せばいいのか分からなくなり、言葉に詰まって「……お、お姉さんはどうしてわたしを助けてくれたんですか？」

「私か？」少女は小さく首をかしげ「……いや、少し用があってこの階層に来ていたのだが、貴方あなたが追われているのを見つけて、気になった」

「そうなんですか……」

　うなずきながら、心の中では、この人は誰だれに対してもこんなふうに大人おとなと話すみたいな言葉づかいをするのかな、と別なことを考える。嫌いやな感じはしない。堅苦しい話し方だけど、なんだか祐一さんと一いつ緒しよにいるみたいで落ち着く。女の人相手にそんなことを思うのは失礼かも知れないけど。

「え、ええっと……お姉さん、名前は何ていうんですか？」

　少女は少し考え、

「……サクラ。姓はないので、そう呼んでもらいたい」

「サクラさん、ですか」何だか聞き慣なれない響ひびきにとまどい「……サクラさん、日本の人なんですか？」

「いや。……だがこの言葉は、日本語で『桜の花cherry blossom』を表しているのだそうだ」

　サクラ、という名の少女はしばし教会のくすんだ天てん井じようを見上げ、

「ではこちらも聞いて良いだろうか。貴方あなたの名前は？」

「は、はい。わたしは」セラ、と言おうとして、フルネームで答えた方が良いだろうと思い「……セレスティ。セレスティ・Ｅ・クラインです」

　そう告げた瞬しゆん間かん。

　サクラの動きが、ほんのわずかに止まった気がした。

「どうかしたんですか？」

「いや……」サクラは視し線せんをこっちに下ろし「知り合いに同じ姓の人間がいるのだが……良かったら、貴方の母親の名前も教えて欲しい」

「え……」

　母親、という言葉に心しん臓ぞうがびくりと引きつる。足が震ふるえそうになり、それを必死に押しとどめる。大きく一つ息を吐き、無む意い識しきに胸に手を当てて、

「マリアです。マリア・Ｅ・クライン」

「……どうやら人違いらしい」サクラはうなずき「それで？　最初の質問にまだ答えてもらっていないが。なぜ軍に？」

　傍かたわらの長なが椅い子すに腰を落とし、セラにも隣となりの席を勧める。

「は、はい……ええっと……」

　冷たい木組みの椅子にぺたんと座り、セラは、これまでのことをぽつりぽつりと話し始めた。




「……なるほど」

　まとまりのないセラの説明を聞き終えると、サクラは小さく呟つぶやいた。

「それでは、貴方の友人が一人、モスクワ軍に捕まっている訳か」

「はい、ディーくんは……」

　名前を口にしてしまったことで涙るい腺せんが刺し激げきされ、まぶたの縁ふちがじわっと熱あつくなる。唇をかんで涙を堪こらえ、言葉を続ける。

「ディーくんはわたしに逃げろって……逃げて祐ゆう一いちさんに連絡を取れって……」

「適切な判断だ」サクラはすっと椅子から立ち上がり「どうやら状況は良くないようだ。すぐにここを離はなれよう」

「え？　状況が良くないって……」話の流れについて行けずにとまどい、はっと目を見開いて「ひょっとして、ディーくん、もう……」

「ああ、違う。そうではない」サクラは首を振り「ノイズメイカーをつけて捕らえたということは、少なくとも当面は殺す意志がないということだ。だから貴方の友人に関してはしばらく心配はいらない。……むしろ、問題は我々の方だ」

「わたし達の方……？」

　そうだ、とサクラはうなずき、

「あの程度の数が相手ならどうにか突破できると思っていたのだが、そういう事情なら話は別だ。おそらく部隊はもっと増える。下へ手たをすると、モスクワはメルボルン内の全戦力を投入してくるかもしれない」言葉を切り、聞こえないくらい小さな声で「……連中の目的は、貴方あなた達だけではないようだからな」

「それ、どういう……」

「気にしないで欲しい。独り言だ」

　言って、サクラは外がい套とうの裏側から小さな黒い塊を取り出した。

　何かを確たしかめるように手のひらで数回転がしてから、セラに差し出す。

「何ですか？　これ」

　見れば、サクラのうなじにも同じ物がついている。

「ノイズメイカーの抗体デバイス。この区画に展開されている電でん磁じノイズを中和してくれる。……と言っても、敵はおそらくこれより高精度の物を用意しているはずだ」

　小さな塊をこわごわと手に取り、サクラの真ま似ねをして首の裏側に押し当てる。ちくっとする感触が一いつ瞬しゆんだけあって、頭の中に淀よどんでいたノイズが半分ほど消える。

（処理速度、通常の四十五パーセントに回復）

　Ｉ－ブレインの機き能のう回復メッセージ。

　リュックサックから十個のＤ３が飛び出し、教会の天てん井じようをぐるりと巡ってから空間の裏側に収納されて姿を消す。

「……光ひかり使つかい……か」

「はい。でも、あんまり上じよう手ずじゃないです」答えて、大事なことを聞いていなかったのに気づき「ええっと、サクラさんも魔ま法ほう士しなんですか？」

「そうだが……そうか、まだ話していなかったな」

「なにができるんですか？」

　と。

　サクラは困ったように眉まゆ根ねを寄せ、

「難むずかしい質問だ。今ここで説明できるほど簡かん単たんな物でもないし……」考え、一つうなずき「とりあえず、『他ほかの魔法士に可能なことなら何でもできる』と理解しておいてくれればいい」

「そう……なんですか？」

　何だか、ものすごく便利そうな能力だ。

「ああ。だから、戦せん闘とうに関してはある程度あてにしてくれて問題ない」

　サクラはこっちに手を差し伸べ、

「行こう。貴方あなたの友人を助けるにしても、まずはこの場を逃れるのが先決だ」

「はい……」セラはうなずき、その手をじっと見つめ「……サクラさん。ええっと、その『貴方』っていうの……」

　何と言えばいいのか分からずに、黙だまってサクラの顔を見上げてしまう。

　サクラは、む、と眉まゆを寄せ、

「『貴方』という呼び方は、不快か？」

「ふ、不快とかそういうのじゃなくて、ええっと……」

「では、フルネームで『セレスティ・Ｅ・クライン』と呼ぶべきだろうか」

「ええっ……そうじゃなくて……」

「そうか、これも良くないのか」

　サクラは困ったように首をかしげ、「フルネームもだめとなると……」と口の中でぶつぶつ呟つぶやく。その顔はどこまでも真ま面じ目めその物。からかっているとか冗じよう談だんを言っているとか、そんな様よう子すはかけらも見あたらない。

「ええっと、だから、短くして『セラ』って呼んでくれれば……」

　サクラは夢から覚めたような顔でこっちを見下ろし、

「……セラ……」

「はい、セラです。ディーくんも祐ゆう一いちさんもそう呼んでます」

　ふむ、とサクラはうなずき、考え、考え、真剣な顔で考え、

「……いや、やはりセレスティと呼ぶことにしよう。物事には順序がある。愛称という物は、お互いにもう少し親しくなってから使うべきだ」

　そうだなそれがいい、と一人うなずき、セラに向かって改めて手を差し伸べる。

「行こう、セレスティ」

　その顔をぽかんと見上げ、セラは目をしばたかせた。

　……ちょっと、へんな人かもです。

　とはいえ、悪い人でないのは間違いなさそうだ。こんなときだというのに口元が笑いそうになってしまい、それをどうにか堪こらえて差し出された手に自分の手のひらを重ねる。弾みをつけて椅い子すから立ち上がり、両手でほっぺたを叩たたいて気合いを入れる。

　その目の前を、長い黒髪がふわりと流れる。

　見れば、サクラは黒いリボンを二本取り出し、頭の両側で髪を一本ずつ束ねている。

　こっちの視し線せんに気づいたのか、リボンを結ぶ手を止め、

「戦いの前の、儀ぎ式しきのような物だ」

　リボンを丁てい寧ねいに結び、飾り羽根のような二本の髪を背中に流して、

「おかしいか？」

「……かっこいいです」

「そうか」サクラはほんの少しだけ口元を和らげ、すぐに厳きびしい表情に戻って教会の天てん井じようを見上げ「……気づかれたか」

（質量感知）

　Ｉ－ブレインの空間認にん識しき能力が、天井の向こうで動く質量物体を捉とらえる。数は一つ。手には騎き士し剣けんと思おぼしき別の質量。

「強行突破する」サクラは天井を見上げたまま、手のひらでセラの髪に触れ「正面攻こう撃げきは私が。セレスティは、可能な限りの援えん護ごを頼む」

　はい、とうなずき、セラは空間の裏側からＤ３を取り出して周囲に展開。

　瞬しゆん間かん。

（高密度情報制御を感知）

　爆ばく音おんと共に、教会の天井が跡形もなく消し飛んだ。

（「Ｄ３」Ａ－Ｄ：Lance槍装そう填てん）

　砕くだけた天井の向こうに暗あん緑りよく色しよくの外がい套とうを認めた瞬間、考えるよりも早くＩ－ブレインが動く。辺りに浮遊する正八面結晶体の四つが自身の周囲に閉へい鎖さ空間を展開、荷電粒子砲の装填を開始する。

　通常なら一瞬で終わる「Lance」の装填は予定よりも遙はるかに遅い。まだノイズメイカーの影えい響きよう下かにあるＩ－ブレインが悲鳴を上げる。

　それを無視して残る六つのＤ３に荷電粒子砲を装填しようとした瞬間、脳内を警けい告こくメッセージが駆け巡る。

（質量物体接近。攻撃感知。危険）

　騎士の姿は瞬時に空間を転移してすでにセラの目の前。

　銀光が弧を描いて翻ひるがえり、斬きり上げるような一撃が瞬まばたきする間もなく襲おそいかかり、

　──甲かん高だかい金属音。

　セラの右腕を捉とらえようとしていた騎士剣の刀身は、寸前に出現した半透明な氷の鎖くさりに受け止められていた。

　……あ……

　瞬時に目の前の男に照準を合わせ、装填を完了した四つのＤ３のうちから一つを選んで荷電粒子砲を解き放つ。光の槍やりは闇やみを貫つらぬいてセラの目の前を水平に横切り、しかし目標を外して教会の椅い子すを円形に撃うち抜く。

　大きく後退した騎士の姿は、通路の向こう、十字架の上。

　その懐ふところめがけて、黒髪を翻した少女の姿が一いつ直ちよく線せんに走り込む。

　サクラの手が外套の裏を探り、細いナイフをつかみ出す。一挙動に放たれたナイフは白い手を離はなれるや電光をまき散らして急加速、騎士の運動を上回る速度で一直線に闇を走る。肉眼はもちろん、Ｉ－ブレインの質量感知能力をもってしても捉えきれない動き。騎士は十字架から壇だん上じようの机に飛び移り、両手に構え直した騎き士し剣けんを気合いと共に振り下ろす。

　瞬しゆん間かん、サクラの視し線せんは、なぜか目標の騎士ではなくこちら。

　その意味に気づくよりも遙はるかに速く、Ｉ－ブレインが外部デバイスに命令を発する。

（「Ｄ３」Ｃ：Lance槍射出）

　騎士剣の切っ先が弧を描いて振り下ろされ、数十センチと迫ったサクラのナイフを捉とらえる。ナイフの細い刀身が砂のように崩れ落ち、それとまったく同じタイミングで放たれた光の槍やりが騎士の手首を撃うち抜く。まともな出力を得られなかった細いLanceはそれでも騎士の手を焼き、騎士剣を弾はじき飛ばす。

　手首を押さえた騎士の体が、壇上から転げ落ちる。

　無防備なその目の前に、新たなナイフを構えたサクラが走る。

　……え？

　踏み込みざまに突き出したナイフが、一直線に男の頭に吸い込まれ、

「サクラさん──！」

　だめ、と叫ぶより速く、少女の動きが止まる。踏み込んだ右足を軸に身を翻ひるがえし、振り返りざまに投げ放ったナイフの一撃がいつの間にか後方、通路の側に出現した別な騎士の剣に打ち落とされる。返す刀で水平に払われる騎士剣を氷の鎖くさりで受け止め、転げるように側方に逃れると同時に手のひらを床ゆかに押し当てる。

　古びた木の床を割って出現した鉛なまり色いろの巨大な腕が、騎士めがけて襲おそいかかり──

　同時、すでに立ち上がってその手に騎士剣を構えた一人目の騎士は、サクラの頭上から飛びかかる体勢にある。

　──危ない！

　もっとも手近なＤ３を二人の間に飛び込ませ、寸前のところで『Shield盾』を展開する。歪ゆがんだ空間に捕らわれた騎士剣がサクラの体の一ミリ外側を流れ、騎士の無防備な胸が少女の目の前にさらけ出される。

　が、サクラはその隙すきに攻撃を叩たたき込むことなく、床を蹴けって立ち上がりざま後方に跳ちよう躍やく。

　半瞬遅れて空間に無数の氷の槍が出現し、サクラが存在していたはずの空間を滅めつ多た刺ざしに刺し貫つらぬく。

　鈍にぶく響ひびく、着地の音。

　二人の騎士とサクラから少し離はなれた位置、通路の中ほどに出現した三人のローブ姿の周囲を、淡たん青せい色しよくな空気分子の結晶体が埋め尽くしていく。

「……ナイフの速度が足りない。やはり、この演算能力では厳きびしいな」

　さらに数歩の距きよ離りを後退したサクラの体は、セラのとなり。

　鋭するどく尖とがった茶ちや色いろの瞳ひとみが、五人の魔ま法ほう士しを射殺さんばかりに睨にらむ。

「サクラさん……」

「後方の炎ほのお使つかいから落とす……セレスティ」

「は、はい！」

「殺さなければ、殺されるぞ」

「え？」

　呟つぶやく間もなくサクラは動く。外がい套とうの裏に滑すべり込んだ左右の手が双方四本ずつナイフをつかみ出し、放たれた都合八本が唸うなりを上げて魔ま法ほう士し達に襲おそいかかる。

　五本のナイフが二人の騎き士しによって撃うち落とされ、残る三本が騎士の防御をかいくぐって後方の炎使い三人に迫る。無数の空気結晶が寄り集まって半透明な盾を形成し、ナイフの攻こう撃げきをことごとく防ぎ切る。

　無む意い識しきにセラは息を呑のむ。

　運動を加速されたサクラの体はすでに騎士の目の前。

　それに反応した通路側の騎士が崩れた体勢のまま剣を横よこ薙なぎに振り抜くよりも速く、跳ちよう躍やくしたその体はあろうことか剣を持つ騎士の手を足場に頭上を飛び越え、滑なめらかな放ほう物ぶつ線せんを描いて炎使いの背後へと落下していく。

　演算速度のありったけを駆使して、Ｉ－ブレインに命令を飛ばす。四つのＤ３をサクラの周囲に集めて『Shield盾』を展開、装そう填てん完了のまま残されたＤ３二つの照準を騎士二人に合わせて射出。さらに残ったＤ３に次のLance槍を装填しようとしたところで処理速度の限界に到達し、脳内を駆け巡るエラーメッセージを無視してセラは『Shield』の維持に意い識しきを集中する。

　サクラめがけて襲おそいかかる数え切れないほどの氷の銃弾がことごとく目標を見失い、黒い外套を翻ひるがえした少女の体は優ゆう雅がとさえ見える動きで炎使い達の後方に着地。

　いつの間にか右手に構えられたナイフが、弧を描いて一番右の一人の喉のどに迫る。

　周囲に飛び散っていた氷の銃弾が瞬しゆん時じに運動方向を変え、全方位からサクラめがけて襲いかかる。とっさにそれに合わせて『Shield』を展開し、その空間を断ち切るように銀光が煌きらめく。

　崩れた教会の真ん中に音もなく降り立つ、さらにもう一人の騎士。

　空間の盾が情報解体によって消滅し、正しい運動軌道を取り戻した氷の銃弾が今度こそサクラを襲う。

　外套の裾すそが一瞬でぼろ屑くずと成り果て、長い黒髪が数条、斬きり飛ばされ闇やみを舞まう。瞬時に外套を脱ぎ捨てた少女の体は傍かたわらの長なが椅い子すを足場に跳躍、床ゆかから生はえ出したままの巨大な腕で自らの体を弾はじいてさらに十数メートルの距きよ離りを飛ひ翔しようし、すでに遙はるか後方の壇だん上じよう、十字架の上。

　口元に笑みを浮かべた少女の目の前の空間に火花が散り、右手に一本だけ光る一きわ大きなナイフが、刃やいばと柄つかを逆に、投とう擲てき体勢に構えられる。

　心しん臓ぞうが止まりそうになる。理屈も何もなく直感する。

　あれを投げれば、きっと、たくさん人が死ぬ。

　──殺さなければ、殺される。

　セラは無む意い識しきに手を伸ばしかけ、喉のどの奥から悲鳴が漏れ、サクラの手から銀ぎん色いろのナイフがゆっくりと放たれ、

　瞬しゆん間かん、暗あん緑りよく色しよくのローブに隠された魔ま法ほう士し達の顔になぜか薄うすら笑いのような表情が浮かび、

（──エラー。処理速度低下。全システムを強制終了）

　その意味を理解する間もなく、激はげしい痛みが脳内を駆け巡った。

　Ｄ３とＩ－ブレインを繋つなぐリンクが、一瞬で消滅した。周囲に浮かんでいた十個の正八面結晶体が、一つ残らず床ゆかに落ちて、甲かん高だかい音を立てた。

　冷たい汗が次々に噴ふき出し、体中をべったりと濡ぬらす。神経に棘とげの鎖くさりが絡みついたような気持ちの悪い違和感が頭の中を這はいずり回り、目の前がぐにゃりと歪ゆがむ。

　この感覚は知っている。ノイズメイカーによるＩ－ブレインの機き能のう阻害。

　だけど、首の裏側にはサクラにもらった抗体デバイスがちゃんとついているし、防ぼう御えい機能が正常に働いていることを示す情報のパターンも返ってきている。

　……ど、どうして……

　こみ上げる吐き気を必死に堪こらえ、涙でにじんだ視界を左右に走らせる。左手の壇だん上じようには、苦痛に顔を歪めて崩れるように十字架から降り立つサクラの姿。右手側にまっすぐ延びる通路には、やっぱり顔を苦痛に歪めて、なのに口元に笑みを浮かべる暗緑色の魔法士たち。

　三人の騎き士しと三人の炎ほのお使つかい──六人の魔法士達は通路の脇わきの椅い子すに手をつき、あるいは自分の騎士剣を杖つえ代がわりにして体を支え、目ま深ぶかにかぶったフードの奥に手を差し入れてうなじの辺りを探る。

　ほどなく取り出される、六つの小さな黒い塊。

　魔法士達はそれを手のひらに掲げ、懐ふところから別の何か小さな機械を取り出して、接続端子のような部分を黒い塊に押し当てる。

「……気をつけろセレスティ。連中、ノイズメイカーの電でん磁じ場ばパターンを……」

　思いがけなく近い声に、はっと振り返る。黒髪の少女はいつの間にかセラのすぐ背後に立ち、射殺すような目で六人の敵を睨にらみつけている。

　端正なその顔にびっしりと汗が浮かぶ。

　硬く引き結ばれた唇が、苦痛に歪んでいるのが分かる。

「……電磁場、パターン……？」

　オウム返しに呟つぶやいて、ようやくそのことに気づく。脳内に満ちる電磁ノイズ──Ｉ－ブレインの働きを阻害するその構造が、いつの間にか、ほんのわずかに書き換わっている。

　大きな一枚絵に線せんを数本書き加えた程度の、そうと知らなければ分からないほど微細なずれ。

　だけど、特定のノイズパターンを打ち消すように特化された抗体デバイスは、そのわずかなずれに対応できない。

「じゃあ、あの人達のあれ……」

　暗あん緑りよく色しよくの魔ま法ほう士したちに視し線せんを戻す。

　処理を終えたと思おぼしき小さな機き械かいが外がい套とうの裏に消え、抗体デバイスが再びフードの中に押し込まれる。

「おそらく、抗体プログラムの書き換え装置」硬く尖とがったサクラの声「こちらが抗体を用意してくることなど、初めから織おり込み済みというわけだ」

　黒いドレスに包まれた少女の腕が、すっと目の前に伸びる。セラの体をかばうようにして、サクラが一歩進み出る。

　黒手袋の指先には、いつの間にか三本のナイフ。

　闇やみ色いろの外套の背中を、長い黒髪がふわりと流れる。

「サクラさん……わたし……」

「──セレスティ・Ｅ・クライン」

「は、はい！」

　いきなりフルネームを呼ばれ、びっくりして声を上げてしまう。

　サクラは肩越しにこっちを振り返り、口元に柔らかい笑みを浮かべて、

「私が活路を開く。少しの間、流れ弾に当たらないように気をつけて欲しい」

「え……？　で、でも」

　魔法が使えないのは目の前の少女も同じのはず。どうやって、と問う間もなく、抗体デバイスの接続を終えたと思しき魔法士達が一斉に行動を再開する。

　後方の炎ほのお使つかい達の周囲で強化プラスチックと鋼こう材ざいの長なが椅い子すがいくつもの細かい破片に砕くだけ、空中で互いに溶け合って大人おとなの身長ほどもある数百本の槍やりを形成。

　それを合図にしたように暗緑色のローブが翻ひるがえり、前ぜん衛えいに構えた三人の騎き士しの姿が立体映像のスイッチを切るように視界から消失する。

（──質量物体の接近を感知）

　ノイズまみれでまともに働かないＩ－ブレインが、なけなしの質量知覚能力を総動員して精一杯の警けい告こくを叫ぶ。通常の加速を取り戻した騎士達の体は十数メートルの距きよ離りを瞬しゆん時じに駆け抜け、すでにセラとサクラの至近距離、左右と正面の三方から二人を取り囲む位置にある。

　ほんのわずかに遅れて、教会の空高く響ひびき渡る衝しよう撃げき音おん。

　騎士三人の疾しつ走そうによって数十を刻んだはずの足音はわずかな時間に凝ぎよう縮しゆくされて完全に重なり合い、セラにはどうがんばってもただ一つの音としか認にん識しきできない。

　逃げなきゃ、という思考が形を成すよりも遙はるかに速く、視界の端を銀光が躍おどる。初撃は左方。弧を成して振り下ろされる騎士剣の残像が虚こ空くうに光のヴェールを描き、切っ先を表す質量点がこちらを振り返ったままのサクラの頭にまっすぐ吸い込まれ、

　──甲かん高だかい金属音。

　セラは喉のどの奥から漏れそうになった悲鳴を呑のみ込み、そのままの格好でぽかんと口を開けた。

　サクラの頭上、いつの間にか出現した直径数センチの半透明な氷塊が、騎き士し剣けんの銀ぎん色いろの切っ先を正せい確かくに受け止めていた。

「……な……」

　驚きよう愕がくの声は必殺の一いち撃げきを叩たたき込もうとしていた騎士の物。予想外の反撃に驚おどろいたのか騎士は一いつ瞬しゆんだけ動きを止め、次の瞬間にはその剣が残像を残して引き戻される。それを追うようにサクラの手から放たれた一条の銀光が騎士の胸元に吸い込まれ、先ほどとは異なる種類の金属音が響ひびき渡る。

　騎士の視し線せんが、下に降りる。

　かろうじて心しん臓ぞうをかばう位置に構えられた騎士剣の柄つか。刀身の付け根に象ぞう眼がんされた黒い結晶体に浅く突き立つ、投とう擲てきナイフの銀色の切っ先。

　宝石のような結晶体に細い亀き裂れつが走り、それはすぐに騎士剣全体に広がって、ミスリル変異銀で構成された長大な刀身が乾いた砂のように崩れ落ちる。

　柄だけになった剣を手放した騎士の体が、滑すべるように後方に退く。残る二人の騎士が我に返ったように踏み出しかけ、次の瞬間にはその姿がかき消えて数メートル後方に出現する。

　ガラスを砕くだくような、高い音。

　正面と右手、直前まで騎士が立っていた二方の床ゆかにはサクラの手に握られていたはずのナイフがそれぞれ突き立ち、周囲の床には銃弾で穿うがたれたような小さな穴がいくつも生まれていた。

「なるほど」涼やかなサクラの声「このレベルの攻撃を撃うち落とせないところを見ると、そちらの抗体デバイスも完かん璧ぺきではないようだな」

　黒髪の少女はいつの間にかこっちに背を向け、六人の魔ま法ほう士し達に向き直っている。無造作に下げられた右手の周囲を氷の銃弾が漂っているのに気づき、セラは息を呑のむ。ようやく解析を終えたＩ－ブレインの質量知覚が、たった今、目の前で起こった現象を伝える。サクラの手から高速で放たれた二本のナイフと、周囲の空間から襲おそいかかった数十の氷の銃弾──それが二人の騎士を退かせたのだと、質量分布の変位を表す数値データの列が説明する。

　脳内には相変わらずノイズが渦巻いたまま。

　セラにはShield盾を展開することも、Ｄ３をまともに操あやつることもできない。

「サクラさん……どうやって……」

「ん？」サクラは視線だけでちらりとこちらを振り返り、ああ、と笑って「脳内のノイズに情報を書き足して、抗体デバイスが対応できるように誤差を補正しているだけだ。大したことではない」

「え……」

　頭の中のノイズに、情報を書き足す……？

　いったいどんな能力を使えばそんなことができるのか、セラには見当も付かない。そもそも、ノイズメイカーによって生み出されたウイルス構造が入り込んでいるのはＩ－ブレインの一番基き礎そのシステム領域だから、そんな場所を自分で操そう作さできるはずがないのに。

「……これで互角、と言いたいところだが、残念ながら演算速度にムラがある上に神経系統の負荷がひどい」

　少女の声に思考が中断される。サクラはどうにか聞こえるぐらいの小さな声で呟つぶやき、こっちの腕を後ろ手につかんで自分の方に引き寄せる。

「長くは保もたない。少し無理をするから、可能な限り私の傍そばを離はなれないで欲しい」

「は、はい！」

　少女の邪じや魔まにならないように身を縮ちぢこまらせ、黒い外がい套とうにしがみつく。サクラは小さく一つうなずき、両手を外套の裏に差し入れる。

　瞬しゆん間かん、五メートル向こうに立っていたはずの二人の騎き士しの姿が同時にかき消え、目の前の空間に無数の火花が散る。

　剣けん戟げきの響ひびきが重なり合って一つの衝しよう撃げき音おんを生み、暗あん緑りよく色しよくのローブがサクラの前方、左手と右手に一つずつ出現する。翻ひるがえったローブの裾すそが闇やみの中にゆるやかに波打ち、二人分の足音が最後の一歩を刻む。

　右の騎士が小さく舌打ちを漏らし、その手に構えられた騎士剣が音も無く崩れ落ちる。

　そこでようやく、Ｉ－ブレインの質量知覚が目の前で起こった出来事を告げる。

　踏み込みざまに放たれた騎士の斬ざん撃げきは二人合わせて三十と七。それを防ぎ切ったのはサクラが目の前の空間に生み出した空気結晶の鎖くさりと、いつの間にか外套の裏から飛び出した少女の両手に握られた二本の投とう擲てきナイフ。そのうちの一本はすでにフェイントとして右の騎士めがけて高速で放たれ、それに気を取られた騎士の剣を破は壊かいしたのは黒い翼つばさに姿を変えたサクラの外套の一撃。

　時間にして一秒足らず、ほんの一いつ刹せつ那なの攻防。

　それらのすべてが、脳のう機き能のうが低下したセラには、質量分布の解析に要する一定の時間を置いた後でなければ認にん識しきできない。

　……すごいです……

　無意識にそんなことを考えてしまう。セラが戦っているのを見たことがある魔法士といえばディーと祐ゆう一いちだけなのだが、その二人と比べてもサクラの強さは見劣りしない。

　というより、ディーはたぶんこの人に勝てない。

　祐一さんの方はどうか分からないけど、それでも一つ間違えばサクラが勝ってしまうんじゃないかという気さえする。

　最後に残った一人の騎士が剣を構え、その姿が三み度たびかき消える。剣を失った残りの二人は左右に散り、それでもセラの感覚では高速としか表現しようのない動きでこちらの両側面に回り込む。サクラの目の前で一度だけ火花が散り、激はげしい足音が至近距きよ離りで響ひびいて瞬時に遠ざかる。

　セラの人間部分には何一つ認識できない、超高速の攻防。

　Ｉ－ブレインの質量知覚が、少し遅れて目の前で起こった出来事を解析し、

　……あれ……？

　脳内に展開された質量分布にかすかな違和感を覚え、セラは意い識しきを集中する。ノイズにまみれた頭を総動員して解析データをかき集め、ようやくその正体を突き止める。

　教会の床ゆか下した、たぶんこの区画の地じ盤ばんの部分。サクラが立っているちょうどその場所から、真下におよそ三メートル。

　目の前で行われている戦せん闘とうの陰に隠れて見過ごしてしまうレベルで、質量の存在を表す時空構造の歪ゆがみが少しずつ変化し続けている。

　……これ……

（警けい告こく──）

　無理な処理によって能力の低下したＩ－ブレインが、じれったいほどゆっくりと警告メッセージを告げる。セラは勢い良く顔を上げ、通路の向こうを凝ぎよう視しする。

　十数メートルの距きよ離りを隔てた先、戦場から一段距離を置いた位置に佇たたずむ、暗あん緑りよく色しよくのローブ姿。

　数百の槍やりを従えたまま微動だにしない、三人の炎ほのお使つかい。

　彼らは、なぜ、戦闘に参加しないのか。

　彼らの攻こう撃げき手段は、本当はあの槍ではなく。

（大規模な質量攻撃を感知）

「危ないです！　下──！」

　叫んだときにはすでに手遅れ。

　異変に気づいて地を蹴けったサクラの足下で木組みの床板が砕くだけ散り、バランスを崩して尻しり餅もちをついたセラの目の前の空間を巨大な何かが垂直に貫つらぬく。

　セラの身長を軽く三倍は上回る大質量。土と石と鋼はがねをまだら模様に混ざり合わせ、分子運動の方向を揃そろえて打ち出されたそれは、泥をこねて作ったような、歪いびつな形状の巨大な槍。

　地中から突き出した土塊の槍は一いつ瞬しゆん前までサクラが立っていた空間を完全に埋め尽くし、セラの頭上に大きな影かげを落としていた。

　立ち上がる間もなく教会全体が激はげしく鳴めい動どうし、列を成して突き出す巨大な槍は空中の少女に次々に襲おそいかかる。かろうじて直撃を避けた少女の体はしかし巨大すぎる質量のすべてを完全には回かい避ひできず、三本目の攻撃で右足の先を弾はじかれてバランスを崩す。

　とっさに周囲の空間に空気結晶の鎖くさりを生成し、それを足場に強引に体勢を立て直したサクラの目の前には強化プラスチックと鋼の槍。

　ここぞとばかりに炎使いの手から放たれた数百本の細い槍は、セラにはまったく知覚できない速度で空間を走り抜け、すでにサクラを直撃する位置にある。

「サクラさん！」

「なめるな──！」

　叫びと共に閃ひらめいたサクラの両手の投とう擲てきナイフが、襲おそい来る槍やりをことごとく弾はじき落とす。宙で身を捻ひねったその視し線せんがこっちを捉とらえ、安心させるように笑みを浮かべたサクラは次の瞬しゆん間かんその笑え顔がおを凍りつかせる。

　それでようやく、自分の置かれた状況に気づく。

　サクラの攻こう撃げきによって剣を失った二人の騎き士し。左右側方に回り込んでいた彼らはここぞとばかりにセラに駆け寄り、すでに二メートル足らずの位置にまで近づいている。

　喉のどの奥から悲鳴が漏れそうになり、それを遮るようにサクラの手から放たれた銀光が闇やみに二条の軌跡を描く。不安定な体勢から放たれた投擲ナイフは今にもセラに手を伸ばそうとしていた騎士達それぞれの右足を正せい確かくに射抜き、その体を教会の床ゆかに縫ぬい止める。

　ナイフを放った反作用で少女の体勢がさらに崩れ、ほとんど宙に溺おぼれるような格好になる。

　無む意い識しきに、セラは息を呑のむ。

　魔ま法ほう士し同士の戦いにおいてあってはならない、致命的な隙すき。

　いつの間にか空中、サクラの背後に出現した三人目の騎士は、地から突き出した土塊の槍を足場に騎士剣を振りかざし、黒衣の少女めがけて躊ちゆう躇ちよなく振り下ろす。

　瞬時に引き抜いた投擲ナイフでその攻撃を後ろ手に受け流し、サクラはさらに体勢を崩しつつも柱のようにそびえる槍の表面に水平に着地する。瞬間、周囲に立ち並ぶ巨大な槍がハンマーで叩たたいたように砕くだけ散り、無数のまだら模様の鎖くさりを再構成してサクラの体にまとわりつく。

　ほとんど奇跡的な運動でその攻撃をかわしたサクラの背後に、再度出現する暗あん緑りよく色しよくの騎士。

　神じん速そくで振り下ろされた騎士剣の切っ先が、とうとう、少女のうなじに接続された抗体デバイスを捉える。

　黒い塊が砕け、サクラの白い肌から剥はがれ落ちる。

　端正な顔が苦痛に歪ゆがみ、少女は三メートル近い距きよ離りを落下して教会の床になす術すべなく叩きつけられる。

　立ち上がる間も与えずその真上に出現する、暗緑色のローブ。

　騎士は長大な剣を逆手に構え、少女めがけて躊躇なく突き下ろし、

（──質量物体の接近を感知）

　脳内の警けい告こくはなぜか、目の前ではなく教会の外からの物。

　それがいったい何なのか理解する間もなく、通路の先、扉の辺りでいくつもの爆ばく発はつが巻き起こり、その場にいた全員の視線が一瞬だけそちらに集中し、立ち上る土煙の中から出現した巨大な影かげが炎ほのお使つかい達の頭上を砲弾のように走り抜け、

「……え……」

　セラは、目を疑った。

　教会の扉を突き破って飛び込んできた真まっ白しろなフライヤーが、騎士の体を横殴りに弾き飛ばしていた。




　フライヤーはきれいなアーチを描いて着地を決めると、そのままけたたましい音と共に一度車体をスピンさせ、炎ほのお使つかいの攻こう撃げきによって床ゆかに開いた大穴の手前ぎりぎりでぴたりと止まった。

　セラはぱちくりと目をしばたかせ、腰が抜けたみたいに力が入らない足でどうにか立ち上がった。

「……え、ええっと……」

　そこではっと我に返り、ぐるっと辺りを見回してモスクワ軍の魔ま法ほう士し達の様よう子すがおかしいのに気づく。暗あん緑りよく色しよくのローブをまとった魔法士達は一様に苦く悶もんの表情を浮かべ、手近な物で必死に体を支えている。

　これは知っている。ノイズメイカーでＩ－ブレインをいきなり止められたときの反応。

　脳内に意い識しきを向ければ、確たしかに、ノイズのパターンはさっきまでとはまったく違う物に変化している。

　……けど……

　フライヤーに視し線せんを戻し、白い車体を端から端まで探る。流線型、と言うのだろうか？　両側にドアが二つずつ付いた細いボディは、先が細くて後ろの方が広がったナイフみたいな形。灰はい色いろの曇くもりガラスの向こうに見える人ひと影かげは操そう縦じゆう席せきに一つだけで、その後ろの席には何か大きな物が乗っているのが分かる。

　四角い箱みたいな土台と、そこから突き出した細い棒。

　だけどあれは、とてもノイズメイカーには見えない。と言うより、

　……立体映像番組のアンテナみたいです……

　右手の方で、木のかけらを踏むような足音。見れば、サクラはいつの間にか立ち上がり、スカートの埃ほこりを払ってまっすぐフライヤーと向かい合っている。

　あわてて走り出しかけ、寸前で思いとどまって周囲の様子を確かく認にんする。魔法士達に動く気け配はいが無いのを確かめてから、ぎしぎしと軋きしむ床板を渡ってどうにか少女の背中までたどり着く。

　不安を誤ご魔ま化かすために少女の手をつかむ。

　サクラは気づかない。ただ、フライヤーの操縦席を睨にらみつけている。

「サクラさん、これ……」

「天あま樹ぎ……真ま昼ひる……」

「え？」

　窓ガラスがゆっくりとスライドする。

　その奥から顔をのぞかせる、日本人と思おぼしき若い男。

「お待たせ……真打ち登場、かな？」

　青年はサクラに向かってにっこり微笑ほほえみ、それから、ん？　とこっちに視線を落として、

「大丈夫、僕は味方だよ」
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　言われるがままに乗り込んだフライヤーの後部座席は、ばらばらになった機き械かい部品やら工具やら携帯端末やらに埋め尽くされて、とんでもない有あり様さまだった。

　セラはドライバーとネジと端末と剥むき出しの電子基板をまとめて脇わきに押しのけ、二人がけのシートの真ん中にどうにか自分とＤ３が乗るスペースを確かく保ほした。

「悪いねセラ。ちょっと散らかってるけどしばらく我慢して」

「い、いえ、そんな……」

　青年の声にあわてて首を振り、居住まいを正すついでにさっきから足に当たっているケーブルの束をこっそりと踏んづける。四人乗りの大して広くもない車内には携帯端末がぱっと目に付く範はん囲いだけで八つほど転がり、それぞれの端末からは色とりどりのケーブルが何十本も伸びてお互いを繋つなぎ合わせ、あるいは天てん井じように張り付いた変な機械に繋がったりシートの隙すき間まに消えたりしている。

「そのケーブル踏まないでね。切れると繋ぎ直すの面めん倒どうだから」

「あ、ご、ごめんなさいです」

　反射的に足を引っ込め、シートの上に三角座りになる。操そう縦じゆう席せきの青年は「ありがと」と笑い、片手でハンドルをぶんっと回して機体を急旋回させる。集合住家の灰はい色いろの壁かべが窓ガラスの向こう数センチの所を走り抜け、ドアに手を突いて転ぶのを堪こらえていたセラは思わず悲鳴を上げそうになる。

　振り返った後部ガラスの向こう、第四階層の低い天てん井じようすれすれを飛行する、小さな影かげが三つ。

　モスクワ軍の物と思おぼしき三台のフライヤーは、こちらの急きゆう激げきなコース変更をものともせず、ぴったりと後ろに張りついてくる。

「やっぱり、そう簡かん単たんにはいかないね」

　青年はふむふむとうなずき、アクセルを踏み込んでフライヤーのスピードを上げる。天あま樹ぎ真ま昼ひるという名のこの青年は、教会を脱出してからずっとこの調ちよう子し。軍に追われているという自覚が本当にあるのか、敵のフライヤーと正面衝しよう突とつしそうになろうが機き関かん銃じゆうの弾が窓ガラスをかすめようが、それこそ眉まゆ一つ動かさない。

　片手で細かくハンドルを操あやつり、もう片方の手で膝ひざの上の携帯端末を叩たたいて、

「それで、けっきょく祐ゆう一いちと連絡を取る手段は無いんだね？」

「は、はい！　そうです。祐一さん、出かけるときはいつも行き先を教えてくれなくて……」

　青年の言葉にぶんぶんとうなずく。どういうわけかは分からないがこの青年は祐一の知り合いで、おまけに自分たちが祐一と一いつ緒しよに暮らしていたことまで知っているらしい。

「……だから、もしかしたら祐一さんも軍の人に……」

「あ、それは大丈夫。うちの姉さんがさっき、そっちに合流したらしいから」

「え……」

　予想外の言葉にぱちくりと目をしばたかせる。青年は「けど困ったな。そうなると次の定時連絡までこっちの状況が……」などとぶつぶつ呟つぶやきながら、視し線せんだけは、フロントガラスとその片隅に表示された後方カメラの映像の間を行ったり来たりさせている。

「……にしても、モスクワ軍も意外と本気だね。もう少し余よ所そのシティのエージェントの目とか考えればいいのに。あんまりなりふり構わないで来られると、こっちも対処し切れなくなってくるんだけど」

　まったく困っていない顔で、端末を操っていた手を口元に当てる。

　と。

「──だから、私が囮おとりになるからその隙すきに二人で逃げろと、さっきから言っている！」

　耐えかねたような叫びは助手席の少女の物。サクラは前後左右の窓ガラスにせわしなく視線を走らせ、操そう縦じゆう席せきの青年にのしかからんばかりの勢いで顔を突き出し、

「そもそも私は明快な説明を受けていないぞ天樹真昼！　貴方あなたはこんな所で何をしている！　なぜ助けに来た！　それから、あれはいったい何だ！」

　最後のセリフは後部座席、セラのとなりを指さしながら。そこにはセラが最初に窓の外から見たあのアンテナのような物体がでんっと鎮ちん座ざしている。

　フライヤーに乗り込んでとなりに座ってみると、それはやっぱりどう見ても海かい賊ぞく放送のラジオや立体映像番組を受信するために使う、ただのアンテナ。

　ただし、本体にあたる四角い箱のカバーは裏面で取り外され、そこには代わりに何本もケーブルが差し込まれて、上にのせられた二台の携帯端末に繋つながっている。

「ん？」青年──真ま昼ひるはサクラの剣けん幕まくを涼しい顔で受け流し、こっちをちらりと振り返って「ああ、あれね。簡かん易い型がたのノイズメイカー」

「えぇっ──？」

　思わず悲鳴を上げてしまう。ノイズメイカー、という言葉に反応して、体が勝手に逃げ腰になる。

　真ま昼ひるは「大丈夫。もう止まってるから」と笑い、サクラはかすかに頬ほおを引きつらせて、

「……そのガラクタがノイズメイカーだと、貴方あなたは言うのか」

「そうだよ。適当なアンテナを適当に改造しただけだからちゃんと動くか心配だったんだけど、あいつらの反応見ると、けっこう上う手まくいったみたいだね」

『あいつら』というのはたぶん、教会で自分達を襲おそってきた軍の魔ま法ほう士しのことだろう。あのとき魔法士達の動きを封じてサクラと自分を助けてくれたのはやっぱりこの人だったんだと再さい確かく認にんし、そこではたと気づいて、青年の言葉を反はん芻すうする。

　適当なアンテナを……

　適当に改造……？

「できるんですか──？　そんなこと！」

　以前に祐ゆう一いちに教えてもらった話では、ノイズメイカーというのは小型の物でも量産型の騎き士し剣けん一本に匹敵するぐらいの、ものすごく高度な精密機き械かいのはず。そこらの家で適当に使っているアンテナを適当にいじってできるような物では断じてない。

　思わず前の座席に身を乗り出してしまったセラに、真ま昼ひるは「うん」とうなずき、

「簡単だよ。ちょっとコツがあるけど」

「簡単なわけがあるか──！」

　操そう縦じゆう席せきと助手席の間にどんっと両手をつき、額ひたいに青筋を浮かべてがーっと怒るサクラ。少女の反応を見ても、真昼の言葉がものすごくとんでもないことなのは確たしかなようだ。

　が、物静かなお姫様のイメージがどんどん崩れていくようで、セラとしては少し悲しいものがある。

「サクラさん……ええっと……」

　なんと言えばいいのか分からずに、とりあえず名を呼ぶ。

　サクラは、はっとこっちを見つめ、何事もなかったように助手席に戻って咳せき払ばらいをし、

「……それで？　貴方はそのノイズメイカーを使えば、この場を切り抜けられるとでも思っているのか？」

「いや、あれは即席の模造品だから。さっきの一回で打ち止め。持って帰って修理しないと使えないよ」

　こともなげに答える真ま昼ひる。

　助手席のサクラはぽかんと口を開け、すぐに顔を真まっ赤かにして、

「ば、バカか貴方あなたは！　ノイズメイカーなしでどうするつもりだ、ただの人間が魔ま法ほう士しに勝てるわけがないだろう！」

　一息に言い放ち、肩で息をして、それでも足りないのかもう一度大きく息を吸い込み、

「そもそも私は貴方の協力は断ったはずだ！　その貴方がなぜ、のこのことこんなところに！」

「でも、僕が来なかったらあそこで死んでたでしょ？」

　穏おだやかな声が沸ふつ騰とうした空気を一気に和ませる。

　サクラは、ぐ、と言葉に詰まり、

「……た……助けてもらったことには感かん謝しやしている」視し線せんをあちこちに泳がせ、それでもどうにか操そう縦じゆう席せきに向き直って「だが、これは本来、私の戦いだ！　これ以上貴方の助けを借りるわけにはいかない！」

「だからって君が囮おとりになっても仕方ないよ、抗体デバイスは壊こわれちゃったわけだし」

「まだセレスティに渡した分が残っている！　長時間の戦せん闘とうは不可能だが、貴方が軍と戦うよりはよほど確かく実じつな作戦──っ危ない！」

「わっ──！」

　突然の衝しよう撃げきに機き体たいが激はげしく揺れ、Ｄ３がごろんごろんとシートから転げ落ちる。二人の話に聞き入っていたセラは勢い良く前の座席に投げ出され、ダッシュボードに頭から突っ込む寸前でサクラの細い腕に体を抱きとめられて、そのまま、膝ひざの上にすとんと座らされてしまう。

「ご、ごめんなさいです」

「構わない。それより……」

　サクラが座席越しに後部ガラスの向こうを振り返り、セラも真ま似ねして少女の視線のあとを追う。窓ガラスには何か特殊な処理が施ほどこされているのか、外から中を見たときは曇くもりガラスみたいだったのに中からは外の様よう子すが良く分かる。

　こちらの後方にぴったりと張りついて飛行を続ける、三台のフライヤー。

　その機体の上に片膝をついて剣を構える騎き士しが一人と、別な機体の上で無数の氷の銃弾を従える炎ほのお使つかいがもう一人。

　質量感知の解析が、今の衝撃が炎使いの攻撃によるものだということを、今さらのように知らせる。

「来たか……」サクラは小さく舌打ちし、操縦席の真昼に「時間が無い。私はこのまま外に出るから、貴方たちは何とか第五階層に」

　しばしの沈ちん黙もく。

　真昼は「……うん」と小さく呟つぶやき、

「こうなったら、作戦Ｂかな」

「天あま樹ぎ真ま昼ひる！　貴方あなたは人の話を聞いていないのか──！」

　激げつ昂こうするサクラを無視して、真昼は再び目を閉じる。ここまで来るとセラにも、この青年が少女を怒らせるためにわざとやってるんじゃないかという気がしてくる。

　そのままきっかり一秒。

　真昼は目を閉じたまま、何かを確かく認にんするように一つうなずき、

「サクラ、フライヤーの操そう縦じゆうは得意？」

「……苦手ではないが、それが」

「じゃ代わって。僕は苦手だから」

　言うなり手を伸ばしてサクラの腕をつかみ、自分のほうに引っ張って半ば無理やりハンドルを握らせる。「いきなり何を！」というサクラの抗こう議ぎを完全に無視して青年はフットペダルの辺りから足を引っこ抜き、助手席と器用に体を入れ替える。

「わっ……」

　何が何だか分からないうちに、気がつけばセラは真昼の膝ひざの上。

　ジャケットに包まれた腕がにゅっと目の前に伸び、同じ大人おとなの男の人でも祐ゆう一いちとは比較にならないくらい細い指が、ダッシュボードの上に三つ並んだ携帯端末を次々に取り上げる。

「はい、これお願ねがいね」

「え？　わ、わっ！」

　いきなりスカートの上に端末を二つ乗せられ、滑すべって落ちそうになったそれをあわてて支える。パネル式の小さな画面はどちらもセラがこれまで見たことがあるどんな端末とも違う表示で、飾りも何もない真っ暗な背景の上をまだら模様に並んだ白い点がものすごいスピードで流れている。

　真昼は残った端末を助手席の横にある小さなラックにかけ、三台の端末の間に両手を巡らせながら、ものすごいスピードでタッチパネルを叩たたき始める。

「あ、天樹真昼！　いったい何を！」

「どうにかするから、しばらく攻こう撃げき回かい避ひよろしくね」

「何を勝手な──つっ！」

　少女の言葉が途と切ぎれると同時に、体がいきなり前に投げ出されそうになる。両膝の上の端末をどうにか支え、視し線せんを前に向ける。フロントガラスの向こうには、地図をそのまま映したように平面に広がる第四階層の街並み。フライヤーは機き首しゆをまっすぐ下に向け、一気に加速を開始する。

　その後方、さっきまでフライヤーが飛んでいたルートを無数の氷の銃弾が走り抜けるのを、Ｉ－ブレインの質量知覚が捉とらえる。

　三台のフライヤーはこちらよりわずかに大回りなコースを取りつつ機体を急旋回させ、ほとんど距きよ離りを開けることなく加速を開始し、

「まず一台っと」

　真ま昼ひるの呟つぶやき。

　同時、後部ガラスの向こうで、三台のフライヤーの中で一番後方の一台が何の前触れもなくコースを変更した。

「ごくろーさま」

　真昼の指がセラの膝ひざの上の端末に伸び、テンポ良く三つキーを叩たたく。コースを外れたフライヤーはそのまま空洞の天てん井じよう付近をでたらめに飛び回り、すぐに遠ざかって見えなくなる。

　ぽかんと口を開けたセラの頭を、真昼の手がぽんぽんと撫なでる。

「軍のフライヤーは補助動力に小型の演算機き関かんを使ってるからね。通信回かい線せんを介してシステムを乗っ取られると簡かん単たんにああなるわけ。分かった？」

　思わず後ろを振り返り、真昼の笑え顔がおをまじまじと見上げる。青年の説明はところどころ良く分からないが、何かものすごいことをやったのだけは理解できる。

　ちらりと目を横に向けると、操そう縦じゆう席せきのサクラは無言。

　こっちの視線に気づかないのか少女はまっすぐ前を見つめたまま、ハンドルを小刻みに操あやつって機体を水平に立て直す。

　地表面すれすれ、円形の空洞を一直線に横切る大通り。

　連絡通路の入り口をふさぐ隔かく壁へきが、ぐんぐん迫ってくる。

「サクラ、そのまま加速」

「言われなくても分かっている──！」

　真昼の指示に怒ど鳴なり声で答え、サクラはますます強くアクセルを踏み込む。隔壁の前に陣取っていた十数名の兵士が一斉に手にした銃を撃うち始め、細かい金属音が窓ガラスに次々に跳ねる。

　壁かべの接近に気づいた後方のフライヤーが、わずかに減速。

　瞬しゆん間かん、まるでそれを待っていたかのように、隔壁がゆっくりと口を開け始める。

　巨大な隔壁の中央に螺ら旋せん状に開いた突破口めがけて、フライヤーの機首が一直線に突入する。質量知覚が教える穴の大きさは、フライヤーの船体の幅とほとんど変わりない。三人が乗るフライヤーはオレンジのライトに照らされた連絡通路に全速力で突っ込み、後方で隔壁がゆっくりと口を閉ざし始める。

　行く手を阻はばまれて立ち往生する二台のフライヤー。

　が、次の瞬間、振り返ったセラの視界の先でフライヤーの上に乗っていた騎き士しの姿がかき消える。

「──くっ！」

　こっちの視線から事態を察したサクラがさらに強くアクセルを踏み込むが、自己領域を展開した騎士をそんなことで振り切れるはずがない。機体の後部に激はげしい足音が響ひびいたかと思った次の瞬しゆん間かん、それはセラ達の頭上に移動し、立ち止まる。

　フロントガラスに映し出された補助カメラの映像が、機き体たいの上で逆手に構えた騎き士し剣けんを振り上げるローブ姿をはっきりと捉とらえる。

　──激はげしい衝しよう撃げき音おん。

　振り下ろされた剣は天てん井じようにわずかにめり込み、しかしフライヤーのボディを貫つらぬくことはなくその位置で止まる。

　セラは良く知っている。

　この後にやってくる騎士の攻撃は、

　──情報解体！

　反射的に強く目を閉じ、両の拳こぶしを握りしめる。が、その瞬間、「大丈夫」という落ち着いた声をセラは聞く。真ま昼ひるの手がものすごい速度で膝ひざの上の端末を叩たたく気け配はいがあって、狭い車内に沈ちん黙もくが下りる。

　ぽふんっ、という気の抜けた爆ばく発はつ音おん。

「……え？」

　目を開けると、外部カメラの向こうには、天井に剣をつき立てたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くす騎士の姿があった。

「はい、これで仕上げ」

　真昼の手が助手席の脇わきに走り、ラックにかけたままになっていた三つ目の端末に触れる。セラの脳内でノイズパターンが変化する感触があり、うなじについたままの抗体デバイスがノイズの中和を再開する。騎士の体がびくりと痙けい攣れんし、風圧に耐えかねたように吹き飛ぶ。走り抜けるフライヤーの後方を塞ふさぐ格好で数枚の隔かく壁へきが次々に下り、通路を完全に遮断する。

「ノイズメイカーの固有パターンを元に戻したから、Ｉ－ブレインが使えるはずだよ」

　真昼は両手の指をぽきぽきと鳴らし、こっちを見下ろして

「もう安心。上う手まくいったね」

「え？　で、でも……あれ？」

　このフライヤーは騎士の情報解体攻撃をまともに受けたはず。青年の膝の上を抜け出して後部座席を振り返り、セラは「あ」と声を上げる。

　一番最初、フライヤーに乗り込んだときにセラが押しのけた、携帯端末。

　その画面が銃弾で撃うち抜かれたように放射状に砕くだけ、タッチパネルが存在したはずの部分が構造を失って砂のように崩れ落ちていた。

「いざというときのために用意しておいた保険なんだけどね」上じよう機き嫌げんな真昼の声「情報の側からの攻撃を肩代わりしてくれるダミーってわけ」

　役に立って良かった良かった、とうなずく真昼。

　セラはそんな青年に向き直り、黒い瞳ひとみをまじまじと見上げて、

「すごい……」呟つぶやき、すぐに頬ほおに血が上って「すごい、すごいです真ま昼ひるさん！　魔ま法ほうも使わないで騎き士しの人に勝っちゃうなんて信じられないです！」

「それほどでも」真昼は小さく笑い、ふと操そう縦じゆう席せきに視し線せんを移して「サクラ、どうかしたの？」

　その言葉で、セラも少女の方に向き直る。

　サクラは両手でフライヤーのハンドルを握りしめ、口をきつく引き結んで、どうしてだかじとーっとした目で真昼を見つめていた。

「な……」こっちの視線に気づくと大あわてで顔を逸そらし「何でもない！　急ごう！　別働隊が来る前に第五階層までたどり着かなければ！」

　言っていることはいつものサクラなのだが、どうにも口く調ちようがおかしい。よく見れば、頬がさっきまでの怒り顔とは少し色合いの違う赤に染まっている。

　……サクラさん？

　目を丸くするセラの後ろで、真昼がくつくつと笑う気け配はい。

「……何がおかしい」

「苦情なら、今のうちに聞いておくよ」

「私は何も言っていない！」

　ますます顔を赤くして、乱らん暴ぼうにアクセルを踏むサクラ。

　何が何だかさっぱり分からない。

　セラはどうにも困り果ててしまい、二人の間におろおろと視線をさまよわせた。
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　確たしか二年前、マサチューセッツのエージェントとして生きるようになってからしばらく経たって、ようやく日々の暮らしに慣なれ始めた頃ころ──

　ディーは一度だけ、クレアに、『幻影イリユージヨンNo.17』について尋ねたことがある。

　ファクトリーで生み出されたエージェントはそれまで自分を含めて三十五人いたが、クレアを除いた他ほかの者についてディーが知っていることはほとんど無かった。そもそもマザーコアの生産ラインを外されエージェントとして使われることになった魔ま法ほう士しはそれぞれ専用の研究チームに預けられるから、お互いが顔を合わせる機き会かいはほとんど無い。

　ディーとクレアの場合には、久しぶりに弟が生まれたらしいというのを自分の千里眼で嗅かぎつけたクレアが『会わせてくれなきゃ二度と船FA-307に乗らない』とゴネたからで、いわばこれは例外中の例外。

　それに、それぞれが規格外のＩ－ブレインを有する『エージェント』の能力は一つ一つがトップシークレットで、だから、たとえ同じエージェントといえども他のメンバーがどんな人でどんな能力を持っているのかは知らないのが普通だった。

　ディーの前に作られた三十二人のエージェントは二人を除いてすでに死亡。後に生まれた二人も最初の作戦で失敗して、一人は殉じゆん職しよく、もう一人はマザーコアの生産ラインに逆戻り。

　だから、ディーに残された兄弟は、クレアと、後はその『もう一人』だけ。

　生まれてすぐにモスクワに貸たい与よされたというその少年がどんな人だったのか、ディーはどうしても知りたかった。

『──幻イ影ル……？』

　そのときのクレアの顔を、ディーは今でも覚えている。三日ぶりに任務から帰ってきた盲目の姉はベッドの端に乱らん暴ぼうに腰を下ろし、眼帯代わりの白い包帯をぐるぐる巻きにした顔でディーを睨にらみつけ、不ふ機き嫌げんいっぱいに口元を曲げて答えた。

『あたし、あいつ大っ嫌きらい』

『え、どうして……？』

　ベッド脇わきの椅い子すにちょこんと腰掛けていたディーは、姉の反応に首をかしげた。普通の人間相手ならともかく、クレアが他の魔法士のことを悪く言うのを見るのは初めてだった。

『ケンカとか、したの？』

『ケンカぁ？』その言葉の何が気に障ったのか、クレアはこめかみをひくつかせて勢いよくベッドから立ち上がり『ありえないわよそんなこと。あたしが何か一つでもあいつの気に障ることしてたら、あたし、とっくに死んでるもの』

『え……』

　思いがけない答えにびっくりして、ディーはクレアの白い眼帯をまじまじと見上げた。

　クレアはベッドに座り直し、『あのね』と前置きして、

『ディー、どうしてあいつがモスクワに送られちゃったか知ってる？』

『……ものすごく珍しい能力で、モスクワの人達が欲しがったから……』

『表向きはそーいうことになってるわよね……』クレアはどうしてだかため息を吐つき『あいつが生まれたのはあたしの半年くらい後でね。最初の頃ころからもう、研究部のじじぃ教授どもの言うこと聞かない問題児だって言われてたの。けど、それでも能力そのものはものすごく強かったから、とりあえず作戦に使ってみようってことになったの』

　第二階層の居住区画で起こった小さな武装テロ。ジュニアスクールの生徒を人質に学校の教室に立てこもった機き関かん銃じゆう姿の五人組。シティ・マサチューセッツでは「ありふれている」とまでは行かなくても「珍しい」というほどでもない、その程度の事件。

　鎮ちん圧あつに向かったのは自治軍の警けい備び部隊十二名と、ファクトリーのエージェント『幻影イリユージヨンNo.17』。

　兵士達にとっては半ばマニュアル化された、どうと言うことの無い事件処理。

　それを大惨事に変えたのは、上層部の命令で実戦投入された、魔ま法ほう士しの少年だった。

『幻イ影ルがまともに命令を聞くようなヤツじゃない、ってのは上の連中も分かってたんでしょうね。あいつの頭には命令に違反したら強制的にＩ－ブレインを止める、ノイズメイカーみたいなデバイスが埋め込まれてたの』

　少年に与えられた命令は三つ。「犯人を生け捕りにしろ」「人質を生きたまま救出しろ」そして「味方を攻こう撃げきするな」。少年はその命令を忠実に守った。五人の犯人は残らず生け捕りにされ、三十人の人質は無事救出された。

　そして、少年は確たしかに、味方の兵士を「攻撃」はしなかった。

『あいつね……一いつ緒しよにいた味方の一般兵を、みーんな騙だまして囮おとりに使ったの』

『騙して？』

『そ。最初に偵察役として乗り込んだイルが「こっちだー」って言って、兵士達が突入してみたらそこは敵の真ん前。その後もあいつの大おお嘘うそに騙されまくって、味方はみーんな蜂はちの巣。その隙すきにあいつは裏から進入、人質を全部助け出して、油断してる犯人を一いち網もう打だ尽じんって訳』

　作戦に参加した一般兵十二名のうち十一名が殉じゆん職しよく──シティ・マサチューセッツ自治軍設立以来の大失態の責任は、結局うやむやのうちに処理された。ただ一人生き残った兵士は事件の三日後には軍を退役し、幻影No.17は表向きは責任を問われることなく、二週間後にシティ・モスクワに送られた。

『あいつがモスクワに送られる前の日にね、あたし、じじぃどもに無理言ってあいつに会いに行ったの。お別れとかじゃないわよ？　「あんたのミスのせいで軍との共同作戦がやりにくくなったじゃないの、どうしてくれんの！」って文句言ってやったの……そしたらね』

『……そしたら？』

　クレアは言葉を切り、少し青い顔で深呼吸して、

『あいつ、こう、にやって笑って「確たしかにミスだ。おかげで一人殺し損ねた」って』

『殺し……損ねた……？』

　一般兵十二名のうち十一名が殉じゆん職しよく。

　生き残りは一人だけ。

　それは、つまり……

『あいつはね、この世界の何もかもが、憎くて憎くて仕方ないのよ』クレアは白い眼帯をするりとほどき、ベッドにがばっと大の字になって『……そりゃ、あたしだってじじぃどもは嫌きらいだし、軍の連中なんか死んじゃえばかーって思うときもあるけど、でもあいつの壊こわれ方はホントに別格。「おれの夢は、世界中の人間を殺せるだけ殺してやることだ」なんて笑いながら言うやつ、ディー、信じられる？』

　信じられなかった。

　ディーはぶんぶんと首を横にふり、クレアは『良かった』と笑って、

『……ホントはね、ディーもあいつみたいになるんじゃないかって心配なの。あいつもあんたみたいに世界に一人だけのものすごい能力持ってて、だから実じつ験けんもいっぱいされて、辛つらいこともいっぱいあって、失敗しても死なせてもらえなくて……』

　よっ、と呟つぶやいてベッドから起き上がり、こっちの目の前に歩み寄って、

『けど、ディーにはあたしがいるから大丈夫よね』細い腕でディーの頭を抱えて自分の胸に抱き込み『あんたは、ぜったい、そんなふうになっちゃダメよ』

　そう言ったクレアの声が何だか泣いているみたいだったから、ディーはただ『うん』と答えた。以降、ディーがこの話を蒸し返すことは決して無かった。ディーにとっての兄弟はクレアただ一人になり、姉との生活はディーに他ほかの仲間のことを忘れさせていった。

　デュアル二重No.33は、幻イ影ルNo.17のことを忘れた。

　ずっと長い間、忘れていた。




　　　　††††††††††††††




　目を開けると、世界は一面の闇やみだった。

　ディーは勢い良く身を起こし、焦点の定まらない目でぶんぶんと左右を見回し、途と端たんに脳内を襲おそった鈍にぶい痛みに顔をしかめて小さくうめいた。

　胸にかかっていたシーツが柔らかい感触を残して滑すべり落ち、それでようやく自分がベッドの上に寝ていたことに気づく。ついでに自分が見み慣なれないしましま模様のパジャマを着ていることも発見し、何だろうと首をかしげる。

　こわごわとベッドの縁ふちに足を下ろすと、その動きに反応したように天てん井じようのライトに光が灯ともる。柔らかいオレンジの明かりが闇やみに慣れた目に弱く刺さり、周囲の様よう子すを照らし出す。古びて色あせたベージュの壁かべ紙がみと、同じく古びた草くさ色いろのカーペット。どこかの民家の一室と思おぼしき狭い部屋。家具らしい家具は自分が乗っているこのベッドだけで、枕まくら元もとの窓にはいかにも頑丈そうな鎧よろい戸ど。

　他ほかの出入り口といえば、足下側の壁にドアが一つだけ。

　そのドアの向こうから聞こえる音に、ディーは唐とう突とつに気づいた。

　……足音……？

　ときにつま先をかすかに触れ合わせるように弱く、ときに床ゆか板いたを踏み抜かんばかりに強く、足音は断続的に、一定のリズムを刻んで響ひびいている。その中にときおり鋭するどい風切り音が混ざり、風切り音が消え去るより早く次の足音がやってくる。

　……何だろ。

　頭の中には痛みが淀よどんだままで、上う手まく思考が働かない。無む意い識しきに首の裏側に手をのばし、指先が何か硬い物に触れる。うなじに半ばめり込むように張りついている、小さな冷たい塊。少し力を込めて引っ張ると刺すような痛みが走る。知っている。この感触は……

　──ノイズメイカー。

「あ……」

　思考回路が一気に繋つながり、これまでのことをまとめて思い出す。冷たい汗が背筋を伝い、体中から血の気が引いていく。モスクワ軍に追われ、罠わなにはまり、最後はあの公園のような広場で敵の魔ま法ほう士しと戦った。正体不明の能力を操あやつる白ジャケットの少年は理解不能な手段でディーの必殺の一いち撃げきをかわし、油断した自分はノイズメイカーを埋め込まれて動けなくなった。

　それでも、何とかセラだけは助けようと、無理やりＩ－ブレインを動かして戦ったところまでは覚えている。

　そこから先が、どうも良く分からない。

　兵士達と戦っている間に脳の痛みで意識が朦もう朧ろうとなり、そのうちいきなり意識が飛んで、気がついたらこの場所で眠っていた。

　……セラ、ちゃんと逃げられたかな……

　脳内時計を呼び出そうとＩ－ブレインに命令を送り、大脳新皮質上の生体コンピュータが何一つ反応を返してこないのを確たしかめる。処理速度が鈍っているのとは違う、Ｉ－ブレインそのものが無くなってしまったような感触。うなじの辺りを注意深く探ってみると、あのとき白ジャケットの少年に埋め込まれたノイズメイカーの上にもう一つ、別なデバイスが貼はりつけられているのが分かる。

　たぶんこっちもノイズメイカー。

　それも、Ｉ－ブレインの制御中ちゆう枢すうに直接作用する、最高級の特注品。

　……完全に止められてる。

　小さな塊を指先につまんで、試しに少しだけ引っ張ってみる。とたんに頭の中をものすごい痛みが走り、額ひたいを押さえてうめき声を堪こらえる。無理やり引きはがすのはどう考えても無理。有ゆう機き素材の端子で神経と細胞レベルで融ゆう合ごうしたノイズメイカーは、正規の鍵かぎを使わずに外そうとすれば脳に著しい損傷を与えるおそれがある。

　自分が捕まってしまったことを改めて思い知らされ、少しだけ絶望的な気分になる。

　それでもどうにか気力を奮ふるい立たせ、ふらつく体でベッドから立ち上がる。

　足音を忍ばせてドアに近づき、外の様よう子すをうかがう。木もく目め調ちようのドアの向こうからは、相変わらず、断続的な足音が響ひびいている。

　何だろう、と首をかしげつつ、無む意い識しきにドアノブにかけた手が思いがけなく柔らかい手て応ごたえを捉とらえる。簡かん単たんに半回転したノブを少しだけ手前に引き、ドアが何の抵抗も無しに動くのに驚おどろいてあわてて元に戻す。

　足音が聞こえる以上、この向こうに誰だれかがいるのは間違いない。

　おそらく見張りか何かなのだろうが、だからといってドアに鍵もかけておかないのはあまりに不用心。普通なら罠わなか何かと勘ぐるところだが、この状況でそんな物を仕掛ける意味があるとも思えない。

　……どうしよう……

　とにかくこのまま悩んでいてもらちがあかない。大きく一つ深呼吸、意を決してもう一度ドアに手をかける。ほんのわずかにドアを引き、何の反応も無いのを確かく認にんしてもう少しだけ開く。

　薄うす明あかりの室内に射さし込む強いライトの光と、絶えることのない踏み込みの音。

　ディーはおそるおそるドアの隙間を覗のぞき込み、

　そして、それを見た。




　──言うなれば、それは、完成された一つの「舞ぶ踏とう」だった。

　躍やく動どうする体が、跳ねる四肢が、翻ひるがえるジャケットが、揺らめく白光の彼方かなたに芸術的な軌跡を描いていた。

　数センチだけ開いたドアの向こうは、リビングと思おぼしき広い部屋になっていた。板張りの室内は白いライトに照らされ、天てん井じようの巨大なファンでも排出し切れない熱ねつ気きが立ちこめて蜃しん気き楼ろうのように揺らいでいた。部屋の隅には唯一の家具である小さなテーブルと椅い子すが押しのけられ、代わりに床ゆかに並べられた数十個のガラスのコップにはいずれも八分目まで水が注がれていた。

　そんな部屋の中心に、ただ一人。

　白髪の少年は、あのときと同じように、真まっ白しろなジャケットを羽は織おって佇たたずんでいた。

　小さな丸レンズのサングラスも黒いシャツもそのままで、傷だらけの胸元には小さな十字架型のネックレスが光っていた。スラックスの裾すそからのぞく足だけがディーの記き憶おくとは違って剥むき出しになっていて、深く曲げられたつま先がかぎ爪つめのように床ゆか板いたを捉とらえていた。

　両足を左右に限界まで開き、重心を床すれすれまで沈み込ませたその姿は、地を這はう獣けもの。

　小指と薬指だけを握り込んだ奇妙な型の両手が、ゆらりと胸の前に持ち上がる。

　上気した頬ほおを汗が伝い、その最初の一しずくが床に触れた瞬しゆん間かん、鋭するどい呼こ気きと共に少年の体が跳ねる。飛び上がらんばかりの勢いで立ち上がった少年は一瞬だけ左足の親指一本ですべての体重を支え、そのまま崩れるように体を反転させるや裂れつ帛ぱくの気迫で右足を踏み込む。

　激はげしい振動が、五メートル四方はある部屋に点在するすべてのコップを震ふるわせる。

　八分目に張られた水が大きく揺らいでコップを飛び出しそうになり、縁ふちにそって二度、三度と緩ゆるやかな円を描いてまた元の静寂を取り戻す。

　踏み込んだ足を軸にさらに体を反転させた少年は、滑すべるように左足を踏み出しつつ掌しようの一いち撃げきで虚こ空くうを抉えぐる。風切り音が空気を震わせると同時に左足の先が床に並んだコップの一つに触れ、水面にわずかな波紋すら起こすことなくその位置に静止する。

　突き出した腕が呼吸に合わせるように引き戻され、次の瞬間、左足を軸に体全体が大きく跳ちよう躍やくする。螺ら旋せんを描いて繰くり出された右の回し蹴げりが引き戻されることなく胸の前で二の矢を構え、同時に重力に捕らわれた体が左足一本で着地する。

　素足のつま先は、やはりコップに触れる位置。

　ライトの白光にきらめく水面は静せい謐ひつそのもので、わずかな揺らぎすら生じない。

　……すごい……

　無む意い識しきにディーは息を呑のむ。近接戦闘特化型魔法士騎士として軍隊格かく闘とう術じゆつの訓練も積つんでいるディーには、少年の動きがどれほど洗練された物かがよく分かる。

　回転運動と重心移動を精妙に組み合わせることで通常の格闘術に見られる直ちよく線せん的てきな運動を遙はるかに上回る速度を獲かく得とくし、全身の力を一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに余すところなく込めたその「舞ぶ踏とう」は見事の一言。

　あの広場での戦闘で見せた不可解な移動能力を一切使っていないにもかかわらず、一瞬でも油断すると放たれた突きの一撃、蹴りの一いつ閃せんの行く先を見失ってしまう。

　余分な肉を限界までそぎ落とし、どうかすると華きや奢しやにすら見えるその体は、まさしく鋼はがね。

　互いにＩ－ブレインを封印して人間部分だけで戦えば、もしかすると剣を持った祐ゆう一いちにさえ勝ってしまうかも知れない。

「あ──」

　無意識に声。踏み出された少年の足が床板を強く叩たたき、反動でわずかに浮いたコップの下につま先が滑り込む。水が入ったままのコップはそのまままっすぐ上に蹴り上げられ、それを追うように地を蹴った少年の体が跳躍する。

　大きく開かれた足が体ごと回転し、自身の頭上を薙なぐように放たれる神じん速そくの蹴けり。

　唸うなりを上げて振り抜かれた足の先端が宙に浮かんだままのコップの表面を撫なで、ガラスのコップは中の水を揺らめかせながらゆっくりと水平に回転する。

　一転、二転、三転と同時に静かな着地の音。

　かすかに膝ひざを曲げた少年の左足が床ゆか板いたを柔らかく捉とらえ、眼前に掲げられた右足の先にはガラスのコップが水滴すらこぼすことなく静止し、

「……お？」

　驚おどろいたような少年の声に我に返ったときには、とっくに手遅れだった。

　サングラス越しの目が、まっすぐにこっちを見つめていた。




　テーブルに二つ並んだロシアンティーのカップから、ほわりと甘い香りが立ち上った。

　少年は湯気を立てる紅茶に合成品のイチゴジャムを一さじ放り込み、「ほい」とディーの目の前に押しやった。

「悪いなぁ、脅かしてもうて。毎日一回はこの練習やらんと落ち着かへんねん」

　部屋の隅に積つみ上げられたコップの山にちらりと視し線せんをやり、豪快にあっはっはと笑う。自分のティーカップをスプーンでぐりぐりとかき回して一息に飲み干し、

「ん？　飲まへんのか？」

「あ、いえ……」

　いただきます、と呟つぶやいてはみたものの、口をつける気になどなる訳がない。琥こ珀はく色いろに揺れるカップの中身をじっと見つめ、ちらりと視線を上向けて少年の顔色をうかがう。

　少年はちょうど、ポットから二杯目を注ぐところ。

　青い瞳ひとみをこっちに向け、「ああ」と笑って、

「んな心配せんでも、毒とか入ってへんから」

「え……は、はい……」

　ディーが寝ていたあの部屋からとなり続きのリビングルーム。床に並んでいたガラスのコップは全部きれいに片づけられ、代わりに真ん中に戻された丸テーブルの前に座って、ディーは紅茶のカップと睨にらめっこしている。テーブルの上には二人分のティーセットの他ほかにパンと合成肉のハムの皿が並び、片隅では無造作に置かれた小さな丸レンズのサングラスがライトの明かりを照り返している。

　テーブルを挟んだ向かいには、白いジャケットを羽は織おった白髪の少年。

　いくら考え直してみても、あの広場で自分を倒したモスクワ軍の魔ま法ほう士しに間違いない。

　……何が、どうなって……

　言われるがままにテーブルについてはみたものの、相変わらず自分の置かれている状況はさっぱり分からない。ノイズメイカーを埋め込まれている以上、自分が捕ほ虜りよになったのは間違いないはずなのだが、それにしては状況がいちいちおかしい。パジャマにご飯にロシアンティー。薬でも入っているのではないかと最初は疑ったが、そんな面めん倒どうなことをする理由がどうしても思い浮かばない。

　壁かべに埋め込まれたデジタル時計を横目にうかがう。

　緑みどり色いろのランプが示す時刻は、午前十時を過ぎたところ。

　体のだるさから考えるとかなり長い間眠っていたはずだが、今はいったい……

「今日きようは三十日。お前、丸一日寝とってんで」

「え……」

　思いがけない声に、視し線せんを戻す。

　まじまじと少年の顔を見つめると、少年は「すまん、すまん」と笑い、

「ノイズメイカー付いてるから脳内時計見られへんねんな……ま、不便やろうけど我慢してや。お前、いちおう捕ほ虜りよなんやし」

　ほれ、とパンの皿をこっちに押しやって、

「腹減ってるやろ。遠えん慮りよせんと、好きなだけ食うてええねんで」

　頭の中がますます混乱してしまい、目の前のパンをじっと見つめる。無む意い識しきに喉のどがこくんと音を立て、自分が丸二日以上も何も食べていないことに唐とう突とつに気づく。

　小さなパンを一つ取り上げ、そこではたと我に返る。

　こんなことをしている場合ではない。ぐちゃぐちゃの頭を総動員して必死に考えをまとめ、

「あー、そーか」唐突に、少年の声。「そーやな。育ち盛りやもんな。パンとハムだけやったら全然足らへんわな」

「え……？　あ、あの」

　目が点になる、という東洋の諺ことわざを、ディーは生まれて初めて身をもって体たい験けんした。

　この人は、いったい何を言ってるんだろう。

「何がええかなー。男の子やったら、やっぱり肉かな、肉」

「あの……待ってくだ」

「あー、でも、起きたばっかりで肉は消化に悪いか」

　少年は、ぬー、と首を捻ひねり

「確たしか、昨日きのうのシチューがまだ残っとったな」右手の拳こぶしと左手のひらを打ち合わせ「ほな、適当に取ってくるからちょっとここでおとなしく」

「だから、待ってください！」

　このままではまずい。

　ディーはパンを持っていない方の手でテーブルを叩たたき、身を乗り出さんばかりの勢いで立ち上がった。

「ん……シチューは嫌きらいなんか」少年は短い白髪をがしがしとかき「しゃーないな。ほな、おれの秘蔵の天然物のチーズとか」

「違います！」少年のペースに巻き込まれてなるものかとディーは声を張り上げ「そうじゃなくて、だから、ぼくはあなたに聞きたいことが！」

「──心配せんでも、あの女の子やったら逃げたわ」

「え……」

　またしても意表を突かれてしまい、目をしばたかせる。

　少年は「せやからな」とディーの頭に手をのせ、

「お前はおれに負けて捕まって、あの子はその隙すきに上う手まいこと逃げた。うちの仲間が追いかけてんけど、まあいろいろあって今は行方ゆくえ不ふ明めい。ここはおれらの部隊が隠れ場所に借りてる家で、後は……」

　少し考える素振りを見せ、「ああ、せや」と笑って、

「そーいや名前も教えてへんかったな」小さく息を吐き、さも当たり前のように「おれはイル。モスクワ軍所属、実じつ験けん訓練生『幻影イリユージヨン』No.17。よろしくな」

「は……？」

　今度の攻こう撃げきは、極めつけだった。

　ディーは目を見開き、口をぱくぱくさせて、

「……幻影イリユージヨン……って、あの……？」

「せや。初めましてやな、二重デユアルNo.33」

　幻影イリユージヨンNo.17は大きな手でディーの頭をわしゃわしゃと撫なで、

「そーいうわけやから、捕ほ虜りよは捕虜らしく言うこと聞いて、おとなしく飯食え。ええな？」




　何だか、ますますおかしなことになってきた。

　パンのかけらをロシアンティーで流し込み、ディーは小さく息を吐いた。

　合成小麦のパンはきちんと温め直してあるらしく、皮はパリッとしているのに中はふっくらと柔らかい。胃袋が空っぽ同然のこの状態なら間違いなくおいしいはずなのだが、味なんてさっぱり分からない。

　ハムもシチューも天然物という触れ込みのチーズも、まるで土の塊を食べているよう。

　テーブルに整せい然ぜんと並んだ食料を、イチゴジャム入りの紅茶で飲み下していく。

「遠えん慮りよせんと、好きなだけ食えよ」

「は、はい……」

　少年の声にあいまいな答えを返し、シチューの最後の一さじを口に放り込む。テーブルの向こうのイルは何だか満足そうにうなずき、自分の紅茶を一口すする。食事が始まってからずっとこの調ちよう子し。別に何を聞くという訳でもなく、ただこっちの食事風景をにこにこと見つめている。

　とにかく、このままではらちが明かない。

　意を決して口を開く。

「あの……」

「何や──？　変なもんでも入ってたか？」

「え、そうじゃなくて……」

　勢いよく身を乗り出す少年に慌あわてて首を振り、そこで何を言おうとしていたのか忘れてしまう。そのまま黙だまり込んでしまう訳にもいかず、考え、

「……その服、着替えなくて良いんですか……？」

「ん？」イルは汗に濡ぬれたままの自分のシャツを見下ろし「くさいか？」

「え、いえ、だから、風か邪ぜとかひかないかな、と思って……」

　しどろもどろに言葉を続けると、少年が、ぬ、と顔をしかめる。先ほどまでの訓練でこもっていた熱ねつもすっかり引き、室内はすでに肌寒い。暖房装置を兼ねていると思おぼしき天てん井じようのファンからは暖かい空気が流れているが、部屋が暖まるにはしばらく時間がかかりそうだ。

「そーか、そうやな」イルはうなずき「ほんなら、ちょっと着替えるわ」

　立ち上がって椅い子すの背にジャケットを掛け、肌に張りついた黒シャツを「よっ」と脱ぐ。

　瞬しゆん間かん、ディーは息を呑のんだ。

　ライトの白光に照らされた幻影イリユージヨンNo.17の体。

　鋼はがねのように鍛きたえられたその表面を、数え切れないほどの傷が覆おおっていた。

　まず最初に目に付くのが、右肩から胸の中ほどにかけて走る三本の裂傷。その次に大きいのが、腹部の左に穿うがたれた拳こぶしほどもある弾だん痕こん。その周囲には機き関かん銃じゆうに撃うたれたと思しき小さな傷が放射状に点在し、左胸の下辺りは火傷やけどか何かの痕あとでケロイド状に盛り上がっている。数センチ単位の縫ほう合ごう痕あとはそれこそ数えるのも面めん倒どうなほどで、しかも、良く見ればそれらの目立つ傷の下に、薄うすくなった古い傷痕が編あみ目のように走っているのが分かる。

　怪け我がの上に怪我を塗り重ね、再生処置も追いつかないほど深く刻みつけられてしまった大小無数、ありとあらゆる種類の傷、傷、傷。

　それが、少年の白い肌を、入いれ墨ずみか何かのように埋め尽くしていた。
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「……あんま見んといてくれへんか。恥ずいから」

「あ……すいません」

　笑いを含んだ少年の声に、あわてて視し線せんを逸そらす。数秒の間をおいてから視線を戻すと、イルの姿はいつの間にか部屋の隅にあって、タオルと一いつ緒しよに放り捨てられていた別の黒シャツを取り上げている。

　シャツを着込むその背中は、やはり傷だらけ。

　──あいつはね、この世界の何もかもが、憎くて憎くて仕方ないのよ──

「……クレアが言ってたのと、全然違うんですね」

　知らず、そんな言葉が口をついて出た。

「ん？　何や？」

「いえ、ちょっとびっくりしただけです。……幻影イリユージヨンNo.17は、もっと暗くて冷たい人だって聞いてたから」

「あー、千ク里レ眼アのやつ、んなこと言うてたんか？」

　シャツを着終えた少年は困ったように頭をかき、

「まあ、確たしかにマサチューセッツにおった頃ころのおれはガキやったし、今よりちょっと根暗で根性悪やったけど、そんなことこいつに吹き込まんでも……」

　とほほ、と情けないため息を吐く。

　ディーは小さく笑い、紅茶のカップを口に運び、

「……おいしい……」

　イチゴジャムのすっきりした甘さに、今さら気づいた。

「よし」

　イルは満足そうにうなずき、テーブルにもどって椅い子すの背からジャケットを取り上げ、

「ほんなら、腹も膨ふくれたところで本題に入るか」

「本題？」

「せや。……って言うても、べつに尋問とかやないねんけどな」

　尋問、という言葉に改めて自分の立場を思い出し、背筋に緊きん張ちようが走る。

　イルは「あー、ちゃうちゃう」と手を振り、勢いよく椅い子すに座って、

「実はな、お前と取引したいねん」

「え……？」

　少年の言葉に首をかしげる。

　この状況で、何を取引する必要があるのかさっぱり分からない。

「……あの」考え、どうにか言葉をひねり出す。「あなたはモスクワ軍の人間じゃないんですか？」

「いや？　いちおうモスクワ軍所属になってるけど」

「そう、ですよね」さらに考え「モスクワ軍がぼく達を捕まえに来たってことは、マサチューセッツから手配書が回ってるってことですよね」

「まあ、そういうことや」

「なら、ぼくはマサチューセッツに引き渡されるんじゃないんですか？」

　と。

「おー、それそれ」イルはなぜだか得意満面の笑みで「実はやな、おれがお前を捕まえたこと、部隊のほとんどのやつはまだ知らへんねん」

「……は……？」

　意味が分からない。

　目をしばたかせるディーにイルは「せやからな」と前置きし、

「おれらがメルボルンに来たのは全然別の作戦で、お前らを見つけたんはたまたまでやな」

「別の作戦？」

「賢人会議Seer's Guild──って知ってるか？」

　危ういところで驚おどろきの声を飲み込む。自分たちがメルボルンに来たのはまさにその賢人会議に接触するためなのだが、イルはそこまでは知らないらしい。

　無言でうなずくと、少年は「ほんなら話早いな」と笑い、

「そいつらがモスクワでちょっと事件起こしてな。それを追っかけてきたらなんか知らんけどお前らがおって、おまけにマサチューセッツからは最さい優ゆう先せんでお前らの指名手配が来てて……んでまあ、いろいろめんどくさいことになってん」

　ぴんときた。

　ディーは無む意い識しきに両手を膝ひざの上で握りしめ、

「……お荷物は抱えたくない、ってことですか？」

　そーいうことや、とイルはうなずき、

「お前らが何しにここに来たんかは分からへんけど、ほっといたら賢人会議と接触して向こうの戦力になってまうかもしれんし、捕まえたら捕まえたで本国に護ご送そうとかせなあかんやろ。マサチューセッツの連中に迎えに来させたらええんやろうけど、モスクワうちとマサチューセッツが一いつ緒しよに動いたらさすがに他ほかのシティも何か感づくし、だいたい極秘作戦の最中に外と連絡取る訳にもいかへん」

　確たしかに、とディーはうなずき、そこで恐ろしい可能性に気づいて、

「じゃあ、ぼくはマサチューセッツには秘密で処分されるんですか──？」

「そうしたいのは山々やねんけどな」

　イルはあっけらかんと答え、

「けど、それもあかんねん。モスクワはマサチューセッツにでかい借りがあってな。何かの間違いでマサチューセッツにその話が漏れたらほんまにヤバいねん」

　部隊の全員に口止めなんかできる訳ないしな、と付け加え、紅茶を一口、

「と、まあ、そこでおれの出番ってわけや」

「……どういう、ことですか？」

「いや、だから、おれはモスクワ軍の所属やけど、最終的な責任元はマサチューセッツのファクトリーになるわけやろ」

「あ……」息を呑のむ。「……つまり、あなたがマサチューセッツの要よう請せいを無視して独断でぼくを処分しても」

「モスクワには火の粉がかからへん、ってことや」

　反射的に身構えるディー。

　イルは、ん？　と首をかしげ、「あー、ちゃうちゃう」と苦笑して、

「別に、ほんまに処分する気ちゃうよ。せやから、取引言うてるやろ」

「取引……」

「せや、取引や」

　ようやく、話が最初に戻った。

　イルは椅い子すを立ち、テーブルに身を乗り出して、

「お前の力、貸してくれ。お前が賢人会議Seer's Guildを潰つぶすんに協力してくれるんやったら、お前も、あの女の子も、他の仲間も全部見逃す──おれが、命に代えても逃がしたる」




　　　　††††††††††††††




　まぶたの裏の脳内時計が、『九月三十日午前十時』を示していた。

「──着いたぞ、セレスティ」

　耳をくすぐる柔らかい声に、セラはぼんやりと目を開けた。

「……あ、はい……です……」

　両手で顔をごしごしこすり、寝ぼけ眼まなこでぐるぐると辺りを見回す。ぼやけた視界に思いがけなく強い光が飛び込み、「んっ……」と顔をしかめて手のひらで目の前を遮る。

　指の隙すき間まをおそるおそる覗のぞき込み、見覚えの無い光景に首をかしげる。

　赤茶けた鋼こう材ざいが格子模様に絡み合う、崩れかけの高層建けん築ちくみたいな空間。

　並木のように等間隔にならぶコンクリートの柱を抜けた先には、色も形もまちまちの建材が貼はり付けられたまっすぐな壁かべ。

　周囲にはコンクリートやプレハブの小さな建物がいくつか並び、その屋根にすれすれの低い天てん井じようはほとんど岩が剥むき出しのままで、張り巡らされた細い鋼材にはライトがいくつもぶら下がっている。

　……ここ……

　頭の中があやふやで、上う手まく記き憶おくが繋つながらない。

　Ｉ－ブレインの記き録ろくデータを引っ張り出して、これまでのことを一いつ生しよう懸けん命めい思い出し、

「……あ」

　いろんな記憶がまとめて蘇よみがえり、心しん臓ぞうがひっくり返りそうになる。大きく深呼吸してどうにか心を落ち着け、ゆっくり、一つずつ思い返していく。

　……そうです、ディーくんが捕まって、サクラさんに助けてもらって、そのあと真ま昼ひるさんにも助けてもらって……

　フライヤーを飛ばして追っ手を振り切り、連絡道をいくつも抜けて第六階層までたどり着いた。逃げ道を誤ご魔ま化かすために適当なところでフライヤーを処分し、サクラの案内で空洞の壁かべに偽装された扉をくぐって、地図にも載っていないという暗くて細い通路に入り込んだ。

　そこから先のことが、どうも良く分からない。

　迷路のように入り組んだ通路を歩いているうちにたまりにたまった疲れが押し寄せて、だんだん意い識しきが途と切ぎれ途切れになって、目の前がふらふらしてきて、それで……

「ここ、どこですか……？」

「私たちの町だ」耳のすぐ傍そばでサクラの声。「すまない。軍の通信を傍受するために途中で何度か休みを取ってな。結局、丸一日ほどかかってしまった」

「町、ですか……？」

　とてもそんなふうには見えない。人ひと気けの無い廃はい墟きよのような空間に視し線せんを巡らせ、今にも崩れて来そうな天てん井じようを見上げて思わず身を縮ちぢこまらせる。

　と。

「セレスティ……」困ったような、少女の声。「そろそろ、下ろしても良いだろうか」

「え……？」

　首だけで振り返ると、今にもくっつきそうな距きよ離りにサクラの顔。

「わ、わっ！」

　まだ半分寝ていたらしい頭がようやく目を覚まし、自分が少女の胸に抱きかかえられていることに唐とう突とつに気づく。大あわてでじたじたと身をよじり、腕の中から抜け出して重力制御でどうにか着地する。

「ご、ごめんなさい……です……」

　かあっと頬ほおに血が上る。耳たぶまで真まっ赤かになっているのが自分でも分かる。

「わたし、寝ちゃって……」

「疲れているのだろう、無理もない」サクラはうなずき「まあ、運ぶのはそれほど苦でもなかったが。……セレスティは軽い。もう少し、しっかりと食事を取った方が良い」

「え？　ええっと」

　何と答えればいいのか分からずに、少女の顔と天井の間に視し線せんを行ったり来たりさせる。

　サクラは、相変わらず真ま面じ目めくさった顔で、

「とはいえ、さすがに私も少し疲れた。やはり、こういう単純な肉体作業は不得手だ」

「……だから、僕に任せればいいのに」

　笑いを含んだその声は少女の後ろから。

　黒髪の青年は柔らかい視線をこっちに向けて、

「おはよう、セラ。良く眠れた？」

「は、はい……おはよう、です」

　優やさしそうなその声に訳もなくどぎまぎしてしまい、ぺこっと頭を下げる。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるは「そう」と笑い、肩に担いだ白い袋を地面に下ろして、

「……何だか、あんまり健康に良くなさそうなところだね」

　とたんに、サクラの頬がぴくっと引きつった。

「文句があるなら、今すぐ出て行ってもらいたい」少女は背後の青年をぎろっと振り返り「……そもそも、貴方あなたはなぜ、さも当然のような顔でここにいる？　私は、『ついてこないで欲しい』と何度も言ったはずだが」

「ん？」真昼はわざとらしく首をかしげ「けど、『たまたま同じ方向に歩いてるだけ』って言ったら、その後は何も言わなかったよね」

「諦あきらめただけだ！」サクラは黒いスカートを翻ひるがえして真昼に向き直り「言っておくが、私は貴方のことを認めたわけではないし、先日の言葉を撤てつ回かいするつもりもないからな！」

「先日の言葉？」

「だ、だから！」サクラは両手の拳こぶしをきつく握りしめ「最初に貴方達のことを紹介されたときに、助けは必要ないと、はっきり言っただろう！」

「あー、言われたっけ、そう言えば」

　真昼は深々とため息を吐つき、視線をなぜかこっちに向け、

「ねー、セラ。仮にも命の恩人に対して、こういう言い方は無いと思わない？」

「え……」

「天あま樹ぎ真ま昼ひる！　なぜそこでセレスティに！」

　サクラは猛然とこっちを振り返り、はっと目を見開いて、

「……と、とにかく」こほん、と一つ咳せき払ばらい「理由はどうあれ、魔ま法ほう士しでない人間がこの場所を訪れたのは貴方あなたが初めてなのだから、少しは光栄に思ってもらいたい」

「初めてって、教授は？」

「カール自身は、ここの場所も私のことも知らないことになっている。作戦のときなどに、部下の魔法士の方の力を借りることはあるが」

　なるほど、とうなずく真昼。

　セラは話の流れについて行けなくなって、ぱちくりと目をしばたかせた。

　……ええっと、だから。

　シティから逃げてきた魔法士が隠れている町、というのがメルボルンの奥の方にあって、自分達はそこに向かっている──というのはここまで来る途中に教えてもらった。サクラは普ふ段だんそこで暮らしていて、ときどきメルボルンの外に出かけていってシティの実じつ験けんなんかで殺されそうになっている魔法士を助けてきたりする、という話も半分眠りかけの頭で聞いたような気がする。

　だけど、それだけじゃ分からないことばかり。

　サクラがどうしてそんなことをしているのかは結局教えてもらえなかったし、その教授だかカールだかという人の名前を聞くのも初めて。そもそもセラには、目の前の二人がどういう関係なのかも、いまだにさっぱりつかめない。

　仲間だよ、と真昼は言っていたけど、サクラの方はものすごく不ふ機き嫌げんそうに否定していたし、でも二人は前から知り合いで、いちおう協力し合ってるみたいだし……

「──セラ、はいこれ」

「え……？」

　いきなり目の前ににゅっと手を突き出され、びっくりして声を上げてしまう。見れば、真昼はいつの間にかセラのすぐ傍そばに立っていて、肩に担いでいた白い袋をこっちに向かって差し出している。

「忘れてたけど、落とし物だよ」

「落とし物？」

　両手で受け取ってみると、一抱えもある袋は見た目に反してずいぶんと軽い。

　中を覗のぞき込んで、あ、と声を上げる。

　……Ｄ３……？

　握り拳こぶしほどの大きさの、透明な正八面体型結晶体が全部で十個。

　そういえば、頭の中に攻こう撃げきデバイスとのリンク状態を表すシステム表示が無い。

　空間の裏側に折りたたんでちゃんと持ち運んでいたはずなのに、と少し考え、

「あの……」自分が途中で寝てしまったことを思い出し「落とし物って、もしかして……」

「うん。セラが寝ちゃったとたんに、こう、頭の上からがらがらがらーって」

　真ま昼ひるは笑い、とっさに「ごめんなさいです！」と口にしかけるセラを手で制して、

「とりあえず動作テストしてみて。運んでる間に壊こわれてるといけないから」

「は、はい」言って、それだけでは足りないなと気づき「ええっと、ありがとう、です」

　どういたしまして、と笑う真昼の前で袋の口の紐ひもをとく。

　脳内でＩ－ブレインとＤ３のリンクを確かく立りつ。

　十個の結晶体は次々に袋を飛び出し、セラの周囲をぐるりと巡って空間の裏側に溶け、




　──どこからともなく、わぁ、とため息のような歓声が上がった。




「だ、誰だれですか？」

　驚おどろいて辺りを見回したとたんに、ようやくまともに動き出したＩ－ブレインが周囲の質量分布の状態を伝える。

　正面、二十メートルほど先。通り並木のように立ち並ぶコンクリート柱の陰に、セラより少し小さいぐらいの質量が全部で六つ。

　いずれも天てん井じようのライトがちょうど当たらない場所にじっと身を潜ひそめ、ときどきもぞもぞと動いて、こっちの様よう子すをうかがっているのが分かる。

　少し待ってみるが、向こうから出てくる様子は無い。

　……えっと……

　助けを求めて後ろを振り返ると、サクラはこっちのとなりに進み出て、髪を束ねるリボンをほどき、

「……みんな、出てくるように」

　柱に隠れている誰かに向かって、静かな声で呼びかける。

　質量分布を表す空間の歪ゆがみが、びくっと震ふるえる気け配はい。

　サクラは小さく息を吐き、両手を腰に当て、

「授業を無断で抜け出していることについては、不問にする」

　……授業？

　心の中で首をかしげ、次の瞬しゆん間かん、目を見開く。

　四角い柱の薄うす暗くらがりから駆け出してくるのは、セラより少し小さいぐらいの子供達。

　髪の色も肌の色もてんでばらばらに、女の子が四人と男の子が二人。

　いずれも飾り気のない白い服を着た子供達は、サクラの目の前で立ち止まると、横一列に並んで、そわそわと目配せを交わし合った。

「全員、気をつけ」

　サクラの声。

　六人は一斉に足のかかとを揃そろえ、両手を指先までぴんと伸ばし、形だけはきちんと気をつけして、今にも笑い出しそうな顔でやっぱりちらちらとお互いを盗み見る。

　そんな子供達を前に、サクラは部下に命令を下す軍の偉い人みたいな顔で、

「では、みんなに新しい仲間を紹介、と言いたいところだが……その前に、級長から私の留守中の貴方あなた達の生活報告が送られてきている」

　外がい套とうの裏から携帯端末を取り出してスイッチを入れ、一番右の男の子を見下ろし、

「──ラッセル」

　柔らかそうな金髪の男の子は、元気良く手を上げて「はーい」と返事をした。

　サクラは、うむ、とうなずき、

「貴方が牛乳を飲まずに、こっそり原子分解して処分していると、食事委員からまた苦情が出ている。以前も話したが、成長期にカルシウムとタンパク質は特に重要だ。明日あしたからはきちんと飲むように」

　男の子がにこにこ笑ったまま、「はーい」と元気良く返事する。

　サクラは「次に、ミーシャ」ととなりの女の子に視し線せんを移し、

「先週も言ったと思うが、部屋の掃除にゴーストハックを使わないように。貴方はまだゴーストの制御がきちんとできていないのだから、下へ手たに部屋の構造材を変形させると扉の立て付けが悪くなったり窓が閉まらなくなったりしてみんなが困る。分かったか？」

　赤毛の女の子はなんだかうれしそうな顔でこくこくと首を縦たてに振り、サクラは無愛想に「よし」とうなずいて次の子供に向き直る。

　……ええっと……

　サクラは順番に子供達の名前を呼び、「貴方は汚れた服をきちんと洗せん濯たくに出せ」だの「貴方は歯磨きをもっと丁てい寧ねいにやれ」だのと「命令」を下していく。口く調ちようはぶっきらぼうで堅苦しいのに、話している中身は昔、近所に住んでいた教会のシスターさんそっくり。子供たちの方は慣なれっこなのか、にこにこ笑いながらときどきお互いの背中を指でつつき合ったりしている。

　なんだか暖かい空気が流れているような気がして、気持ちが落ち着く。

　と。

　背中の方で、ぷっ、と噴ふき出す声。

　振り返ると、真ま昼ひるが苦しそうにお腹なかを押さえ、必死に笑いを堪こらえていた。

「……天あま樹ぎ真昼、今は真ま面じ目めな話の最中なのだが」

　温度の低い、サクラの声。

「いや、だって……」

　言って、真昼は耐えかねたようにくつくつと笑う。

「何がおかしい──！」

「いや、ごめ……ほんと、ごめん……」

　言葉の間にも我慢し切れないのか、途と切ぎれ途切れに笑いが混ざる。

「言いたいことがあるならはっきり言ってもらいたい！　貴方あなたは私をバカにしているのか──？」
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　サクラは真まっ赤かな顔で肩を怒らせ、そこで「あ……」と振り返って自分を見つめる子供達とセラの視し線せんに気づき、

「と、とにかく……」こほん、と咳せき払ばらいを一つ「貴方達は本来なら授業中なのだから、すぐに戻るように。以上！　解散！」

　子供達はそれぞれ「はーい」と返事をし、百メートルほど向こうの大きめの建物に向かって元気良く駆けていく。

　サクラは少しだけ頬ほおに血が上った顔でうなずき、こっちに視線を向けて、しまった、というふうに口元を押さえ、

「と、ともかく落ち着いて話ができるところに案内しよう。……セレスティ、貴方の紹介はまた次の機き会かいということで構わないだろうか」

「え？　あ、はい……です」

「そうか」

　よかった、とサクラは息を吐き、後ろでまだ笑いを堪こらえている青年を振り返って、

「天あま樹ぎ真ま昼ひる！　本当にここから叩たたき出されたいのか貴方は──！」

　またしても顔に血を上らせる。

　セラは、淡いピンクに染まったその横顔を見上げ、

　……やっぱり、変な人です。

　自然に、口元が緩ゆるんだ。




「……さて」

　錆さびが浮き出たスチールのテーブルの上に、数十枚の立体映像ディスプレイが並んだ。

　サクラはセラが座っているのとは反対側の椅い子すに腰を下ろし、手元のポットからカップに何かを注いでこっちに差し出し、

「おおよその状況は、分かってもらえただろうか」

「はい。……いちおうは」

　目の前の文書表示ウィンドウを指の動きで脇わきに押しやり、ほわりと湯気を立てるカップに手を伸ばす。取っ手がどこにもついていない丸いカップには、透明な緑みどり色いろの飲み物が七分目ぐらいまで入っている。

　両手で持ってこわごわと口をつけてみると、ちょっとだけ紅茶に似た苦い味。

　どうやらこれは、セラが知らない種類のお茶らしい。

「熱あつっ……」

　甘い香りがちっともしない不ふ思し議ぎなお茶を一口飲み、何となく周囲に視し線せんを巡らせる。コンクリートの通りを抜けた一番奥まった所にある、何かの研究所のような建物の一室。白塗りの壁かべに囲まれた小さな部屋は意外と掃除が行き届いているらしく、壁かべ際ぎわに数台並んだ端末もそのとなりのデータディスクの棚も良く整せい頓とんされている。

　お茶の用意がしてあるということはここは応接室なのかも知れないが、その割には飾りの類たぐいが一切見あたらない。

「……セレスティ？」

「は、はい」少女の声に我に返り「ええっと……だから、サクラさんはシティ・モスクワで実じつ験けん体たいになってた魔ま法ほう士しの人達を助けて、モスクワ軍の人達はそれを取り返しに来てる……ですよね？」

「そうだ」サクラはうなずき「なぜこのメルボルンが逃走先として特定されてしまったのかはいまだに分からないが……いずれにせよ、彼らの目的は私達で、貴方あなたと貴方の友人はそのとばっちりを受けたことになる」

　かすかに目を伏せ、すまない、と呟つぶやく。

「い、いえ、そんな……」セラはあわてて首を振り、少し考え「……さっきの子達も、みんなどこかのシティの実験体だったんですか？」

　最初に会った六人の他ほかにも、この部屋に来るまでにいろんな子供達を見た。道ばたで遊んでいる五歳ぐらいの男の子、洗せん濯たく機きを回しているセラより少し年上ぐらいの少女。

　最初の子供達が走っていった建物は学校か何かになっているらしく、こっちに面した窓にはお揃そろいの白い服がいくつも見えた。教室の前の方に一人だけ立っている少年の姿があったから、たぶん、あの人が先生役なのだろう。

「そうだ。今のところ、全部で九十四人いる」

　サクラはうなずき、立体映像の画面を一枚選んでこっちに押しやって、

「ほとんどの者は普通の人間で言えば六歳から八歳ぐらい。貴方あなたの年ならここでは年長者だ」

　差し出された半透明な画面を、立ち上がって手前に引き寄せる。顔や名前と一いつ緒しよに『その子の能力』や『どこで助けたのか』などが記された九十四名分のリストを一枚一枚めくっていき、

「──なるほど」

　耳元で声。

　テーブルの上の膨ぼう大だいな資料と一人で睨にらめっこしていた真ま昼ひるが、セラの頭の上からリストを覗のぞき込み、

「ねえ。この子達の名前、全部サクラがつけたの？」

「名前……？」

　オウム返しに呟つぶやき、振り返って視し線せんで青年に問う。

　真昼は、ああ、と笑い、

「だからね、この子達は軍の実じつ験けんサンプルなんだから、『何番』みたいな識しき別べつコードはあっても、普通の名前なんか無いはずでしょ？」

「確たしかに、すべて私が名付けたが……」

　と、サクラ。

　視線を戻すと、少女はなぜか不ふ機き嫌げんそうに青年を睨み、

「センスのない名前だ、とでも言いたいのか？」

「いや？　良い名前だと思うよ」

　あっさりと答える真昼。

　サクラはおかしな物でも飲んだような顔で目を白黒させ、「と、とにかく」と咳せき払ばらいしてセラに向き直り、

「こちらの問題はさておくとして、まずは、貴方の友人を助けるのが先決だ」

「あ……」

　少女の言葉に、びくりと体が震ふるえる。考えないように、考えないようにと心に言い聞かせていた不安や恐怖がいっぺんに押し寄せ、体中から冷たい汗が噴ふき出す。

　広場の土の上に倒れ伏す少年の姿が勝手に頭の中に浮かび、心しん臓ぞうがひっくり返りそうになる。

　まぶたの縁ふちがじわりと熱あつくなり、あわてて両手で目元をこする。

「セレスティ？」

「だ、大丈夫です……」

　大きく深く息を吐き、スカートの裾すそを整ととのえて椅い子すにきちんと座り直す。

　サクラは一つうなずき、

「状況から考えて、そのディーという少年はまだメルボルンの中、第二階層か第三階層のどこかにあるはずの軍の拠点に捕らわれているものと考えられる。幸い……と言っていいかは分からないが、私は軍の正せい確かくな戦力を探るために、一度、そこに潜せん入にゆうしなければならない」

　そこで、こっちの後ろに視し線せんを移し、

「天あま樹ぎ真ま昼ひる。先ほどの話では、セレスティの仲間のもう一人は、貴方あなたの姉と一緒にいるのだったな？」

「祐ゆう一いちのこと？　うん、そういう話だけど」

「そう、その、黒くろ沢さわ祐一だ」

　サクラは答え、「にしても、なぜこんな所で大戦の英雄が」と小さく呟つぶやき、

「……ともかく、その彼と至急連絡を取ってもらいたい。おそらく、私が陽動として軍の動きを引きつけている間に、その祐一とセレスティが仲間を救出するのがベストな作戦だ」

　言葉を切り、まっすぐにこっちを見て

「貴方達の戦力なら、そのまま防ぼう衛えい網もうを突破してメルボルンの外部に脱出することも難むずかしくはないはずだからな」

「……え？」

　最後の言葉の意味が、良く分からなかった。

　セラは少女に向かって首をかしげ、

「脱出、ですか？」

　サクラは、そうだ、とうなずき、

「上う手まく救出に成功したら、セレスティは私にかまわずメルボルンの外に向かって欲しい。モスクワ軍の狙ねらいはあくまでも私達。こちらに注意を引きつければ、貴方達への追つい撃げきはそれほど激はげしい物にはならないだろう」

「え……？　で、でも」

　思いがけない言葉に目を見開く。何か言わなければと口をぱくぱくさせ、まともな言葉が思い浮かばずにそのままサクラの顔を見つめてしまう。

　……わたし達だけ、逃げる？

　自分達だけの話をするなら、確たしかにそれが一番良い選択だ。たとえ軍の人達が相手でも、祐一とディーがいてサクラが囮おとり役をやってくれるというなら、逃げるのは難しくないと思う。

　でも、それで本当に良いんだろうか。

「私のことは心配しないで欲しい」サクラは少しだけ表情を和らげ「確かに状況は厳きびしいが、軍の連中の好きにさせるつもりはない。そもそも貴方達は本来何の関係も無いのに巻き込まれてしまっただけなのだから、それがあるべき姿に戻るだけの話だ」

「で、でも……」

「頼む、セレスティ。……私はこれ以上、貴方あなたを巻き込む訳にはいかない」

「え……？」

「──はい、二人ともそこまで」

　真ま昼ひるの声。

　黒髪の青年はテーブルに両手をつき、二人の間に割って入るように身を乗り出して、

「セラもサクラも、ちょっと急ぎすぎ。そんな話より先に、やることがあるでしょ？」

「やること……ですか？」

　セラの問いに、真昼は「そう」とうなずき、

「どっちにしても、肝心のモスクワ軍の拠点の場所が分からないと動きようがないからね。まずは、情報集めが先。具体的な作戦を立てるのはその後。救出作戦にしても潜せん入にゆう作戦にしても、今日きよう明あ日すって訳にはいかないよ」

　む、と顔をしかめるサクラ。

　セラは、そうですか、とうなずき、

「でも、軍の人達の拠点って、そんなに簡かん単たんに分かるんですか？」

「分からないから僕の出番」真昼はテーブルから身を起こし、両手の指をぽきぽき鳴らして「さて、まずは遠回りでも良いからメルボルン内のネットに接続できる回かい線せんと、後はここで一番処理速度の速い端末貸してもらえる？　サクラ」

「……私が、はいそうですか、と貸すとでも思っているのか？　貴方は」

　サクラは冷たい目で真昼を見上げ、

「何度も同じことを言いたくはないが、私は貴方の手を借りるつもりはない。黒くろ沢さわ祐ゆう一いちと連絡を取れるのは貴方だけだから出て行けとは言わないが、くれぐれも余計なことは──」

「あ、忘れてた」

　真昼はサクラの言葉を遮り、ポケットから小さな紙を取り出してテーブルの上に広げ、

「はいこれ。電子媒体だと僕が偽造したんじゃないかって疑われるから、わざわざ紙を使って直筆で書いてもらったんだよ」

「……な」

　両手のひらほどの大きさの書き付けを見つめ、絶句するサクラ。

　セラは横からそれを覗のぞき込み、流れるような書体の文面に視線を走らせ、

　──天あま樹ぎ真昼、天樹月つき夜よ。両名の協力を受け入れない場合には、私の所から貸している魔ま法ほう士しや機き材ざい設備をすべて引き上げ、今後一切お前には協力しない──カール・アンダーソン。

「という訳で」

　真昼はにこにこと笑い、なかば無理やりサクラの手を取って、

「しばらくの間、よろしく」

「な──！」サクラは顔を真まっ赤かにして、その手を強引にふりほどき「な、馴なれ馴れしく触るな！　バカ者！」

「あー、またしても、命の恩人にひどい言いよう」

　真ま昼ひるはほどかれた手をわざとらしくひらひらと振り、こっちに向かって差し伸べた。

「という訳で、セラもよろしくね」

「あ……は、はい、です」
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　暗号変換を幾いく重えにも施ほどこされたわずか数行の文字列が、携帯端末の画面に浮かんだ。

　月つき夜よは闇やみを四角く照らすディスプレイに視し線せんを走らせ、肩越しに背後の男に声を投げた。

「来たわよ、真昼の定時連絡」

　発光素子の光を頼りに壁かべの棚を探っていた祐ゆう一いちが、ロングコートの裾すそを翻ひるがえして振り返る。

　大おお股またにこっちの傍そばまで歩み寄り、端末の画面に視線を落として、

「……なるほど。救出作戦の前に敵の拠点を特定しておこうという訳か」

「みたいね。それまでは別行動。こっちはこっちで勝手に情報集めろだって」

　モスクワ軍と戦っていた祐一に合流してから丸一日と少し。何度かの定時連絡を経て、向こうの状況もある程度は伝わってきている。それによると、真昼は上う手まくあのサクラという少女を見つけて、今は第六階層奥深くにある賢人会議Seer's Guildの本拠地にいるらしい。

　そこまでは、予定どおりだからまあいい。

　だが、そこになぜか祐一の連れの女の子がくっついていて、しかも祐一のもう一人の連れは軍に捕まってしまったらしいとなると、話はいきなりややこしくなってくる。

「じゃ、とりあえず、そのディーって子を助けるまでは、わたしと一いつ緒しよに行動ってことでいいわよね？」

「ああ、軍の動向を探る、という目的は同じだからな」

　祐一はうなずき、少し考えるそぶりを見せ、

「しかし、なぜ『賢人会議』は、ディーの救出に協力を？」

「分かんないのよねー。それが、わたしにも」

　真昼の連絡にはただ『サクラも手伝ってくれる』と書いてあるだけで、どうしてそうなったのかは記されていない。そもそも、軍の魔ま法ほう士しに悟られないように暗号変換をかけまくった定時連絡用の通信文は、一度に最高でも百文字ぐらいの情報しか送れないから、細かいところがさっぱり伝わらない。

「ま、手伝ってくれるってんならやらせとけば良いんじゃない？　何でもかんでも『私が』『私が』ってタイプみたいだったし」

　月つき夜よは端末のディスプレイを閉じ、んっ、と伸びをして、

「……で、聞きたいんだけど。ここ、いったいどこな訳？」

　発光素子にぼんやりと照らされた壁かべに視し線せんを向ける。祐ゆう一いちに言われるがままに第六階層の細い通路を歩き回り、壁に偽装された扉や天てん井じように隠されたはしごをいくつも通ってたどり着いた、何かの研究施設と思おぼしき空間。扉で繋つながれた三つの部屋はいずれもほぼ空っぽに近い状態だったが、棚にはかろうじて数枚のデータディスクが残され、五台の端末はすべて電源が生きていた。

「ここか？」祐一は部屋の隅で埃ほこりをかぶっている端末に向かって歩きながら「地表からの深さは第二階層と第三階層のほぼ中間。通常の区画からは少し離はなれた場所に当たるらしい」

「だーかーら」月夜はその後ろにずかずかと近寄り「そういうことじゃなくて、何でこんな所にこんな物があるのかって聞いてるの。情報制御理論の研究所っぽいのは分かるけど、何かやたらと隔かく壁へき立派だし、ここに来るまでの道もめちゃくちゃややこしかったし」

　しばしの沈ちん黙もく。

　祐一は明かりの灯ともった端末のディスプレイを見つめ、

「……アルフレッド・ウィッテンが、戦後に使っていた研究施設だ」

「……はぁ？」

　声を絞り出すのに数秒かかる。訳もなく室内に視線を巡らせ、壁の棚に駆け寄ってデータディスクをつまみ上げる。

　透明なケースにはり付けられたラベルには、確たしかに手書きの文字で『ウィッテン』の署名。

「ちょっと、何でここで、この名前が出てくるわけ？」

「分からん」祐一は首を振り「お前に会うまでに同じような施設跡を七ヶ所見つけたが、すべてもぬけの殻だった。どうやら戦後にウィッテンがメルボルンにいたのは間違いなさそうだが、何をやっていたのかは一切不明だ」

　データ破損の警けい告こくが表示された端末のキーを叩たたき、「これも外れか」と呟つぶやいて、

「ともかく、ここからならメルボルンのネット回線にアクセスできるし、ダクト伝いに第二階層と第三階層に進入することも可能だ。しばらくはここを拠点にモスクワ軍の情報を集める」

「ここでって……お風ふ呂ろとかトイレとかご飯とかどーするのよ」

「奥の生活モジュールがまだ生きている。掃除すれば使用可能だ。……食事については、保存用のレーションで我慢しろ」

　月夜は、りょーかい、と手を上げ、

「……にしても、祐一ってどこ行ってももめごとがついてくるのね」ここまでの道すがら教えてもらった『光使い』にまつわる事件の顛てん末まつを思い出し「いきなりマサチューセッツ敵に回しちゃって、今度はモスクワでしょ？　いくら最強騎き士しだって、そんなんじゃ命がいくつあっても足りないわよ」

　祐ゆう一いちらしいけどね、と付け加え、今にも壊こわれそうな椅い子すを引き寄せてそうっと腰を下ろす。

　黒衣の騎き士しは、む、と顔をしかめ、

「それはお前達も同じだろう。まさか、賢人会議Seer's Guildに関かかわってくるとは思わなかったぞ」

「カールおじさんに騙だまされたのよ」深々と息を吐き、そこではたと気づいて「って、祐一、カールおじさんのこと知ってたっけ？」

「アンダーソン教授か？　天あま樹ぎ博士の紹介で何度か会ったことはあるが」

　言って、祐一は視し線せんを左右に巡らせ、

「……そう言えば教授は、ウィッテンの学生時代の指し導どう教官だったな」

「え……」思いがけない言葉に目を見開き「うそ、何それ、初耳」

　頭の隅の方で埃ほこりをかぶっていた記き憶おくを無理やり引っ張り出す。月つき夜よの父、天樹健けん三ぞうがドイツのフリードリッヒ・ガウス記念研究所にいた頃ころ、月夜は何度かアルフレッド・ウィッテンに会ったことがある。十二歳にしてすべての学位を修め、十代後半にはすでに数学者としての名声を確かく立りつしていたウィッテンは、確たしか真ま昼ひると月夜より十歳ほど年上なだけ。カールがウィッテンの教官だったとしても、年ねん齢れい的てきには何もおかしくない。

「え、でも、あの頃っておじさんは真昼の家庭教師してて」

「ああ、だから真昼はウィッテンとは友人で、研究室にも週に一度は出入りしていたはずだ」

「はぁぁ──？」

　今度こそ、月夜はお腹なかの底から驚おどろいた。

「あ、あいつ、わたしにそんなこと一言も──！」

「月夜が遊びでついてくると、ウィッテンが迷惑して困ると、あの頃聞いたような気がするが」

　端末のメンテナンス画面に視線を走らせつつ、笑いを含んだ声で答える祐一。

　月夜は、むすっ、と頬ほおを膨ふくらませ、ふと目を伏せて、

「……ほんとに、あの頃は楽しかったわよね」

　発光素子の淡い光に照らされた暗い室内に、沈ちん黙もくが降りる。

　祐一が「……月夜……」とこっちに目を向け、月夜は、あはは、と笑って、

「らしくないわよね、こんなしんみりしたの。わたしはいつでも、できることをできるだけ、元気良くやるだけなんだから！」

　さあがんばりましょー、っと両手を上げ、勢いよく立ち上がって傍かたわらの壁かべをどんっと叩たたき、

「……は？」

「……待て」

　思わず、祐一と顔を見合わせた。

　壁から響ひびいた鈍にぶい音は、明らかに、向こうに空洞があるタイプの物だった。




　真しん紅くの騎士剣の刀身が一いつ閃せん。モルタルを塗り固めた壁かべはあっけなく砕くだけ落ち、人が一人どうにか通れる程度の穴が口を開けた。

　月つき夜よは息を殺してその穴から中を覗のぞき込み、目を見開いた。

「これ……」

　こわごわと足を踏み入れ、数歩進んで立ち止まる。

　壁の向こうは、三メートル四方ほどの狭い空間。

　カビくさい空気に満ちた部屋には明らかに十年近くを経たと思おぼしき埃ほこりの山が積つもり、床ゆかには機き械かい部品やデータディスクや紙束や、その他ほか何に使うのかも分からない雑多なガラクタが足の踏み場もないほど散乱していた。

　……隠し部屋の中に、また隠し部屋？

　コンクリート剥むき出しの床に膝ひざをつき、手近な紙を拾い上げる。数式や図形が殴り書きされた数百枚のメモを押しのけ、本の形にまとめられた紙束を発見する。

　カビと虫食いで穴だらけになった本を拾い上げ真ん中の辺りを適当に開き、

「……大気制御衛えい星せいの、計画書？」

　機械出力で印刷された書面には、随所に手書きの文字が加えられている。ほとんどの物は原形をとどめていないが、それでもいくつかの文字は判読でき……

「って、待って。これ、父さんの字」

　見間違えようもないその筆跡に、息を呑のむ。震ふるえる指で書き付けの文字をなぞり、かろうじて数個の単語を確かく認にんする。

　……ウィッテン、ザイン、アリス……情報の海……『世界の解』……？

「祐ゆう一いち、これ──」

　勢いよく顔を上げ、そこでようやく気づく。

　黒衣の騎き士しの姿は、いつの間にか部屋の奥。

　じっと立ち尽くすその手には、どこから掘り出したのか、ひび割れ砕くだけた一振りの剣が握られていた。

　柄つかに光る結晶体は、透明な深い緑みどり色いろ。

　祐一はもはや原形をとどめない騎士剣を水平に掲げ、息を吐いた。

「……祐一？」無む意い識しきに立ち上がり「祐一、どうしたの？　その剣、何？」

　答えはない。

　騎士は、片手に真しん紅くの剣を握ったまま、朽くちた剣を正せい眼がんに構えた。

「祐一──！」

「……『森しん羅ら』」

　唐とう突とつな声。

　月夜は、え？　と首をかしげ、すぐに気づいて、

「シンラ……って、その剣の名前？」

　祐ゆう一いちは剣を見つめたまま、ああ、とうなずいた。

「広域殲せん滅めつ特化型騎き士し剣けん──狂きよう神しん二に式しき改かい、『森しん羅ら』」

　振り返り、自分のもう一つの剣を見下ろし、

「この『紅ぐ蓮れん』の代わりに、最強と呼ばれるはずだった騎士剣」

　目を閉じ、深く息を吐いて、

「……俺おれの剣だ」
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　　　第六章　咲かない桜　～Called illusion No.17～







　お前の名前は『幻影イリユージヨン』だと、誰だれかが言った。

　それが、この世界で聞いた、最初の言葉だった。

　──シティ・マサチューセッツ、魔ま法ほう士し開発機き関かんウィザーズ・ブレイン・ファクトリー所属、実じつ験けん訓練生『幻影No.17』──

　否いや応おうなく押しつけられたそれらの単語の羅ら列れつを、少年はただ、無言で受け入れた。

　自分が名前を得た、という事実にさしたる感慨は無く、

　何かの機械の番号のようだ、と思っただけだった。




　幼い頃ころの思い出はない。覚えていないのではなく、最初から持っていない。工場の自動生産システムで化学合成された模造品の受精卵から生まれ、人の形を得ると同時に脳にニューロン発達促進用の疑似信号プラグを埋め込まれ、培養槽そうの羊よう水すいの中で促成栽培された人造の魔法士には、積つみ上げてきた時間など存在しない。

　人工の子宮で過ごしたわずか数ヶ月の『幼年時代』の記き憶おくでかろうじて残っているのは、円筒ガラスの培養槽の外に揺らめく暗い育成プラントの光景と、疑似信号プラグがまぶたの内側にときおり見せる小さな緑みどり色いろの光点のイメージだけ。

　だが、それとて、本当に自分の記憶かどうかは分からない。

　初めて『自分』を認にん識しきしたのはベッドの上。天てん井じようのライトが痛いくらい眩まぶしくて、しばらく目を開けられなかったのを覚えている。自分は透明なプラスチックで蓋ふたができるタイプの密閉型のベッドに寝かされていて、周囲には多種多様な機き材ざいが山と積み上げられていた。生まれて初めて感じる『自分の体』はとっくに十四歳ぐらいの少年の物に成長していて、白い病人着の裾すそからのぞく手足には色とりどりのケーブルに繋つながる電極が何枚も貼はり付けられ、うなじには有機コードの端子が直接埋め込まれていた。

　頭の中には体に相応の思考能力と最低限の常識と、不釣り合いなほどの膨ぼう大だいな戦せん闘とう技術。

　大脳新皮質上の生体コンピュータ『Ｉ－ブレイン』はすでに正常な活動を開始していて、目覚めた瞬しゆん間かんには、額ひたいの裏側には動作プロセスを表すシステムメッセージ表示窓のイメージが浮かんでいた。

　幻影イリユージヨン、という名を告げた白衣の研究員が、薄うすら笑いを浮かべて手を差し伸べた。その後ろでは別な研究員達が、機材の片づけを始めていた。白いライトに照らされた病室は目覚めたばかりの少年にもそうと分かるくらい広くて、等間隔に並んだ数台のベッドには、少年と同い年ぐらいの子供達がお揃そろいの白い病人着姿で眠っていた。

　そのときはまだ知らなかったが、当時、ファクトリーは本格的な稼か働どうを始めたばかりで、不安定な魔ま法ほう士し自動生産システムは『規格外』の能力者をいくつも生み出していた。

　先に目を覚ましたのだろう幾人かの少年と少女が、入り口の扉の陰からこっちを覗のぞき込んでいたのを、今でも覚えている。

　それが、最初の誕たん生じよう日びの記き憶おく。

　彼らが、自分の同胞だと知ったのは、少し後になってからのことだった。




　研究所での暮らしは、来る日も来る日も実じつ験けんと検査の繰くり返しだった。

　施設の一番奥に隔かく離りされた自室で毎日決まった時間に目を覚まし、決められたとおりに食事を済ませて実験室に向かう。部屋には完全密閉型の大きなベッドがあって、周囲には日ごとに違う形の機き械かいが置かれている。服を脱いでベッドに入り。体中に電極を貼はりつけられ、首の所に有機コードを差し込まれて、後はただ黙だまって目を閉じているだけ。

　今にして思えば、彼らは少年の特異な能力に目を付け、何とかＩ－ブレインの構造を解析しようと躍やつ起きになっていたのだろう。

　だが、その頃ころの少年には、そんなことは分からなかった。

　数時間、ときには丸一日以上にも及ぶ検査は苦痛や不快感を伴うこともあったが、それよりも何よりも、ただベッドに寝ているだけの時間が、退屈で仕方なかった。

　そんな日々の唯一の楽しみは、三日に一度の戦せん闘とう訓練だった。訓練が行われる演習場は少年が暮らしている隔離施設とは別の場所にあって、いつも、その日になると厳げん重じゆうに警けい護ごされた軍の護ご送そう車しやが施設の入り口まで迎えにやってきた。

　言われるままに訓練用の服に着替え、首にノイズメイカーを埋め込まれ、窓を目隠しされた装甲フライヤーに乗せられて、たどり着くのは大きな高い建物。

　中の専用ポートで車を降り、完全武装の兵士に囲まれてエレベーターに乗り込み、複雑に曲がりくねった通路をたどって演習場に向かう。

　その途中。時間にしてほんの十秒ほど。

　一般の区画と演習場を繋つなぐ渡り廊下の小さな窓から下の『街』の様よう子すを盗み見るのが、少年のたった一つの楽しみだった。

　第十階層の軍事区画の外側には、兵士の家族や普通の市民が暮らす市街地の区画があった。当時のマサチューセッツはマザーコアがファクトリーシステムに移行したばかりの頃で、エネルギーの供給制限こそ始まっていたものの、街にはまだ活気があった。上空の交通帯には色とりどりのフライヤーが絶え間なく行き交い、レンガ色の舗ほ装そうタイルを敷しき詰めた通りは人波であふれ、通りに面した商店の軒のき先さきには見み目め鮮あざやかな服や雑貨の類たぐいが並んでいた。

　通信素子に向かって何かを叫ぶスーツ姿の初老の男。

　ガラスケースに飾られた服の前で談だん笑しようする若い男と女。

　父親と思おぼしき男に肩車されて歓声を上げる小さな子供。

　隔かく離り施設の中で研究員と顔を合わせるだけの日々を送っていた少年にとって、それは文字どおり、息を呑のむような光景だった。

　中でも一きわ少年の目を引いたのは、渡り廊下からちょうど見やすい角度にあるカフェの様よう子すだった。通りを一本入り込んだ細い路地には小さなカフェがあって、表に並んだ三つの丸テーブルにはいつも、外見年ねん齢れいで言えば少年と同おない年ぐらいの子供達がたむろしていた。

　色も形もそれぞれの個性的な服で着飾り、コーヒーのカップやホットドッグを片手に笑い合う子供達。

　それを見ていると、ときどき、本当にときどき、胸に小さな痛みが走ることがあった。

　生まれてこの方、同い年の子供と話をしたことなど無かった。外界から隔離された研究施設で、毎日毎日朝から晩まで訳の分からない実じつ験けんに付き合わされるだけ。演習場での戦せん闘とう訓練は無人のシミュレーターが相手の物だったし、ごくまれに訓練の行き帰りに他ほかの『仲間』とすれ違うことがあっても、会話の類たぐいは一切禁止されていた。

　言葉を交わす相手はいつも白衣の研究員。それも、実験に絡んだいくつかの質問と、少年の生活に最低限必要な事務的な連絡だけ。

　だから、少年には、子供達が何を話しているのかは想像も付かなかった。

　それでも、遠目に見下ろす子供達の顔はどれもこれも本当に楽しそうで、少年にはそれが、どうしようもないくらいうらやましかった。

　どうして自分はあの場所に行けないのだろうと、そう思うことがときどきあった。あの子供達と自分といったい何が違うのだろうと、ベッドの中で唇をかんだことも一度や二度では無かった。

　自分が工場の自動生産システムで『作られた』人間らしいということは、おぼろげながら分かっていた。

　自分の能力が、普通の人間には無い特殊なものだということも、理解していた。

　だが、それだけ。

　その頃ころはまだ、自分達が何のために作られたのか、本当のところは少しも知らなかった。

　だから少年は、自分もいつかあの場所に行けるのではないかと思っていた。この訓練にも実験にもいつか必ず終わりがあって、自分がこの牢ろう獄ごくから解放される日がきっとくるはずだと、そう信じていた。

　そうしたら自分も自由に街を歩いて、あの子供達の傍そばに行って、あの子供達と同じように楽しそうに笑うことができるのではないかと──。

　そんなたわいもない空想が、孤独な少年の唯一の慰なぐさめだった。




　事件が起こったのは、少年が生まれてから三ヶ月が過ぎた、ある日のことだった。

　その夜、おりからの物資不足で修理のままならなかった施設の配電システムがとうとう不ふ調ちようを来きたし、保安関係の設備に電力を供給する送電ラインが一時的に断だん線せん。

　予備系統の回線に切り替わるまでの十秒足らずのわずかな間、少年の寝室の壁かべに埋め込まれた逃走防止用のノイズメイカーが、完全に機き能のうを停止した。

　駆けつける研究員の目をかいくぐり、少年は隔かく離り施設を抜け出した。鍵かぎの付いた扉も分ぶ厚あつい隔かく壁へきも高圧電流に守られた鉄条網も、機能を回復した少年のＩ－ブレインの前には薄うす紙がみ一枚程度の役にも立ちはしなかった。適当なロッカールームに忍び込んで盗んだ兵士の服に着替え、端末から周囲の地図と警けい備び兵へいの巡回ルートを引っ張り出し、監かん視しカメラの死角を伝って、灰はい色いろの建物が並ぶ研究区画を少年は走った。

　広大な区画の外周部分にはノイズメイカーが埋め込まれた大きな壁がぐるりと張り巡らされていて、その外には逃げられないのは分かっていた。

　だから、少年が向かったのは研究区画の片隅に位置する、小さな施設。

　そこに、あの日自分と一いつ緒しよに生まれた仲間達が暮らしていると、端末のデータベースには記き録ろくされていた。

　会ってどうしようと思った訳ではなかった。共きよう謀ぼうして一緒に逃げ出そうとか、研究員達をどうこうしてしまおうとか、そんなことは考えつきもしなかった。そもそも仲間と言ってもただ同じ日に同じように生まれたというだけで、自分のように施設に隔離されているとか、毎日毎日検査漬づけの日々を送っているとか、そんな保証はどこにも無かった。

　もしかしたら一人ぼっちで暮らしているのは自分だけで、他ほかのみんなはあの街の子供達のように楽しく過ごしていて、自分のことなど知らないのではないか、知っていたとしてもとっくに忘れてしまっているのではないかと、そんな考えが何度も頭をかすめた。

　それでも、少年は会いたかった。

　サーチライトの光が飛び交う闇やみ色いろの研究区画を、少年は走り続けた。




　……心拍数モニターの小さな電子音と、人工心肺装置のかすかな呼こ気きが、静寂の中に規則正しく響ひびいていた。

　厳げん重じゆうなロックが施ほどこされた扉を何度もくぐり、『関係者以外立ち入り禁止』と書かれた隔壁を通り抜けて、たどり着いた小さな部屋は、冷たく凍えた闇に満ちていた。

　実じつ験けん訓練生の一人が私室に使っているはずのその場所は、一切の家具が取り払われて、がらんどうも同然の状態だった。病室か何かのような部屋の真ん中には少年が検査のときに入るのと同じ形の完全密閉型のベッドが設置されていて、その周囲を、これまた見み慣なれた計器類が取り巻いていた。

　暗い室内は計器の表示パネルのかすかな緑光に淡く照らし出され、淀よどんだ空気にはほのかな薬液の香りと電子機き器きの放つオゾンの匂においが混ざり合い、そして、ベッドの中には、少年と同おない年ぐらいの少女が、薄うす桃もも色いろの人工羊よう水すいに漬つけられて死んだように眠っていた。

　右肩から胸にかけて走る赤黒い裂傷が、いちばん最初に目に入った、腹部に開いた大きな銃じゆう痕こんは、重要な臓ぞう器きを明らかに貫通していた。一糸まとわぬ白い肌はそこかしこに細かい傷がいくつも刻まれ、うっすらと開いた瞳ひとみは片方が抉えぐれて、ぽっかりと穴が開いていた。

　二ヶ月前のあの日、自分がが目覚めたあの病室で、確たしか三つとなりのベッドに眠っていた少女。

　羊水に濡ぬれ光るその体は、見るも無惨な状態だった。

　少年はこわごわとベッドに歩み寄り、透明な蓋ふたに手をついた。気け配はいを感じたのか少女が身を震ふるわせ、片方しかない瞳でゆっくりと少年を見上げた。二度、三度と小さくまばたきし、羊水の中に細かな気泡を吐き、少女はベッド脇わきのマイク越しに、静かに言葉を発した。

「だれ？」

　少年が『幻影イリユージヨンNo.17』と答えると、少女はほんの少しだけ目を見開いた。

「そう、あなたはまだ生きてたのね」

　ため息のように呟つぶやいて、少女は羊水に浮かぶ体をこっちに向けた。

　穴だらけの腕でベッドの内側の取っ手をつかみ、透明な蓋の方に体を浮かせ、少女は、少年の顔をまっすぐに見つめた。

「じゃあ、わたし達の世代では、あなたが最後の生き残りね」

　少年は訳も分からずに、生き残り？　と呟いた。分からないこと、聞きたいことが次々に噴ふき出して、上う手まく言葉の形を成さずに頭の中をぐるぐると巡っていた。

「そうよ、あなたが最後の一人」

　少女はうなずき、ぼろぼろの腕を目の前にかざして、

「私もけっこうがんばったんだけどね。今回は無む茶ちやな作戦だったから、ちょっと、ドジ踏んじゃったわ」

　さっぱり話について行けずに、少年はただ目をしばたかせた。少女がどうしてこんな大おお怪け我がを負っているのか、どうしてこんな暗い部屋に一人ぼっちで寝かされているのか、少年には分からなかった。

　自分と一いつ緒しよに生まれた子供達が外でどんな日々を過ごしていたのか。三日に一度の戦せん闘とう訓練が何のための物なのか。自分達が何のために作られ、何のために実じつ験けん訓練生に選ばれたのか。それ以前に、そもそも『ファクトリー』は、本当は何を生み出す場所なのか──

　少年は、何一つ知らなかった。

「けど、あなただけでも無事で、良かった」

　そんな少年をじっと見上げ、少女は小さな気泡と共に言葉を吐いた。羊水の中で身を起こし、傷だらけの顔を少年の方に寄せ、透明な蓋の内側に両手のひらを押し当て、少女は苦痛を堪こらえるように一度だけ唇を噛かみ、

「他ほかの子達はみんな死んだ。……わたしも、もうすぐ死ぬわ」

　何を言われたのか、分からなかった。

　少年は呆ぼう然ぜんと目を見開き、少女はそんな少年に、視し線せんで部屋の一番隅を示して、

「あそこのタイル、剥はがしてみて」

　言われるままに駆け寄って床ゆかの継ぎ目を指で探ると、四角いタイルはあっけなく剥がれた。タイルと強化コンクリートの土台の間はわずかな隙すき間まになっていて、そこには、小さなデータディスクとＩＤカードが一枚ずつ、横たえられていた。

「そこの端末、使えるわ」

　少女の声に促されて、傍そばの端末にデータディスクを押し込んだ。少女の指示どおりに中を探り、パスワードを打ち込み、ほどなく少年は、ディスクの一番奥の、隠された領域にたどり着いた。

　ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー、計画要綱。

　そうタイトルが付けられたファイルを、少年は読み進めていき、

　……体中の力が、抜けた。

　目の前が、ぐらりと歪ゆがんだ気がした。




「わたし達の世代はNo.11からNo.20まで十人。あなたが十七番で、わたしは十一番」

　端末ディスプレイのかすかな電子音が、耳の中にこだましていた。

　少女の声に、床に膝ひざをついてうずくまっていた少年は、ゆっくりと顔を上げた。

「最初にマザーコアとして処分されたのがNo.15で、次がNo.20。十三番と十八番は作戦中に戦死して、他はみんな、いろいろと失敗してコアの方に回されたわ。わたしも──」

　言葉を切り、少女は絞り出すように、

「わたしも、この傷がもう少し治ってコアとして使えるようになったら、処分されるわ」

　淡々とそう告げて、少女は少年を見つめ、

「信じられない？」

　うずくまった格好のまま、少年はがくがくと首を縦たてに振った。できるなら少女に、これは冗じよう談だんだと、自分を驚おどろかすためのタチの悪いいたずらだと言って欲しかった。

　自分達がシティを動かすための部品として作られたとか。

　自分も何かミスを犯せばすぐに処分されてマザーコアの一部にされてしまうとか。

　そんなこと、信じられるはずがなかった。

「なら、後は自分の目で確たしかめて」

　少女は言い、少年にデータディスクの別な領域を開くよう指示した。

「……そう、そのファイル。それをセキュリティ系統の適当な端末に読ませれば、研究区画の外周のノイズメイカーを五分だけ止められるわ。その先は一番警けい備びが厳きびしい中央区画だから、そのままシティの外まで逃げるのは無理だと思うけど、とりあえずマザーコアの場所はすぐに分かると思う。コアの入り口はそっちのＩＤカードを使えば──」

　唐とう突とつに言葉が途と切ぎれ、少女の体がベッドの中に沈み込む。

　駆け寄って覗のぞき込むと、少女は、少し疲れたみたい、と呟つぶやき、

「とりあえず、これで話はおしまい。後はあなたの好きにして。わたしの言うことが信じられないならこのまま何も見なかったことにして自分の研究所に戻ってもいいから、そのときはディスクとＩＤはここに置いていって」

　言葉を切り、少しだけ息を吐いて、

「別にどっちを選んでも恨まないから、気にしないで。わたしが死ぬことに変わりはないから」

　少年は、少女の顔と端末の画面を何度も見比べた。

　震ふるえる指を端末に伸ばし、何度もためらってからディスクを抜き出して、ＩＤカードと一いつ緒しよにポケットに押し込む。

　ありがとう、という小さな呟き。

　部屋の出口に駆け出そうとした少年の背中に、少女の声が飛んだ。

「───幻影イリユージヨンNo.17！　忘れないで！」

　振り返ると、少女は羊よう水すいの中からこっちを見つめ

「ここには、わたし達の味方なんて一人もいない。誰だれも彼も、わたし達のことを便利な道具としか思ってない。自分達が作ったから、自分達の手で遺い伝でん子しを合成して自分達の手で発生させたから、自分達の好きなように使っていいと思ってる」

　傷だらけの体を起こし、ベッドの蓋ふたに顔を寄せ、

「わたしはそれに負けた。みんなもそれに負けた。わたしはもうだめだけど、でもやっぱり悔しい！　だから──」

　必死の形ぎよう相そうで、血を吐くように、

「だからお願ねがい。その目で本当のことを確たしかめて、死んだ仲間のことを悲しいと思ったら、わたし達を使い捨てにしたやつらに、自分達の罪の重さを思い知らせてやって──！」

　それが、少年が聞いた、少女の最期の言葉だった。




　それから、どこをどう走ったのか、少年は覚えていない。

　研究区画の外周を越え、生まれて初めて立つ広大な中央区画をさまよい、途中で何度か警備兵に見つかってその度に銃弾とノイズメイカーの攻こう撃げきを受けた。

　頭も体もぼろぼろの状態で息も絶え絶えに走り続け、中央区のさらに中央の、いちばん目立つ場所に建てられた大きな卵形の建造物にたどり着いたときには、少女の部屋を出てから三時間以上が過ぎていた。

　盗んだ軍服は回かい避ひし損ねた銃弾にいくつも穴を穿うがたれて、裾すその方はぼろ切れ同然になっていた。いつの間にか靴の片方が脱げてしまったらしく、硬い舗ほ装そう道路を走り続けた足の裏は靴下が破れて血がにじんでいた。能力を使って体を守ったおかげで目立つ傷はそれ以外に無かったが、肌をべったりと塗らす汗と、体中に重りをぶら下げられたような疲労感はどうしようもなかった。

　保守作業員用と思おぼしき金属剥むき出しの階段を駆け上がり、扉のスリットにＩＤカードを通した。全長五百メートルはある巨大な卵の表面に四角い穴が開き、少年はその中に身を滑すべり込ませた。真っ暗な細い通路を半ば手探りに進み、粗あらい床ゆかにつまずいて何度も転びそうになり、ほどなく、少年は通路の行き止まりにたどり着いた。

　体の震ふるえを必死に抑えて、ＩＤリーダーにカードを通した。

　右手の壁かべが音も無く口を開け、広大な空間がその向こうに姿を現した。

　半球系のドーム状の空間に整せい然ぜんと並ぶ、数百本のガラス筒。

　喉のどの奥から漏れそうになった悲鳴を、必死に呑のみ込んだ。

　血の気が引いた頭で、中に飛び込んだ。

　人工羊よう水すいに満たされた巨大な生命維持槽そうの森を、訳も分からずに駆け抜けた。少年の身長よりも遙はるかに大きな生命維持槽には、どれもこれも、少年と同おない年かそれより小さいぐらいの子供が浮かんでいた。

　人種も性別もばらばらの子供達はそれぞれ無数のチューブと電極に繋つながれ、ある者は死んだように目を閉じ、ある者はぼんやりとまぶたを開いて、ガラス玉のような瞳ひとみで少年を見下ろしていた。

　頭の中にかすかな違和感を覚え、少年はふいに足を止めた。ガラス筒の間を縫ぬってその生命維持槽そうの前にたどり着き、少年は目を見開いた。

　足に力が入らなくなり、崩れるようにその場に座り込んだ。

　自分が目覚めたあの日、病室の入り口から、こっちを覗のぞき込んでいた少女。

　それが、薄うす桃もも色いろの人工羊水の中に、薬液漬づけの標本のように浮かんでいた。

　吐き気を堪こらえて別な生命維持槽に視し線せんを移し、自分のとなりのベッドに眠っていた少年の姿を底に認めた。さらにその次の生命維持槽の中には、訓練場で何度か顔を合わせたことがある男の子が浮かんでいた。

　長い時間をかけて、少年は、すべての仲間の姿を確かく認にんした。

　誰だれも彼もが、死んだように動かず。

　誰も彼もが、ガラス玉のような瞳で少年を見下ろしていた。

　頭の中で、何かががつんと音を立てた気がした。少年は電気に打たれたように立ち上がり、目の前のガラス筒に向かって拳こぶしを叩たたきつけた。

　瞬しゆん間かん、頭の裏側を、『禁則条項』というメッセージが躍おどった。

　振り下ろした拳こぶしがガラス筒に触れる寸前で力を失い、そのまま、少年の意志を無視してふらりと体の脇わきに落ちた。

　少年は拳を握りしめ、再びガラス筒に殴りかかろうとした。が、何度やっても結果は同じだった。脳の一番奥の所に『この施設内の物を攻こう撃げきするな』と命令が書き込まれていて、それが、少年の力を奪うばっていた。

　思うように動かない手で、生命維持槽そうのひやりとした表面に手を触れた。

　そのまま頭ず突つきをくれてやろうと構えた瞬しゆん間かん、力を失った体が床ゆかに崩れ落ちた。

　冷たい床に両手をついて、羊水に浮かぶ『同胞』を見上げた。

　頬ほおを伝い落ちた水滴が、手の甲に跳ねて歪いびつな円を描いた。




　街灯の明かりが昼間照明に切り替わり、シティ・マサチューセッツに朝が訪れていた。

　通りを外れた細い路地の壁かべに背中をあずけ、少年は舗ほ装そうタイルの道に座り込んだ。

　あれから何度ノイズメイカーの電でん磁じ波はを浴び、いくつ銃弾を身に受けたか分からない。異常に気づいて詰めかけた軍の包囲網をかいくぐり、追っ手を振り切って中央区画を抜け、市街地にたどり着いたときには街頭の時計が朝の七時を示していた。

　レンガを模した硬い壁に頭を押し当て、目を閉じて荒い息を吐いた。酷使された体はとうに限界を超え、銃弾を受けた手足はそこかしこで血にまみれ、ノイズの過負荷に耐え切れなくなったＩ－ブレインはすでに機き能のうを停止していた。ここからポートを突破すればシティの外だということは分かっていても、歩くことはおろか、立ち上がることさえできなかった。

　そもそも、ここまでたどり着けたことが、すでに奇跡だった。

　少し気を抜いただけで眠りそうになってしまう頭を揺り起こし、マサチューセッツの街を見上げた。初めてたどり着いた街はその日もいつもと変わりのない喧けん噪そうに包まれ、上空の交通帯にはフライヤーが絶え間なく行き交い、通りは人波であふれていた。

　通信素子に向かって叫ぶ初老の男も。

　ガラスケース前で談だん笑しようする若い男女も。

　父親に肩車されて歓声を上げる小さな子供も。

　誰だれも彼もが、路地の陰に座り込む少年には目もくれず、足早に通り過ぎていった。

　ふいに誰かの視し線せんを感じ、少年はゆっくりと顔を上げた。路地の入り口の所に自分と同おない年ぐらいの子供が三人いて、遠巻きにこっちを見下ろしていた。

　少年は助けを求めようと、血まみれの手を伸ばした。

　とたんに、子供たちは悲鳴を上げて、路地から飛び退のいた。

　周囲の通行人たちが異常に気づき、少年が潜ひそんでいる路地の周りに集まり始めた。誰も彼もが遠巻きに少年を見下ろし、ひそひそと言葉を交わし合い、しかし誰一人として血にまみれた少年に近寄ろうとはせず、少年が視線を向けると怯おびえたように半歩後ずさった。

　ずっと遠くの方で、警けい備び部隊のフライヤーのサイレンが聞こえた。

　少年は息を吐き、切り立った高層建けん築ちくの向こうにのぞくシティの灰はい色いろの天てん井じようを見上げた。暗い部屋で一人眠っていた傷だらけの少女の顔が、生命維持槽そうの人工羊よう水すいに浮かぶガラス玉のような目をした子供達の姿が、次々に頭の中をよぎった。

　どうして自分はここに来れないのだろうと、思ったことがあった。あの子供達は笑っているのにどうして自分は笑えないのだろうと、ベッドの中で唇をかんだことがあった。自分が工場の自動生産システムで作られた人間だということは知っていた。自分の力が普通の人間にはない物だということも分かっていた。それでも、あの子供達と自分と、いったい何が違うのだろうと……

　──違った。

　そもそも、自分に、あの子供達と同じ幸せなど得られるはずがなかった。

　まともに動かない体で立ち上がろうとし、足に力が入らず無様に転んだ。地べたを這はいずる自分の姿が滑こつ稽けいで、歪ゆがんだ笑みが涙と一いつ緒しよにこぼれた。フライヤーのサイレンが路地のすぐ向こうで止まり、人垣が割れて完全武装の兵士達が駆け寄ってきた。乱らん暴ぼうに引きずり起こされ、ノイズメイカーと手て錠じようを付けられ、引きずるようにフライヤーに運ばれ、最後に見た街はいつもと何も変わりなく、誰だれも彼もが幸せそうで、

　ここには、自分がいていい場所など、どこにもない。

　そのことに、少年は、やっと気がついた。




　……それから、一ヶ月が過ぎた。

　傷の癒いえた少年は、初めて参加する軍との共同作戦のために、軍事区画の指令室にいた。

　一連の事件は、結局、ファクトリーの責任問題を回かい避ひするためにうやむやのうちに処理された。少年は、実質的な被害を出さなかったことと実じつ験けんサンプルとして貴重であるということからかろうじてマザーコア送りの処分を免れたが、その代だい償しように、軍の命令に服従させるための行動抑制チップを外科手術によって脳に埋め込まれていた。

　その日の作戦は少年の初の実戦テストを兼ねたもので、研究区画の一施設を占拠したテロリストの拿だ捕ほが目的だった。少年は、「犯人を生きたまま確かく保ほすること」「人質を生きたまま救出すること」「味方に対する一切の攻こう撃げき行動の禁止」という三つの条文を脳内のチップに書き込まれ、十二名の工作員と共に作戦に赴おもむいた。

『分かっていると思うが、お前の脳内に埋め込まれたチップは、お前が禁則条項に違反したり、自分の能力を使ってチップを取り外そうとすれば、直ちにＩ－ブレインの活動を停止する。くれぐれも余計なことは考えるな』

　指令室を出ようとした少年に、白衣の研究員が声をかけた。

　少年は無表情に、はい、とうなずいた。

　頭の中ではすでに、作戦ができあがっていた。




　この世界が、憎かった。

　シティも、シティに住む人間も、何もかもが嫌きらいだった。

　どいつもこいつも、一人残らず死んでしまえばいいと、そう思っていた。




　　　　††††††††††††††




　ディスプレイの隅のデジタル表示が『０時』を示し、十月一日が始まった。

　サクラは肘ひじ掛かけの上で拳こぶしを握りしめ、画面に映る男の顔を睨にらみつけた。

「……では、どうあっても、あの書き付けを撤てつ回かいするつもりはない、ということだな？」

『無む論ろんだ』

　映像通信用カメラの向こうで、カールがうなずく。

『そもそも、今回の作戦のために応援が欲しいと言ったのはお前のはずだ。私が用意した最高のスタッフを信用できないと言うなら、これ以上協力する訳にはいかない』

「だが、彼らはただの人間だ！」

『ただの人間でも、並みの魔ま法ほう士しよりは遙はるかに役に立つ二人だ』

　激げつ昂こうするサクラに、カールはあくまでも落ち着いた声で、

『特に、真ま昼ひるの電子戦と対魔法士戦に関する知ち識しきは、今のお前にとって何よりも貴重なもののはずだ。……お前もそろそろ、あの男の能力が分かってきた頃ころではないか？』

「そ、それは……」

　言葉に詰まるサクラ。

　カールは目を閉じ、小さく息を吐いて、

『要件がそれだけなら、通信を打ち切らせてもらう。どこに軍の目があるか分からないからな。お前との連絡は可能な限り避けたい』

「ま──！」

　待て、という間もなく映像が消失し、『回かい線せん切断』の文字がディスプレイに浮かび上がる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　サクラは椅い子すを蹴け倒たおさんばかりの勢いで立ち上がり、通信用のヘッドセットをむしり取ってタッチパネルに力任せに叩たたきつけた。

　……何なんだ、あの態度は！

　明かりの消えたディスプレイを射殺さんばかりに睨にらみつけ、灰はい色いろの画面に映る自分の顔に気づいてはっと我に返る。

　小さな女の子がかんしゃくを起こしたみたいな、子供っぽい顔。

　体の奥から膨ふくれあがっていた怒りのエネルギーが風船の空気を抜くようにしぼんでいき、はぁ、という情けないため息が口から漏れる。

　……どうしたというんだ、私は……

　自分がどうしてこんなに意い固こ地じになっているのか分からない。あの月つき夜よという女の方はまだ分からないが、少なくとも天あま樹ぎ真ま昼ひるという青年の能力に関しては昨日きのうから二日ほど行動を共にして良く分かっている。技術、知ち識しき、いざというときの度胸と機き転てん──どれをとっても申し分ない、というよりあれ以上のレベルを他人に求めるのはわがままが過ぎるのではないかという気さえする。

　人格的にも問題ないのは、セレスティとのやりとりを見ていればよく分かる。

　そもそも、『賢人会議Seer's Guild』の目的を知った上でそれでも協力してくれるというのなら、能力や性格に関係無くもうそれだけで合格点のはずだ。

　……分かっている、そんなことぐらい……

　はぁ、ともう一度ため息。自分は狭量なのだろうかと、ふと不安になる。これだけ『天樹真昼を仲間にするメリット』を並べれば少しはあの青年を受け入れる気になっても良さそうな物なのに、無意味に幸せそうな笑え顔がおを思い浮かべるだけで訳もなく頭に血が上ってしまう。

　あの、いちいち真剣味に欠ける言動の数々が気に入らないのだろうか。

　それとも、Ｉ－ブレインを持たない普通の人間に助けられてしまったことが、面おも白しろくないのだろうか。

「……私は……」

　どちらもそのとおりのような気がするし、どちらも違うような気もする。

　いずれにせよ、ここまで頭の中で整せい理りしてしまったからには、やるべきことは一つ。

「そうだな……明日あしたからは、もう少し柔らかい態度を心がけねば」

　声に出して呟つぶやくことで無理やり自分を納得させ、サクラは背後の扉を振り返った。

　冷え切ったスチールの扉を引き開け、カーペット敷じきの細長い廊下に進み出る。サクラ自身も含めたすべての魔ま法ほう士しは、ここで一番大きなこの建物で日々の生活を送っている。

　カールとの通信に使う部屋からサクラの寝室までは、この三階の一番長い廊下を左に曲がってまっすぐ十メートル。

　両側の壁かべには思い思いの飾りが施ほどこされた子供達の寝室が並び、明かりの消えた遊ゆう戯ぎ室しつでは誰だれかが片づけ忘れたぬいぐるみが、廊下から差し込む非常灯の細い光にひっそりと照らし出されている。

　廊下を曲がり、会かい議ぎ室や備品庫が並ぶ一画に入る。子供達が滅めつ多たに近づかないこの一帯を抜ければ寝室はもうすぐそこ。

　と。

「……む？」

　反射的に足を止め、薄うす暗ぐらい通路の先を凝ぎよう視しする。突き当たり、自室の扉の前に見み慣なれない小さな影かげを認め、無む意い識しきに身構える。

　非常灯の光が届かない闇やみの中にうずくまる、小さな人影。

　外がい套とうの裏に右手を差し入れ、投とう擲てきナイフをいつでも放てるように構えてサクラはゆっくりと歩を進め、

「……セレスティ……」

「──え？」

　人影が、びくりと震ふるえた。

　真まっ赤かに泣き腫はらした目で、少女が顔を上げた。




　ごめんなさいです、とセラは呟つぶやき、差し出されたお茶に口をつけた。

　サクラは「気にしないで欲しい」と答え、セラが顔を拭ふくのに使ったタオルを丸めて洗せん濯たくかごに放り込んだ。

　テーブルの反対側に回り込み、深呼吸して椅い子すに腰を下ろす。何を聞いても泣くばかりの少女をともかく自室に招き入れてお茶など出してはみたものの、どうすればいいのかは皆かい目もく見当もつかない。

　そもそも、泣いている子供の相手はあまり得意ではない。

「少しは、落ち着いたか？」

「……はい……」

　セラはお茶をもう一口飲み、ぐずっとはなをすすって、

「ほんとに、ごめんなさい……です」

「いや、かまわない」少女のカップにお代わりを注ぎ「それで？　何かあったのか？」

　セラは顔をうつむかせ、湯気を立てるカップに両手を添えて、

「……夢を、見たんです」

「夢？」

「ディーくんの夢です。……軍の人達が襲おそってきて、ディーくんがわたしをかばって、何回も撃うたれて何回も刺されて、血がいっぱい出て……でも、ディーくん、ぼくは大丈夫だから、ぼくのことは放っておいて逃げろって……」

　ようやく話が見えてくる。

　どうやら、悪夢にうなされて、目を覚ましてしまったらしい。

「大丈夫だ」席を立ち、少女の傍そばに歩み寄って「貴方あなたの友人は、私が必ず助ける」

　セラの肩に手を置き、やっと気づく。

　ブラウスに包まれた細い肩が、かすかに震えている。

「わたしがしっかりしなきゃって思うのに、ダメなんです」か細い声に、嗚お咽えつが混ざる。「ディーくんのこと考えるだけで、頭の中がぐちゃぐちゃになって……涙が止まらなくなって……」

「セレスティ……」

「ディーくんはいつもそうなんです」セラは、テーブルの上で小さな拳こぶしを握りしめ「ぼくが何とかするから、ぼくのことはいいから、っていつもそればっかりで、一人で悩んで、怪け我がもいっぱいして、でも、わたしには『大丈夫だよ』っていつも笑って……」

　木もく目め調ちようのテーブルの上に透明な雫しずくがぽたり、ぽたりと落ちる。

　サクラは少女の背中から腕を回し、ポニーテールに結わえられた金きん色いろの髪に頬ほおを寄せた。

「心配しないで欲しい、セレスティ・Ｅ・クライン」柔らかい髪をそっと撫なで「私が貴方あなたの味方でいる限り、軍の連中の好きにはさせない」

「ありがとう、です……」少女は首の回された腕に細い指を触れ「……サクラさん」

「……何だ？」

　しばしの沈ちん黙もく。

　少女はテーブルに視し線せんを落としたまま、

「サクラさん……賢人会議Seer's Guild、って知ってますか？」

　頭から、すぅっと血の気が引いた。

　危ういところで、サクラは悲鳴を呑のみ込んだ。

「……このメルボルンを拠点に活動しているテロ組そ織しき、ということは聞いているが」

　どうにか声を絞り出し、少女に気づかれないように深呼吸して、

「その、賢人会議、が何か」

「わたしの……」セラは細い指に力を込め「わたしのおかあさん、その人達に利用されて、マサチューセッツの軍に殺されたんです」

　……気づかれたのかと思った。

　サクラは、反射的に、少女の横顔を覗のぞき込んだ。

「利用、された？」

　セラは、こっちの視線に気が付かない様よう子すで目を閉じ、

「……おかあさんは、マサチューセッツの軍からいろんな情報や実じつ験けんのサンプルを盗む仕事をしてたんです」

　少女の言葉にうなずく。その話なら初めて少女と会ったときに、あの教会で聞いた。

　いや。

　たとえそんな説明などなくとも、少女の母の死にまつわる事情なら、サクラは誰だれよりも良く知っている。

「それを依頼したのが、その、『賢人会議』だと？」

　セラはこくんとうなずき、

「……おかあさん、自分がもうすぐ死んじゃうこと知ってて、だから、わたしのためにいっぱい危ない仕事して、わたしがそれに気が付かないように家ではいっつも怒ってて……わたしはそんなこと知らなくて、おかあさんのことが嫌きらいで、でもほんとはお母さんのことが大好きで、なのにおかあさんにはその事が上う手まく言えなくて……」

　閉じたまぶたの縁ふちからあふれ出た涙が、白い頬ほおを幾本も伝い落ちる。

　サクラは無む意い識しきに、少女を抱く手に力を込めた。

「セレスティ、私は……」

「ほんとは分かってるんです。一番悪いのはおかあさんなんだって……」

　こちらの声に気づかぬふうに、セラは続ける。

「どんな理由があったって、おかあさんはたくさん人を殺して、いろんな人に迷惑をかけて、だからディーくんも軍の人達も悪くないんだって……でも、でももし、誰かがおかあさんにそんなこと頼まなかったら……」

　賢人会議Seer's Guildの依頼さえなければ、母は死なずに済んだのではないかと。

　少女の無言の横顔が、訴えていた。

「……仮に……」

　呟つぶやき、自分自身の声に驚おどろいて、息を呑のむ。

　腕の中の少女が、え？　と振り返る。

「仮に……」小さく息を吐き、内心の動揺を押し隠して「その『賢人会議』が貴方あなたの目の前に現れたら、どうする？」

「……分からないです。でも……」

「でも？」

　セラは何かを考えるように視し線せんをうつむかせ、きっ、と顔を上げて、

「もし、賢人会議がおかあさんを使い捨ての道具にしたんだったら、わたし、その人達のこと、絶対に許しません」

　──いきなり、怖くなった。

　自分がどんな顔しているのか分からなくなり、セラの小さな頭を胸の中に抱き込んで視線を避けた。

「わっ……」

　少女は驚いたように声を上げ、すぐに体の力を抜いて泣き濡ぬれた頬を胸にすり寄せ、

「ありがとうです。……サクラさん、優やさしいですね」

　心しん臓ぞうが、軋きしんだ気がした。

　サクラは、少女に悟られないように何度も細い息を吐き、

「……セレスティ」

　小さな体を放し、どうにか柔らかい表情を作って、

「貴方に見せたい物がある。少し、時間をもらえるだろうか？」




　ライトの薄うす明あかりに目を凝こらし、細く長い階段を下る。セラの小さな手を引いて、足を踏み外さないようにとときどき視し線せんを向ける。岩がん盤ばんを斜めにくりぬいて、強化コンクリートで固めた真まっ直すぐな洞どう窟くつのような階段。流れる空気は適度な湿気を帯び、居い心地ごこちが良いのか両側の壁かべの裂け目から小さな草が生はえ出している。

　町の一番外れの小さな家の、一番奥の扉のさらに奥。子供達も遠えん慮りよして許可が無ければ絶対に立ち入らない、サクラの個人的な空間。

「サクラさん……まだですか？」

「もう、目の前だ」

　長い階段の突き当たりは、外部の冷たい空気を遮断するための分ぶ厚あつい隔かく壁へき。表面のタッチパネルに手を押し当て、指紋認証でロックを解除する。

　大きな扉がゆっくりとスライドし、開いたわずかな隙すき間まから噴ふき出す暖かい空気とほのかな甘い香り。

　セラが、わ、と声を上げ、隙間に顔を寄せてこわごわと中を覗のぞき見る。

「……暗いです」

「待って欲しい。今、明かりをつける」

　タッチパネルを操そう作さし、環かん境きよう調ちよう整せい用ようの時計を『夜時間』から『昼時間』に切り替える。

　天てん井じようのライトの強い光が、部屋を満たす闇やみを押しのけ、

　とたん──

　わぁ、とセラが歓声を上げた。

「お花がいっぱいです……」

　まだ半分しか開いていない扉から中に駆け込み、一番手前にある雪ゆき割わり草そうの花か壇だんに飛びつく。土が剥むき出しの地面に両りよう膝ひざをつき、薄うす紫むらさきの小さな花をそっと指先でつつく。

「あ……こっちはパンジーです」

　膝立ちのままとなりの花壇に移り、大きな黄き色いろい花弁に顔を寄せる。

　夢を見るような声で、良い匂においです、と呟つぶやき、周囲に咲き誇る色とりどりの花々を見渡して、

「これ、全部サクラさんが育てたんですか？」

「そうだ。今は初春の花しか咲いていないが、四季の物をすべて含めて百種類ほどある」

　少女のとなりに膝をつき、先日ようやくつぼみを付けたばかりのチューリップの具合を確たしかめる。五十メートル四方ほどの広い室内には、多種多様な花々がいくつかの花壇に区切られて整然と敷しき詰められている。

　情報制御によって空気の状態を調整し、植物の育成に適した環境を整ととのえた、サクラの『庭』。

　南半球のオーストラリアでは、十月は春。土の下に眠っていた小さな種がようやく目を覚まし始め、もうすぐここは、満開の花が咲き誇る文字どおりの『花の園』となる。

「三年ほどかかって、ようやくここまで育つようになった。……まあ、わたしの趣しゆ味みのような物だ」

「そうなんですか……」

　セラは物珍しそうに広い庭園を見回し、そびえ立つ「それ」に気づいて、

「おっきな木です……」

　勢いよく立ち上がってスカートの土を払い、庭園の中央の開けた場所に駆け寄る。

　十メートル以上はある天てん井じように向かってまっすぐ伸びる、大きな一本の樹き。

　少女はこっちを振り返り、目を輝かがやかせて、

「これ、何の木ですか？」

「……桜だ」

　少女の傍そばまで歩み寄り、見事な枝振りを見上げて息を吐く。

　周囲の花か壇だんを抱くように、大きく広がった桜の枝。

　だが、そこにあるのはどこまでも沈んだ樹じゆ皮ひの茶ちや色いろ。薄うす紅べに色いろの花はおろか、つぼみの一つさえも見られない。

「桜、ですか？」セラもそれに気づいたのか、小さく首をかしげ「でも、今は春のはずです」

　対流する空気にのって聞こえる、かすかな葉音。

　サクラは樹の幹に手を当て、目を閉じ、

「この樹が花をつけたことは、まだ、一度も無い」

　え？　という少女の声。

　サクラはごつごつした樹皮にそっと指を這はわせ、

「他ほかの花は種をまいて水をやれば良かったが、この樹を苗なえ木ぎから育てたのでは何年かかるか分からない。だから専用の培養槽そうを作って、短期間で化学的に促成栽培してから土に植えた。……だが、それが良くなかったのかも知れない。今こ年としで三年目になるが、この樹はまだ一度も、つぼみを付けたことも無ければ花を咲かせたことも無い」

　振り返り、冗じよう談だんめかして、

「ひょっとすると、私の愛情が足りないのかも知れないな」

「そんなこと、無いと思います」

　かすかに熱ねつのこもった、セラの声。

　少女は周囲の花々に視し線せんを巡らせ、ほわりと口元を緩ゆるめて、

「サクラさん、すごいです」

　ポニーテールに結わえた金きん色いろの髪が、柔らかく揺れる。

　……その姿に、サクラは息を呑のんだ。

　芽吹いたばかりのアジサイの花壇を見下ろす、少女の横顔。

　それが、遠いあの日の、小さな女の子に重なった気がした。




　──私が必ず貴方あなたを助けるから──

　──絶対に約束を守るというおまじないだ──




「昔……」

　知らず、言葉が口をついて出る。

「昔、花の好きな女の子がいた」

「……サクラさん……？」

　いぶかしむような、セラの声。

　サクラは樹きの幹に背中をあずけ、まっすぐ少女と向かい合った。

「……その子は研究室で作られた実じ験けん体たいの魔ま法ほう士しで、生まれたときからそこで一人で暮らしていた。花のことはデータや本で見たことがあるだけで、色や形は知っていても実際に触ったこともなければ匂においをかいだことも無かった。……それでも、その女の子は本当に花が好きで、一度でいいから一面の花畑の中で動けなくなるまで遊んでみたい、というのが口くち癖ぐせだった」

　セラは何も言わない。

　真剣な顔で、こっちを見上げている。

「……『サクラ』というのが桜Cherry blossomのことだと教えてくれたのは、その女の子だ。そんなものは見たことがないと言ったらその子はずいぶんと怒って、『何てもったいない』と私に山のようなデータを押しつけた。良く分からないうちに私は桜の樹きを育てることになってしまって、立派な花が咲いたら二人で見ようと約束した」
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「……その、女の子は？」

「もういない。……彼女は、シティ・モスクワのマザーコアだった」

　息を呑のむセラ。

　サクラは小さく息を吐き、続けた。

「その子の死は多くの人を救ったようだったが、そんなことは私には関係なかった。あの子は泣いていたのにどうして彼らは笑っているのか、私には分からなかった。『花が見たい』というただそれだけの願ねがいがどうしてかなえられないのか……それが、不ふ思し議ぎで仕方がなかった」

「……だから……死んじゃったその子の代わりに、魔ま法ほう士しの人達を助けてるんですか……？」

「子供が泣くのを、見たくないだけだ」

　言って、ようやくセラの様よう子すがおかしいのに気づき、

「……セレスティ、貴方あなたが泣くことではない」

「……ご、ごめんなさい……です……」

「いや、謝しや罪ざいされるようなことでもないのだが」

　こわごわと歩み寄り、少女の前に膝ひざをついて、小さな背中に両腕を回す。

　と。

　セラは崩れるようにサクラの胸に倒れ込み、そのまま、泣き濡ぬれた顔を胸に強く押し当てた。

「……すまない。つまらない話を聞かせた」

　顔を押しつけたまま、セラがぶんぶんと首を振る。

　サクラはその場に座り、少女を膝の上にのせて、柔らかい金髪をそっと撫なでた。

「今夜はもう遅い。このまま、眠るといい」

　顔を押しつけたまま、セラがこくんとうなずいた。




　……緩ゆるやかな空気の流れに木の枝が揺れて、さわりと音を立てた。

　サクラはすうすうと寝息を立てるセラの頬ほおに手を当て、ゆっくりと庭園の入口を振り返った。

「それで？　いつまで、そこに立っているつもりだ？」

「……いや、何となく、入りにくくて」

　半分だけ開いた隔かく壁へきの陰に隠れるように立っていた黒髪の青年が、悪びれたふうもなく花園に足を踏み入れる。天あま樹ぎ真ま昼ひるは広大な庭園を見渡して「大したもんだね」と呟つぶやき、こっちの傍そばまで歩み寄るととなりに腰を下ろして、

「苦情があるなら、あらかじめ聞いておくよ」

「……いつから、聞いていた？」

「昔話のちょっと前から」

　ようするに、ほとんどいうことらしい。

　柔和な横顔を精一杯鋭するどく睨にらみつけると、真ま昼ひるはすました顔で背後の樹きを見上げ、

「ほんとに、見事につぼみの一つも無いね」

「貴方あなたはいやみを言いに来たのか──？」

「いや、ただ素直な感想を……」

　あくまでも落ち着いた声で答える真昼。

　サクラはこめかみをぴくりとひくつかせ、すぐに大きなため息を吐ついて、枯れ木のような桜の大たい樹じゆを見上げ、

「……所しよ詮せん」

「ん？」

「所詮……人工培養の紛い物は、美しく咲くことなどできないのかも知れないな」

「……僕は、そうは思わないけどね」

　膝ひざの上のセラが、「ん……」と声を上げる。起こしてしまったか、と一いつ瞬しゆんひやりとするが、少女は目を閉じたまま、枕まくら代がわりの足に頬ほおをすり寄せるばかりで目を覚ます気け配はいは無い。

「で？」

　真昼の声。

　顔を上げると、いつになく真剣な青年の顔があった。

「で、とは？」

「だから、その子の母親のこと。君の依頼でマサチューセッツ軍からマザーコア関係のデータを盗んでたのは知ってるけど」

「な──！　セレスティはそんなことまで貴方に話したのか──？」

「いや？　これは僕が勝手に調しらべたことだけど」

「調べた……だと？」

　呆あきれた情報網だな、とサクラは呟つぶやき、

「……確たしかに、マリア・Ｅ・クラインに仕事を依頼したのは私だ。二年間で六件。彼女の情報は各地のシティの動向をつかむのに大いに役立ったし、そのおかげで助け出すことができた魔ま法ほう士しも五十人以上いる」

「じゃあ、そのマリアの娘が自然発生した魔法士だってことは？」

「彼女は隠したがっていたようだったが、少し調べて分かった」言って、はっと目を見開き「あ、貴方はそんなことまで！」

「や、今のはセラが魔法士ってところから考えた推すい論ろん。当たりだったみたいだね」

　もはや、何も言う気にならない。

　サクラはわざとらしくため息を吐き、真昼は「ま、それはともかく」と呟いて、

「で？　だからその先。マリアがミスして軍に捕まったとか、殺されたとか、その辺はどこまで把握できてたの？」

　胸の中に、棘とげが刺さったような小さな痛みがあった。

　サクラは無む意い識しきに視し線せんを逸そらし、頭上の樹きを見上げて、

「……すべてだ」

「すべて？」

「……ことの成り行きは、リアルタイムでほぼすべて把握していた」

　しばしの沈ちん黙もく。

　真ま昼ひるは、なるほど、と視線をうつむかせた。

「じゃあ……この子の母親は、君に見殺しにされた訳だ」

「違う！　私は──」

　とっさに声を上げ、そこで言葉を見失う。何が違うのか、と思う。あのときの自分は、確たしかにいくつもの別な計画を抱えていた。研究施設の襲しゆう撃げき計画、データの奪だつ取しゆ計画。中でも一番大きかったのはシティ・ロンドンの世せ界かい樹じゆに絡んだ物で、ロンドンへの潜せん入にゆう計画はまさに秒刻みの命がけの物だった。

　だから、マサチューセッツでの事件を知っていても、助けに行くことなど不可能だったのだと言ってしまえばいいのかも知れない。

　だが、そんな物が言い訳に過ぎないことは、誰だれよりも自分自身が一番良く知っている。

　助けに行くことはできた。たとえ他ほかの計画をすべて台無しにしてしまったとしても、マリア・Ｅ・クラインは何を置いて助けなければならない協力者だった。彼女のおかげで成功した計画は十を超え、いくつもの尊い同胞の命が助けられた。

　だが、それでも、彼女の命の優ゆう先せん順位は、目の前に迫ったいくつもの計画と、それが失敗した場合に失われるかもしれない何十という命より低かった。

「そうだ。私は、この子の母親を見殺しにした」

　何もかも知っていて、見捨てた。

　それが事実で、他に言うべきことなどない。

「納得……」真昼は小さく息を吐き「だから、この子を巻き込まないように、あんなに必死だったんだね」

「……何が言いたい」

「何って……」真昼は首をかしげ「だから、君にも罪の意識があったってことでしょ？」

「罪の意識、だと？」

　口元が嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがんだ。

　サクラは真昼の言葉を鼻先でせせら笑い、見下すような視線を投げつけて、

「悪い冗じよう談だんだ。なぜ私が罪の意識など感じなければならない？　これはシティと私達との戦争だ。魔ま法ほう士しの権利を勝ち取るための戦争、これ以上犠ぎ牲せいになる子供を増やさないための戦争！　戦争である以上、犠牲はつきもの。マリア・Ｅ・クラインのことは確たしかに残念だったが、私たちの目的のためにはやむをえない犠牲──」

「じゃあ、どうしてその子を逃がそうとしたの？」

「何──？」

「だって、おかしいよね。君達の戦力を考えれば、この子と祐ゆう一いちとそのディーって子と、実戦レベルの魔法士が三人も増えるのは願ねがってもないことでしょ？　その子を上う手まく説得して仲間に引き込むのなんか簡かん単たんだったはずなのに、どうしてそうしなかったの？」

「な──」

　今度こそ、頭に血が上った。

　自分が動揺していることを悟られたくなくて、サクラは声を張り上げた。

「天あま樹ぎ真ま昼ひる！　貴方あなたの物言いは不愉快だ──！」

「じゃあ、この子に君の正体を教えてもいいの？」

「……勝手にすればいいだろう」

「嘘うそは良くないね」

　真昼はにっこり微笑ほほえみ、すっと手を動かし、

「な、何をする！」

　いきなり頭を撫なでる青年の手を、サクラは力任せに払いのけた。

「いや、だからこう、いい子いい子って」

「ば、バカか貴方は──！」

　訳もなく、頬ほおが熱あつくなった。

　サクラは腕の中のセラを抱きかかえ、跳ねるように立ち上がった。

「と……とにかく、明日あしたからは救出計画の準備だ！　貴方はくれぐれも余計なことをしないで欲しい！」

「あー……まだ言うかな、そういうことを」

　真昼は呆あきれたように息を吐き、笑いを含んだ声で、

「サクラ。何でもかんでも一人で背負い込んでたら、そのうち潰つぶれちゃうよ」

「うるさい──！」

　青年に乱らん暴ぼうに背を向けて、少女の体を抱えたままサクラは駆け出した。

　どこまでも穏おだやかな光をたたえた、真昼の黒い瞳ひとみ。

　その眼が、何もかも見透かしているようで、怖かった。




　　　　††††††††††††††




「……さてと」

　黒いスカートを翻ひるがえして走り去る少女の背中を見送り、真ま昼ひるは小さく呟つぶやいた。

「どうも、あれは重傷だね。昔の錬れんみたい」

　立ち上がってスラックスの埃ほこりを払い、指先に絡まった「それ」をライトの光に透かす。ポケットから小瓶を取り出して、片手で器用に蓋ふたを開ける。

　細く長い、絹糸のような少女の黒髪。

　それを、慎重に瓶に押し込んで、蓋をする。

「にしても、怒ると注意力が無くなる子だね。あれで本当に大丈夫かな」

　軽口を叩たたきつつ小瓶を手のひらにのせ、ゆっくりと転がして、

　……とりあえず、ＤＮＡの採取は完了っと。

「ちょっと気になるからね。調しらべさせてもらうよ、君のＩ－ブレイン」







　　　　なかがき







〈注〉なんだかこのコーナーのタイトルがちょっとおかしくなっている気がしますが、これは「まだ作品も半分しか終わってないのにあとがきは無いだろう」ということで、友人一同と協きよう議ぎを重ねた結果です。決してあの人とかあの人とかのあとがきを読んで「ちくしょーうらやましいなーオレもなんか面おも白しろいあとがきのタイトルつけたいなー」とか思って真ま似ねしてみた結果ではありません。ベタ過ぎてあんまり面白くないし。




　というわけで、みなさまお待たせしました。『ウィザーズ・ブレインⅤ　賢けん人じんの庭にわ』どうにか半分だけお届けします。

　前作から数えて、なんと、一年と四ヶ月ぶりです。

　………………

　うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ（悶もん絶ぜつ）。

　なんか前作のあとがきを読むと、「次回こそはせめて半年ぐらいで」とか書いてますね。今ここにタイムマシーンがあったら、四巻の後書きを書いていた頃ころの自分を殴りに行きたいです、もとい、あの頃の自分に殴られに行きたいです。助けて未来のネコ型ロボット。

　あ、でももし本当にタイムマシーンがあったら、ここにある書きかけの原稿を持って過去に飛んで、四巻を書き上げた直後の自分にプレゼントすればいいのか。

　これで完かん璧ぺき。

　というわけでよろしくネコ型ロボット。机の引き出しは開けておきます。




　……なんて、ぐだぐだなボケはさておいて。

　正直言いますと、お話のど真ん中の段階でいきなりあとがきを挟むという経けい験けんが初めてなので、どのぐらいのテンションで書けばいいのかちょっと困っています。「お届けしました！」とか言い切るにはいまいち中途半端な状態だし、じゃあ「これからあと半分書くぞ！」という状態なのかというと実は目の前に最終章の真ん中まで書いた原稿があるからもうクライマックス直前だし。上巻のあとがきで下巻の予告を書くのも何か変な感じだし……。

　いかん、これではページが埋まらない。

　仕方がないから、今回は「なかがきスペシャル」ということで、次回予告の代わりにちょっとだけ語ってみます。




　本ほん編ぺんを読まれた方はお気づきかもしれませんが、今回の主人公「サクラ」は、天あま樹ぎ錬れんの裏キャラともいうべき存在です。

　実は、今回のエピソードⅤのプロットを最初に考えたのはデビュー作であるエピソードⅠの応募原稿のプロットを考えていたときで、そのときはまだサクラという名前も性格も何も決まっていなくて、ただ「錬がもしフィアを守れずに失敗したら？」という程度のぼんやりとした物でした。

　いろいろ迷って結局「成功する方」の錬の物語が生まれたわけですが、原稿を書いている間も「もしここで失敗したら」という考えは、常に、どこかにつきまとっていました。

　だから、もしかすると私のデビュー作はあのお話ではなく、今回の「サクラ」の物語だったかもしれません（受賞できたかどうかはさておき）。

　大切な友達を守れなかった主人公が、もう一回立ち上がって頑がん張ばる話。

　ってことで、サクラの戦い、その後半戦を、もうしばらくお待ち下さい。




　ファンレターを下さった皆さんへ。

　先日、友人の佐さ藤とうケイ君に「字が下へ手ただってんならワープロで返事を書いて、一言だけ自筆でメッセージを添えるとかやればいいんだよ」とアドバイスをもらい、なるほど、と感心して試しにお返事を作ってみました。

　……肝かん心じんの「ひとこと自筆」の部分が、我ながら見るに堪たえませんでした。

　そんなわけで、相変わらずファンレターのお返事が出せないダメ人間な作者です。でも、みなさんから頂いただいたお手紙はきちんと保存して、原稿の合間に取り出しては何度も繰くり返し読んでます。

　私の元気の源です。

　ファンレターさえ読んでれば、一食二食抜いても平気です（実話）。




　それでは今日きようのところはこの辺で。

　下巻では新たなキャラとして祐ゆう一いちの義理の妹が登場して、ディーが伝説の武器「ドリル」を手に入れます。嘘うそです。本当はもうちょっとだけいい話です。乞こうご期待。




　三月某日、『夢の島思念公園』を聞きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち






　上巻なので、今回のBGMはありません。悪しからず。
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。好きなハッカーは笑い男、好きな師匠は東方不敗。実家に阪神タイガースカラーのゲームキューブが配備されたという噂を聞き、激しく動揺する今日この頃。『ウィザーズ・ブレインⅤ』鋭意制作中。
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純すみ 珪けい一いち

黒を愛する黒い絵師。ジャージから着替えてコンビニまで歩くか着替えずに簡単な料理をするかどっちが楽かを真剣に考える毎日。意外とコンビニって近いようで遠いです。
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ウィザーズ・ブレインV




賢けん人じんの庭にわ〈上〉
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